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    〇・五章　夢幻の探求


    



    



    　私は考えていた。


    　トリトメス・ギスク・レドラン咒じゆ式しき医学博士として、考えねばならないからだ。


    　白い研究室で、球体の椅い子すに座って自らの肉体を眺めていた。腕を伸ばすと白衣の裾すそから、手と指が見える。長年にわたって酷こく使ししてきた体は、皺しわが寄り、疲れきっていた。


    　そろそろ老化対策に着手せねばならない。


    　老化現象は、細胞の増ぞう殖しよく時に染色体末端の複製が完全ではないことが、原因のひとつだった。だとしたら、テロメア反復配列の損そん耗もうを修復し、転写限界をなくせばいい。分裂を起こさない強きよう靱じんな心筋細胞であっても、超強力な補修酵こう素そを働かせればいい。心筋の結合組織硬化の原因となるブドウ糖のグリコシル化を除去、細胞を老いさせる活性酸素を分解させればいいだろう。さらには、細胞の成長と分裂を司る、複合体の酵素を制御することで可能になるはずだ。


    　原子単位で配列を制御する咒式だからこそ、今でもある程度は可能だ。単に技術的問題で、いつか人は不老に近くなるだろう。それこそ千年の命を可能とするほどに。


    　問題のひとつは、一度完成された脳は、神経細胞が生まれにくくなる。脳によって制限された寿命は限界で百四十年ほどとされる。脳の組織を入れ替え、思考と記憶を記録媒ばい体たいに移植する方法をとるにしても、それはもはや本人とはいえない。


    　問題は、すでに反則技で解決されている。千年以上の寿命を誇る、竜という実例を利用するだけだ。


    　それでも最大の問題が残っている。人間を真の楽園に導くための力をどう作りあげるかが最大の問題だ。技術的限界は時間が解決するだろうが、素材の容量が問題だ。だとしたら、なによりも第一に素材を探さねばならない。


    　単なる善人の善意では、苦難によって挫ざ折せつする。ならばこの世を越えたもの、神の御使いのような存在によってしか、個々の楽園はなしえない。


    　だからこそ私の研究が、力が必要なのだと確信する。


    　私の想いを断ち切るように、炸さく裂れつ音おん。炎とともに扉が破砕された。


    　金属の扉の破片を踏み、鋼はがね色の鎧よろいの群れが現れた。武装集団は一気に階段を駆けおりてくる。


    　座る私を包囲したのは、銀の重装鎧に魔ま杖じよう剣けんや魔杖槍そうの群れ。兜かぶとの下には冷れい徹てつな正義の執行者の目が並ぶ。咒じゆ式しき士し最高諮し問もん法院の武装査さ問もん官かんたちだった。


    「これが人間のやることか……」


    　研究室を見回した一人が、兜の下で苦々しげに吐きすてた。視線の先には、水すい槽そうがあった。〈擬人クンスツ〉や脳が、培ばい養よう液えきのなかに浮遊している。


    　憤怒を放射する銀色の列から、黒背広の男の二人組が一歩を踏みだす。


    　堂々とした恰かつ幅ぷくで髭ひげを生はやした上級査問官が、厳げん粛しゆくな面持ちをしていた。上級査問官は、仰ぎよう々ぎようしい宣告を述べる。


    「トリトメス・ギスク・レドラン被告の、二十三の国際咒式法違反、七十五の咒式法抵てい触しよく。そして殺人罪は、事前調査と現場接収により明々白々。罪状に一片の疑いの余地もないことを宣言・確認する」


    　上級査問官の横に立っていた[image: ]そう身しんの副官が、書面を提示する。


    　私は身動き一つせず、上級査問官の言葉に耳を傾けていた。


    「咒式士最高諮問法院は、施設と関係資料の完全破壊を決定。関係者とトリトメス被告の控こう訴そも上告も認めず、連行に反抗すれば即時の死刑執行を行うことを合わせて通告する」


    　朗々とした宣告が終了し、中級査問官が書面を戻す。私は球体の椅い子すに座ったまま、疲労の極致といった息を吐く。


    「君たちには……」


    　私は続けられなかった。あまりにも退屈だったからだ。私の様子に対し、査問官たちの瞳に残ざん酷こくな焰ほのおが灯る。


    「反抗の意志ありとみなす」


    　一連の宣告は、あらかじめ決められた手順だ。一度放たれた猟犬の狩りが覆くつがえるはずもなかったのだ。


    「それでは、即時死刑執行せよ！」


    　宣告とともに包囲網が狭まり、円の内部に干かん戈かが突きだされる。白衣に包まれた私の体を、十数本の剣と槍が貫く。


    「君たちには……」


    　見上げた私の鼻先に、上級査さ問もん官かんの魔ま杖じよう剣けんが突きつけられた。


    「愛は分からない……」


    　白刃の切っ先に宿るのは、トリニトロトルエンの組成式。爆裂咒じゆ式しきが発動、轟音を従えた爆風で私の首から上が吹き飛ばされ、肉体が消失した。


    　私は予定のままに死を受け入れた。


    　私の名はトリトメス。ベギンレイムの意志を継ぐ者。


    



    



    　私は考えていた。


    　ギルフォイル・アガイア・フェンサード咒式脳科学博士として、考えねばならないからだ。


    　量子頭脳と神経系シリコーンと人工培ばい養よう細胞、人工臓器や筋肉からなる人形。長い睫まつ毛げに産うぶ毛げまで完全に再現することも、今では簡単だ。


    　この時代において〈擬人クンスツ〉の基本技術はすでに完成している。


    〈擬人〉は遠隔操作や模も倣ほうで動くことが可能である。さらには演算装置である宝珠に各種の指示式を埋めこみ、ある程度は自律的に考えることができる。


    　しかし決まりきった行動ができるだけでは、まだまだ目標には遙はるかに遠いのだ。


    　予想どおりに動く人形など退屈だ。


    　自らの予測に従って事態が動くことは素晴らしい。一方で予想どおりの退屈ほど恐ろしいものはない。退屈さだけは絶対に避けねばならない。


    　退屈とは、精神の死だからだ。


    　私の、いや私たちの目標を忘れてはならない。我らの手で世界中に愛を与え、楽園に到達すること。それだけが望みなのだ。


    　思考の間にも、炎が研究室を舐なめつくしていた。


    　実験器具や機械が破砕される。そして眼前の〈擬人〉たちも猛火に包まれていく。瞼まぶたが溶け崩れ、人造眼球が剝むきだしになる。人工皮膚が燃え、人工筋肉と強化骨格が覗のぞき、また炭化していく。無惨な姿だった。


    　眺めている私の白衣にも、火炎が這はい上がっている。肌が焼け、肉を焦がしていく。髪が焼ける胸むな糞くそ悪い臭気と、肉が焦げる甘い臭いを発している。


    　私の今の状態も、燃えあがる〈擬人〉と似たような姿になっているだろう。


    　いつの時代もそうであるように、咒式査問官たちは、私の研究を理解する気がないらしい。


    　いつの時代でもそうであったように、先人から受け継いだ私と私の研究を燃やしつくす気なのだ。


    　六十年では……、いや、いくら無意味に時を重ねようと人はなにも変わらない。人であるかぎり、生物であることを超ちよう克こくすることなどできない。


    　人は理解しあえない。好こう悪おというそれぞれの世界観があり、自己保存の本能があるために理解しあうことなどできない。


    　だからこそ、それぞれの楽園が必要なのだ。


    〈傀く儡ぐつ師し〉と呼ばれようと、どんな迫害を受けようと、私の手段以外に楽園を呼びこむことは不可能なのだ。私と私たちは、誰にも知られず名前すら記憶されないが、それでもなさねばならないのだ。


    　燃えさかる炎が、ついに私の全身を包んだ。痛みに叫ぼうと呼吸をすると、喉と気管を火炎の奔ほん流りゆうが灼やき、肺に熱気が侵入してくる。体の奥から灼きつくされていく苦痛。


    　続いて眼球が高熱で凝固し、視界が消える。すべての肌が溶け、肉は激痛しか伝えない。


    　ついに私の体は、生命活動を維持できなくなった。心臓が停止し、脳に酸素が流入しない。そして死んでいく。


    　私は予定のままに死を受け入れた。


    　私の名はギルフォイル。ベギンレイムの意志を継ぐ者。

  


  
    九章　夏の午後に


    



    



    　君の肉と骨、心と魂たましい。そのすべてに冷れい徹てつな値札がつけられていく。


    　君が全部でいくらの商品なのか、市場が決めていく。それは残ざん酷こくなほどに正確な天てん秤びんで、


    　誰一人として逃がさない。


    　さて、君の肉と魂はおいくら？


    
      ジグムント・ヴァーレンハイト「魂の市場価格とその暴落」皇こう暦れき四八八年

    


    



    



    　朝の日射しが部屋にそそぐ。


    　早く起きた俺は、寝台ベツドの上に体を起こす。傍かたわらの机に手を伸ばし、知覚眼鏡クルークブリレをとって鼻先に引っかける。眼め鏡がねを支える蔓つるの大きさが修正され、顔にきっちりと嵌はまる。


    　明めい瞭りようになった視界で見ると、俺の隣ではジヴーニャが寝ていた。俺のほうを向いて横向きの姿勢。枕から溢あふれた髪がシーツに広がり、白金の川となっていた。彼女の唇くちびるが動いている。またなにかを食べている夢でも見ているのだろう。一筋の髪を咥くわえていたので、指先で取っておく。ジヴの唇くちびるが動き、眉み間けんに深い亀き裂れつが刻まれる。食べ物が逃げていく夢になったのかもしれない。


    　ジヴを起こさないように寝台ベツドから降りる。室内履きを履いて、静かに廊下に出て、寝室の扉を閉める。これで物音によってジヴを起こすこともない。台所を抜けて、応接室を通り、私室に足を踏み入れる。


    　横手の一面の窓から、日射しが降りそそぐ。机の上には咒じゆ式しき具ぐが散らばり、無造作に咒弾が転がっている。弾の当たり外れを選別している途中でジヴを迎えたのだ。


    　机の隣では、重ねられた研究書が塔を作っていた。塔の足あし下もとには漫画や雑誌が降り積もっている。最近は自宅の片付けをする時間もなかった。


    　時計を見るとまだ朝の五時。早朝の白々とした空も藍あい色を足下にまとっている。熟睡して早起きしてしまったようだ。昨夜にジヴと愛しあったことを思い出すと、自然に笑みが浮かぶ。


    　そしてジヴが起きるまで、あと一時間半ほどある。朝食の用意をするにも早すぎる。


    　本が乱雑に置かれた床を抜ける。奥の本ほん棚だなを見渡して、読む本を探す。指先が本の背表紙を撫なでて題名を確認していく。


    　業界誌である『咒式の友』の最新号はもう読んで、ツァマト社の魔ま杖じよう剣けんの新技術に驚いた。今月のおまけは飛びだす魔杖剣だ。ついでに赤と青のセロファンの眼め鏡がねで立体的に見える。飛びだしているのにさらに立体的にして、そもそも咒式士の業界誌の読者に児童がいるのだろうか。たまに『咒式の友』編集部の考えることが分からない。


    　さらにレメディウスやヨナ・カルデスなどの咒式の研究書や、メヒオレプスやジグムントの政治や経済の学術書は、朝から読むには重い。目線を隣にある娯楽用の本棚に移す。


    　ジェビリの『咒式士たちの肖しよう像ぞう』は咒式士として参考になったし、四十年前のラペトデス七都市同盟のアラガジン議長の暗殺事件の真相を追った、アリャーシジ記者の『密葬』は、ついに現実の暗殺犯を追いつめた名著だ。


    　学者のスダラトナがツェベルン龍りゆう皇おう国こくと神聖イージェス教国の長い北方の激戦を追った『北方戦線』も興味深く、十年以上も戦線を支えるオキツグという武人は生ける伝説らしい。序章しか読んでいないが。


    　ジグサリスの『百王伝』もウコウト大陸の史実の英雄たちを俗っぽく描いておもしろい。マズカリー王を守しゆ銭せん奴どと見抜き、ツェベルン一世を小心者の典型としたことは着眼点がいい。作者は嫌いだが。


    　物語の良いところは、現実と仮想を問わず、自分の思考を外部化でき、また他人の思考を内部化できることだと思う。自分が他人になり、とくに他人の思考や経験を自分に取りこむ経験は他にはなかなかないと思う。


    　今日の気分はグリムスカスの『竜の足跡』だった。棚から引きだした本の裏には、立体映像こみの猥わい褻せつ本ぼんがあった。懐かしさでそちらも持っていく。


    　今日は天気がいい。執務用机で読むのは、少しもったいない。窓を開けて、庇ひさしの下の廊下に出る。マンションから見えるエリダナの街は、いつものようにくすんでいる。


    　木製の椅い子すに腰を下ろす。ツェベルン龍りゆう皇おう国こくの始祖、ツェベルン一世の若きころに同行したグリムスカスが記録した話を読んでいく。昔の英雄も、若いときはもう失敗と敗北の連続だった。愛と憎悪と裏切り、戦いと妥協と日常。五百年近く前の英雄も、現代の俺たちとやっていることはあまり変わらない。


    　朝の日射しで目が疲れてきた。時計を見ると、すでに一時間近く経過していた。もう一冊の猥わい褻せつ本ぼんのほうに変える。立体映像を起動する。少し古い映像で女の裸が出る。二年前に流行したラデンスという猥褻映画専門の女優だった。


    　ふと考えたが、彼女たちにも人格や人生があるのだ。ラデンスは当時なにを考えて、俺や他の男たちの性欲を引きうけたのか。そして今どこでなにをしているのだろう。


    　足音。椅子に座ったまま、背を反らして室内に戻す。室内に伸びた状態で、視線を横に向ける。応接室には、歩いているジヴの姿があった。朝が弱いジヴの早起きは珍しい。夜着のまま寝起きの姿で、白金の髪は波打っている。目は応接室や台所を見回している。耳には緊張の痙けい攣れん。


    　横顔を見ると、緑の目には哀しみ。目尻には涙があった。


    　俺は二冊の本を放置し、急いで立ち上がる。室内に戻っていくと、ジヴも俺に気づく。女は急ぎ足で進み、私室と応接室の間で、俺の胸に飛びこむ。俺は室内の本の塔を崩さないように、ジヴを受けとめる。


    「どうした？　朝が弱いジヴが目覚まし前に起きるなんて、空腹で起きたのか？」


    「良かった。ガユスがいた」ジヴはさらに繰り返す。「良かった」


    　彼女の心からの安あん堵どの声が、俺には理解不能だった。


    「俺がいて良かったって？」


    「怖い夢を見たの」


    　俺の胸のなかで、ジヴが震える声で告げた。彼女の目が俺を見上げる。美しい緑の宝石のような目は、涙に濡れて輝きを増していた。


    「ガユスが死ぬ夢。すっごく強い攻こう性せい咒じゆ式しき士しと〈異い貌ぼうのものども〉がガユスを殺すの。それでいて私はなにもできない。そんな怖い夢」


    　俺はようやく理解できた。


    「悪夢で起きて、俺を捜しに来たということ？」


    「うん」


    　ジヴは少女のように素直にうなずいた。俺を失った恐怖は、早起きが苦手なジヴも飛び起きるほどのものだったようだ。夢だったと確認するために部屋から部屋へと捜しにきたらしい。不謹慎だが、思わず口元が綻ほころぶ。右手を挙げて、ジヴの目尻に浮かぶ涙を拭ぬぐう。


    「いい年した女性がそんなことで泣かない」


    「だって」とジヴは拗すねてみせる。「心臓がまだ跳ねているくらい、怖かったんだから」


    「ジヴはかわいいね」


    　俺は両手をジヴの腰に回して抱きしめる。彼女の緑の瞳は濡れていた。


    「なにがよ」


    　ジヴは理解不能と言った顔で、俺を見つめていた。


    「すっごく怖かったんだから。それをかわいいなんて意味が分からない」


    「そうだな」


    　俺の声は少し弾んでいた。


    「でも、そんなジヴを愛しているよ」


    　俺の言葉を理解できないジヴは、まだ少し怒っていた。俺は彼女の腰に両手を回してさらに落とす。左右の手をジヴの尻のあたりで交差させる。両手で引っかけてジヴを持ち上げて、回転する。世界は回転木馬となって回る。


    「なぜ回すの？」


    　髪を横に流してジヴが笑顔で問う。


    「さあ？」


    　俺はさらにジヴと自らを回転させる。意味もなにもない行動に、ジヴは笑っていた。「ぶつかるって」と彼女が笑うが、俺は回転させつづける。恋人と同じく俺も笑っていた。


    　ジヴに夢で見るまで必要とされ心配されたことで、胸中に幸せが溢あふれていた。真珠色の穢けがれなき花が、胸の奥で開いたような幸せだ。


    　俺は愛がどういうものなのか分からない。だけど、誰かを大事に思うジヴの心こそが愛ではないかと思う。そう思うジヴを愛いとしいと感じる心を、少なくとも、俺だけは愛だとしたい。一人だけでは不可能で、他者との交わりでしか生まれない愛を。


    　俺の幸福感に反比例するように、ジヴの顔が曇る。


    「真ま面じ目めに聞いて。本当に心配したんだから」


    　声は暗かった。回転は弱まり、世界が戻っていく。俺は足を止めて、ジヴを地面に下ろす。ジヴは軽く白金の髪と頭を振って、目め眩まいを払っていた。緑の目が、俺の腕のなかから見上げてくる。


    「本当に胸が張り裂けそうな哀しみだったの。あれが夢で良かったけど、現実に起こったら、私は生きていけない」


    　回転が止まったように、俺の幸福感も平常心に戻る。たしかに攻こう性せい咒じゆ式しき士しであるかぎり、そういった事態、末路があることを否定できない。俺は賞金首の咒式士に逆襲され、工場の廃油が詰まったドラム缶に死体を突っこまれるかもしれない。強力な〈異い貌ぼうのものども〉に殺され、内臓を喰われ、無惨な死体で見つかるかもしれない。可能性はゼロではなく、確率としてはかなり高い。


    　俺は初めて理解した。ジヴの心配はいつか実現する。そして今日のような目覚めを、俺は彼女に何回強しいることになるのか。それは数百、数千回か。


    　人間の心は、しかし、そんな回数の悪夢に耐えられない。ジヴが死ぬことを心配して生きることなど、少なくとも俺にはできない。ならばジヴを安心させる言葉を探そう。


    「大だい丈じよう夫ぶ。俺は死なない」


    　自分でも噓うそとしか思えない言葉を返す。


    　胸のなかで、ジヴはうなずく。俺の言葉にまったく納得していない顔だった。躊躇ためらう顔が、また俺に戻される。緑の目には疑問の表情。


    「だけど、ガユスはクエロさんを裏切って、アレシエルさんを殺したよね？」


    



    



    　そこで俺の目が覚めた。


    　心臓の鼓動が聞こえそうだった。額の寝汗を手の甲で拭う。


    　呼吸を繰り返して落ちつかせる。


    　自分がエリダナの辺境にいることに気づく。眼前には焚たき火びの跡。寝袋にくるまるニルギン。視線を動かすと、安全なヴァンの内部ではアナピヤが寝ている。屋根の上には、屠と竜りゆう刀とうを抱えたギギナが座り、朝日を眺めている。俺たちの周囲にあるのは、咒じゆ式しきと電子による威い嚇かく装置と罠わなの結界。視界の先には辺境の森。暗い森は梢こずえの先まで黙っていた。


    　夢は俺に複雑な気分を催させた。夢ではなく、単に過去にあった事実だ。ジヴの心配と俺の考えのなさ。俺は唇くちびるを嚙かみしめる。なんでもない。なにも思い起こさせない。


    　俺たちは、前に進まねばならない。物語の主人公のように、過去を振りきって進まねばならないのだ。


    　しかし、俺に、普通の人間にそのような英雄のようなことができるのだろうか。愛を失ってなお、どうやって歩けばいいのだろうか。


    



    



    　朝日はいつものように空に昇り、夏の日差しを大地に投げかけていた。


    　白色光は、廃屋の壁を、人影の絶えたアスファルトを白く脱色していく。


    　そして道路脇の俺たちを漂白していた。アナピヤたちの起床に合わせて朝食が始まる。


    「アナピヤ、スープを零こぼさないように。それにエルヴィンは猫だから、熱々の肉をムリに口に入れても食べられない。ニルギンは無理なら箸はしを使わない。ギギナ、手て摑づかみで食うなっ！」


    　食事している三人に、俺の注意が乱れ飛ぶ。


    　ロイナンテの町から離れた俺たちは、一路メトレーヤを目指していた。途中で、辺境によくある廃街に逗とう留りゆうしていた。すでに無人となって長い廃屋の庇ひさしの下で、俺たちは朝食を摂っていたのだ。


    「ガユス、うるさいぞ」


    　興味なさそうな目をしながら、ギギナが焼いた砂すな蜥蜴とかげの太ふと股ももに歯を立てる。真珠色の歯で、皮を引き剝はがしていく。現れた桃色の肉を、肉食獣のように齧かじる。滴したたる肉にく汁じゆうの向こうには、ニルギンが嫌悪感を露あらわにした顔があった。


    「蜥蜴を食べるなんて」


    「辺境ではよくあることだ。鳥肉に近い味で美味だぞ」


    　ギギナが言うと、ニルギンは顔を背けた。俺たちは食事を終える。即座にギギナとニルギンが地図を広げる。補給地として目指すソボスの町への道を、地図上で検討しはじめる。


    「だから、こちらの道が安全で良いかと、専門家のふりをした人の一説では想像できるとされています」


    「私は危険度が高いほうが楽しい。より〈異い貌ぼうのものども〉や街道強盗が出るという、こちらの道を行こう」


    　あの二人の間で、会話が成立しているのかは不明だ。俺は黙々と片付けをする。


    「ガユス、あたしも片付けのお手伝いしたい」


    　俺の側そばに、アナピヤが寄ってきていた。少女の腕のなかでは、黒猫のエルヴィンが迷惑そうな細い瞳どう孔こうを並べていた。


    「では、そこらで腕を回して換気してくれ。全力で」


    「うん」と素直な返事とともに、アナピヤが腕を回そうとし、止まった。


    「いや、あの、ここは屋外だし、そもそもその換気って、間違いまくった宗教の修行みたいなんですけど？」


    「では、そこらで奇声を発して走りまわっていてくれ」


    「いや、あの、遠回しに見えて、実は露骨に邪魔だと言われると、なんかすっごくせつないよ？」


    　拗すねたように、アナピヤが地面に尻を落とした。足先で文字を大地に記していく。


    　呪いの絵文字にしか見えないアナピヤの作品の傍かたわらで、俺は片付けをしていく。ついでに自らの内面を分析し、検証してみる。


    　結論。昨夜のジヴとの別れは、俺の内面になにも引き起こさなかったようだ。


    　料理は手際よく作れるし、冗談は冴えない。いつもの俺となにも変わらない。至し極ごく冷静、穏やかな湖のような心境だった。変わった点といえば夢を見たくらいだが、なにも変わらないに等しい。等しいのだ。


    　意外に平気な自分に驚いた。知らない間に、俺の心は強くなっていたらしい。


    　いや、俺にかぎってそんな成長が起こった訳はない。いい年をした人間が成長などしたら、逆に笑える。


    　経験から言うと、一時的な感情の麻ま痺ひといったほうが正しいのかもしれない。


    　事態を受け入れていないため、正しい現状認識ができていない。少しずつ現実を認識しはじめたときは、昨夜のような落ちこみではすまないはずだ。物理的な胸の痛みと一時的な平静。夢にまで現れる後悔と納得した演技。繰りかえし訪れる荒波は、業ごう火かとなって心身を苛さいなむ。


    　事実を受けとめたときを考えると気が重くなる。別のことに没頭していたほうがいい。


    「それでは、ガユス。そろそろ咒じゆ式しきを教えて」


    　俺が片付けを終えるのを見計らって、アナピヤが声をかけてきた。


    「守られるばかりなのは、あたしの流りゆう儀ぎじゃない。あたしはお姫様って柄でもないし」


    　俺の顔を覗のぞきこむアナピヤの青い目は、どこまでも真剣だった。


    「いきなり咒式で戦えるわけはないけど、なにもしないのは耐えられない。ガユスとギギナの負担を少しでも軽くしたいの」


    　俺は無言で魔ま杖じよう剣けんヨルガを引きぬく。


    　白々とした八〇二ミリメルトルの刀身が、陽光を反射して輝く。柄つかを回転させて逆手に持ち、アナピヤに向ける。


    　少女は緊張した面持ちで魔杖剣を受けとる。柄を右手で握りこんだので、俺の手を離す。刀身の重みを支えきれず、アナピヤの手ごと下がる。切っ先が地面につきそうになる前に、両手で保持する。かわいらしい唇くちびるを嚙かみしめて、少女が重さに耐える。


    　刃を掲げていくアナピヤの背後に回る。個人認識装置を解除。柄を握って震える少女の小さな両手に、背後から俺の両手を添える。


    　触れあうアナピヤの背中と手の熱が、俺の体へと伝わってくる。どこかで感じた熱だったが、思い出せない。


    「まずは、アナピヤ自身の能力特性を判別しよう。最終的な組成式は俺が組むから、君は咒じゆ力りよくを練っていけ」


    　呼吸を整えるアナピヤに合わせて、精神を同調させていく。


    　アナピヤの意識という海の底で、咒力の波は紋もんが広がっていくのを感じる。


    　小さな波紋は小さざ波なみになり、小波は波は濤とうとなる。天へと吹き荒れる嵐となって爆発し、俺の意識を吹き飛ばしそうになる。それは、少女を抱える俺が恐怖を感じるほどの膨ぼう大だいな咒力だった。


    　以前シタールで起こった、アナピヤの無目的な力の再現だった。


    　強大な咒力の狂乱に、ギギナとニルギンが振りかえる。俺は大だい丈じよう夫ぶだと視線で合図して、アナピヤに優しく語りかける。


    「落ちつけアナピヤ。咒力は制御できる。そう、君の力だからだ」


    「できないよっ！」


    　少女の悲鳴に自身の咒力が反応して、百億頭の荒馬のように咒力が乱れ、刀身が跳ねる。


    「大丈夫だアナピヤ。まずは、量子世界の基本単位、六・六二六〇六八九六三に十に十の負の三十四乗Ｊ・ｓという、作用量子定数ｈを感じていけ」


    　無目的な力の暴走が、少女自身を食いつくそうとしていた。


    　子守歌を聞かせるように、俺は優しく語りかける。


    「厳密に言おう。万有引力定数と真空中の光速度と作用量子定数から導かれる基本単位、一辺の長さが一・六一六〇掛ける十に十の負の三十五乗メルトルである立方体に、二・一七六七掛ける十に十の負の八乗キログラムルに等しい質量を持たせた高密度の物質を感じろ」


    　俺の言葉で、アナピヤが集中する。


    「それは量子効果によって、作用量子定数などの基本物理定数をも変異させた時空領域を、限定的に作りだす。これがすべての咒式の根本原理だ。咒式を知覚するんだ」


    　大渦となって荒れ狂う咒力が、時間とともに収まっていくのが感じられた。静けさと激しさをともなった咒力が、アナピヤ自身に知覚され、制御されている。


    　俺の励ましに従ったアナピヤにより、方向をそろえられ、収束していく咒力。


    「そうだ、よくできた。質量とは、素粒子と質量起源粒子の相互作用によってもたらされる。宝珠の超演算と咒じゆ印いん組成式によって、波動関数の崩ほう壊かいを制御しろ」


    　俺の指示により、アナピヤが宝珠と同調しはじめる。量子演算器の無限に近い計算力が、膨ぼう大だいな数式を構築していく。


    「さらに素粒子と質量起源粒子の相互作用に干かん渉しようし、素粒子の質量を増加させ、素粒子一個分ほどの大きさである作用量子定数密度の領域を作る。それは、光が素粒子一個分の距離を進む間にも満たない、極ごく微びの時間における操作だ」


    　統合され制御された力は、アナピヤの意志の支配下にあった。


    　そしてアナピヤの咒力による観測効果が、世界を、物質を改変していく。


    「咒式とは、簡単に言えば、世界の決まりごとに従うフリをしながら裏で舌を出して一部を改変することにすぎない。物質の存在自体に仕組まれた陥かん穽せいを、騙だまし裏切り、そして支配するんだ」


    　咒弾内部では、高い圧力で原子構造を歪ゆがめ、密度を増やした重元素粒子が、作用量子定数密度の発生を助けるために蠢うごめきだす。刀身の咒化金属が咒力に反応し、力を増幅していく。切っ先にアナピヤの咒印組成式が紡つむがれた。奔ほん騰とうする力は使い手による解放を待っている。


    　卵から孵ふ化かする寸前の雛ひな鳥どりのように、アナピヤの咒式が完成した。


    「あとは、組成式に生まれた力を載せて、そして開放する！」


    　俺の指示とともに、アナピヤが引き金を絞る。ついに咒力の波は濤とうが放たれる。


    　巨大な力は、粗雑な指令のためか、そのほとんどが散乱。俺には知覚できない未知の方向へと消えていく。


    　だが、ひとつの流れが、前方の空間で結実。炭素が現れる。続いて水素原子が外側に連結。次に炭素同士が単結合し、また外側に水素。さらに次の炭素が二重結合。交互に繰り返され、水素、炭素、水素、炭素、水素、炭素、水素と連結されて六角環が形成された。


    「凄い、できたっ！」


    　アナピヤの歓喜の叫びと同時に、作用量子定数と波動関数への干渉が崩れた。炭素と水素による六角環は、水晶が砕けるように散り、夏の大気へ溶けていった。光は完全に消失した。


    「今の見たっ!?　魔法みたいっ！」


    　振りかえったアナピヤ。白い歯を見せ、太陽に向かう向日葵ひまわりのように微ほほ笑えむ。眩しさに俺は目を細める。


    「……だから咒式は原理不明な魔法ではないと言っただろうが。いちおーの理論と限界があって、なにもかもできるわけではな……」


    「難しいことはいいの、今はなんでもできそうなのっ！　もうとにかく嬉うれしいっ！」


    　はちきれそうな喜びに、アナピヤは子こ兎うさぎのように跳ねまわる。ついには、側転まで披ひ露ろうしていく少女の体に、黒猫のエルヴィンが必死にしがみついていた。


    「しかし、第七階位でも放てそうなほど強大で膨大な咒力で、ただのベンゼン環を作るとはね」俺は長い息を吐く。「一等当選した宝たから籤くじで放火をするくらい、豪勢で無意味な咒式だ」


    「次、七階位の咒式をやるー！」


    「まだ早い」


    　俺の手が伸びて、アナピヤの手から魔ま杖じよう剣けんを取りもどす。少女は不満顔だが、放置はできない。


    「七階位の咒じゆ式しきは、成りたてとはいえ十三階かい梯ていの俺ですら、脳と神経系統に激しい負担がかかる。アナピヤには、咒力という容量はあっても、出口を作る演算能力と知識と経験がないため、無用な危険を避けたい。まずは基礎から組成式を組みたて」俺は自らに反論する。「いや、最初はとにかく制御力を重視したほうが……」


    　そこまで言って、俺の唇くちびるが皮肉に歪ゆがむ。


    　アナピヤにせがまれて咒式を教えたのだが、少女が俺の気を紛らわせてくれている、と言ったほうが実情に近いだろう。


    　自らの内心の言葉で、精神の均きん衡こうを取りもどしはじめていた。


    　他人に口出しをするという行為は、自分の内面と向きあわなくて済む慰い撫ぶ効果があるようだ。論理と法則で構築しただけの頼りない均衡だが、今はこれで充分だろう。


    　踊るような少女の動きが止まっていた。


    「ガユス、ごめんなさい」


    　俺に気を遣っていることが気に障さわったのかと、アナピヤの潤うるんだ瞳が問いかけていた。


    　アナピヤは少し気が回りすぎる。他人に傷つけられ、それでも他人に優しくしようとして失敗し、自らを傷つけてしまう。


    　それは、俺と、そして誰かと似ている。


    　手を伸ばしてアナピヤの頭を撫なでる。少女は長い睫まつ毛げを伏せ、撫でられるがままになっている。


    　この動作も、アナピヤに気を遣われて、撫でさせてもらっているのだろう。俺って、ダメの元祖本格派だ。頑がん固こ一いつ徹てつなこだわりの味は、開店以来いっさい変えていません。


    　恥ずかしくなった。しつこく撫でて、アナピヤの髪をくしゃくしゃにする。「みぎゃー」と吠えて、アナピヤが頭を抱えて逃げていく。


    　ヴァンの側そばまで逃げたアナピヤが振りかえった。凄まじい不信を露あらわにした目で俺を見据えてくる。


    「もう、意地悪！」


    「それ、それだよアナピヤ。その心底から嫌がる顔が凄くいいっ！」


    「撫ですぎて、禿はげたらどうするのっ!?」


    「禿げてもアナピヤはかわいいに決まっているよ」


    「え、本当？」


    　俺は中腰の姿勢をとる。極限まで目を細めた笑顔を傾かしげ、アナピヤの顔を覗のぞきこむ。


    「うん、本当に噓うそ。アナピヤちゃんは、何回引っかかれば気がすむのかな？」


    　アナピヤは、頭から猛牛の突進をしてきた。俺の華麗な回避に、アナピヤが前のめりになる。転げそうになるので、腹部を右手で支えてやる。


    「そんな動きでは俺を捕まえることはできないと、前にも言ったのに。アナピヤは本当におバカさんだなぁ」


    「バカじゃないもんっ！」


    　俺に支えられながらも、両腕を振ってアナピヤが抗議する。


    「うわぁ、文句のつけようもないほど完全無欠なバカっぽい動き。なに？　バカの神様でも降臨しているの？　直で？　生で？　携帯咒じゆ信しん機きで写真を撮って全国へ配信していい？」


    「言った、またバカって言った！　許されないよ！」


    　俺の顎あごへ向かってアナピヤの鋭い鉤かぎ突づきが繰りだされるが、届く前に支えていた手を放す。当然ながら、アナピヤは地面に自由落下していく。俺的にとてもいい～顔をしながら。


    　落下する寸前に、アナピヤが地面に両手両足をつく。起き上がる勢いのままに放たれる蹴けりも、俺は身を翻ひるがえして回避。


    「ワシを捕まえるには、まだまだ修行が足りぬぞ！」


    「本当に本気で頭きたっ！」


    　軽やかに逃げる俺を、必死のアナピヤが追ってくる。俺は存在しない顎あご鬚ひげを撫なでて語る。


    「アナピヤ、大事なのは『空くう』ぢゃ！　心を無にすれば、悟りだかなんだかそのあたりだかがてきとーに啓ひらけるのぢゃ！　うお、楽しいっ！」


    「インチキ老師喋しやべりが腹立つっ！　その大人げない芸風を、拳こぶしで矯きよう正せいしてやるっ！」


    「そこで止やめておけ」


    　ギギナの呼びかけで、俺は逃走を中止。腕をぶん回しているアナピヤの額を、右手の先で抑える。


    「お、壊滅的に『空』を悟りすぎて、なにも考えられなくなった人が、なんの御用で？」


    「存在が『空くう』そのものの貴様に言われたくはないが、道順が決まった」ギギナが立体光学地図を停止させ、実際の地形を示す。「ゴーデ山を迂う回かいしてソボスに入る。それから森と竜緩かん衝しよう区を迂回してメトレーヤだ」


    　俺は歩きだす。


    「遊びは終わり、か。いよいよ出発だな」


    「でも意地悪ガユスは絶対許さない。いつか死なす」


    　アナピヤは、不ふ承しよう不ぶ承しようで俺への復ふく讐しゆうを断念する。


    「毎度毎度、敵に先回りされているからな。そろそろ問題を解決しておこうか」


    　ギギナの視線が、俺をうながす。俺も厄やつ介かいな問題を解決しておくことに同意した。


    　魔ま杖じよう剣けんを引きぬいて、背後へと向ける。


    「さて、ニルギン。そろそろ問題を解決しようじゃないか」


    「はい？」


    　魔杖剣の刃の先、呆あつ気けに取られたニルギンの傷きず痕あとの刻まれた顎があった。


    「おまえが追っ手を手引きしていたことは分かっている。姿を現さない六人目の咒式士とは、おまえのことだろう？」


    　後あと退じさるニルギンの右首筋へ、背後からのギギナの屠と竜りゆう刀とうが突きつけられる。左右から刃に挟みこまれて、男は動けなくなる。


    「誰がそんなふざけたことを言っているのですか？　正義の拳こぶしでその虚言症患者を殴ってやりますよ！」


    「分かりやすく言わないとダメか？　目の前の、この俺の口が言っているのだが？」


    　魔ま杖じよう剣けんの刀身を、ニルギンの喉に当ててやる。進退谷きわまったニルギンは、不可解な微ほほ笑えみを浮かべた。


    「いえ、その、最初に言ったように、私は竜事象対策派の研究員ですよ？」


    「いつまでも、そのふざけた態度が通じると思ったら大間違いだ」


    　切っ先がニルギンの喉の薄皮を半分ほど破る。その手は通じないといわんばかりに、ニルギンが余裕の笑みを浮かべる。


    「引っかかりませんよ。ガユスさんが悪い警官役で、ギギナさんが良い警官役になってあとで取りなし、私の口を割らせようという手口でしょう？　黴かびが生はえた古代の尋問の手口ですね」


    　俺たちを値踏みするようなニルギンの視線だった。


    「尋問？」


    　俺とギギナは乾いた笑いを浮かべる。


    「残念。俺が悪～い拷ごう問もん吏り」


    「そして、私がさらに無む慈じ悲ひな死刑執行人だ」
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    　笑顔のままで俺が言い、ギギナが続けた。突きつけた魔ま杖じよう剣けんの切っ先で雷撃咒じゆ式しきの組成式を紡つむぎ、ギギナは必殺の〈鋼剛鬼力膂法バー・エルク〉を紡いで、ニルギンの首を斬る準備をしていた。


    「このまま、正体も目的も不明なおまえを連れていくことは危険だ。しかし、おまえを殺して埋めてしまえば、俺たちの旅の危険が少しは減り、殺人罪も土の下。取り越し苦労かもしれないが、俺たちに損はないという判決を思いついたりして。というわけで、不思議な暴力で地層の一部分にな～れ」


    　俺の冷れい徹てつな計算方法に、ニルギンの目が泣きそうに潤うるむ。


    「あ、アナピヤは向こうを向いていなさい。子供には残ざん酷こくな場面だから、大人配慮」


    「あなたたちは、本当に真剣にどこまで根性が腐りきっているのですか……」


    「では、正体を話してもらおうか？」


    　ニルギンの顔がうつむき、再び上昇してきた。男の顔には満面の自信が漲みなぎっていた。


    「ふははははは。ついに見抜かれぎみのようですね。そのとおり、私が六人目の攻性咒式士、最強無敵のニルギンらしいのです！」


    「では死ね」


    　俺とギギナの刃に力がこもり、ニルギンの首を挟み斬ろうとしていく。男の顔は途端に蒼そう白はくになる。


    「あ、噓うそです。調子に乗って言ってみただけで、本当は違います！」


    「もう追っ手だろうがなんだろうが構わない。とりあえず殺してから考える。『僕たちは、一人の哀しき戦士がいたことを忘れない』とか言って、場面転換のあとであっさり記憶喪失しても、とくに問題はない。悲しみの涙を力に変えて、猟奇殺人をしよう」


    　冷ややかな声が俺の口から出ていた。ニルギンの喋しやべりかたが、俺の癇かんに障さわるのだ。それもかなり激しく。


    「違うよ。ニルギンさんは敵ではないと思う」


    　アナピヤが俺の左手を握っていた。ニルギンから右目を離さず左目だけで見る。アナピヤの訴えるような海色の瞳が、俺を見上げていた。


    「どうしてそう思う？　思うだけではなく他人を説得できる論理は？」


    　俺は優しく問いかえす。ギギナも殺気を失い、巨大な屠と竜りゆう刀とうを掲げたままで静止していた。


    「……だって、だって、ニルギンさんからは一度も悪意を感じなかったし」


    　アナピヤの人の心への敏感さは、俺も認める。しかし、そのような少女の感覚論で、俺は納得しない。ギギナは考えていた。


    「たしかにニルギンが追っ手なら、私と貴様を相手にする危険もなく、何度でもアナピヤを誘ゆう拐かいできた」


    　ギギナの指摘にある、その一点は引っかかっていた。


    　ベルガ村での死闘で、アナピヤを守っていた存在は、常にニルギンだった。不意打ちでいきなりニルギンを殺さなかったのは、その点が疑問だったからだ。


    「ニルギン、おまえは何者だ？」


    　俺は刃を返して、ニルギンの顎あごの傷きず痕あとに突きつける。今気づいたが、銃[image: ]にも見える。そんなことより、すぐに軽薄な口を開きかけたニルギンに「言っておくが、またふざけたら面倒なので、少しというか、かなりの血を抜いてからお話してもらうぞ？」と大きめの釘くぎを刺しておく。


    　アナピヤが事態の推移についていけず、エルヴィンを抱いたまま立ちつくしていた。ニルギンが初めて諦てい念ねん混じりの溜ため息いきを吐ついた。


    「そうですね。たしかに、竜事象対策派だからついていく、という言いわけは苦しいですね」ニルギンは真剣な表情を形作る。「そう、実は私は神聖なる宇宙大神の使いで……」


    　皆まで言わせず、俺の刃がニルギンの喉に押しつけられる。あと羽毛一筋ほどの力が加われば、皮膚の弾性限界を超えて出血する。


    「あー、噓うそです。私は、その」ニルギンの声は必死だった。「私はいわゆる査さ問もん官かんなんです。咒じゆ式しき士し最高諮し問もん法院の潜入査問官なんですよっ！」


    　俺とギギナは、愕がく然ぜんとはいかないまでも驚いていた。目の前では、ニルギンが青空を仰いで嘆いていた。


    「あー、もう言っちゃった。これでまた減げん俸ぽうだ。いや、馘くびだ！」


    「二つの意味で噓臭すぎるな。潜入査問官が実在するなど噂うわさ話ばなしだし、おまえがその潜入査問官だと信じるほど俺たちが天使だと思うか？」


    「本当ですよ。ほらっ！」


    　自暴自棄ぎみのニルギンが襟えり元もとを広げる。薄い胸板には刺青いれずみが刻まれていた。


    　法を意味する天てん秤びんに、制裁を司つかさどる鉄てつ槌ついが交差し、流血をも厭いとわない決意を示す真紅の色で描かれている。


    　俺とギギナが渋じゆう面めんを作る。発光する真紅の刺青は、偽物ではあり得ない。


    「本物なのか？　おまえならこの場を誤ご魔ま化かすために、紋章の偽造でもやりそうだ。潜入査問官にしては、あっさりと口を割りすぎのような気もするが？」


    「本物ですよ！　証拠に自分の意志で消せますし！」


    　ニルギンの言葉とともに、血色の刺青が消える。そして、また浮かびあがる。俺は刃を突きつけたまま、左の指先でニルギンの刺青をつついて、剝はがれないか確かめる。ニルギンが襟元を隠す。


    「ちょっ、性的嫌がらせをしないでくださいよ。第一、咒式査問官を詐さ称しようして一生追跡され、刑死することを望む大バカもいませんよ！」


    　俺とギギナは刃を静かに戻す。ニルギンが安あん堵どの息を吐いて、路上にへたりこむ。


    　疑っていた二人、俺とギギナは互いの顔を見あわせる。信じたくはないが、どうやらニルギンが咒式査問官という言葉は事実らしい。


    　しかし、敵中に潜りこみ信用を得て、証拠を摑つかんで本隊に報告するという潜入捜査官が、咒式査問官にも存在するとは、めんどくさい世の中だ。


    　それでもまだ大きな問題がある。敵に潜入することが上う手まくなると、逆に敵の思考に同調しすぎて、本部を裏切る場合もある。だからこそ、潜入捜査を行うのは、警官でも査問官でも、特別に優秀な資質と鋼はがねの忠誠心を持つものだけであるはずだ。


    　地面で手足をついているニルギンが、優秀な潜入査さ問もん官かんにはとても見えない。優秀に見えないように常に演技していた、ということもあるだろうが、それにしてもニルギンはダメだ。そう見えるからこそ、査問官なのかもしれないが。


    「さて、これで問題は最初に戻る」俺は全員に思考を求める。「ニルギンが敵を呼びよせていないなら、誰が追跡して、追っ手に連絡しているのだ？　尾行の影はまったくないのだが？」


    「まだ思考材料に欠ける。いくら考えても結論は出ないだろう」


    　ギギナが軽く息を吐く。俺は思考と精神を落ちつける。


    「それで、その潜入査問官が、なぜ俺たちにくっついてくる？」


    「……アナピヤさんですよ」


    「え、あたし？」


    　突然の注目に、アナピヤが調子外れな声をあげた。ニルギンがうなずく。


    「シタールを襲撃した者たちの目的は、アナピヤさんと父親、従姉いとこのアティさんの確保だったと思われます」


    「どうしてあたしやお父さん、アティが狙われるの？」


    「強力、というか強大すぎる咒じゆ力りよくの血統を求めてだろうな」


    　俺は寸評を加える。


    「あれほどの桁けた外はずれに大きい咒力容量を持つ人間を、その血統を渇かつ望ぼうする者たちがいてもおかしくない」


    　個人の咒力が強大にすぎる現代咒式社会だからこそ、ありえる推測だ。ニルギンがアナピヤを見据えていた。心からの同情を見せる目だった。


    「シタール崩ほう壊かいから七年が経過し、突然現れたアナピヤさんの報を、警察の情報網を監視していた法院の上層部が知りました。上層部は私に先回りをさせ、調査のためにあなたたちと接触させた、ということが真相です。騙だましていたようですみません」


    「偶然我らと出会ったという戯たわ言ごとは撤回するか。それならば少しは納得できるな」


    　ギギナが譲歩したように、筋道は通っている。


    　だからこそ上う手まい噓うそをつかれているような気がする。どこか核心を避け、奥歯にものが挟まった物言いだ。


    　まあいい。今はニルギンの言いぐさで我慢しよう。真実はこれから引きだせばいい。


    「アナピヤさんは、竜のほうは分かりませんが、攻性咒式士たちに狙われていました。そして現在の六人の追っ手で、大きな何者かが動いているという確信に変わりました」


    　慌あわてて目を戻すと、アナピヤの目が見開かれていた。


    「それって誰のことなの？　もしかして、あたしの、あたしのお義父とうさんとお義母かあさんは悪い人たちなの……？」


    「さあ、さすがにそこまでは……」


    　ニルギンが肩を竦すくめてみせる。アナピヤの海色の双そう眸ぼうが曇っていく。言ってしまった本人は、目を合わせることもせずに飄ひよう然ぜんとした表情を作っていた。


    「違うよ」


    　俺は手を伸ばし、アナピヤの頭を抱きよせる。自分に言い聞かせるように告げる。


    「アナピヤの好きだった養父母が、悪い人であるわけがない」


    「噓うそは、噓は嫌い」


    「そうだな。だから、それを確かめにいこう。メトレーヤに」


    　俺の胸に少女が顔を埋うずめてうなずく。ギギナとニルギンもうなずいた。


    「では出発だ」


    　全員がヴァンに乗りこんでいく。


    　旅はまだまだ続くようだ。


    



    



    　ヴァンを停めて、足を地面に下ろすと、途端に乾いた熱気と羽虫が寄ってくる。手で両方を払いのけながら、後ろ手にヴァンの扉を閉める。


    　眼前に広がるのは、典型的な辺境の交易都市の風景。


    　擂すり鉢ばち状の地形に建てられた、巨大な階段のような街だった。


    　乾いた砂さ塵じんを巻きあげる街の出入り口に到着する。左右では、交易商の装甲車しや輌りようが列をなして荷物の搬入作業を行っていた。周囲では、護衛の攻こう性せい咒じゆ式しき士したちが日に焼けた顔で白い歯を見せていた。


    　出入り口の門を抜け、街に入る。緩ゆるやかな階段状の大通りを迂う回かいして、裏通りの階段を下っていく。


    　通りには、通行の邪魔になるほどの立て看板が並び、商店がひしめきあっていた。行き交う人の波に俺たちも紛れて、通りを進んでいく。街の上空では、下と同じように看板の群れが空中で交差していた。最上層には大手咒式企業の大看板がそびえ、青空が見える面積を大きく塞いでいる。


    　視線を戻すと、店先では胡う散さん臭い商人たちが咒式具や機器を猥わい雑ざつに並べていた。店主と客らしき咒式士たちとが激しい値段交渉をしている。


    　ソボスの町は、火竜事件で寄ったテッセナ村とは比べられないほど大きい。いわゆる、辺境の攻性咒式士たちが集う拠点のひとつとなっている交易都市だった。


    〈異い貌ぼうのものども〉の討とう伐ばつに向かう攻性咒式士たちの一団と擦れ違いながら、俺たちは歩んでいく。跳ねるように、アナピヤが俺の左横に並ぶ。


    「それで偉～いガユス先生、あたしの咒式はどうでした？」


    「その言いかたはやめろって」


    　アナピヤも嫌みな口調を覚えだした。誰の影響を受けたのか、分かるけど分からない。


    「客観的にみても、アナピヤには才能がある。血筋なのだろうが、もともと抜群の咒力容量があるから、俺とギギナの、主に俺の授業を凄まじい速度で吸収している」


    「ほんと？」


    　アナピヤの輝くような喜びに溢あふれた顔が、見上げてくる。俺の前方に回って、少女は器用に後ろ向きに歩く。黒猫を左手で抱えながら、顎あごに右手の指を当てて考えこむ。


    「次はなにを習ったらいいのかな？」


    「どれということはない。化学・生体・電磁・重力・数すう法ほうそして超定理の六つの咒じゆ式しき大系でも、ひとつで成立する咒式は少ない。たとえば爆薬合成の化学錬成系咒式でも、発火させるには電磁系の力がいる。電磁系でも化学物質の補助が必要だ」


    　歩みを続けたまま、俺は咒印組成式を指先で描いてみせる。


    「で、自分の特性と傾向にもっとも適した系統を中心に使うのが基本咒式職だ。アナピヤは多系統を同等に操る、上級咒式職になれる高い素養がある」


    　難しい顔をしたアナピヤが、俺の説明に聞き入っていた。


    「咒式の根源とは、作用量子定数と波動関数に干かん渉しようすることであり、現れの形を選ぶだけだ。咒式の現れにもいくつかの方式がある。物質を増大させるだけでなく、減げん殺さいも行い、原子配列の分解・組み替えと現れかたも様々だ。……ここまでは分かるな？」


    「うん」


    　アナピヤは力強くうなずく。エルヴィンまで同じ角度で首を縦に振る。かわいらしさに、俺の頰ほおが緩ゆるみそうになる。しかし顔を引きしめて真ま面じ目めに解説する。


    「そうだな、俺の見るかぎり、アナピヤには物体を操作する使役の適性がある。電磁系、または生体系を中心に学べば、咒式生物を従えることもできる。将来は優れた〈支配者ヘルシヤア〉職の咒式士になれるよ。……わがままだから」


    「そんな判定方法なんかないよっ！」アナピヤが反発する。「だとしたら、ガユスを操作して敵にぶつけてやるっ！」


    「いや、元気な声で人間爆弾計画を宣誓しないように。それに、咒式で生きた人間を操ることは不可能に近い」


    「どうしてー？」


    「相手の体内に干渉する咒式は難しい。咒式は一種の観測効果による干渉だから、対象の体内に関しては同じ観測効果による抵抗力が……」


    　一組の男女と擦れちがった瞬間、俺の足が立ち止まる。


    「抵抗力が？」


    　アナピヤの問いを無視し、擦れちがった男女の後ろ姿を追っていた俺の眼は、前に戻される。人波に押されるように、俺は歩みを再開する。アナピヤも俺の顔を見つめたまま後ろ向きに歩きだす。


    　白金の髪や、アルリアンの血を引いて尖とがった耳を持つ女なんて、どこにでもいる。


    　今になって、ジヴとの別れが俺の心に疼とう痛つうを生じさせていたのだ。


    　なおも顔に疑問符を浮かべているアナピヤに、俺は「なにが？」と笑みを向ける。


    　本当は胸の喪失感でこの場にうずくまりたいくらいだったが、顔面すべての表情筋を制御して平静な面を作る。それは、他者に弱みを見せたくないというくだらない自尊心だったが、止やめることはできない。


    「……いや、だから咒じゆ式しきは物体に作用し、外部から人体へと攻撃するものがほとんどだ。人の意識と思考は干かん渉しようを引き起こす根源だから、脳にはとくに強力な咒式抵抗力がある」


    　冷静な解説の声が出た。


    「抵抗力を凌りよう駕がする常識外れに莫ばく大だいな咒力か、本人の同意があれば別だが、強引な支配は人間の咒力に対しては難しい。意志をなくした脳に操作宝珠を埋めこんで、死んだばかりの死体を動かすことが、現代咒式技術の限界だ。それすら特殊な才能が必要とされるけどね」


    　笑みまで浮かべて、俺はアナピヤの注意を論理に逸そらす。


    「だから、人の心そのものは操れない」


    「うーん残念」


    　アナピヤが悪戯いたずらっ子めいた微ほほ笑えみを浮かべる。訳知り顔をしながら、俺は内心で自分を笑っていた。


    　思考や感情の操作や支配ができるなら、俺はジヴと破は綻たんすることも、クエロと激突することも、アレシエルを死なせることもなかっただろう。苦い記憶から現実に思考を戻す。


    「冗談でも考えるな。精神支配咒式は禁咒のひとつだ。使えばそれこそ恐ろしい武装咒式査さ問もん官かんに追われることになる」


    　頭を軽く叩いてやると、アナピヤが顔をしかめる。あまり増長させすぎることも教育によくない。結果に応じた称賛でなければ、自己愛と自尊心の肥大を招き、犯罪者を作る。


    　少女の肩越しに、看板の群れに埋もれそうな咒式具屋の店先が見えた。


    「咒式具と人形のドローレ屋」と、素そっ気けない文字が書かれた看板に少し躊ちゆう躇ちよする。


    「アナピヤは外で待っていなさい」


    　途端に、目尻に潤うるみを溜めるアナピヤ。俺は慢性疾患となった溜ため息いきとともに、いつもの返事をするしかない。


    「仕方ないな。ついてこい」


    「やったー。噓うそ泣き成功」


    　途端に悲嘆に曇った顔から、笑顔へと変わるアナピヤ。傍かたわらのギギナが苦笑する。


    「アナピヤも、段々と女らしくなってきたな」


    　アナピヤが喜ぶのはいいが、ギギナの軽い足どりにムダ遣いの予感というか悪寒がする。


    「そうだな、女らしさのついでにアナピヤ用の魔ま杖じよう短たん剣けんでも買ってやれ」


    「うわ、ギギナって話せる！　意外すぎっ！」


    　アナピヤの複雑な褒ほめ言葉に、ギギナも複雑な表情をしていた。


    　なるべく回避していたのに、そこに気づくなよ、と俺も内心は複雑だ。


    　悪い予感を投げすてるように、俺たちは店内へ入っていく。


    



    



    　咒じゆ式しき具ぐ屋やはどこも似ている。


    　棚たなから壁、天井まで埋めつくした咒弾に封ふう咒じゆ榴りゆう弾だん。鋼はがね色の魔ま杖じよう剣けんや鎧よろい兜かぶとが、禍まが々まがしい雰囲気を醸かもしだしている。ロルカ屋の不敗神話を破るほどには、混こん沌とんとしていない状態が救いだ。


    「いらっしゃいませ」


    　鈴が鳴るような声。白と黒の給仕服姿の女が丁てい寧ねいに頭を下げ、俺たちを迎える。隣に立っていた主人のドローレらしき男が、眼め鏡がねの奥の視線を向けてくる。


    「攻性咒式士のお客さんですか」傍かたわらの女に顎あごを向ける。「プリベット、下がっていなさい」


    　プリベットと呼ばれた女の頭が上がってきた。額の紋章で、即座に人工生命体である〈擬人クンスツ〉だと分かった。店主が店の奥へとうながし、俺たちが続く。


    　店主のドローレは、青年といってもいい年だ。趣味が嵩こうじて咒式具屋を開いた口だろう。だとしたらヴィネルの情報も信しん憑ぴよう性が高い。


    「〈擬人〉を使っている咒式具屋は珍しいな。咒式具を扱わせるのは危なくないか？」


    「気になりますか？　店内の清掃と笑顔だけで、それ以上の機能はついていませんから、ご迷惑はかけませんよ」


    　店主の無ぶ遠えん慮りよな言葉に、俺はアナピヤの背を押して出入り口へと戻す。


    　俺たちを見送る〈擬人〉の、満面の笑顔が寂しい。アナピヤが立ち止まり、〈擬人〉の笑顔を興味深そうに見上げている。


    「お姉さん、綺麗だね」


    「ありがとうございます。お嬢様もかわいらしいですよ」


    　一人と一体が笑いあうが、一体のほうは、場に応じて笑うように作られた人工思考にすぎない。どこか寒々しいものを感じた俺は、ドローレへと視線を戻す。


    「第三から第五までの化学錬成系と、第二と第五の電磁雷撃系の咒弾、封咒榴弾をひとそろいほどもらおうか」


    「あたしの魔杖短剣を忘れてない？」


    「はいはい、お嬢さんはしっかりしていますね。本当に女だよ。ああ、練習用の魔杖短剣を一振り足してくれ」


    　通路に積み上げられた木箱を避けて、ドローレがカウンター奥の棚の咒弾や咒式具を選んでいく。


    「ついでに、低位の咒弾は汎はん用ようでいいが、高位の化学系はオルドレイク技術連合、電磁系はラズエル総合咒式社で頼む」


    「汎用咒弾ではなく、各系統ごと。しかも破壊力重視ですか」振り向いたドローレの目には、咒式具屋らしき観察の光。「相当に厄やつ介かいな事情を抱えておいでのようですね」


    「詳しいな」とギギナが苦笑する。


    「ツァマトにオルドレイク、八大咒式企業大手といえども、それぞれ得意分野がありますからね。いろいろな問題といった方がいいかもしれませんが」


    「というと？」


    　業界情報を聞いておいて損はないので、ドローレに話を向ける。


    「八大企業も、勝敗と再編が始まっているのですよ。咒じゆ式しき制御と情報計測器で業界一のラズエル社といえども、天才の跡継ぎが誘ゆう拐かいされ殺されてしまっては、今後が辛つらいでしょう」ドローレは業界分析を述べていく。「なにか手を打たないと、最悪二十年後にはどこかの大手に吸収・合がつ併ぺいされているでしょうね」


    　視線を交こう錯さくさせ、俺とギギナは黙りこむ。あの老ろう獪かいなカルプルニアが、座して自社の衰退を見ているわけがない。なにしろ、生命線の跡継ぎを見殺しにしても、ラズエルの系列会社全体の存続を図ったくらいなのだ。


    　話しながらも、ドローレは咒式具を棚たなから引きだしていく。


    「八大企業の一角、ベロニアス商会も〈擬人クンスツ〉技術で業界を先導してきましたが、他の大手も猛追してきています。新技術で〈擬人〉造りの王者に返り咲くという噂うわさもありますが、あそこは極端な秘密主義ですからね。研究と開発の一部を、かなり大昔から外部に委託しているという怪しい噂もあるくらいです」


    　語りおえたドローレが、咒弾と咒式具を並べおえた。俺たちの買い物より、遙はるかに大きな木箱に目が止まる。小さな戦争でも始めるかのような、咒弾と咒式具の量だ。


    「ああ、それは他のお客さんが予約した品ですよ。団体さんなので凄い量でしょう？」


    　指先で商品を確認しながら、ドローレが先取りして答える。


    「これくらいにはなりますが？」


    　店主の笑顔とともに見積もりが出され、俺は苦い感情を飲みこむ。


    　足元を見られて、かなりの高値を吹っかけられている。それでも俺が携帯で入金すると、重い荷物をギギナが片手で担ぎあげる。


    　アナピヤは魔ま杖じよう短たん剣けんを鞘さやから抜きはなち、手のなかの輝きを確かめている。銘めいもない大量生産品の魔杖短剣だが、咒力の基礎制御くらいを学んでくれるとありがたい。


    　気楽な気分に浸っていたが、視界の端の不吉なものを見逃すほど油断はしていない。


    　不吉の元げん凶きようは、俺の左脇から、咒式具の箱を密やかに押していくギギナの手だった。俺は冷たい目をしつつ、左手で白い手を叩き落とす。恨めしそうなギギナの目を、氷点下の視線で睨にらみつけてやる。


    「俺の目の届く範囲で、ムダ遣いはさせない」


    　力をこめた俺の宣告に、なぜかギギナの目が喜色に輝く。


    「では、目が届かないところなら、存在しないことになるのか？」


    「それは、量子論にある猫の生死問題のつもりなのか？」


    　俺はイヤな事実に気づいた。もしかして、最後には俺が上手うまくやってしまうから、ギギナが安心してムダ遣いする。ムダ遣いをするから、俺が経営を健全化しようと血の滲にじむ努力をする。


    　そしてギギナが……。


    　不毛な円環構造に気づいて、少し気が遠くなる。


    「顔色が悪いが、貧血か？」


    　見ると、ギギナとドローレの間で咒じゆ式しき具ぐが清算されはじめていた。俺の脳裏では、ある絵が浮かんでいた。


    　死刑囚が、牢ろう獄ごくの外から伸びてきている縄を見つける。外に出ようと縄なわを引っ張るのだが、縄の反対側は自分の牢獄の土台を支える柱につながっている。助かろうと努力すればするほど、自分の破滅を呼びこんでいる。外では、頭の悪い死刑囚を見て笑っている死刑執行人たち。


    　イェム・アダーが描いた、絵の題名は『徒労の報ほう酬しゆう』だった。


    　まったく笑えない。今すぐここでギギナを殺したくなった。


    「次に勝手に買ったら殺す」


    「優しく解説してやるが、実力差という単語を知っているか？」


    「……ならば、椅い子すのヒルルカを、粗大ゴミ置き場に捨てられている椅子どもで囲む」


    「なんと破は廉れん恥ちな！」ギギナの美び貌ぼうに、真剣な怒りと怯おびえが張りつく。「我が愛まな娘むすめを、荒くれ　椅子どもの慰なぐさみものになど、絶対にさせぬぞ!?」


    　椅子を積み上げただけの平和な光景も、ギギナの目には輪りん姦かんの場面に思えるらしい。


    　極度の疲労を覚えながら、さらに咒式具を並べていく店主へ問いかける。


    「ところで、化学錬成系と鋼成系の咒弾で、第七階位のものはどこにある？　あるだけ欲しいのだが？」


    　何気ない俺の言葉に、ドローレの指が止まる。


    「駆け引きの時間を節約すると、エリダナや都市部を出れば高位咒弾の密売が盛んだ。情報ではこの店がそのひとつだと聞いてね」


    　武器商人のパルムウェイの死後、エリダナで流通する禁きん忌きの最高位咒弾の数が激減した。すぐに後継者が出てくるだろうが、時間が惜しかった。待っていると、店主の横顔が強張っていく。


    「予約は囮おとり、ということかっ!?」


    　意味不明な店主の言葉に、咄とつ嗟さには返答できなかった。身を翻ひるがえして、カウンターの下に手を伸ばそうとする店主の手を、ギギナの屠と竜りゆう刀とうの柄つかが押さえる。


    　ドローレの手の甲が、重厚な屠竜刀の柄の下で鬱うつ血けつしていく。


    「なにを勘違いしている？　私たちは客だぞ？」


    　恐怖に駆られたドローレの目が、俺とギギナを交互に見つめる。全員が混乱していた。事態を理解していないニルギンだけが「喧けん嘩かしないと得ですよ。七イェンほど」と、言った。


    「ベロニアス商会のインドルソー後期型、九十五年式の〈擬人クンスツ〉か、いい改造がされているな。うわ、こちらは凄い。表情が自然だ」


    「違う、あたしは〈擬人〉じゃない。アナピヤだよっ！」


    　声に体を反転させる。直立不動のプリベットの前で暴れるアナピヤの体を、黒背広の肥満体が撫なでまわしていた。俺は早足で進む。


    「へえ、噓うそもつけるとは、論理拘束を解除してあるのか。性的機能はどうなっているんだ？　内部を見せてみろ」


    「止やめておけよ、変質者！」


    　急速沸ふつ騰とうした感情のままに、疾走からの前蹴げりを放ち、不細工な尻を蹴飛ばす。涙目のアナピヤが逃げだし、俺の胸に飛びこむ。


    「胸とお尻を触られた！」


    　買ったばかりの魔ま杖じよう短たん剣けんを構えるアナピヤを背後に押しやり、俺は刃を引きぬく。ギギナも隣に並んで鋼はがねの視線を前に向ける。ニルギンは下へ手たな拳闘の構えをとっていた。打撃戦で右手が前では、基本的には構えが逆だ。頼りにならないが、全員の闘志は一致していた。


    「うちのアナピヤに手を出すとは、ちょっとお仕置きという名の死刑が必要だな」


    「おまえこそ、この私に蹴りをくれるとは！」


    　起き上がった肥満体の丸い目が、俺の目と出会う。どこかで見た顔だ。


    「グィデト、咒じゆ式しき具ぐの受けとりにいつまでかかっている？」


    　低温の声と金属音の連なりが、多重奏を響かせた。


    　出入り口に、爪先から頭の先まで重じゆう装そう甲こう鎧よろいで覆った攻性咒式士たちが現れた。


    　鈍にび色いろの集団の先頭には、[image: ]そう軀くを黒背広に包んだ男が立っていた。傍かたわらには鈍色の球体が浮遊し、狭い店先をさらに狭く見せている。自動防御咒式である〈護ご法ほう数すう鬼き〉の無表情な目が、俺たちを見下ろしていた。


    「ダズルクさんっ！」


    　肥満体が糸杉のような人影に向かって、駆けよっていく。


    　一気に思い出した。無表情を崩さない[image: ]身が上級査さ問もん官かんのダズルク。隣で激げつ昂こうしている男が中級査問官のグィデトだ。よりにもよって、今一番会いたくない連中と再会してしまった。


    「私に、咒式士最高諮し問もん法院の中級査問官たるこの私に手をあげるとは！　全員、第一種戦闘陣形、この無礼者に鉄てつ槌ついをくだせっ！」


    　鋼色の武装査問官たちは、魔杖剣や魔杖槍そうに手をかけるべきかどうか迷った。店主が凍りついたように硬直し、〈擬人クンスツ〉のプリベットだけが変わらぬ笑顔を浮かべていた。


    　ニルギンが胸元を開いて潜入査問官の正体を現そうとしたとき、声があがる。


    「もういい。茶番は終わりだ」


    　全員の殺気を咎とがめるように、ダズルクが手を振る。


    「グィデトが、そこの少女に猥わい褻せつ行為を行ったのが問題の発端だ。〈擬人〉と少女を誤認したことも、査問官としての眼力が問われる。そして、部隊の指揮権においては、私の意志と権限が優越する」


    　熱を帯びない上司の声に、グィデトが言葉を失う。武装査問官たちも一斉に手を戻す。


    　当然というか、公平さと傲ごう慢まんさを併あわせもった、咒式査問官の権ごん化げのような男だ。顕けん微び鏡きようのような目が俺たちを捉える。


    「おまえたちとはよくよく縁があるようだな」


    　官僚的な容よう貌ぼうのダズルクの口くち許もとが歪ゆがむ。これがこの男なりの笑みなのだろう。


    「お偉い査問官と、御縁があるのは光栄至極。糞くそと一いつ緒しよに下水に流してやりたい御縁だけどね。ついでに深いマリマル海溝の底の底にまで流れろ」


    　俺の挨あい拶さつ代わりの軽口。いつもの調子が戻ってきた。両隣のギギナとアナピヤが小さく笑っていたが、それは仕方ない。


    「それでなんの用だ？　こんな辺境まで俺たちを追ってくる熱烈な男だん色しよく趣味は、ある意味尊敬に値するけど」目をグィデトに向ける。「いや、そこの男のように少女愛好癖へきもあるのか？」


    「まだ愚ぐ弄ろうするかっ！」


    　顔全面に朱を広げ、グィデトが怒声をあげる。責める言葉を続けようとし、横目で上司の顔を見た肥満体が口を閉ざす。


    　ダズルクの薄い口くち許もとには、冷笑の深い皺しわが刻まれていた。


    「わざと怒らせて、こちらの情報を吐きださせる。グィデトはともかく、私はそのような古臭い挑発に乗らない」


    「そうだ、安心しろ。おまえたちのような小物を追ってこんな場所に来るほど、我々はヒマではない！」


    　グィデトが応戦。横に立つダズルクの氷河色の双そう眸ぼうには、部下に対する侮蔑が浮かんでいた。


    　先ほどのグィデトの言葉の裏を返せば、別口の大物を追っていると白状しているようなものだ。この男が中級査さ問もん官かんより出世しないことは、俺が完全品質保証する。


    　ニルギンに目で問いかけると、安全だという風に軽く首を振った。メトレーヤの情報が、こいつらに知らされてはいないと確認。いいことを思いついた。


    「禁きん忌き咒じゆ式しきを追っているなら、ついでに精神支配咒式という、最悪の禁忌破りも捕まえたくはないか？」


    　グィデトが頰ほほ肉にくに埋もれた目を見開き、背後の咒式士たちも身構えて甲かつ冑ちゆうを鳴らす。予想どおり、この情報は彼らにとっては大きな餌えさだった。


    「〈屍しかばねのメルツァール〉という咒式士や、〈顔狩りのユラヴィカ〉やバモーゾ、アインフュンフとかいう咒式士どもが、近くをうろついている姿を見たよ」


    「最近現れたメルツァールに、同類どもか。見くびるな」グィデトが頰を揺らして激げつ昂こうしていた。「我らはそいつらも追っている。ついでに首を取って大手柄にするつもりだ」


    「黙れグィデト。相手の言葉にいちいち反応するな」


    　ダズルクの言葉の刃が、肥満体を硬直させる。上官がよほどに怖いようだ。


    　あの最悪の咒式士たちも、俺たちを追うだけでなく法院に追われている身であるようだ。そして、彼ら以上の大物を査問官どもが追っていることこそ、事態の核心らしい。


    　メトレーヤへの旅を追っ手たちに邪魔されては堪たまらない。同時に俺には敵と正々堂々と戦う趣味はない。だから追っ手どもに、武装査問官という、とびきりの鬼札をぶつける一挙両得をもくろんだのだが、そこまで上手うまくはいかないらしい。もちろん、追っ手の位置さえ分かれば、通報して誘導してやるだけだ。さらに敵同士がつぶしあってくれれば最高だ。


    「我らは、我らの使命を果たす。それだけだ」


    　俺の消極的な策略に気づいていたらしく、ダズルクは冷たい笑みを向けてきた。


    　脳は今の情報を検討していた。バモーゾは暗殺者だから名前が知られにくくて当然だが、メルツァールがごく最近まで無名なのは納得できない。他国からの流入組か？　これがなにかの意味を持つのか？


    　没頭する俺に興味を失ったダズルクの双そう眸ぼうが、左へ動く。


    「ダズルクの名で予約していた、咒じゆ弾だんや組成式は準備できているか？」


    　放置されていたドローレが雷に撃たれたかのように全力でうなずく。カウンター横に積み上げられた木箱の山を、目線で示す。


    　ダズルクが細い顎あごでうながすと、背後の査さ問もん官かんたちが鎧よろい具ぐ足そくを鳴らして進みでる。


    　カウンター横の咒式具の木箱に銀色の籠こ手てをかけ、重さを感じさせずに肩口に担ぎ上げる。そして、蟻ありの行列のごとく次々と運びだしていく。無骨な具足の音が響いていった。


    　グィデトが凄まじい目で俺を睨にらみ、列の最後尾に続いていく。グィデトの太い手で、〈擬人クンスツ〉のプリベットが乱暴に押し退のけられる。それでも人形は笑顔で頭を下げる。


    　雑多な品物が溢あふれる店内には再び静せい寂じやく。ダズルクだけが残った。裁判官のような厳しい面持ちを俺たちに向ける。


    「我ら武装咒式査問官と敵対することは、あまり賢明とはいえないな」


    「そちらもな。ドラッケン族が、皇国内においても自治を保っている意味を考えろ」


    　ギギナが肉食獣の笑みを返す。ダズルクは無言の笑みを浮かべた。


    　たしかに、ダズルクと、ダズルクに率いられた武装咒式査問官たちとは、絶対に戦闘などしたくない。


    「ダズルクさん、そんな屑くずどもに構っていないで早く行きましょうよ」


    　咒式具が垂れ下がる入り口から、肥満体の顔が覗のぞき、苦笑したダズルクが歩きだす。空中の〈護ご法ほう数すう鬼き〉が無機質な目で俺を眺め、主人の後を追って飛び去っていった。


    　屋外からは、グィデトの「この町には〈擬人〉の娼しよう館かんがたくさんあるんですよ。それだけが楽しみで」という声と、ダズルクが無視する沈黙が届いてきた。


    　振りかえると、事態の急な展開と唐突な終結についてきていない店主の姿があった。


    「どういうことなんです！　私の店で咒式査問官とやりあうなんて！　あなたたちにはなにも売らない、早く出ていってください！」


    　俺とギギナは、意地悪い笑みを交わす。


    「第七階位の咒弾を売らない？　では、さっきの査問官たちと決着をつけようか。この店先で」


    　俺の提案で、ドローレの顔色が変わる。非合法な咒式具を扱う店主にとって、考えられるかぎり最悪の提案だった。店主の手が動く。


    「売りますよ、売ればいいんでしょうがっ！」


    　ドローレが、咒弾の入った金属の小箱を投げつけてくる。俺は片手で受け取り、鈍にび色いろの弾丸が三発あることを確認。


    　これだけあれば当分は充分だろう。これ以上の高位咒式を使えば、俺が目を開けたままで妖精を追いかけるような、愉ゆ快かいすぎる人になってしまう。


    「さあ、それで満足でしょう？」


    　ついでに支払いを待って、ドローレの手が差しだされている。優しい俺はドローレに、悪魔の笑みを向けてさしあげる。


    「あれ？　どうしてここに禁止されている咒じゆ弾だんがあるのかな？　善意に溢あふれる一般市民としては、さっきの査さ問もん官かんたちを呼んでこないと」


    「そんなバカなっ！」


    「では、この咒弾は存在しない」


    　咒弾の小箱が俺の懐ふところへと消える。


    「だとしたら、俺は一イェンすら払う理由がないよな？」


    　ギギナが荘そう重ちような面持ちでうなずき、徹底的な敗北にドローレの顔が歪ゆがんだ。


    



    



    　咒式具を抱えた俺は、鼻唄すら歌いながら店を出ていく。


    　箱を抱えたニルギンが、俺に問いかけてくる。


    「あの、最初の咒弾も無料にしてもらえばよかったのでは？」


    「吹っかけられた他の咒弾の購入で、取引として損得はない。あれでドローレも懲こりるだろ。また、そのくらいにしておかないと要らぬ恨みを買う。意地悪道は奥が深いのだよ」


    　納得したようなしないような表情が、ニルギンの顔に浮かぶ。ギギナにいたっては、小馬鹿にしたような眼で俺を一いち瞥べつしやがった。とりあえず、本命専願で死ぬことを希望。


    　店を抜けるときも、頭を下げて見送るプリベットに、アナピヤが小さく手を振っていた。


    　大通りをヴァンに向かいながら、俺たちは雑多な人波を抜ける。老ろう若にやく男なん女によが過ぎていくが、俺は一定の人間から目を逸そらしていた。


    「早く街を出よう。あまり長く滞在すると、追っ手にこちらの動向を辿たどられる」


    　平坦な声とともに、先頭を切って歩みを急ぐ。


    「待てガユス」


    　俺の横に、ギギナが並んでいた。構わず急ぐが、足の長さが違うから振りきれるはずがなく、仕方なく足を止める。


    「貴様はいつも変だが、昨夜からさらに変になっている。道に落ちているものを拾い食いでもしたのか？」


    「ギギナでもあるまいし、そんなわけないだろうが。いや、こちらの話だ」


    　後方で置き去りにされているアナピヤとニルギンへと視線を向け、前へと向きなおる。


    「なにがあった？」


    　ギギナの真剣な声。「なにも」と言いたいところだが、ギギナの鋭敏な感覚を誤ご魔ま化かすことはできず、鋼はがね色の目が覗のぞきこんでくる。


    「貴様の精神状態などまったく知ったことではないが、今は大問題だ。追っ手は凄腕の咒式士たちだ。私が前に立てば、アナピヤを守る戦力は無力なニルギンと貴様しかいないのだぞ？」


    　鋼はがね色の視線の追及に堪えられず、俺は視線を逸そらす。そこで目に入る光景に心臓が痛み、また目線を外し、ギギナの顔へと戻る。


    　ギギナの目が即座に結論に達した。


    「昨夜から先ほどの言動からすると、あのジヴーニャとかいう女となにかがあったのか」


    　ギギナにも分かるらしい。俺は白金の髪や、アルリアンの女が通りすぎるごとに、胸が張り裂けそうになって耐えられなかったのだ。


    　心など脳の電気信号と物質で、胸の痛みは心筋の作用。哀しみも喪失感も概念だ。必死に自分にそう言い聞かせていたが、どうにもならない。夢に見るほどに、俺は彼女を愛していた。


    「そうだ。ジヴと別れたよ。おかしかったら笑えよ」


    　自分の傷口を抉えぐるように、俺は唇くちびるを歪ゆがめる。


    「いや、笑えるというより理解不能だ」


    　ギギナは一瞬、嘲ちよう笑しようするような表情を見せたが、真ま面じ目めな顔に戻る。


    「正直、女と別れたくらいで落ちこむという、貴様の精神構造は私には理解できない。たかが女、夜の暇ひまつぶしの道具が離れていったことで、なにを動どう揺ようする？　次の女を迎えればいいだけだろうが？」


    「おまえにとってはな。通常の人類にとっては違うんだよ」


    　ギギナの美び貌ぼうには理解不能といった表情。十一次元においての感覚について理解しろと言われているようだった。


    「まあいい。ニルギン、アナピヤを先に車に送って待っていろ」


    　ギギナが片手に提げていた咒じゆ式しき具ぐをニルギンに放りなげる。思わず受けとったニルギンが、重さに腰を抜かし、大通りに倒れこむ。アナピヤが悲鳴をあげながら、助け起こそうとする。


    「行くぞガユス。たまには年上らしいことをしてやろう」


    　ギギナが先に立って歩きだす。


    「ちょっと、どこ行くの？　ニルギンさんを助け起こすのを手伝ってよ！」


    　アナピヤの当然の呼び声。俺が逡しゆん巡じゆんして立ちつくしていると、ギギナの端正な顔が振りかえる。顎あごでうながしてくる。


    　俺はすでに立ちむかう気力がなくなっていた。進む道がないので、仕方なくギギナの背に続いた。


    



    



    　ギギナに連れられてきた場所は、大通りを一筋奥に入った娼しよう館かんだった。


    　美女が微ほほ笑えむ立体光学映像の看板と、落ちついた煉れん瓦が色の佇たたずまいが、どうにも不釣りあいな店だった。


    　俺は聖人君子ではない。むしろ恒星の間の距離なみに聖人からは遠い。


    　女にあまり縁のない放浪時代や、エリダナに流れついたばかりの時期、クエロと別れた直後などの辛つらい時期は、商売女の熱い柔やわ肌はだと優しさにお世話になったこともある。感情の交流もない酷こく薄はくな関係が、逆説的に癒いやしになる場合があるのだ。


    　ジヴとつきあいはじめてからは、まったく利用したことはなかったのだが。


    　実際のところ、ツェベルン龍りゆう皇おう国こくは、建前としては売春を非合法としている。


    　だが、公こう娼しよう制度のあるラペトデス七都市同盟との境であるエリウス群全土は、売春が半ば合法化されていた。非合法化は黒社会の利益になるだけだという昔からの判断が、そうさせているらしい。


    「気晴らしには、女遊びがいいだろう」


    　ギギナの声が、俺の耳に虚うつろに響く。


    「前から注意しようと思っていたが、ギギナの女性蔑べつ視しは病気だ」


    「男などさらに無価値だ。いつも敵や貴様に刃で体感させてやっているではないか」


    「ありがたすぎる平等主義だね。相棒の俺を混ぜても、本人になんら葛かつ藤とうがないのは大疑問だけど」


    　たしかに、ギギナは刃で刺すくらいしか男と関わりがない。ギギナにうながされるまま、俺は娼しよう館かんへと足を踏み入れる。


    「いらっしゃいませ。いろんな女の子をそろえていますよ」


    　受付は、大企業の受付嬢のような制服を着た女だった。艶あでやかな微ほほ笑えみを浮かべながら機器を操作する。俺たちを取り囲むように、立体光学映像が浮かびあがる。


    　媚こびるような笑みを浮かべた美女たちは、金髪や黒髪や赤毛はともかく、桃色、橙色、緑、青、紫と遺伝子改造と染色によってさまざまな髪の色と、さまざまな長さをもって目にも鮮やかに咲き誇る。


    　見つめてくる瞳も翡ひ翠すいに瑪め瑙のう、黒こく曜よう石せき、紅玉、紅べに[image: ]さん瑚ご、紫水晶、銀、黄金と、宝石や貴金属のように輝き、左右で別の色の瞳までもが俺を見つめてくる。その肌も、白に赤しやく銅どう色に褐色、色素変化させた青や緑までもがそろう。


    　女たちは清せい楚そな女子学生服や、どこか卑ひ猥わいな女性看護師の薄桃色の服に、征服欲をそそる女性警察官の紺色の制服。従順さを示す給仕服を着こみ、修道女に客室添乗員、革の拘束着の性奴ど隷れいに背広の女性教師、全身鎧よろいの女性騎士や夜会服の貴婦人までもが網羅されていた。


    　すべての襟えり元もとからは乳房が半分零こぼれ、乱れた裾すそからは太ふと股ももの奥までが覗のぞく、半裸の肢し体たいを見せていた。


    「よりどりみどりです。最近は内紛状態のウルムンや、崩ほう壊かいしたピエゾからも若い娘が来ていてお得ですよ」


    　受付嬢の笑顔。俺は男の欲望という業ごうの深さに圧倒され、目め眩まいがしてきた。


    　興味もなさそうに、ギギナが女たちを品定めしており、受付嬢が美び貌ぼうの横顔に見とれ、熱い溜ため息いきを吐ついた。


    「しかし私が言うべきでないでしょうが、お客様は、ここで女を買う必要がないのでは？」


    「私は、付き添いついでだ。本命はこちらの軟弱男の元気づけだ。このままでは役に立たない」


    　納得だとうなずきかけて、堪こらえた受付嬢が真ま面じ目めな顔に戻る。俺は少し傷つく。


    「私は右から三人まとめてでいい。ついでに、おまえも選べるのか？」


    　ギギナの銀の視線に、女が戸惑う。そして頰ほおを桜色に染めながらも、力をこめてうなずく。


    「もともとは、私も内部のものでしたから」


    「ガユスはどうする？」


    　俺は答える気力もなく、うつむいていた。白金色の髪と翠みどりの瞳、アルリアンの血が混じっている女以外、とにかくジヴを思い出させない女ならば、誰でも良かった。


    「世話の焼ける男だ。今の状態なら、これでいいだろう」


    　ギギナが適当に指名したらしい。顔を上げると、前払いまでしてくれていた。ギギナに気を遣われるとは、俺もかなり終わっている男らしい。


    「それではお二人様を、ご案内」


    　受付の声とともに、奥から出てきた大柄で肉感的な美女と理知的な眼め鏡がねをかけた美人、長身の金髪女が、ギギナの手をとる。受付嬢も加えた花のような美女たちを両腕で抱えて、ギギナが奥へと向かっていく。広い背中を俺は漫然と見送っていた。


    「お願いいたします。御主人様」


    　隣を見ると、黒い布地に、清潔な白のレース飾りが映える侍女服の女が、黒髪に包まれた頭を下げていた。


    「ああ、うん、どうも。お願いするよ」


    　曖あい昧まいな返事をすると、女の頭が上がってくる。上がってきたのは楚そ々そとした笑顔。


    　女の白い額には、またも形式番号が記された金色の紋章が刻まれていた。〈擬人クンスツ〉の印に俺はたじろぐ。


    　微ほほ笑えむ純白の襟えり飾りの上、細い喉を飾るのは、銀の首輪。そして環から伸びた細い鎖だった。


    「御主人様をお世話させていただく私は、セリゼと申します。どうぞ鎖をお取りくださいませ」


    　白手袋に包まれた華きや奢しやな手が、鎖の先の持ち手をそっと差しだしてくる。


    　俺が首を振って拒否すると、セリゼが首を傾かしげる。それでも、丁てい寧ねいに俺の手をとって、奥の部屋へと案内していく。


    　案内された個室には、煽せん情じよう的で派手な色はない。衣い装しよう棚だなも寝台ベツドも木製の落ちついた色調でまとめられていた。


    「上着をお預かりいたします」


    　鈴を鳴らすような声とともに、セリゼが両手を揃えて差しだしてくる。上着を預けると、丁寧に整えながら、出入り口の上着掛けにかけていく。


    　ギギナの悪趣味な意図に、俺は気づいてしまった。ジヴと別れて傷心の俺には、従順で支配しやすい給仕女風がいいだろうと、セリゼを選びやがったのだ。


    　立ちつくす俺の眼前、上着を掛けているセリゼの腰で首輪から垂れた鎖が小さく鳴っていた。それは、男の支配欲を煽あおろうとする作為を秘めている。思考を振りはらうように俺の左手が伸び、セリゼの鎖を引く。引きよせられた女の体を抱きとめる。


    「あっ、御主人様」


    　襟えり元もとから右手を滑りこませると、熱い肌が手に吸いついてくる。簡単に上着の釦ボタンが弾け、豊かな双そう丘きゆうが露あらわになった。


    　男の欲望と、女性人権団体による抗議が最先端の咒じゆ式しき生体技術と結びついて、〈擬人クンスツ〉が生まれた。


    　人間とほぼ同じ生体組織や機械部品で造られているが、咒式は使えない。さらには人工人格や思考の制限を受け、人間に絶対服従するように思考回路が設定されている。おまけに知能も筋力も抑えられて、反乱を防ぐという念の入れようだ。


    　つまりは、接客や性産業に使われる、人権侵害の心配がない人工奴ど隷れいの誕生。俺に抱きとめられ、無抵抗で乳房を揉もみしだかれ甘い声で喘あえぐ、セリゼのような。


    　俺の手が止まる。セリゼが背後の俺へと微ほほ笑えみを向けてくる。


    「……すまない、ダメだ」


    　弾かれたように、俺はセリゼの乳房から右手を離した。笑顔のままで首を傾かしげるセリゼ。逃げだすように、俺は〈擬人〉から離れた。後ろに回した手で探り、上着を手にとる。


    　振りかえって扉を抜けるときに、胸を晒さらしたままのセリゼの顔が見えた。


    「またのお越しを」


    　先ほどと分子一つも表情筋の位置が変わらない、完かん璧ぺきな笑顔だった。


    　俺は嘔おう吐と感を堪こらえながら、娼しよう館かんの廊下を走っていた。


    　商売女が悪いのではない。ただ、娼婦を抱いたあとはどこか虚むなしくなるが、人形ではさらに虚しくなるだろう。〈擬人〉では、「おまえは女のこういう部分や仕し種ぐさが好きだと分析して組みあわせ、演じた。さあ召しあがれ」と、商品を差しだされたような気になってしまうのだ。


    　あたりまえだが、どんな人間も、相手の歓かん心しんを買おうと似たような分析をし、演技している。それでも徹底した商品として差しだされると、俺はどこか冷めてしまい、受け入れられないのだ。普段はよくある愛と欲望の勘違いも、今の状況では許容しがたい。


    　人形への欲望。それは俺の過去の傷きず痕あとを、ジヴとの破局を招いた乱暴な衝動を、再現して見せられているようで耐えられない。


    　女から男に代わった受付が叫んでいたが、娼館から飛びだす俺には無意味な雑音でしかなかった。


    



    



    　大通りを走る。虚無から逃げるように走る。周囲の通行人は走る俺を一いち瞥べつし、すぐに興味を失う。人々の間を抜ける間に、嫌悪感を疲労が上回り、歩みが緩ゆるまる。そして道に立ち止まる。


    　胸きよう郭かく一杯に息を吸い、押しだすように吐きだす。


    　それでも自分と世界への嫌悪感は止まらない。


    　耐えられなくなった俺は、携帯咒信機を取りだす。ジヴに電話しようとし、止やめた。


    　どうせ、お互いに傷つけあう言葉しか出ないことは分かっていたからだ。


    　戦わない人間が、なにも手に入れられないことは分かっている。だが、ドラッケン族のように俺は戦えない。負けるのが、くだらない自尊心が傷つけられるのが怖く、一歩も動けない。だからこそ、ジヴと向かいあえなかったのかもしれない。


    　懐ふところで携帯が振動した。ヴィネルからだと思って襟えり元もとから億おつ劫くうに覗のぞく。番号は非通知。俺の脳を気づきの雷撃が貫く。


    　ソボスの町並みを走りぬけ、ビルの間の暗い路地へと駆けこむ。呼びだしの振動はまだ続いていた。俺の鼓動が跳ねあがり、携帯を持つ左手が寒気に晒さらされた小動物のように震える。自分のものではないように縺もつれる指先を必死に動かし、通信をつなげる。


    　浮かびあがった立体光学映像は、女の姿だった。通信状況が悪く輪りん郭かくが不鮮明で、不自然に揺らぐが、それでも別れたジヴーニャの姿だと分かる。粘つく舌先が、必死の問いを紡つむぐ。


    「ジヴ、どうして？」


    「どうしてって？」


    　白金の髪を揺らして、ジヴが不思議そうに微ほほ笑えむ。それだけで、俺の胸に痛みの嵐が生まれていく。


    「いや、だって、俺は君を裏切り、君も俺を裏切った。そして君は俺から離れていった。それなのに、ジヴから話しかけてくれるなんて……」


    　相手から連絡があったということはジヴの感情が好転したのだと予測しつついや軽々しく舞いあがった自分を悟られてはよくないと考えた俺はあくまで相手から返答を引きだす返事をした自分の保身に自じ嘲ちようめいた感情を抱いた。


    「ああ、あのこと……」


    　映像のジヴが長い睫まつ毛げを伏せる。長い沈黙のあと、伏せていた眼が上がる。緑の双そう眸ぼうが俺を真っ直ぐに見つめてきた。


    「怒っていない、と言ったら噓うそになるわ。だけど、それでも……」


    　ジヴの瞳が感情に潤んでいた。映像が揺らぎ、戻る。


    「……それでも、私はあなたとやり直したいの」


    　ジヴの言葉で、俺の胸に温かいものが広がる。安あん堵どと幸福感のあまり、泣きだしそうになっていた。


    　俺が渇かつ望ぼうしていたことだ。最愛の人が、俺を許し求めてくれる。自分という存在のすべてが許された、そんな至福の瞬間だった。俺の歓喜も知らず、ジヴの顔が不安げに曇る。


    「別れを言いだした私から、こんなに早く復縁を求めるのは勝手すぎる？　だから、その、嫌ならはっきり言っ……」


    「違うよ、俺も、俺のほうこそ頼みたい。もうジヴを裏切ったり傷つけたりなんかしない。俺は君を愛し……」


    　胸中に氷塊が突きぬけるような冷気が走る。次に感じたのは灼しやく熱ねつの温度だった。


    　見下ろすと、俺の薄い胸板から、真紅に彩られた刃が水平に生はえていた。


    　獣のような声が俺の喉から迸ほとばしり、携帯が落下する軽い音が響いた。苦痛に喘あえぎながらも振りかえると、携帯咒じゆ信しん機きを片手にした青黒い瞳が迎えた。


    「『私もあなただけよ、ガユス？』なーんてね♪」


    　死んだはずのバモーゾの声が、路地に落ちた立体映像のジヴと唱和する。


    「て、てめ、え……」


    「あはっ、あはははははははっ。僕は生きているよ。そして別れた女が、男を許して戻ってくるなんて、本気で真剣に思ったの？　バッカだなぁガユス、女にはそんな便利な機能はついていないよ♪」


    　心から楽しんでいる声だった。


    　バモーゾは俺の携帯の映像記録に侵入して再現。俺の言葉から事情を察知。即興でジヴの演技をしつつ、無防備な背後を取ってきた。こんな子供騙だましの手に引っかかるとは！


    「ほーら、この前のお返し。僕の硬～いものの味はどうだい？」


    　バモーゾの刃がさらに突き入れられ、新鮮な苦痛が胸きよう腔こうで吠え猛たける。魔ま杖じよう剣けんを抜こうと走らせた右手が、背後からのバモーゾの左手で押さえられる。


    　本命の左手で、腰の後ろの魔杖短剣マグナスを引きぬき、横よこ薙なぎの一撃を放つ。服の布地を切り裂くが、跳躍して逃げるバモーゾの肉は捉えられない。


    　回転してバモーゾの姿を眼で捉え、切っ先を向ける。路地の薄汚れた壁を背にしたバモーゾは、以前と変わらない笑み。見るものに不ふ愉ゆ快かいさを与える笑みを浮かべていた。


    　背から胸へと抜けた傷口から血が溢あふれ、俺は膝ひざをつく。


    　口からはほとんど吐血していない。つまり御丁てい寧ねいに胃や肋ろつ骨こつまでわざわざ外した水平の刃による刺し突とつ。肺や血管を傷いためたが、攻性咒式士にとって命にかかわる傷ではない。即座に紡つむいだ鎮ちん痛つう咒式で、胸を貫く激痛は緩和できても、心を抉えぐられた痛みは治まらない。


    　ようやく理解できた。眼前に立つバモーゾの本質は、暗殺者ではない。人の心を破壊する変質者だ。俺の裏面であり、もっとも嫌悪し唾だ棄きすべき最悪の人間だ。


    　眼前では、俺の血に濡れた刃をバモーゾの紅の舌が舐なめあげる。


    「ああ、美味おいしい。ガユスの血って甘ーい♪」


    「それは、良かっ、た」声を出せ。苦しくても話せと自らに強制する。「産地直送を、味わってく、れ。生産者も、笑顔で御、推すい薦せんす、るよ……」


    　苦痛を耐えながら発した返事に、バモーゾが意外そうな眼で微ほほ笑えむ。


    　視界が真紅に染まるが、それでも喋しやべれ。相手と会話をして、動けるようになるまで一秒でも時間を稼げ。一撃で殺さなかったのなら、そこに活路がある。


    「俺、の携帯咒信機の、番号はと、もかく、ど、うして、俺たちの場所が分かった」苦痛に苛さいなまれながらも、疑問が湧きおこる。「いや、どう、して死んだおま、えが生きている？」


    「地獄の獄ごく卒そつどもの責め苦も、僕にはヌルくてね。もっと激しいガユスの愛あい撫ぶが欲しくて、あの世から舞いもどってきたのさっ♪」


    　バモーゾの周囲を飛び回っている羽は蟲むしを確認し、問いの前半は一瞬で理解させられた。死者が溢れたベルガ村からこのソボスの町まで、ずっと羽蟲で監視していやがったのだ。俺の視界も戻ってきた。


    「変質者が秘密めかしても、まったくかわいくないね」


    　苦痛に耐えながら、俺は考える。後半の問い、バモーゾの復活咒じゆ式しきの正体を推測する。


    「そうか」ようやく推測できる。「ネムリユスリカの幼虫や、クマムシという節せつ足そく動物の近縁の緩かん歩ぽ生物は、体内の水分子をトレハロースという糖類に置き換えて仮死状態に入り、半永久的な休眠が可能である、ということか」


    　俺の言葉に、バモーゾの瞳どう孔こうが細くなる。苦痛を遮断して指摘していくしかない。


    「この原理を、生体変化系第六階位〈真異蟲蘇活転法マル・テイム〉の咒式で人体に応用すると、氷点下二百七十度でも百度の高温でも耐えられる」苦痛のなかでも思考を紡つむぐ。「さらには、人間の許容量である千倍の放射線に、宇宙空間のような真空状態に、逆に六千気圧の超高圧でも生命を維持する。それがおまえの不死身さを成立させていたということだな」


    「正解」


    　バモーゾの手が刃を回転させる。こんな怪物に瀕ひん死しの状態で出せるような低位咒式など効かない。時間稼ぎが必要だ。


    「ガユスは僕のことをよく理解できたし、本当にかわいいね。なんといっても、元恋人の真似ごときに無防備になるなんて、最高におマ・ヌ・ケ・さんっ♪」


    　刃の切っ先を、俺に突きつけるように停止させる。


    「それとも心が傷ついた？　傷ついちゃった？　弱いねぇ～」


    　言葉の槍が冷たく突き刺さる。だが、俺は滴したたるような笑みを返してやる。


    「俺は、愛の人、だからな。本物の、ジヴとも仲直りする、さ」


    「愛、だって？」


    　バモーゾの端正な鼻の頭に、不快感の皺しわが浮かぶ。


    「愛なんて、移り気で不確実な発情の別称にすぎない。一度憎しみあった人間が和解できるわけがない。だから僕はそんなくだらない奇跡は信じない」


    　思ったとおりの安い反応。なにかを嘲あざ笑わらう人間は、自らの脆ぜい弱じやくさを他人に押しつけて自意識を保とうとしている。だからこそ肯定意見に過か剰じように反発する。もう少しだ。


    「ねえ、僕が殺す相手を好きになるのは、どうしてだと思う？」


    「知りたくないねっ！」


    　俺の体力が回復、倒れながらも〈雷霆鞭フユル・フー〉を放つ。雷撃が命中した手応えがあった。


    　視界を完全に取りもどした俺の前には、焦こげた穴が穿うがたれたモルタル壁だけが残り、バモーゾの青い背広姿は消えていた。


    「今回は、わざと殺さなかったのさ」


    　ビルの峡きよう谷こくを、谺こだまのような暗殺者の声が渡っていく。


    「今のガユスの心中は、ジヴーニャとかいう女のことより、僕への憎悪と殺意で一杯になったはずだ。それにより、僕を激しく求めることになるっ♪」


    　嘲あざけりの声が百万の谺となって響いていく。


    「ガユス、君も僕と同類だ。君の愛は失敗する。過去も未来も、そして現在も」


    「黙れっ！」


    　ビルの谷間の狭い空に向かい、俺は吠えていた。


    「それじゃ、メトレーヤで会おうね～♪　そこで愛してブチ殺してあげるから～♪」


    　バモーゾの嘲ちよう笑しようが遠ざかってく。


    　腰から崩れ、俺は路地のコンクリ壁に背を預けた。震える指先を伸ばして、落ちていた携帯を拾う。ギギナに緊急呼びだしをかけ、相手が出る前に切って、投げすてる。これで位置検索が可能となり、勝手に見つけてくれるだろう。


    　バモーゾの攻撃は、今までの敵のどんな攻撃よりも、俺に致命傷を与えた。


    　この程度の肉体の傷は、ギギナの治ち癒ゆ咒じゆ式しきで塞ふさいでもらえばいい。


    　だが、俺の渇かつ望ぼうを見通し、叶えられたと思った瞬間にそれを崩ほう壊かいさせられた。ジヴの許しが偽物だというだけで、俺の心は微み塵じんに粉砕され、悲鳴をあげていた。


    　暗い路地の底に座る俺の耳に、アナピヤの呼びかけや、ギギナの呪いの声が聞こえてきた。


    　俺は返事をするのが面倒になり、目を閉じる。


    　生きることも億おつ劫くうになってきた。

  


  
    十章　胎動


    



    



    　あるとき弟子カルニモスは、師ヨナに救世主は来るのかと問うた。


    　師ヨナは、救世主はやってくる。ただし、終末の日の翌日に来ると告げた。


    　カルニモスは、笑顔で師ヨナを殺した。死体を八つ裂きにして燃やし、灰を川に流した。


    　師の妻子を売り払った。その後のカルニモスは奴ど隷れい商人や傭よう兵へい団だんを指揮した。


    　暴虐の王となった。九十六歳まで生きて、穏やかに老衰死した。


    
      ジグサリス・スリシリウス「百王伝」皇こう暦れき二三二年

    


    



    



    　追撃を警戒して、俺たちはソボスの町から急いで離脱した。敵の攻性咒式士たちの連携がないのか、追撃はなかった。


    　夕陽が沈んでいく街道から外れた森。その外れでヴァンが停車する。


    　ニルギンが野営の準備を始めだした。俺はヴァンの後部に横たわって、金属製の天井を眺めているだけだ。


    「勝手に一人で動いて、一人で待ち伏せに遭う。貴様は本当に救いようのない大間抜けだな」


    　治ち癒ゆ咒じゆ式しきで俺の傷口を塞ふさぎながら、傍かたわらのギギナが呆れていた。


    　いつもなら軽口で反撃してやるのだが、今の俺にはそんな気力もない。上げたままの顔を下ろして返事をする、というだけのことが別次元の作業に思えた。


    「ガユスを責めないで。ケガ人なんだからっ！」


    　窓の外から身を乗りだしたアナピヤが、叱責の声をあげる。すべてがどこか遠い世界の出来事のようだった。


    「しかし、我らがメトレーヤを目指していることが、向こうにも知られているとは厄やつ介かいだ」


    　ギギナの独り言に、アナピヤの表情が翳かげる。


    「まあいい。私とニルギンで周囲の偵察と猟に出てくるから、貴様はここでアナピヤと留守番だ。砲台としての力はあるだろうが、敵が出たらすぐに私を呼べ。ついでに、少しは自分の愚かさを反省するがいい」


    　ギギナの捨て台詞ぜりふに止とどめを刺された。ギギナと、ギギナに蹴けられながらのニルギンが、暗くならないうちにと森へと向かっていく。


    　役立たずだと断定された俺は、ヴァンの後部で転がっていたままだった。


    「大だい丈じよう夫ぶ？」


    　アナピヤの逆さになった顔が、俺の目の前に降ってくる。目線を上げてみると、窓の外から内部へと、アナピヤが下がってきたのだ。気力を振りしぼって答える。


    「子猿さんに心配されるほどでもない」


    「驚かないなんてつまんなーい」


    　俺の眼前で、アナピヤが口を尖とがらせる。


    「ついでだから、ちゅーしない？」


    「しません」


    「一回したくせに？」


    「あれは、その」言い訳が難しい。「いわゆる不幸な事故だ……」


    「事故とは失礼な。では今度も強引に奪うのです！」


    　アナピヤの顔面が強襲してくるが、俺は横転して回避。当然、勢いあまったアナピヤの鼻がヴァンの内壁に激突する。


    　頭を上げたアナピヤが、不機嫌そうな青い目で俺を睨にらんでくる。鼻の頭が赤くなってかわいそうだ。


    「ガユス、嫌い！　意地悪だから嫌い！」


    「嫌いでいいです。というか、おまえの人格が変わってきていないか？」


    「萌もえ狙い～」


    「そういうことを本人が言うなよ。男心は繊せん細さいらしいし……」


    「ちぇいっ」


    　アナピヤが、足で外の地面を蹴って回転。車内へと入ってきて、俺の隣に座る。細い足を床に投げだす。


    「だって、ガユスが泣きそうな顔をしていたから、お姉さんが慰なぐさめてあげようとしたんだよ」


    「そりゃ御親切に。年下のお姉さんが持てるという不思議時空に大喜び。俺以外の誰かがね」


    　俺の左隣で、向日葵ひまわりのような笑顔が咲いていた。


    　アナピヤを心配するはずが、心配されることが多い。無邪気を装った少女の言動も、俺の心を晴らすためだろう。実際、会話をしているだけでも少し気が楽になった。


    「あたしね、人に好かれたいの。好かれたかったの」


    　アナピヤがぽつりと漏もらす。見ると、長い睫まつ毛げが伏せられていた。


    「あたしは寂しいのが嫌い。一人でいるのが嫌い。耐えられないの」


    　視線は遠く、自らの過去へと向けられていた。


    「だから新しい両親やメトレーヤの人にも好かれたくて、いい子の演技をしていたの。薬や注射も必死に我慢したの」


    　記憶を辿たどるアナピヤの顔が歪ゆがむ。


    「嫌われた子供は、どこかへ連れて行かれたの。クライアもルヴェイユも、ペネロの四つ子も、大きくなってからはアリーシャも五人の妹も。みんな、みんな行ってしまって、二度と会えなかった。ああ、一人一人の名前と顔が思い出せる」


    　義父母に実験動物としか見られていないことに、当時のアナピヤも気づいていた。消えた子供たちの末路も想像できる。


    　しかし、彼女はそれでも好かれたかったのだろう。それしか縋すがるものがなかったから。だからこそ、他人の内心を敏感に察知するのだ。それは傾向が性質になった人間。俺も同じような人間だから分かってしまう。


    　痛切な想いにとらわれている俺をとりなすように、アナピヤが微ほほ笑えむ。


    「でも、楽しかったこともあるの。あたしががんばったから、お義父とうさんもお義母かあさんも、あたしのことを好きになってくれた。メトレーヤの白衣の人たちも好きになってくれた。あたしだけは、他の場所に行かされることもなかった」


    　幸福な日々を思ってか、アナピヤの横顔は輝いていた。一転して表情が翳かげる。


    「でも、アティは嫌われていたな」


    「ああ、シタールから一いつ緒しよの従姉いとこで親友だったという子か」


    「うん。アティって、メトレーヤの人に嫌われていて、あたしもあまり好きじゃなかった。あたしよりお姉さんなのに弱くていじけていて、媚こびているのが見え見えで、それでいて反抗的なの。大事な研究の注射や測定にまで反抗して、怒られてばっかりだった」


    　哀れむようなアナピヤの言葉。アナピヤが他人を貶おとしめるような言葉を発するのを、初めて聞いた。


    「嫌い、だったのか？」


    　アナピヤは返事に詰まる。自分でも意外な言葉だったらしく、口の中で自らの言葉を反はん芻すうしていた。


    「大好き、だったはずなんだけど。どこかで誰かと間違えて覚えているのかな？　うん、たぶんそうだと思う」アナピヤが自らの記憶を修正する。「そうだ、アティは手品が得意だったよ。なにもない掌てのひらから、水やら花やらを出してくれたの。大きくなってから考えると、咒じゆ式しきだったのだけどね」


    　息を呑み、俺は驚きよう愕がくを隠していた。


    　魔ま杖じよう剣けんも宝珠もなしに、いや、それ以前に咒式理論も知らないような子供が咒式を発動するなど、あり得ない。


    　たしかに、著名な咒式士ではありえるが、子供では報告例が十数例しかない一種の天才、特異体質だ。アナピヤとその近くにいた子供たちは、そのような特異体質者ばかりだったのだ。


    　アナピヤの義父が子供たちを選んだ基準には、危険な思惑が感じられる。


    　考えれば、特別な子供は、国家や企業、さらには〈ベギンレイムの尻しり尾お〉のような機関が隠してしまうから、報告例が少ないのかもしれない。


    　待て、アナピヤの話はどこか変だ。違和感の正体を探ろうとして左脇に鎮ちん座ざした少女を見ると、アナピヤは俺を見ていなかった。


    　唇くちびるを固く引きむすび、ただ前だけを見つめていた。やがて想いが唇から押しだされる。


    「メトレーヤに行って、あたしはどうしたらいいのかな？　お義父とうさんとお義母かあさんとアティに会って、あたし、なにを言ったらいいのかな？」


    　そこでなにをするのか、なんのために向かっているのか、俺には分からない。アナピヤ自身が決着をつけるしかない。


    　見下ろすと、アナピヤの瞼まぶたが閉じかけていた。無理もない。連日の出来事で、疲労が溜まっているのだろう。


    　俺の左手が勝手に伸びた。無意識の手は、アナピヤの細い肩を抱きしめていた。守ってやりたいという感情が湧きあがり、少女を見つめる。


    　夕日に照らされたのは、折れそうに細い首筋。白い肌に乱れた髪の房が流れる。薄い肩に鎖骨、そして大きさの合わないシャツから、膨ふくらみはじめた胸の谷間が覗のぞき、白い太ふと股ももが艶なまめかしく動き俺の眼底を射る。


    　内心の言葉に、俺は戸惑っていた。脈拍が速くなり、胸が甘い痛みで締めつけられる。どう考えても、この感情は哀れな少女に対する同情や保護欲ではなかった。


    「いいよ、ガユス」


    　俺の内心を見通したかのように、うつむいたアナピヤの紅色の唇が、熱っぽい吐息を吐いた。


    「あたし、ガユスのこと好きだから。ジヴーニャさんやクエロさん、アレシエルさんの代わりにはなれないけど……」


    　アナピヤの右手の指先が、俺の左太股に触れた瞬間、甘い電撃が疾はしった。


    「いや、俺に少女愛好趣味はないって。本気で」


    　俺は少女の肩に触れていた手を離す。手を置いたまま、アナピヤが身を乗りだしてくる。


    「あたしは真剣。どうしていけないの？」


    「いや、そーゆー大人で遊ぶという悪趣味では、将来が心配ですよ？」


    　なにかがおかしい。感覚的以前に、脳のどこかに違和感があった。


    「どうして？　そんなにまで人を信じないの？　本当に真剣なんだよ？」


    　俺の心を覗のぞきこむような海色の瞳に、違和感が塗りつぶされていく。


    「ええと、まだ俺はジヴを好きだから、かな？」


    「でも、別れたんでしょう？　ならばどうしてあたしではダメなの？」


    「どうしてって、それは……」


    「どうして？」


    「ジヴとは、もう一度話しあうべき、だ」


    　放たれた自らの言葉は、胸中の傷きず痕あとから新鮮な血を噴ふかせた。アナピヤの双そう眸ぼうは、純粋な疑問に満ちていた。


    「どうして？」「結果がどうなろうと、こんな状態では納得がいかない」「どうして？」「とにかくアナピヤは、妹みたいなものだし」「どうして？」「いや、俺の趣味指向で」「どうして？」「たしかに妹も愛していたけど、それは別の問題だ、と思う」「どうして？」「クエロも愛していたし」「どうして？」「あいつほど俺を理解してくれた女はいないから」「どうして？」「それは、俺が……」「どうして？」「もう止やめよう、こんな問いと答えは無意味だ。子供とする話題じゃない」「どうして？」「だから止めようって」


    「どうして？」


    　アナピヤの疑問が、俺の胸を抉えぐる問いになっていた。


    「どうして？」


    　純粋な疑問を宿した眼まな差ざしを、アナピヤが真っ直ぐに向けてくる。


    　受け止めることも、逸そらすこともできずに、俺の口から心情が零こぼれていた。


    「……俺は、俺は人に愛して欲しかったんだ」


    「どうして？」


    　怒ど濤とうの「どうして？」に、思考が崩ほう壊かいしていく。


    　ついに、俺はなにも分からなくなった。


    　どうして愛するのか、どうして憎むのか、どうして生きるのかも。


    　少女の問いによって、自分の価値基準のすべてが無意味に思えた。


    　泣きたくなるほどの空虚。俺の内面にはなにも存在しなかった。


    「ごめんなさい。質問ばかりして」


    　震えるアナピヤの指先が延ばされ、俺の頰ほおに軽く優しく触れた。


    「でも、あたしはガユスが好き」


    　言葉を紡つむぐアナピヤの唇くちびるが、接近してくる。赤い唇が蠱こ惑わく的だった。


    「愚かで弱くて噓うそつきでも、ううん。だからこそあなたが好き。愚かさも弱さも噓も、あなたの優しさで長所だから。あなたが他の女の人を好きでも、あたしはガユスを愛している」


    　アナピヤの唇がさらに近づくが、俺は魅入られたように抵抗できない。


    「あたしは、あなたを愛している」


    　真しん摯しな言葉に、俺の抵抗の意志が消失した。脳裏には炎と雷が吹き荒れ、隠れ家がに迎えたときのアナピヤの白い裸身がちらつき、それ以外に何も考えられなくなる。


    　俺の左腕が、再び少女の肩に回されていた。腕の中で、海色の双そう眸ぼうが俺を見据えていた。アナピヤが頰ほおを紅潮させ、恥ずかしげに目を逸そらす。


    　アナピヤの指先が、俺の内うち股ももにおずおずと伸び、撫なであげると、凶暴な感情が吹き荒れる。


    　俺は少女の肉に激しい欲望を感じていた。「そんなバカなことが？」と感じる思考も、激情の嵐の前に粉砕されていく。


    　振りかえったアナピヤの顔が、ジヴに、クエロに、アレシエルに重なる。アナピヤの濡れた唇くちびるを再度奪い、押し倒し、その滑らかな肌を蹂じゆう躪りんし、抱きたい。


    　気づくと、俺の左手がアナピヤを抱きよせていた。


    「あの、あたしは初めてだから、なるべく優しくして……」


    　肩を上下させる少女の吐息。俺は残ざん酷こくな感情のままに、アナピヤの頭を抱きよせ、そして動きを止めた。


    　薬指に嵌はまった真紅の宝玉を宿した指輪。冷たい感触が、俺に理性とジヴの面影を思い出させ、霞かすみがかった意識が晴れていく。


    「……は、い、長い冗談は終了ー！」


    　自分の声で理性に呼びかけると、急速に正気が回復していく。


    「え？」


    　同時にアナピヤは、女から少女へと戻っていった。


    　赤く濡れた口こう唇しんは元気な憎まれ口を吐く口に、膨ふくらみきらない乳房は貧相な薄い胸に、艶なまめかしい太股は運動するための足にと、魔法が解けたかのように戻っていく。


    　俺は振りきるように立ち上がり、ヴァンの外へと飛びでる。森の梢こずえの先に浮かんだ夕日が、俺の混乱を鎮めていく。


    　追ってきたアナピヤが、俺の左腕に摑つかまり、頰を押しつけてくる。


    「ねー、なんで止やめたの？」


    「残念ながら、子供に欲情する変態趣味はありません」


    「そのわりには、あたしを抱きよせたくせにー」


    「いや、それは雰囲気で……」


    　俺は絶句し、暗あん澹たんたる気持ちに沈む。アナピヤ相手に欲情した自分は、たしかに存在したのだ。今日から俺も、晴れて性犯罪者の仲間入りだ。


    　俺の左腕に隠れるアナピヤが、頰から耳の先まで薄桃色に染めて、哀しげな顔をしていた。


    　アナピヤは孤独な影をまとっていた。すべての可能性を俺が拒否したため、少女を傷つけてしまったのだ。


    「ま、そのなんだ。五、六年経ったらどうぞということで」


    「え、ホントっ……」輝くアナピヤの笑顔が、不信を露あらわにした狷けん介かいな表情に変わる。「……って、あたしはもう引っかからないよ!?」


    「いや、アナピヤは本当にかわい……」俺はアナピヤを下から上まで眺める。「……いい、と一度言っちゃったので、たとえ事実は少々というか大分アレすぎでも、大人の責任として無理にでも言いきることにします。うわあ、すっごくかわいいよアナピヤっ！　むしろ病的かつ壊滅的に！」


    「かわいいという言葉を、地上で一番嬉うれしくなくさせてくれて、どうもありがとうっ！」


    　アナピヤは、俺を蹴けってくるいつもの快活すぎる少女に戻っていた。逃げる俺も、いつものふざけた咒じゆ式しき士しに戻っていた。これでいい。この距離感でいいのだ。


    　ジヴと別れクエロと断絶し、バモーゾに抉えぐられた心が、手近な好意に縋すがらせようと俺に幻覚を見せていたようだ。状況に流された消去法の愛など、愛と呼ぶには値しない。


    　しかし、俺の脳の不調は深刻だ。たいして勤勉に働いたこともないのだが、霧の中にいるように、思考が空回りしている。


    　恋愛至上主義など、目的や仕事、他の楽しみがない者のヒマつぶしだ。無理にでもそう考えて、思考を切り換える。


    　立ちつくす俺の前にある森の間から人影。周囲の警戒ついでに猟の獲物を下げたギギナと、水筒を抱えたニルギンが現れた。


    　ニルギンがなにかを言って、またギギナに蹴飛ばされる光景。俺は苦笑し、ギギナがニルギンを殺さないうちに止めるため、歩きだす。


    　愚かしいほどにゆっくりと。


    　なにかの時間を稼ぐように。


    



    



    　コンクリ製の低層ビルの表面に蔓つるが絡みつき、割れたアスファルトや石いし畳だたみの間からは雑草が溢あふれていた。


    　朽ちはてた廃街には、人や動物といった生物の影はなかった。夏の強烈な陽差しが音もなく降りそそぎ、無人の街並みを漂白している。


    　廃街には、商店街の大通りがあった。屋根の上の鉄塔が、強烈な陽光を撥はねかえしている。通りの上空を覆う天てん蓋がいのいたるところに穴が空き、青空が覗のぞいていた。


    　かつて〈異い貌ぼうのものども〉に滅ぼされたリーブリーの街の名も、記憶の彼方に忘れ去られていた。


    　商店街の入り口にある薄闇。鬣たてがみから先の首を失った獅し子しの石像が、四肢を折りたたんで座している。苔こけむした獅子の胴体に、憂ゆう愁しゆうに彩られた戦鬼が腰を下ろしていた。


    　ユラヴィカ・イシュドル・タルク・エルレイン・ゾソという自らの名の、虚むなしさを嚙かみしめるように、瞳は手にした人面を見据えていた。


    　虚うつろな眼がん窩かと口腔を晒さらした、ランドック人の丸い顔を眺めていた。


    　額と鼻び梁りようを跨またぐ、ユラヴィカの青い蝶ちようの刺青いれずみが煩はん悶もんに歪ゆがむ。


    　二酸化珪けい素そで処理された人面と同じく、ユラヴィカの内部は空虚だった。


    　ユラヴィカは生涯をかけて敵を欲し、闘争に身を晒さらしてきた。闘争の無意味さは知っている。知っていて、なお価値と美意識を構築するのがドラッケン族である。


    　ドラッケン族のなかでも、ユラヴィカは好んで殺さつ戮りくに身を浸した。長い闘争の日々の果て、ついには同じドラッケン族の戦士を殺すという狂気の行為に至る。


    　深い理由はない。


    　ただ、戦場の夕陽の美しさを眺めていたら、隣に座る親友である勇者ズスカの首を刎はねることが自然だと思えたのだ。それはドラッケン族という一族が掲げる闘争の論理の果てを、極端に体現しただけだろう。


    　そして、同族殺しは決定的な破滅を引きよせた。


    　強さを至上の価値とするドラッケン族といえども、理由なき同族殺しまでをも許しはしない。


    　より強いドラッケン族を狩ることは、必然的に一族の要人を殺すことにもなった。


    　所有する八つの顔は、二十二氏族のすぐ下の大きな一族の長に、一軍を率いる将軍。一族を代表する一〇八勇者の一人に、ドラッケン流対竜戦闘術の師範代、その仇かたきをとろうとした弟子。将来を嘱しよく望ぼうされる天才少年に高名な女性剣士に新剣術の[image: ]始者と、すべてがドラッケン族の威信に関わる人物だった。


    　戦闘民族として各地の戦争に関与するドラッケンの要人が殺されるなど、一族の根幹に関わる。一族全体から、一介の殺人者にはありえない莫ばく大だいな懸賞金がかけられた。


    　ユラヴィカが、実力的には一〇八人の勇者の称号を与えられるべき超戦士であっても、ドラッケン族全体を敵に回しては、いつまでも逃げきれるものではない。いずれ必ず殺される。


    　それでもユラヴィカは決闘という殺人を止やめなかった。強い相手を殺し、顔を保存するという行為を楽しみ、また歪ゆがんでいく自分の精神を楽しんでいた。


    　敵が倒れ、首筋から鮮血が噴きあがる光景に、崇高な美を感じる。


    　無意味な死を敵に与えたことに、背筋を貫くような快感を覚える。


    　死者の面を眺めるごとに、鮮烈な戦いの記憶が蘇よみがえる。


    　ユラヴィカの内部には、他に望むことがなにもなかった。そのように自分の性向を伸ばし、作り変えた。効率的に効果的に殺戮を楽しむために。


    　結果として、一人のランドック人を失ってしまった。


    　自らの理想の闘争を作りあげるために助けた形になったチェデックは、ユラヴィカの傍かたわらに立つことになった。そしてチェデックは自らの合理主義という精神の枷かせを越えた。ユラヴィカの美意識を理解しながらも、助けるために己の命を投げだしたのだ。


    　命には命という義理返しならまだ分かるが、チェデックの行動原理は理解不能だった。


    　ユラヴィカが他者に救われることなど屈くつ辱じよくでしかないと理解するなら、あの場のチェデックは不ふ干かん渉しようを貫くべきだったのだ。


    　それでも、あえて。チェデックはユラヴィカを救った。


    　戦士の心はチェデックの死に対する代だい償しようを希求していた。


    　しかし、求めるべき対象とはなにか。ギギナの剣か、自らの闘争心なのか。刃はどこに向かうべきなのか。


    　答えを自らの内部に探すべく、ユラヴィカは瞼まぶたを閉じた。無明の闇の静けさ。


    　前触れもなく銀の瞳が見開かれる。その場から横転するとともに屠と竜りゆう刀とうゾリューデが抜きはなたれていた。


    　回転から疾走。人ひと気けの絶えた商店街の石いし畳だたみの上を、ユラヴィカが駆けぬける。戦鬼の背後から追いすがる影。さらに通りを隔へだてて並走する影の群れがあった。


    　交差路の左右から、待ち伏せしていた咒じゆ式しき士しが飛びだす。ゾリューデの刀身が、魔ま杖じよう剣けんと装甲ごと右からの刺客を切り伏せ、血ち霧ぎりとともに前方に縦回転。長いユラヴィカの右足が唸うなる。左からの襲撃者の頭部を踵かかとで叩き割り、石畳に叩きつけて完かん膚ぷなきまでに破砕。


    　血の海を蹴けりつけ、さらにユラヴィカは石畳を駆ける。追走する人影が廃街を疾走。その数は、ユラヴィカの目算で二十九人。


    　疾駆するユラヴィカの前方の石畳が破裂。さらに放たれる雷の帯。一瞬速く空に逃のがれたユラヴィカが刃を放ち、自らの足首へ迫る雷の触手を防ぐ。紫電を撒まき散らしてユラヴィカが着地し、同時に追跡者に刃を放つ。剛剣を魔杖槍そうが受け、火花で相手の髭ひげ面づらが照らされる。ユラヴィカの美び貌ぼうに変化はない。


    「知っている顔だ。たしかブエナだったか」


    「嬉うれしいね！　覚えていてくれてっ！」


    　弾かれた鋼はがねの軌跡。両者は並走して商店街を駆けぬけていく。咒式士の集団が追跡していく。先頭を行くのはブエナと呼ばれた髭面の男だった。


    「一年の間、てめえの首を狙っていた。それだけを考えていた！」


    　記憶の苦々しさに、疾走するブエナの髭面が引きしめられる。


    「一年前、俺が率いる咒式士事務所は、てめえの首の賞金十億イェンを狙って襲撃した」顔には怒り。「結果として六人を殺され、咒式士狩りの専門家としての俺の面目は粉砕された！」


    　ユラヴィカとブエナの併走が続く。ユラヴィカの屠竜刀ゾリューデとブエナの魔杖槍。互いに放つ刃が銀の嵐となって交こう錯さくする。火花と金属の悲鳴。絡みあった刃が離れ、また疾走が再開される。


    「今回はてめえ一人を殺すために、わざわざ南部のハビエルとロルング事務所とも手を組んだんだよっ！」


    「中規模の事務所に過ぎた大人数は、そういう理由か。だが……」


    　どこか納得したユラヴィカの横顔に、荒々しい感情が表れていく。


    「この程度の数では私には勝てぬっ！」


    　ユラヴィカの顔に闘争の猛たけりが弾ける。石畳に屠竜刀を突き立て、弾丸の疾走が急停止。急速反転して追跡者たちに向かっていく。


    　疾走とともに長大な屠竜刀が横に一いつ閃せん。距離を詰めていた咒式剣士二人の楯たてと魔杖剣と胴体が、直線で両断される。血と内臓の滝の間から続く怒ど濤とうの一撃。ブエナの魔杖槍が重々しい音とともに受け止める。


    　軋きしむ刃を挟んで、二人の咒じゆ式しき士しが睨にらみあう。


    「面目などどうでもいい。ついでに名誉や賞金など、他の事務所にくれてやる」


    　ブエナの全身の力は、ユラヴィカの力と拮きつ抗こうしていた。


    「だが、てめえに殺された六人の部下の仇かたきだけは、絶対にとるっ！」


    　応えるように凶戦士の雷速の蹴けりが放たれ、肩口の重装甲を砕かれたブエナが後退。上司を救おうと、ユラヴィカへ殺到する刃の群れ。


    　ユラヴィカが軽やかに跳躍し、すべてを躱かわす。剣や槍が追うも、高速回転する超戦士を捉えきれない。


    　後列の機き剣けん士しへユラヴィカが急襲。掲げられた右腕に絡みつき、旋風となって肩の上に立つ。左腕だけで機剣士の手首と肘ひじを折り砕き、背後に回っていく。追っていた雷撃や鋼はがねの槍が、楯たてにされた機剣士の胸板を貫く。


    「や、やめ……」


    　機剣士はまだ絶命せずに叫ぶ。一方、ブエナは部下が助かる可能性を皆無と判断。非情に徹して、化学鋼成系第四階位〈鍛澱鎗弾槍ウアープ〉を発動。戦車の主砲と同等のタングステンカーバイド製の砲弾が、哀れな咒式士に着弾。装甲ごと胴体が爆散。血肉の霧を切り裂いて、砲弾が背後の商店街の壁に着弾。轟音と破片を撒まき散らす。


    　同士討ちを嘲あざ笑わらうように、すでにユラヴィカは空中で側転していた。横回転から伸ばされた刃が符ふ咒じゆ士しの頭部を断ち割り、両足が剛ごう剣けん士しの肩に着地。


    　次の瞬間、ユラヴィカの両足が頭部を挟んだまま縦回転、兜かぶとごと太い首が引きちぎられる。自分の身に起きたことが理解できない表情のまま、頭部は血の尾を曳ひいて宙に跳ねる。


    　錐きり揉もみ回転の終点で伸ばされた屠と竜りゆう刀とうが、前方にいた機き甲こう士しの右肩口から左脇腹へと駆けぬけた。右足は雷を紡つむごうとしていた雷らい鳴めい士しの首を薙なぎはらい、折れた頭部が背中に垂れる。


    　さらにユラヴィカの左手が別の剛剣士の頭を摑つかみ、着地のついでに石いし畳だたみに叩きつけ、血ち石ざく榴ろに変えさせた。撓たわめられた足が伸びて、再飛ひ翔しよう。遅れた咒式の波は濤とうが、虚むなしく床を砕く。


    　屠竜刀が銀の円弧を描くごとに、背外套マントが翻ひるがえる。背外套マントの裏に九つの人面が覗のぞき、虚うつろな表情を見せる。そして死体がひとつ、またひとつと連続で生産されていく。死神のように、ユラヴィカは死者を大量生産する。


    「接近戦ではユラヴィカには勝てぬ！　当初の計画に引きこめっ！」


    　ブエナ咒式士事務所の咒式士たちが急速離脱。魔ま杖じよう剣けんの先端に紡いでいた咒式を、一斉発動。瞬間、鼓こ膜まくをつんざく爆音。


    　野獣の勘でユラヴィカは転がっていた。剣士の左腕の肘から先が消失し、炭化した断面を見せた。


    　ユラヴィカがさらに横転回避。前腕が落下した石畳には穴が穿うがたれ、沸ふつ騰とうしていた。苦く鳴めいを抑え、ユラヴィカが後方へ跳躍。今度は咒式の発動の瞬間が見えた。


    　鉄筋とガラスで作られた商店街の天てん蓋がいを貫くように、天よりの白光が降りそそぐ。先ほどと同じように石いし畳だたみに穴が穿うがたれて溶解。赤熱した飛沫しぶきを散らす。


    「逃がすなっ！」


    　ブエナの声とともに天空より飛来した光の柱は、軌道を急速変化。屋根と石畳を灼やきながら、ユラヴィカへと追いすがる。


    　白刃は、右方向へ跳ねるユラヴィカの銀髪と背外套マントの裾すそを灼き切り、無人の商店へと吸いこまれた。瞬間、高熱の刃で店先が爆裂する。


    　熱風と粉ふん塵じんのなかを転がりながら、ユラヴィカはブエナ社の奥の手を脳内の記憶から高速検索。正体が判明。


    　それは二十人もの咒じゆ式しき士しの一人一人が、化学錬成系第二階位〈銀咒鏡ラミー〉で平面の反射鏡を同時多量展開し、太陽光を一点集中する咒式。集められた陽光を、ブエナの化学錬成系第四階位〈焦熱光錐断ハスデヤ〉の凹おう面めん鏡きようで収束させての熱線。


    　一年前は数人程度だったが、今回は人数と破壊力の桁けたが違う。太陽光は、ついに三千五百度から四千度という死の刃となっていた。


    　鏡の原理を利用した、化学錬成系の〈積晶転咒珀鏡サブナツク〉を使っても、近赤外線から可視領域の反射率は九十八から九十九％ほどで、焦熱咒式の熱量を完全に反射しきることは不可能だ。しかも〈焦熱光錐断ハスデヤ〉は自由に焦点を変化することを可能とする。


    　さらに商店街の通りを覆う屋根が視界を塞ふさいでいては、天空からの攻撃は回避しづらい。他の事務所の咒式士を囮おとりと楯たてに使い、奥へ追いこんで逃げ道を塞ぎ、ユラヴィカの超人的な身のこなしを不可能にさせる。


    　横からの咒式で動きを封じて上空からの射線に誘導すれば、ユラヴィカといえども生き残る術すべはない。絶対的な逆境に対して、戦士の横顔は自然と笑みを刻んでいた。


    「私一人に御ご大たい層そうな罠わなだな」


    「てめえを、ドラッケン殺しの怪物を殺すためには、これくらいの大仕掛けの罠が必要だ！」


    　ブエナの怒号と雷速の刃が返ってくる。ユラヴィカは逃げるしかない。


    「この一年の間、どうやったら強すぎるてめえを殺せるか、それだけを昼も夜も夢でも考えていたっ！」


    　包囲網を抜けるために、ユラヴィカが粉ふん塵じんの幕を突き破る。ブエナが生んだ鋼はがねの壁が突き立ち、逃げ道を塞ぐ。屠と竜りゆう刀とうで薙なぎはらおうとする隙すきを逃のがさず、ブエナたちが焦熱咒式を発動。


    　莫ばく大だいな太陽光が集束。即座に神の憤怒のような極大の光線が降りそそぐ。


    　ユラヴィカを包みこむように出現した、幾重もの楯の表面に。


    　同時に、強烈な光が周囲の咒式士たちの眼球を灼きつくす。


    　顔を手で押さえ、悲鳴をあげて転げ回る咒式士たち。指の間から覗のぞくのは、高熱で白濁した眼球。


    　失明した咒式士たちの中心に、煌きらめく楯で作られた砦とりでが建造されていた。


    　化学珪けい成せい系第四階位〈純晶散光楯フオラ・ス〉で生成されたのは、不純物を極限まで除いた超純度の光学ガラスによるレンズの群れ。熱量減衰の割合は、厚さ一キロメルトルあたり〇・二デシベルル以下で、吸収率はほぼ皆無。多重多層に重なったレンズは、レーザーの照射範囲を広くする映像用器具の原理を発動。光線の屈折度を極限まで低くし、レーザーを周囲に拡散させたのだ。


    　面積あたりのエネルギーを拡散させる咒じゆ式しきだが、当然ながら内部のユラヴィカの全身をも舐なめていた。


    　煌きらめく円盤の檻おりが解除されていく。


    　高熱の蒸気に包まれたユラヴィカが現れる。戦士の全身は灰色の装甲に覆われていた。


    　化学珪けい成せい系咒式第五階位〈灼珪冑鎧甲装アドラメ〉による、珪けい素そを含むセラミックたる窒ちつ化か珪素焼しよう結けつ体たいは、超硬合金すら凌しのぐ超硬度で高熱咒式の反射をも防いだのだ。


    　陽炎かげろうをまとう全身。兜かぶとの面めん頰ぼおが撥はね上げられ、ユラヴィカの美び貌ぼうが現れる。


    　閉じられていた凶戦士の瞼まぶたが、開けはなたれた。ようやく殺さつ戮りくに移る喜びがあった。


    　獰どう猛もうな笑みとともに、ユラヴィカという名の颶ぐ風ふうが走る。


    　視力を失ったうえに、再び接近戦に持ちこまれた攻性咒式士たち。逃げまどう頭部や胴を、非情の刃が草を刈りとるように薙ないでいく。


    　治ち癒ゆ咒式で視力を回復した生き残りが〈雷霆鞭フユル・フー〉を放つが、ユラヴィカの鎧よろいの表面で虚むなしく弾ける。続く鋼はがねの槍も、虚しく凶戦士の影を貫くだけ。


    　ユラヴィカの鎧は、密度も三・二と鉄などの金属よりも軽い。誰も戦士の飛ひ燕えんのごとき動きを捉えられない。たとえ命中しても、高硬度の装甲はほとんどの中低位咒式を無効化する。輝く鎧は死の天使のようにも見えた。


    　すべての咒式を回避し、ユラヴィカは咒式士たちの間合いに入った。横よこ薙なぎの一いつ閃せんで、雷らい鳴めい士しと機き剣けん士しが頭ず蓋がいを両断される。重力に従って、死体が落下する間にユラヴィカが進む。巨大な屠と竜りゆう刀とうが光となって閃ひらめく。周囲にいた咒式士たちが吹き飛び、落下。


    　手や足、頭部や胴体、小腸や肝臓、咒式士たちのそれぞれの断片が、血と臓ぞう腑ふの海に落ちていった。脳のう漿しようと血の大海の中央に、ユラヴィカが悠ゆう然ぜんと立っている。


    　髭ひげ面づらのブエナが、自らの血の海に膝ひざをついていた。腹部からは腸はらわたが零こぼれている。槍を杖にしてようやく立っているだけの瀕ひん死しの状態だった。


    　光の反射で失明し白濁した瞳を、それでも憤怒を宿してユラヴィカに向けていた。


    「接近戦最強の剣士で格闘家、で」口からは肺が傷ついていたための激しい吐血。「さらに光学咒式の反射に、軽量高硬度甲かつ冑ちゆう、という高度、な咒式戦までこなす、なよ。どこまでもかわいげ、のねぇ。だが……」


    　喘ぜん鳴めいとともに見上げる髭面の前に、切断された左手を拾うユラヴィカの美び貌ぼうがあった。剣士は腕を咒式でつなげていく。珪素で即座に癒ゆ着ちやくし、神経がつなげられていく。


    　ブエナは最期の疑問を投げた。


    「その、身のこなしと、鎧があれば、我らの咒式も強引に突破できただろうに。わざわざ咒式を受けて返すとは、ご苦労なことだ、な……」


    「一年も追跡してきたお主たちの執念に、私なりに敬意を払ったつもりだ」


    　ユラヴィカがこともなげに語りながら、ブエナへと歩みを進める。


    　ブエナは泣き笑いの表情を浮かべた。それでも、見えない目で冥めい府ふの使者を睨にらみつけていた。


    「糞くそった、れ、部下の仇かたきが取れない、とは！　ユラ、ヴィカ、よ、先に冥府の底で待っているからなっ！」


    　ブエナの叫びを断ち割り、無む慈じ悲ひな屠と竜りゆう刀とうが振り下ろされた。


    　呪いの言葉を漏もらす舌ごと、顔面が断ち割られ、濁った眼球を左右に飛びださせた。


    「仇を討つ、か……」


    　血と脳のう漿しようの海に沈む追っ手の姿を、ユラヴィカは静かに見つめていた。自らの言葉を嚙かみしめるようだった。


    「礼を言っておく。私の目的を指し示してくれたことに」


    　屠竜刀ゾリューデの長大な刀身が一振りされ、血ち糊のりを払う。収納すべく分離させられようとした切っ先が、電光の速度で右に向けられる。


    「咒じゆ式しき士し狩り専門のブエナ咒式士事務所が、一瞬で壊滅とは」


    　巨大な刃の先には、荒れ果てた商店街の壁。壁面に吊るされた拡声器スピーカー。


    「さすが十億イェンの賞金首たるユラヴィカ氏ですね」


    　拡声器を見つめるユラヴィカの銀の目には、紫色の疑問の色が足されていた。


    「依頼者か。よく先回りできたものだ」


    「いえいえ、あなたに何度連絡をとろうとしても無視されたので、ここの機器を乗っとっただけです」


    　機械的な声が廃街に響いた。


    「ご苦労なことだ」


    　事務的に答えながら、ユラヴィカは周囲を探る。自分を見ているとしか思えない声は、近くにいるはずなのだ。


    「探しても無駄ですよ。複数の監視装置で見ているだけです。残念ながら、あなたに接近するような危険は侵せない」


    「そう恐れずとも、私は接近戦専門の咒式士だ」ユラヴィカは悠ゆう然ぜんと周囲を見渡す。「遠くからなら姿を見せてもよかろう」


    「あなたが近距離戦、格闘戦闘を極めた攻性咒式士であることは有名です。ですが断定はしません」


    　拡声器の声に、緊張の成分が混ざる。


    「なぜなら、あなたと中・遠距離戦闘をした咒式士が一人もいない」声は慎重に言葉を続けていく。「あなたが接近戦を好むからこそ、奥の手を出さなかった。出すまでもなく勝ってきたという可能性があります。あなたと対たい峙じして生き残ったものが、ギギナくらいしかいないので情報不足にすぎます」


    「勘で話されては呆れるしかない」


    「言げん質ちは与えませんよ？」


    　相手に対して、ユラヴィカは薄く笑った。


    　声の主は、ユラヴィカ自身に等しいほどの夥おびただしい修しゆ羅ら場ばを潜くぐってきた歴戦の咒じゆ式しき剣士か、咒式学を何十年も研究してきた老咒式士の洞察力を持っていた。病的な用心深さは、ユラヴィカから見ても異常だった。


    　正体の片へん鱗りんすら、知らせるつもりはないようだった。


    　そうまでして隠さねばならない正体とはなにか？　


    　だが、ユラヴィカの優先順位はそこにはなかった。


    「なんの用だ？　私には、すでにお主との契約を遂すい行こうするつもりはない」


    「あなたがご執心であるギギナの行き先を教えてあげたいと思いまして、ご連絡をさしあげました」


    「なぜそれを私に教える？　真意はなんだ？」


    　ユラヴィカの銀の目が疑念に曇る。声は変わらない。


    「言ったはずです。私の望む結果が出ればいいだけなのです。あなたがギギナとガユスを殺し、残った少女を捨ておいていただければ、こちらで勝手に回収いたします。その一点で私とあなたの利害は一致するはずです」


    　返事を躊躇ためらい、ユラヴィカは沈黙を守る。声は染みこむように畳みかける。


    「いいのですか？　残る追っ手たちは、私の指示で協同作戦を準備しています。あの二人では生き残れないほどの、最悪の罠わなの準備を。そんな至上の戦いくさを捨ておくあなたですかな？」


    「それは忠告か、誘導か」


    　ユラヴィカの視線が圧力を増す。


    「どちらと受けとるかは聞き手次第です」


    　意味と言葉を分離した声。どちらが真意なのかは窺うかがえない。意味もないだろう。


    「こちらの真意など、究極の個人主義者たるあなたには関係ないはず」


    　会話の主導権は声に移っていた。


    「あなたが個人であの二人、とくにギギナに勝ちたいのでしたら、ひとつだけ助言をしてさしあげたい」


    　姿の見えない声の主は、唇くちびるで禍まが々まがしい弧を描いていただろう。


    「狂いなさい」


    　思わぬ言葉に、ユラヴィカが返答できなかった。自らの言葉の効果を知りつつ、声が続けていく。


    「誇りだの気高さだのすべてを捨てて、卑劣に狂気の戦いを挑みなさい。いま一度、ドラッケンの顔狩りの狂える凶戦士に戻りなさい。それこそがあなた本来の、最強の格闘者たる強さのはずです」


    　宣告の正しさ、無意味の意味の強さを、ユラヴィカは知っていた。


    「凶戦士よ、メトレーヤに行きなさい」


    　嘲ちよう弄ろうするような声だけが、虚うつろな廃街に谺こだまする。


    「そして殺しなさい。それだけがあなたの心を癒いやす。そして我が望みが果たされ……」


    　唐突に声が途切れた。ユラヴィカの〈晶結葬柩クスン・サブ〉の咒じゆ式しきが、拡声器スピーカーを水晶の柩ひつぎに閉じこめ、圧壊させたのだ。煌きらめく水晶の内部で、機械が金属の部品となっていた。


    　ユラヴィカは長く歪いびつな屠と竜りゆう刀とうを収めた。美び貌ぼうには自じ嘲ちようめいた笑みが浮かんでいた。


    　背外套マントを一振りし、背に撥はね上げる。一歩を踏みだし、疾風のごとく走りだす。


    　無人の商店街と廃墟を抜ける。外に現れた緑の木立に分け入っていく。


    　木々の間を突きぬけ、斜面を駆け降り、空中へと飛ひ翔しようする。青空に舞う戦士。


    　魔鳥の両翼のごとく広がった背外套マントの裏で、九つの人面が嗤わらう。チェデックの顔だけが哀しい表情に見えた。


    「よかろう」


    　ユラヴィカは、獰どう猛もう無比な凶戦士の笑みを口の端に浮かべていた。


    「私は、あえて一振りの狂える刃に戻ろうぞ！」


    　刺青いれずみの青い蝶ちようとともに、ユラヴィカが飛翔していく。


    



    



    「なにが不機嫌かというと、どこかの眼め鏡がねが私の暇ひまつぶしを邪魔したからだ」


    　退屈そうなギギナが窓に腕を掛け、手に顎あごを乗せていた。


    「娼しよう館かんでの一件のことか」俺には苦い記憶だった。操縦環ハンドルを握りながら適当に返す。「だが、ギギナにも小悪魔と清純派があるじゃないか」


    　周囲に広がるのは、鉄分を含んで赤茶けた土と、彼方に連なる山々。そして抜けるような青空。二色で描けるような単調な風景だった。


    　大地に敷かれた二条の鉄の軌道が、一点透視法に従って、地平線の果てに消えていった。廃線に沿って、ヴァンが走っていく。


    「なにを言っている？　『いる』ではなく『ある』とはいつもの言い間違いか？」


    「俺の左右の手の愛称。ギギナは両手利きだから、小悪魔ぞろいだ」


    「……前から思っていたのだが、よくそこまでつまらないことを言いつづけられるな。普通、三回目くらいから、逆におもしろくなってくるものなのだが、今でもつまらぬ」


    　ギギナの声には感情がこもっていなかった。窓の外にある風景が飛び去っていく。


    　俺とギギナの席の間に頭を出したアナピヤだけが、不思議そうに首を傾げていた。


    「アナピヤさんのために解説するとですね。寂しい男性が一人で……」


    「おもしろくない話をわざわざ広げるな」


    　出てきたニルギンの鼻筋に俺の右裏拳が炸さく裂れつし、後部座席へと叩き返す。アナピヤは呆れ顔。


    「あのさぁ、あたしも年頃だから、それくらいは知ってるよ。なんか、寒いというより肌に痛い……」


    　アナピヤの軽けい蔑べつの視線が、俺の横顔に突き刺さる。


    「ああ、そういう『この人、そーとー終わっているな』という少女らしい潔けつ癖ぺき性しようからの澄んだ瞳で俺を見ないで。背徳とかそこらへんの喜びが目覚めるし」


    「本当に最低。ガユスと話していると心が汚染される」


    「アナピヤ、人はそうやって大人の階段を上っていくのです。さあ、勇気を持って自分を信じ、一歩を踏みだして！」


    「……神様、この人の人生の階段を手抜き工事にしてください。もう紙とかで作ってください！　それもなるべくうっすい紙で！」


    　俺の笑い声を背景に、頰ほおを膨ふくらせたアナピヤが後部座席に戻っていった。


    　アナピヤがいるというのに、いつもの調子で喋しやべってしまった。精神が復調している証明とすれば悪くはないだろう、ということにしておこう。


    　後ろを見ると、席に戻ったアナピヤが黒猫のエルヴィンの前脚を持って遊んでいた。


    「アナピヤ、猫が好きか？」


    「うん、好き」


    　そう言ったアナピヤに導かれたエルヴィンの尻が、倒れているニルギンの顔の上に落とされている。あ、哀れな。俺に向かってアナピヤが微ほほ笑えむ。


    「だって、猫ってみんなに好かれるし」


    「一応参考までに、少数派の意見も大切にするべきだという多様性の大切さの教育的指導をしておく」


    　背後も見ずに猫嫌いのギギナが述べる。アナピヤはその言葉も聞かずに沈みこんでいるようだった。


    　アナピヤが過敏なまでに他人を気づかう原因を思い出した。どうやら俺の言葉が呼び水となってしまったらしい。辛つらい過去から目を逸そらせてやりたくなった。


    「そういえば、アナピヤは猫を飼っていたらしいな」


    　軽い問いを向けてみる。


    「うん、エルヴィンと同じような黒猫を飼っていた思い出があるよ」


    　微妙に感情を逸らされたらしく、アナピヤの表情が少し晴れる。


    「アティと一いつ緒しよにすごくかわいがって、猫を川に投げて飛距離を競争したり、後ろ脚だけで歩けるように特訓させたりした」


    　うわ、子供って自然に素敵に残ざん酷こく。言葉を理解しているはずもないのだが、エルヴィンも怯おびえた表情をしているような気がする。


    「名前は、えーと、えーと……。なんだっけかな？」


    　両の前脚を掲げさせたエルヴィンに、少女が問いかける。猫は迷惑そうな顔をしている。


    「おかしいな。すごくかわいがっていたし、お義父とうさんとお義母かあさんが名付けたということまでおぼえているのに、どうして思い出せないんだろう？」


    「無理することはない。すべてのことが、過去を思い出す呼び水にはなるとは限らない」


    　俺の言葉とともに、車外からの鳴き声が遠く響いた。


    「上を見てください、ガユスさん」


    　ニルギンの声に、俺は左へと視線を向ける。ヴァンの窓からは、蒼そう穹きゆうを渡っていく数十もの影が見えた。


    〈飛竜〉の群れだ。


    　生物学的には、鱗りん竜りゆう目翔しよう竜りゆう科飛竜属の竜。地上からだと小さな点に見えるが、[image: ]蝠こうもりにも似た翼と蛇へびのような頭部を持つ。滑空できる生物の限界体重は約百三十キログラムル。羽ばたきで飛べる限界は約二十七キログラムルとされる。〈飛竜〉は、両方の限界体重を越えており、当然ながら咒じゆ式しきで飛翔している〈異い貌ぼうのものども〉の一種だ。


    「不用意に近づいた私たちに、〈飛竜〉とその主人が警告しているのだろうな」


    　ギギナの意見に、俺は顎あごを引いて肯定する。


    　問題なのは多くの〈飛竜〉が高位の竜の権けん能のうに支配され、目や耳となっていることだ。


    　俺たちが領域侵犯をしていない現状では、攻撃をしてこないが、天空の監視者に見られて気分がよいものではない。空のすべてはまだ人類の支配地域ではないのだ。


    　グラシカ竜緩かん衝しよう地区の森の北端が、近くにあることを思い出した。知らずに侵入して竜の怒りを買うことは絶対に避けたい。数々の悲劇の原因でもあり、死の危険すらあるのだ。


    　立体地図を起動して、厳密に位置を確認。知らずに直進していたら、十数分で緩衝区に入っていたことに気づき、冷や汗が出る。


    「そういえば、メトレーヤでは、あたしたち人間の他に竜の研究もしていたわ」


    　意外な事実に、アナピヤの横顔へ全員の注目が集まる。アナピヤは、言いにくそうに身を縮めるが、俺は目を外さずに続きをうながす。


    　自らの記憶が鍵かぎとなるので、必死に断片を述べていく。


    「メトレーヤでね、竜の解かい剖ぼう実験をしていたの。生きながら解剖される竜がかわいそうで、従姉いとこのアティは泣きだしたわ」


    「ということは、義父母は狂信的な竜反対派か……」


    　後部座席のニルギンへと、責めるような全員の注目が集まる。


    「違いますよ。竜事象対策派は咒式士最高諮し問もん法院の偽装団体ですから、そんな無意味なことをしないと思われます。それだけは断言したいような気が湧いてきます」


    　声まで小さくなるニルギン。顎の傷きず痕あとを撫なでて申しわけなさそうだ。少女が考える。


    「ううん、どうも竜を嫌っていたのとは違っていたような」


    「分かっているよ」


    〈異貌のものども〉を研究することから咒式技術は発展した。その王たる竜を研究することが、数々の咒式技術の大進展をもたらしたし、それは今も変わらない。現代でも〈異貌のものども〉の、とくに竜の研究が咒式の要のひとつなのだ。


    　軽くニルギンへの牽けん制せいに使ったのだが、不用意な発言だった。


    「そう、そのとき、お義父とうさんとお義母かあさんに『どうして竜にこんなヒドいことをするの？』って訊いたんだけど……」


    　アナピヤは自分の感想を抜きにして、続けた。


    「お義父さんは、あたしを真っ直ぐ見つめて、『不老不死、強大な咒力、美しさ、聡明さ、誇り高さ。あらゆる面で人間を越える竜を研究して、人々と竜の間を取りもつ力を研究するためだよ』って語ってくれたの」


    「そうか」


    　なんの意味もない単語が、俺の口から出ていた。


    　俺とギギナの視線が交わされる。ニルギンが深々とうなずく。


    　ニルギンがなにも分かっていないほうに、存在しない俺の全財産とギギナの首を賭けてもいい。俺の腹が痛まない賭け金だしな。


    



    



    　太陽が垂直の日差しを投げかける昼前。林の木陰で、長旅の休息をとる。


    　俺は携帯咒じゆ信しん機きに並ぶ情報を眺める。携帯の向こうで、岩に背を凭もたれさせたアナピヤが首を前後させていた。


    　次第に首の動きが緩ゆるくなり、ついに岩に凭れた。投げだされた脚の上で、エルヴィンが体を丸めていた。


    　一人と一匹の安らかな寝息に、俺の口くち許もとも綻ほころぶ。


    　長旅と記憶を辿たどる作業で、アナピヤは疲労しきっているのだろう。今だけでも少女に安らぎがあることを望む。


    　携帯を畳んで懐ふところに戻す。ヴィネルの情報網で、ろくでもないことが分かってきた。


    「一連の事情が氷解してきたような予測を思いつきました。あくまで噂うわさで」


    　ニルギンの声に顔を向ける。傷きず痕あとが目立つ顎あごの向こうに、動くものが見えた。ヴァンの後部が開けはなたれ、咒式具の取捨選択をしているらしいギギナの姿があった。


    「第五階位の咒弾を知らぬか？」


    「座席の下の古い箱に入っていないか？　ギギナの摘出した良心とともに埃ほこりを被かぶっているだろう？」


    　俺の下へ手たな冗談にギギナの反応はない。話の腰を折られたニルギンは間が悪そうにしているだけだった。


    「話は戻るが、おまえのアホな予測とやらを聞かせろ」


    「どうぞお静かに」


    　口の前に指を当てて、ニルギンが小声を要求してきた。俺は、アナピヤを起こしてしまったかどうかを確かめる。


    　アナピヤは、安らかな寝息を立てて眠っている。保護者のような瞳をしたニルギンが、少女の寝顔に見入っていた。


    　やがて、ニルギンが小声で語りだす。


    「竜と人類の相互不可侵条約を定めた、ティエンルン合意条約はご存じですね？」


    　俺はうなずく。


    「それによると、境界を出て被害を出した条約違反の竜を人類が討とう伐ばつすることは、苦々しくも黙認されています」


    　ニルギンが顎あごを撫なでて、続ける。


    「しかし、罪のない竜を捕獲し、生体実験をすることなど許されてはいない。咒じゆ式しき企業が咒式実験のために竜を使うこともあるのですが、これも違法です。メトレーヤは違法活動を行う組織の実験地と考えるべきでしょう」


    　俺は、即座に返答をできなかった。


    「おまえ、意外に状況が分かっていたのだな」


    　俺の視線に気づいたニルギンが、さも心外だといった表情をしやがった。


    「ガユスさん。あなた、私のことをバカにしきっていたりしていませんか？　これでも私は査さ問もん官かんでありつつも学究の徒の端くれであると、誰かに言われぎみ風なのですよ？」


    「うーん、やはりなにも断定できないバカだとしか思えないけど」


    　ニルギンが潜入咒式査問官にあるまじきマヌケだと思うほど、俺もお人ひと好よしではない。軽けい佻ちよう浮ふ薄はくな態度が、逆に油断がならないことを示している。他人に侮あなどられる言動は擬態の常道だ。


    「それで？」


    　俺は眠っているアナピヤを確かめ、起こさないように声を潜める。合わせて、ニルギンがさらに声量を落とす。


    「結論としては、〈長命竜アルター〉ムブロフスカは、アナピヤさんを手に入れることで眷けん属ぞくの竜を実験している組織を追いつめたい。一方、攻性咒式士や六人の追っ手たちは、その組織、つまり義父母の属する研究集団の残党が雇った。……といったところが私の推測でしょうかね」


    　俺は苦笑いを浮かべた。ニルギンはどこまでも不ふ明めい瞭りような言葉を並べたててくれる。


    「ようするに、俺にその残党とは〈ベギンレイムの尻しり尾お〉だと言わせたいのだろう？」


    　俺の言葉に、ニルギンが苦笑する。


    「勝手に私の意志を推測していただいては困ります。それで、その言葉の論拠は？」


    　ニルギンが反論を呈してくる。皮肉を含んだ唇くちびるの角度が、俺を試していた。


    　内心を隠した会話は、人間として当然だ。正直に思ったままを語ることは、会話ではなく動物の吠え声に等しい。なぜなら、そこには知性も戦略もなく、なにも発生しないからだ。虚偽を語り、本心を隠し、さらには意図的に真実を喋しやべらない。会話とは、相手の求める言葉を与え、そこから自らの利益を引きだすための道具なのだ。


    　だとすると、この俺は、自分が協力するに足る相手かとニルギンに試されている。失望させないように答えねばなるまい。


    「おまえが、咒式査問官が動いている事実が証拠、とするには弱い。ただ、この話を前にしたとき、おまえは核心を話すことを慎重に避けた」


    　俺はニルギンの目を見据えてやる。


    「アナピヤの前で、あの子の義父母が〈ベギンレイムの尻尾〉かもしれないという核心を避けた。これらを合わせれば、そう悪くない答えになり、できる範囲で俺に情報を話してくれてもいいものだがな」


    「問題とするには、少し簡単すぎたようですね。補欠合格としておきましょう」


    　ニルギンが微ほほ笑えむ。提出期限をすぎてから課題を提出する生徒を見るような笑みだ。


    　これ以上追及してもニルギンは答えられない、ということを理解していると、俺は言外に匂わせた。そこまで含めて、やっと交渉相手として及第点なのだろう。


    　はいはい、よーく分かっていますよニルギンさん。


    　俺がニルギンの本性に気づきながらも侮あなどっている態度をとり、さらにおまえが演技でつきあっていることを示してくれたのもね。


    「そう、黒幕は〈ベギンレイムの尻しり尾お〉と呼ばれる禁きん忌きの咒じゆ式しき研究集団だと、数々の証拠が物語っています」


    　ニルギンが演技的に告げた。おそらく旅の間に言いたくてたまらなかったことを、ようやく言えたということだろう。


    「それは、トリトメスやギルフォイルといった咒式士に代々率いられてきた最悪の研究者集団です。彼らは、二度に渡って査さ問もん官かんが討とう伐ばつし、完全に根絶されたと思われました。そう七年前までは……」


    「七年前ということは」時間で即座に気づいた。「あのシタール襲撃も、やはり〈ベギンレイムの尻尾〉の仕し業わざか」


    　俺は、長く執しつ拗ような悪意を感じていた。


    「アナピヤさんを狙う六人は、彼ら、つまり〈ベギンレイムの尻尾〉が傭やとった追っ手でしょうね。彼らは今でも活動し、悪夢の研究を続けているという可能性が高い」


    「ああ、メトレーヤの地でな」


    　アナピヤが起きないように、俺は今度こそ小さくうなずく。


    　目的地のメトレーヤを、ヴィネルと地方の情報屋に再度調べさせた。


    　メトレーヤはかつてエリウス郡の端にある都市だった。事故かなにかで七十六年も前に打ちすてられ、さらに咒震で水没したという、情報にもならない情報があった。そんな歴史の外となった都市の情報は、さすがにほとんど残っていない。


    「だが、メトレーヤはすでに活動していない。この程度はおまえも摑つかんだのだろう？」


    　俺の分析に、出来の悪い生徒を見る教師のようにニルギンがうなずく。


    　ヴィネルや雇われた情報屋の総合調査でも、かつてメトレーヤへの物資の移動があったのが確認された。遠くで買いつけられ、流れを何度も変えて隠された物資搬入は、最後にメトレーヤ付近で本人たちの手により輸送されているらしく、そこで痕こん跡せきが消えていた。慎重に調べないと分からないほど巧妙なその搬入は、二週間前に突然途絶えている。


    　時期的に、アナピヤがメトレーヤからなんらかの方法で脱出したときだろうか？　そのとき、メトレーヤになにかが起こったのか？


    　ニルギンにも俺にも言葉がない。先の事実は、実際にメトレーヤに行かないと分からないだろう。


    　一見親切なニルギンの情報は、俺が知り得た範囲を補強してくれただけだ。自らの内心はなにも見せず、最低限の信頼は引きだす。潜入査さ問もん官かんと自白したことすら、予定調和の取引のうちなのだろう。


    　何一つ攻撃せず、ただ語らないというだけのなんとも地味な会話の戦い。ニルギンは言えないということを言わず、俺も強要もしないという行為で圧力をかける。


    　ま、挨あい拶さつ代わりとしてはこんなところだろう。無駄だとは知りながら、問うてみる。


    「メトレーヤに到着したときに、おまえはなにをするつもりだ？」


    「もちろん咒じゆ式しき法ほう及び竜との条約違反の調査ですよ。足手まといにならないようにしますので、どうぞよろしくお願いします」


    　真ま面じ目めな顔と声色で、ニルギンが返答してきた。


    　ニルギンは最終的な目的を明かしはしないし、隠した手札があるだろう。それも恐ろしく強力な鬼札が。


    　そうでなければ俺を出しぬけない。また、激烈な闘争が待っていて、なお俺たちについてくる気が満々なことが、なにかを隠している証拠だ。俺には奥の手もなにもなく、事情に詳しいニルギンを、ただ連れていくしか道はない。


    　それは俺が嫌いな立場だ。


    　一刻も早く背後の事情を読み、追っ手や黒幕、そしてニルギンに出しぬかれることを避けねばならない。それこそがニルギンが俺に求めている態度だとは知りつつも。


    　だが、ただ一点だけ、ニルギンが、その正体の尻尾しつぽを出してしまった事実を、俺は見逃していない。アナピヤのためにも、俺はその尾を手た繰ぐりよせなければならない。二度と誰かの掌てのひらの上で踊らないために。


    「味方も敵も分からない」俺は嘆たん息そくを吐いた。「いつもどおりだな」


    「そう、いつもどおりだ」


    　視線を声の方に向けると、ヴァンの後部に上半身を突っこんだギギナがいた。体が戻って横顔が現れる。


    「この世界で、挙手とともに態度を鮮明にしてくれる間抜けも少なかろう」


    「まあ、ギギナが役に立つ敵だというところだけは分かっている」


    「言いえて妙だ。貴様も、役に立たないという点以外は当てはまる。ついでに懐かしいものが見つかった」


    　ギギナが戻る。椅い子すのヒルルカが右手にあった。左手はなにかを握っている。


    「なんだ？　ギギナの良心と駆け落ちして行方不明になっていた常識か、マズカリー王の失われた秘宝でも発見したか？」


    　俺の軽口に振りかえったギギナの額には、不ふ愉ゆ快かいそうな溝が刻まれていた。ギギナが、美び姫きの唇くちびるを開こうとした時、悲鳴があがる。


    「助けて、お父さん助けてっ！」


    　俺たちの注視する先に、悲痛な表情のアナピヤがいた。


    　夏だというのに、少女は自らの肩を抱いて震えていた。


    　俺が向かうより先に、片膝ひざをついたギギナの長ちよう軀くがアナピヤの傍かたわらにあった。額に恐怖の冷や汗が流れる少女の頭を、自らの厚い胸板にギギナが抱きよせる。


    「大だい丈じよう夫ぶだ。ここに貴様の敵はいない」


    　ギギナの戦士の横顔は消えていた。ただ、心から案じる瞳だけがあり、手は陽光に透けるアナピヤの琥こ珀はく色の髪を撫なでていた。


    「深呼吸をしろ」


    　ギギナにしがみついていたアナピヤが、言われたとおりに息を吸って吐いた。


    　何度か繰りかえすと、震えが治まっていった。


    　自らの子供っぽさが恥ずかしくなったらしく、アナピヤはギギナから離れて飛びだしていく。あとには手の置き場所に困ったようなギギナがいた。


    「ギギナが女に優しいところを、生まれて初めて見る。というより、有史以来といったほうが正確だろうがね」


    　俺の揶や揄ゆにも、ギギナは目を閉じて笑うだけだった。逆に考えれば、俺はジヴに優しくできていなかったのだろうか。自じ嘲ちようめいた考えは、すぐに切りすてる。


    　林の間にある草むらの上に、アナピヤが少年のように小さな尻を落としていた。


    　俺は目の前のニルギンへと苦笑を送り、立ち上がる。ゆっくりと歩いて膝を抱えたアナピヤへと向かい、少女の隣に腰を下ろす。


    「すごく怖いことを思い出したの」


    　アナピヤの発言は、あいかわらず細切れだった。


    「ある夜、喉が渇いて目が覚めたの。アティもそうだった。そしてアティと台所へと歩いていったら、応接間から明かりが漏もれていた。そこで両親が話していた」


    　アナピヤの声は震えていた。


    「お義母かあさんがこう言ったの。『私が愛しているって抱きしめると、あの子たちは嬉うれしそうに笑うのよ。もう気持ち悪いったらありゃしない』って」


    「もう止やめろアナピヤ」


    　俺の制止も聞かず、アナピヤの独白は止まらない。


    「そうしたら、お義父とうさんが『わざわざ全土を探して拾ってきた、あの子たちの力を発現させるまで、我慢して母親の演技を続けろ。私も我慢してアレをかわいがってやっているのだ。最終実験の時までは、な』って。あたしの隣で従姉いとこのアティが震えていて、あたしも泣きそうになって……」


    　笑顔で語るアナピヤの双そう眸ぼうからは、傷口から流れる血のように涙が零こぼれていた。


    　酷むごい話だった。おそらく、咒じゆ力りよくに優れた子供を集めて、なにかの研究をしていたのだろう。〈ベギンレイムの尻しり尾お〉は、けっして有徳の研究者たちではない。


    　そう、アナピヤとアティは実験動物でしかなかったのだ。愛情は、片一方からだけでは成立しない。愛されることを望むからこそ愛する、心の取引なのだ。


    　なにを言っていいのか、俺には分からなかった。コルッペンと一座を失い、また、義父母の記憶に傷ついた子供。そんなアナピヤの心を癒いやせるような、意味と音節の羅列など、地上のどこにもないのだ。


    　膝ひざを抱えたアナピヤの前に重い音が跳ね、俺と少女の顔が上がる。


    　地面には、陽光を撥はね返すような鈍い輝きが突き立っていた。


    　即座に思い出せた。その昔、俺が補助用に使っていた魔ま杖じよう短たん剣けん〈請願者ヤンダル〉の、全長三八四ミリメルトルの刀身だった。


    「拾え」


    　ギギナの錆さびた声。アナピヤの海色の瞳は、刃とギギナの顔を何度も往復した。


    　答えを求めるアナピヤの視線を、俺は無視した。ニルギンも、制止の声をかけるべきかどうか分からずに立ちつくしていた。


    「練習用の剣など捨てて、本物を拾え」


    　ギギナの再度の命令。アナピヤは腰の練習用の魔杖剣を捨てた。そして怯おびえるように右手を伸ばした。指が革巻きの柄つかを握る。


    「立って構えろ。訓練を開始する」


    　ギギナの鋭い声に、アナピヤの肩が跳ねた。少女は腰をあげていく。


    　腰が引けながらも、両手で魔杖短剣を構えるアナピヤ。金属の重みと内心の混乱で切っ先が定まらず、宙を泳ぐ。


    「私は右の小指しか使わないから、突いてこい。殺す気でな」


    　しかし、アナピヤは微動だにしない。


    「突かぬか。では私から行く」


    　ギギナが動いた、と思った瞬間には、間合いを詰めてアナピヤの眼前に立っていた。流水のような動作とともに右手が閃ひらめく。


    　ギギナの右の小指が、肋ろつ骨こつの下、鳩みぞ尾おちに根元まで突き立てられていた。


    　悲鳴すら出せずにアナピヤが身を折り、その場に倒れこんだ。かわいらしい唇くちびるから、無惨な吐と瀉しや物ぶつが噴出する。


    　ギギナの意図は分かっていたが、俺はアナピヤに駆けよる。黄褐色の胃液まで嘔おう吐としつづけるアナピヤを抱え起こす。


    「ギギナ、やりすぎだ！」


    　振りかえった俺の腹に、ギギナの長い左脚の爪先がめり込む。気づいたときには、後方へ吹き飛ばされていた。転がる俺の眼前、自らの胃の内容物に汚れたアナピヤの顎あご先さきに、ギギナの小指がかかり、強引に上を向かせる。


    「な、ぜ、こ、こんな、ヒド、いことする、の？」


    　見上げた少女の双そう眸ぼうから、透明な涙と疑問符が零こぼれていた。


    「泣いているのか」


    　ギギナが、引っかけた指先で顎を撥ね上げさせ、アナピヤの軽い体が後方回転。背中から大地に叩きつけられ、続いて少女の後頭部が地面に落下する。


    　片手をついて身を起こす。脳のう震しん盪とうを起こしているらしく、アナピヤの瞳どう孔こうは定まらない。


    「泣くな」ギギナの鋼の声。「泣き顔には腹が立って殴りたくなる。殴った手が痛くて余計に腹が立つ。鼻血を出す顔も生意気で腹が立ち、さらに蹴けりたくなる。蹴られて転がる動作も無様で腹が立って、殺したくなる。それがこの世界の現実で人間というものだ」


    　ギギナの足払いはアナピヤがついている手を薙なぎはらった。少女は側頭部から倒れる。


    　事態を理解できずに、呆ぼう然ぜんとした表情のアナピヤが倒れていた。俺へと助けを乞う視線を向けてくる。


    　あそこで泣いているアナピヤは、俺でもあるのだ。アナピヤの甘えを断ち切らせようとする行為は、俺自身のくだらない迷いをも断罪していた。


    　倒れたアナピヤを、ギギナが見下ろしていた。


    「だから苦しく哀しいときほど、優雅に微ほほ笑えみ、くだらぬことを言え。次も、その次も、またその次も。死ぬ瞬間まで」


    　アナピヤは生ける武神の託たく宣せんを聞いていた。


    　泣き顔を作ろうとする表情筋を引きしめ、涙るい腺せんの働きを止めようとする必死の闘争が、少女の顔面で起こっていた。


    　ついに、少女は両手をついて身を起こした。両の瞳の端から零こぼれそうになる涙を堪こらえて、アナピヤが笑う。唇くちびるを痙けい攣れんさせながら浮かべる、悲壮な笑顔だった。


    　ギギナの膝ひざから下が半回転し、爪先がアナピヤの尖とがった顎あご先さきに入る。アナピヤの軽い体が吹き飛んで、顔から地面に倒れる。


    　埃ほこりが舞う大地で、アナピヤはまた身を起こした。


    　涙と鼻血と洟はな水と涎よだれを流しながら、少女は微笑んでいた。


    「うーん、これが少女から女になる痛みってやつね」


    　アナピヤが続ける。


    「いろいろな人に言われたことが、少し理解できてきた」


    　それは、世界と対決する意志を秘めた笑みだった。


    　ジオルグ所長がいたその昔、俺もギギナにこれをやられた。俺の場合は、肋ろつ骨こつと両腕を折られて、気絶しながら体得させられたものだが、女は早い。


    　ギギナもこうやってドラッケンの里で教えられたそうで、我が事務所の伝統といってもいいものになっていた。今では新人の俺を死なせないためのものだと分かったが、当時は恨んだものだ。俺にはこういう体育会的なことができないから、途絶えるはずの伝統だったのだが。


    　アナピヤがついに一人で立ち上がる。


    　すでに甘ったれた泣き顔は消失していた。


    「こういうときは、気分転換でもするといいでしょう」


    　いつの間にか俺の傍かたわらに立っていたニルギンが、訳知り顔で語っていた。


    「難しいことを考えてばかりいると、精神が腐ります。たまには、すべてを忘れて楽しむことも必要かと思いますが？」


    「そうだな」


    　ニルギンがまともなことを言ったことに驚いたが、正しい意見には違いない。


    　俺もギギナも、少し行き詰まっていたのは事実だ。知覚眼鏡クルークブリレを起動させて、取りこんでいた地図を検索する。


    「では、粘土を捏こねて、お互いの今の気持ちを表現しあいま……」


    「却下。では行くか。近くに川があるらしい」


    　俺の提案に、アナピヤの顔が燦さん然ぜんと輝きはじめる。ギギナも暑気逃のがれに反対する理由もないようだった。


    「私の今の気持ちは、粘土で萎しなびた蜥蜴とかげを作って表現したいです」


    　ニルギンの哀感のこもった声は、もはや誰も聞いていない。全員が歩きだしていた。


    　木の枝では、黒猫のエルヴィンが喉を鳴らしていた。

  


  
    十一章　交差する覚悟


    



    



    　死すら希求するほど苦しんだことがないのなら、あなたの言葉は誰にも届かない。


    　自らの命を投げだしてもよいほどに人を愛したことがないなら、


    　あなたは本当に生きたことがない。


    
      レメディウス・レヴィ・ラズエル「革命の日々」皇こう暦れき四九六年

    


    



    



    　銀の水面を弾けさせ、白い素足が走っていく。


    「水が冷たくて気持ちいい～！」


    　白いシャツと切りつめたジーンズだけになったアナピヤが、素足を清流に浸ひたして跳ねまわっていた。水を掬すくって汚れた顔を洗い、少女の顔が俺に向けられる。


    「ガユス、あっちに行こう！」


    「すまんアナピヤ、もう遊ぶの無理」水を含んだジーンズが重い。水遊びに一時間ほどつきあった俺は、すでに息切れしている。「つーか、疑似永久機関が内蔵されているのは、十代までだと分かってくれ」


    「つまらない男ね」とアナピヤは大人の女の台詞せりふを少女の顔で言った。


    「いや、大人は大人で辛つらいんだ。そんな大人を労いたわることこそ、子供の甲か斐い性しようだよ」


    　俺の言葉でアナピヤは一転し、頰ほおをかわいらしく膨ふくらませる。水から上がる俺を無視し、川へ戻っていく。


    　岩に水の足跡を記しながら、俺は川辺を歩く。淵を囲む岩場に腰を下ろす。ジーンズの裾すそを捲めくり上げて、脛すねから下の裸足を流れに任せる。素そ朴ぼくな遊びだが気持ちがいい。


    　川遊びの前に、何発か爆裂咒じゆ式しきを叩きこんでおいたので、水すい棲せいの〈異い貌ぼうのものども〉がいる心配もない。爆発で気絶して浮いてきた魚はあとで夕飯になる。これぞ合理性。貧乏性しようというべきか？


    　ギギナはといえば、淵の水面に唇くちびるより上を出しているだけだった。


    「罪のぶんだけクソ重いドラッケンが溺れても、誰も助けられないから気をつけろよ。まあ『よく気をつけて溺でき死ししろ』という意味の忠告だけど」


    「貴様の助けを受けるくらいなら、自分で自分を一いつ刀とう両りよう断だんすることを選……」


    　鼻先に皺しわを寄せたギギナが言いかえした瞬間、美しい顔が深い水に沈む。


    「つまらない演技は止やめろって」


    　ギギナの体重が流れるほど、川の流れは早くはない。アホは放っておいて、膝ひざまで水に浸していたアナピヤに声をかける。
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    「そちらは川底まで深いから、気をつけろよ」


    「はーい」


    　千切れそうな勢いで、アナピヤが両手を振ってくる。千切れたら、かなり遠くまで飛びそうだなと変な心配をした。


    「なんだか、二昔前の青春映画の一場面みたいですね」


    　ニルギンは俺の横の一段高い岩に座って、風景を眺めていた。


    　日差しは燦さん々さんと降りそそぎ、濡れた肌に心地よい。ここしばらく、こんなのんびりとした気持ちになったことはなかった。世界は暴力と悲惨さに満ちているだけではないのだ。


    　思い出したように視線を下ろすと、ギギナが沈んだ翡ひ翠すい色の水面には、呼吸の泡も立っていない。いくらなんでも長すぎる。


    「まさか本当に事故かよっ！」


    　俺が岩場に右手をついて立ちあがろうとすると、水みず飛し沫ぶき。足首を摑つかまれ、凄まじい力で引っ張られた。


    　水中に落下した途端、一面の泡の壁が俺の視界を埋うめ、全身を冷たい水が抱ほう擁ようしてくる。耳元では不ふ明めい瞭りような音が唸うなる。口から漏もれる気泡で視界が利かず、三半規管が重力方向を見失い、混乱状態に陥おちいる。まとわりつくシャツが、さらに恐きよう慌こうを煽あおる。しかも右足は水底に引っ張られる。


    　自分の左足首を見ると、緑に染まった銀髪を揺らめかせたギギナの笑顔があった。一瞬も迷わず川の神のような美び貌ぼうへと蹴けりを放つと、ギギナの右手で受けられる。凄まじい力が両足首にかかり、俺は宙へと回転させられる。


    　水面を突き破った俺が見たのは、俺を見上げるアナピヤの逆さの驚き顔。両目と口とで三つの真円を作っているなと思ったら、再び水面に落下。


    　水柱があがる音とアナピヤの悲鳴だか歓声だかを聞きながら、俺はまた水没していく。即座に水底の石に足をつき、体勢を立てなおして半回転。陽光に煌きらめく水面を突き破る。


    「てめえっ！」


    　水中から出るのと同時に、左の鉤かぎ突づきをギギナの顔面へと放つ。軽々と受け止める左掌てのひらの向こうに、ギギナの腐れ根性な笑み。


    　拳打は俺の偽装。水面を割った右上段蹴りを、ギギナの首筋に叩きこむ、と見せかけて軌道変化。垂直落下する爪先が忌いま忌いましい笑顔を急襲。だが、掲げられたギギナの右手が、渾こん身しんの奇襲を止める。顔の笑みが消えていた。


    「二段変化の良い蹴りだ。たしか……」


    　ギギナは続けられなかった。たしかに自分でも感心するほどいい蹴りだった。水から放たれない蹴りなら、ギギナにすら入っただろう。俺に教えたのはクエロだった。懐かしさが一瞬だけ二人の間に流れる。


    「しかし、技術はあっても非力すぎる。二段変化の速度が遅い」


    　ギギナの辛からい採点に、俺は蹴り足を水中へと戻す。濡れた前髪を払いのけると、俺を見下ろすギギナの性しよう悪わるな笑みがあった。


    「冴えない顔をしている貴様が悪い。私はドラッケン族流の励ましをしただけだ」


    　濡れた銀の髪から、そして露あらわになった白はく磁じの上半身から水滴をしたたらせながら、ギギナが笑っている。


    「噓うそつけ。そんな心がギギナに存在しない証明だけは、俺にもできる」


    　口を閉じて呼吸をせず、微動だにしなければ美の化身かなにかなのだろうが、生きているかぎりギギナは腐れ野郎だ。


    　俺とギギナの間の水面から、濡れて大地色となった髪が飛び出る。


    「奇襲っ！」


    　水みず飛し沫ぶきをまとったアナピヤの右手がギギナの首に、左手が俺の首に回され、前の水面へと誘いこもうとする。


    　それでも、いくら不意を衝つかれようと、二人の咒じゆ式しき士しを転倒させることはできない。二人の間で、アナピヤは宙に浮かんだ姿になるだけだった。


    「残念。俺たちの裏をかくには、まだまだだな」


    「えへへ。やっぱり上手うまくいかないか」


    　アナピヤが前方へと足を延ばし、そのまま逆上がりの要領で、水滴の円弧を描いて天空へと跳はね上げる。支点となったギギナが踏ん張ろうとするが、俺の体重移動が間にあわず、水底の石の水みず苔ごけで滑る。


    　二人ともに、後頭部から着水する。気泡と水の向こうに、アナピヤの満面の笑顔と無念とでもいうようなギギナの横顔が沈んでいく姿が見えた。


    　背筋の力で、俺とギギナが跳ね起きる。水上に出たのは同時。振りかえると、アナピヤが髪の房を揺らして水滴を散らし、笑っていた。


    「アナピヤの根性が、貴様に似て[image: ]ねじ曲がり、さらに大回転しだしているようだが」


    「それを言うなら、おまえの救いようのない粗雑さに似てきていると思う」


    　濡れた銀糸の髪を掬すくいあげながら、ギギナがつぶやく。俺も知覚眼鏡クルークブリレにかかる濡れた前髪を払う。アナピヤの怒ったような顔が迎えた。


    「二人で仲良くあたしをバカにしないでよ」


    「アナピヤ、微妙に遠回しに、そして徹底的に俺たちに失礼なこと言っていませんかね？」


    「え、やはり気づいた？」


    　アナピヤが白い歯を見せて笑う。うーん、反抗期のようだ。


    「いやあ、青春、青春。若いっていいですね」


    　岩場の上のニルギンが、顎あごの傷きず痕あとを撫なでながら俺たちを見下ろしていた。


    「おまえも俺と同じような年だろうが」


    　ニルギンの言葉に、俺は照れ隠しをするようにずぶ濡れのシャツを脱ぐ。


    「私が最年長ですよ。この貫かん祿ろくを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんかと思われたりするでしょう。たぶんおそらく」


    　ニルギンのおとぼけきどりの顔に向かって、シャツを投げつけてやる。ニルギンが首だけ曲げて避け、岩に落下。濡れた音と同時にシャツが暴れる。


    　シャツの下から黒猫が顔を覗のぞかせ、金の瞳で俺を睨にらみつける。エルヴィンは水を避けて岸辺で丸まっていたらしいが、濡らしてしまったらしい。


    　手を掲げて謝ると、エルヴィンは端正な顔を逸そらした。子供っぽい遊びにはつきあわないとばかりに、黒猫は尻尾しつぽを立てて優雅に去っていく。


    「えーい、あたしも脱いじゃえ」


    　アナピヤが上着に手をかけ、俺が制止する間もなく脱ぎすてる。


    　放物線を描く服を、水面に落ちる寸前で摑つかむ。さらに飛んでくる布を半回転して摑むと、ブラとショーツだった。


    　アナピヤを怒ろうとすると、すでに川面に沈んで泳いでいた。


    「どうしておまえは、はしたないんだ」


    「ガユスの教育が悪いのよ～」


    　叫ぶアナピヤの顔の下、水面下の白い裸身が遠ざかっていく。


    「いいから服を着なさい！」


    　俺は服を掲げて追いかける。


    「きゃー助けて～、変質者が追っかけてくる～」


    「今どき、そんな悲鳴があるか！　ギギナ、おまえもあの露出狂を捕まえろっ！」


    「私は重くて浮かない」


    　それからは、裸身を見ないように逃げ回るアナピヤを追いかけ、捕まえたら大騒ぎされ、慌あわてて手を放すと逃げられることを繰りかえした。


    　アナピヤに遊ばれているとは気づいていたが、それこそが求められたことだ。つきあってやっているうちに、俺の体力が限界に達した。


    　水から上がろうとしたアナピヤ。俺はニルギンとギギナの目から隠そうと、大慌てで立ち上がる。


    　俺の脇から裸のアナピヤが跳ねるように歩いていく。よく見ると、アナピヤは、肌と同色のブラとショーツを身につけていた。二段重ねとは参ったね。


    　俺は、未来永劫に女に勝てないと思う。


    



    



    　エリダナの中心街、その西の外れを車が横切っていく。


    　軽自動車の軽快な排気音が、街並みに響いていった。


    　九十五年式スパトリアカの内部では、ジヴーニャが操縦環ハンドルを握っていた。


    　ジヴーニャは出張を終え、本社に顔を出した。そこで不ふ愉ゆ快かいなことがあり、自宅へ向かう途中だった。


    　女の全身に疲労感があった。関節が軋きしむ。精神が泥のように重い。原因のひとつを思い出して、また不機嫌になる。


    （ガユスとの別れは、私の内部になにも引き起こさなかった。意外に平気。だから、さっさと帰って寝よう）


    　振りきるように右折し、近道を目指す。


    　活気のない商店街は、ほとんどの扉が封鎖され、道行く人影も数えるほどだった。風景に反比例するように明るい茜色の車が、徐行して進んでいく。


    （ここは何度も通った）


    　通りの並びは、ジヴーニャには馴な染じみのものだった。


    （一年前から置き去りにされてタイヤが盗まれた車、薬屋さんの前には笑顔が気持ち悪い象の人形があって、階段にはいつも眠たげな老人が座っていて……）


    　内心の言葉どおりの風景が現れ、過ぎ去っていく。


    （この角を曲がると……）


    　内心の動どう揺ように連動したのか、さらに車の速度が落ちていく。駆け足の速度が早足の速度になり、老人の散歩のような速度になっていく。


    　やがて、車は歩道際で停止した。九十五年式スパトリアカの車体は、そのまま動かなかった。


    　操縦環ハンドルを握ったまま、ジヴーニャは前方を見据えていた。


    　動力をつけたままの車体の振動が、急せかすようにジヴーニャを揺らしていた。


    　意を決したように、ジヴーニャがうなずく。乱暴に動力を切って車から降りる。


    　踵かかとの音を立てずに、女は歩道を歩いていく。


    （様子を見るだけ。私に別れを告げられた男の、情けない姿を見物に行くだけ）


    　自分を納得させながら、ジヴーニャは角を曲がる。歩みは、アシュレイ・ブフ＆ソレル事務所の裏手に向かっていった。


    　金網越しに見ると、裏口の前に女の後ろ姿があった。


    　背広に包んだ細い体。明るい灰色の短い髪が、躍動感を主張するように揺れていた。


    　ジヴーニャが目をこらすと、女の手が把とつ手てに鍵かぎを差しこんでいた。


    「あいつら、電話の番号を変えていないのに、量子鍵と認証装置は全部変えている。余計なことばかり気づいてい……」


    　鍵を投げすてた女が腰を落とし、柄つかに右手を伸ばす。


    　女が魔ま杖じよう剣けんらしきものを握ろうとしていることに気づいたとき、ジヴーニャは叫んでいた。


    「あなた、なにしているのっ!?」


    　厳しい詰問の声を女の背に投げつけ、ジヴーニャは近づいていく。高い踵かかとの靴を履いていたことを後悔しながらも、距離をつめていった。


    「勘違いしないで。私はとくに怪しいものではない」


    　背中越しに女が動かずに声を投げてきた。安心させるような声だったが、ジヴーニャは警戒を緩ゆるめない。


    「怪しい人こそ、そういう風に言うものですが？」


    「なるほど正論だ。でもそれだと誰も無罪の証明ができない」


    「そちらは詭き弁べんね。この場合、証明はあとでいいし、あなたが判断することでもない」


    「あなたは私服警官？」


    「警察官志望だったこともあるけど、ただの善意の市民です」


    　女が振りかえる動きに合わせ、ジヴーニャは手に構えていた凶器を固定する。


    「……ただし、凶器つきのね」


    　握られていたのは、軟弾頭をこめた回転弾倉式の拳銃だった。ジヴーニャは護身用に持っていた銃を右手で構え、女の腹部に向けていた。


    　裏口の階段の上と路上で、二人が対たい峙じしていた。


    「まさか攻こう性せい咒じゆ式しき士し相手に、旧式の拳銃でなにかをしようと？」


    　女が吹きだした。ジヴーニャの銃口は動かない。


    「いや、笑ってごめんなさい。私は親切だから解説してあげるけど、小口径の弾丸で攻性咒式士を殺すには、眼球か耳から脳を撃ちぬくしかない。さすがに戦車砲くらいになると咒式で防がなければ死ぬけど、その銃は小さすぎない？」


    「残念。知りあいによると、これは異境の暗殺者、忍者って言うの？　そんな恐ろしい人を倒したこともある銃と同じ型です」


    　教えてくれたかつての恋人のことを思い出して、ジヴーニャは苦い気持ちになる。


    「そして、さらに恐ろしい勇者であっても、殺した銃よ」


    　構えるジヴーニャの顔は苦痛に歪ゆがんでいる。人を殺すことの意味を、ジヴーニャは知っていた。それは苦痛と後悔の記憶。愛のためにもうひとつの愛を殺すしかなかった記憶。


    　内心を隠して、ジヴーニャは女に負けない挑発的な笑みを返す。


    「私も親切だから解説してあげるけど、銃は牽けん制せいです。私の左手は、すでに携帯の短縮番号を押して警察につながっている。この会話も向こうに聞こえているって」銃口が女の動きに反応して跳ねる。「説明中に動かないで！　魔ま杖じよう剣けんから手を離して！」


    「いい、いいよあなた」


    　柄つかから手を放して、女が笑った。左右の腰に魔杖剣が下がっていたのが確認できた。腰の右に魔杖短たん槍そう、左には魔杖剣。重装備だった。


    「前提として、いくら逃げるためとはいえ、盗人が人を集める音を立てる咒式で殺人を行うはずがない」女の予測が続く。「それが分かった上で、普通の人間なら犯罪行為を見て見ぬふりをする。もしくは陰から通報して、結局は私を逃のががしてしまう。それを防ごうとする度はずれた正義感と計算高さが、あなたの内部にある」


    　灰白色の髪の下、女の目が真っ直ぐにジヴーニャを見つめていた。縦線の入った乳白色の背広に、薄褐色の女の肌が映える。美しい女だった。


    「でもね、こういう場合は、まず撃って、抵抗力をいくらかでも奪ってから警告するべきだ」


    　女の電光石火の動作とともに、ジヴーニャの銃が乾いた炸さく裂れつ音おんを立てる。


    　事務所の外壁が破片を散らす。突進する女にとって意外だったのは、初弾を回避した相手も向かってきたことだった。


    　ジヴーニャの左拳こぶしを女の腕が払う。連動した右の直突きを、上体をずらして回避。反撃の左拳を見舞おうとして、女はジヴーニャの左回し蹴けりに気づく。全体重が載った一撃が、筋肉のない膝ひざの裏を狙っていると予測。女は右足を上げて防御。


    　ジヴーニャの脚線美が軌道変化、女の脇腹へと急襲。女の右腕が防御を固めるが、ジヴーニャの膝下は再び伸ばされ、無防備な側頭部を狙う。


    　肉と肉が激突する鈍い音。ジヴーニャの足の甲を、女の左掌てのひらが受け止めていた。


    「悪くない。蹴りの途中で軌道変化、しかも二段変化するなんて、上級者の技だ」


    　女は余裕の笑みを浮かべたままだった。ジヴーニャが回転、追い打ちに合わせての左裏拳も空を切った瞬間、戻した左足を軸じくにして後方へ逃げる。


    　獲物を見る猫の瞳で女が立っていた。目には驚きの色があった。


    「本当に悪くない作戦だ。今の三倍の力と体重があれば、攻こう性せい咒じゆ式しき士しを倒せたかもしれない。その脚線美の魅力も含めてね」


    　ジヴーニャは、銃弾で咒式士の制圧は無理と考え、相手の体勢を崩して距離を詰めるための牽けん制せいに使った。頭部への一撃による脳のう震しん盪とうしかないと判断したのだ。


    　しかし、細い体で女ということから後衛と見た相手は、前衛の格闘術を持っていた。一般人に対する油断への不意打ちで、しかも必殺の組みたてからの一撃を完全に防がれた。ジヴーニャの小手先の技では、まったく相手にならない。


    　眼前の相手は、本物の攻性咒式士だ。それも到達者級、竜や〈禍まがつ式しき〉や〈古き巨人エノルム〉を倒す、人類の武力の象徴だ。


    　これほどの相手に対し、ジヴーニャに打倒可能な手段は残っていない。尖とがった耳の後ろの血管が脈打ち、冷たく粘つく汗が背を伝いおちていくのを感じていた。


    　いくら待っていても、致死の瞬間、女の反撃の咒式が紡つむがれることはなかった。


    「力と速度と体重がないから、咒式士ではないと判断し、私は刃を抜かなかった」


    　女の腰の左右に下がる魔ま杖じよう短たん槍そうと魔杖剣が揺れる。長い円えん錐すいのような短槍は使いこまれているが、剣はまだ新しい拵こしらえをしていた。


    「しかし妙なことだ。今あなたが使った技の組みたては、私の故郷に伝わる格闘術と似ている。その技を、私がこのエリダナで教えたのは数人しか……」


    　すでに攻守は逆転していた。圧倒的な力の差があるため、女は疑問を述べていく余裕があった。対してジヴーニャは身動きひとつできない。


    　陽光に透ける薄青と薄紫色が混じる目が思考を巡らせ、納得の色に輝く。


    「ああそうか、この場所で、アルリアン人の血が入っている女とこうなるということは、そういうことか。あなたが、あのジヴーニャ・ロレッツォね」


    　ジヴーニャの顔にも驚き。対する女は、自分の予測が正しかったことを知ってしまった。


    「どこまでも私は、出会いに恵まれないというか、間が悪いというか……」


    　灰白色の髪、浅黒い肌。自らを嘆く女の正体を、ジヴーニャも予想しはじめていた。


    「ど、うして私の名前を？」


    「あなたの格闘術はガユスから教わったのでしょう？」女が苦笑する。「あいつに教えたのは私だから、私は師匠の師匠といったところ。その私が言うけど、あいつよりあなたのほうが筋は数段いい」


    「あなたはまさか……？」


    　女から返ってくる名前を、ジヴーニャは予測できた。


    「お察しのとおり。私は泥棒ではない。ラズエル事件では、あなたとガユスに少し親切をしたのだけれど、実際に会うのは初めて」


    　女の口の端に、猫科の微ほほ笑えみがのぼる。


    「私は、クエロ・ラディーン。名前くらいはガユスから聞いているでしょう？　ま、あの男のお守もりの先代ってところ」


    　半ば予想していたこととはいえ、眼前の女が、あのクエロだということにジヴーニャは立ちつくす。


    「まさか、あの弱々眼め鏡がねにこんなおもしろさんがついていてくれるとは。咒じゆ式しき士しとしての腕は上がらないくせに、女を捕まえる腕だけ上げてどうするのやら……」


    　感心と落胆を滲にじませた声。クエロは魔ま杖じよう短たん槍そうの柄に手を載せ、尋ねてきた。


    「ところで、ジヴーニャさん。私はあまり正義とか法律とかと仲良くなくてね。いい加減、警察への通報を切ってくれると助かるのだけど？」


    



    



    　ヴァンの扉や屋根にかけられているのは、濡れたシャツや下着。袖そでや裾すそが夏風に揺れる。午後の陽射しですぐに乾くだろう。


    　俺は濡れたジーンズだけでヴァンの運転席に横向きに腰掛け、外へと足を垂らしている。裸の肩や胸板に日射しがそそぐ。ギギナも俺と同じような姿で、椅い子すのヒルルカに腰掛けている。


    　俺の左横で動いているのは、下着姿のアナピヤが屋根から投げ出している素足と、エルヴィンの黒い尻尾しつぽだ。ニルギンは岩に腰を下ろして、静かに笑っていた。


    「選べる状況ではなかったけど、助けてくれたのがガユスたちで良かった」


    　俺の頭上から声が落ちてくる。見上げると、アナピヤが遠くへと空色の眼まな差ざしを投げかけていた。その薄い胸に、魔杖短剣〈請願者ヤンダル〉を抱きしめていた。


    「楽しかった」


    　アナピヤの髪の房を、夏風がさらっていく。


    「あたし、今日のことを忘れない。絶対に、絶対に！」


    　アナピヤは泣いているような、笑っているような顔をし、ただ前をみつめていた。


    　俺もアナピヤの双そう眸ぼうが見ている方向を追った。ギギナも、ニルギンも見つめていた。


    　山の方向を。山の向こうにあるメトレーヤを。


    　俺の膝ひざに衝撃が加わる。見ると、アナピヤが膝の上に落下してきていた。


    「アナピヤ、びっくりするだろうが！」


    「ここがいいの！」


    　押し退のけようとしたアナピヤの裸の肩が、いつもよりさらに小さく見えた。俺は昨日からのアナピヤとの複雑な経緯を考えて、必死に離そうとする。


    「……今だけだから」


    　かぼそい声が薄い肩越しに放たれ、俺の拒絶が止まる。


    「お願い。もうヘンなことしないから、今このときだけはこうさせて。明日からは、いい子になるからっ！」


    　俺は押し退けようとした手を戻した。膝ひざに乗った少女は、世界の重みを堪こらえるように小さく震えていた。今のアナピヤの顔を見ることは、俺にはできなかった。


    　メトレーヤには、最悪の結末が待っているかもしれないと、アナピヤは知っているのだ。


    　それでもアナピヤは向かうのだ。自分のために死に、殺された人々の理由を、知らないふりはできなかったから。


    　単なる子供である自分一人では立ち向かえないかもしれない、とアナピヤは知っているのだ。


    　恐怖を乗り越える勇気を、なんとか振りしぼろうとしているのだろう。


    　アナピヤの、俺に対する盲目的な好意の正体が分かるような気がする。


    　俺に、父親や兄に対する愛情を求めていたのだ。自分を愛し、守ってくれる存在が子供には必要なのだ。


    　それは疑似家族愛であって、男女の愛ではないということが、まだ少女のアナピヤには分かってはいない。


    　俺にしても、妹のアレシエルを守れなかったことを、アナピヤを守ることで回復しようとしているのだろう。ジヴの心を守れなかった過去を埋めあわせようとしているのだ。


    　アナピヤの体温を感じながら、俺は決心していた。


    「絶対に守るよ」


    「本当に？」


    　アナピヤは不安げに問い返す。不安でたまらないに決まっている。


    「男の三代義務、その最後のひとつは、女を泣かせないということだからね」


    　過去に負けるのは俺だけでいい。アナピヤが挫けないように、俺の血ち塗まみれの手で支えてやる。


    「アナピヤ……」


    「えへへ、さっきのは噓うそだよ。今日だけじゃなく、ずっと甘える気だもの」


    　振りかえったアナピヤは、笑っていた。


    　先ほどとまったく同じ笑顔で。


    　強く、しかし儚はかなさを秘めた笑みだった。


    



    



    　幾重にも重なる森の梢こずえを月光が射抜き、敷きつめられた下生えに降りそそぐ。


    　光と影が複雑に入り組んだ森に、魔ま杖じよう剣けんや魔杖槍そうが不吉な切っ先を現した。


    　並んだ銀の刃に、咒じゆ印いん組成式の光点が灯る。次の瞬間、咒式が放たれる。


    　森の暗闇を照らし、雷撃と熱線の光条が駆けぬける。着弾点の空間に波は紋もんが広がり、青や緋ひ色いろの火花を散らした。破壊咒式が、唐突に消失していった。咒式干かん渉しよう結界による強引な量子効果の散乱だった。


    　光の渦の向こう、木々の間に青い鱗うろこが動く。


    　下生えを踏みつける五本の指と爪。象を越える巨体。木々の梢こずえに届くほどの長い首の先に、蜥蜴とかげや鰐わにのような頭部。瞳には、高い知性を示す光。


    　一頭の青い竜だった。夜の森で、鎧よろい姿の群れと竜が対峙する。


    　巨体を揺らし、竜は首を掲げる。


    「コこガ竜の森ト知ッテの狼ろう藉ぜきか！」


    　青竜は憤怒をこめた人語で吠えた。対して、隊列からは冷たい声が返される。


    「竜の眷けん属ぞくよ、我らはただ通過することを望む」


    「条約ハ絶対だ、違反は許さヌ！」


    　青竜の前脚が繁みを踏みつぶし、長首を前方へと差し伸ばした。開かれた竜の口腔内に咒印組成式が灯る。強力な破壊咒式が瞬時に紡つむがれていく。


    「警告はした。全隊、第五防御陣形！」


    　指揮官の指令とともに、攻性咒式士たちが咒式を組みあげていく。激げつ昂こうした竜の息い吹ぶきが、閃せん光こうとなって吐きだされる。


    　電磁雷撃系第五階位〈雷霆散它嵐牙アガロス〉と同等の三千万ボルトルの雷が発生。太い雷撃の群れが木々の間を貫き、侵入者たちに襲いかかる。


    　対集団用の死の息吹は、何人もの攻性咒式士の防御や干渉結界を薄紙のように破り、目や耳から白煙を噴きあげさせる。


    　青竜の顔に不快感。一撃で部隊を消滅させるはずの雷の群れの大部分が弾かれていた。逸そらされた何本もの雷の大蛇が、獲物を探して四方へ彷徨さまよい、木の幹や葉を灼やきつくしていく。


    　集団の先頭に、糸杉のような黒背広が立っていた。前に掲げた手が咒式干渉結界を展開していた。


    「数すう法ほう式法系第五階位〈逸咒禍界絶陣ス・トリエ〉の咒式だが、二十三％の成功率が上手うまくいった」


    　男の鋼鉄の瞳には苦痛。一度の咒式で寿命が削られたような顔色。


    　対する竜は即座に分析。作用量子定数や波動関数に干渉し、咒式そのものを打ち消す結界は膨ぼう大だいな咒力が必要とされ、竜などの高位の〈異い貌ぼうのものども〉か超高位の咒式士にしか使えない。それゆえ咒式の組成式からの展開を逸らす方向に転じた咒式が、数法系咒式士によって研究されていた。


    　相手が独白したように、毎回竜の強大な咒式を逸そらせるわけではない。それでも距離を詰められては厄やつ介かいだと竜は分析。後退してさらなる雷の息吹で敵戦列を削って時間を稼ぎ、竜の権けん能のうで〈異貌のものども〉を呼びよせる戦術が最適と判断。竜の眼光が鋭さを帯びる。


    「竜の目を見るなっ！　〈異い貌ぼうのものども〉でなくても、権けん能のうで恐怖に感染させられるぞっ！」


    　黒背広の指揮官の怒号を切り裂き、またも竜の死の息い吹ぶきが放たれる。息吹は雷となり、回避結界がいくつかを逸そらすが、人間たちの前列が薙なぎはらわれていく。三千万ボルトルの雷の波は濤とうは、森の木々や岩石すら砕く。木々は着弾した幹から炎上していく。圧倒的な力だった。


    　続いて下僕しもべを呼ぼうとした竜の体に、長槍の群れが突き刺さる。


    　青い鱗うろこが貫通され、鮮血が跳ねていく。咒じゆ式しき士したちは、雷で体を灼やかれながらも突進してきていたのだ。


    　体内に達した金属の先端で爆裂と火炎の咒式が発動し、竜の筋肉と骨と内臓を破壊。鼻び孔こうと口腔から焰ほのおと沸ふつ騰とうした血液が噴出する。


    　青竜とは逆に、焼け焦げた咒式士たちの体が仲間の咒式で治療されていく。幾重もの耐電装備に抗咒式装備が、即死を防いだ。


    　瀕ひん死しの青竜が巨きよ軀くを動かし、まとわりつく咒式士を吹き飛ばす。一動作で、樹木や大地に全身甲かつ冑ちゆうの人間が叩きつけられ、内臓が破られ強化骨格が破砕される。巨大質量が動くだけで、人体など簡単に破壊される。


    　間を稼いだ青竜が全力の雷撃を紡つむごうとすると、巨大な力で顎あごと喉を摑つかまれた。強引に閉じさせられた顎の内部で雷が弾ける。雷撃が口腔内部を焼きつくし、紫電の触手が唇くちびるから這はいだす。


    　苦しむ竜の目が捉えたのは、空間の歪ゆがみから現れてくる無機質な瞳。


    　巨人が全身の力を一点に集中させ、竜の顎と喉が握りつぶされた。苦痛に身を[image: ]よじる全身の鱗を貫き、次々と刃と咒式が突き立っていく。


    　竜は、高度に組織化された攻性咒式士の集団を一頭で相手にしたことを後悔した。脳のう髄ずいを抉えぐる鋼はがねの冷たさを感じると同時に、若き竜の意識が一瞬途切れた。


    　森の絨じゆう毯たんに、竜の巨軀が地響きを立てて倒れこむ。巨体にさらに容赦のない咒式が突き立ち、肉を砕き、血を散らす。


    「斉せい射しや中止」


    　数えられないほど排出された空から薬やつ莢きようが下生えに転がる。熱せられた刀身と機関部からは、蒸気と硝しよう煙えんがあがっていた。


    　魔ま杖じよう剣けんの群れの前に、大穴を穿うがたれた竜の巨体が横たわっていた。腹部からは肝臓が零こぼれ、闇夜に塗りつぶされた黒血の海が広がっていく。眼がん窩かから眼球を零こぼしながらも、瀕死の竜が頭部をあげようとする。球形の巨人から伸びた踵かかとが落下、頭ず蓋がい骨こつごと竜の頭部を砕いた。


    　青竜の首から先は、原型を留めない肉と骨と脳髄の汚お泥でいとなっていた。無機質の巨人が死し骸がいの上に浮遊。金属の目で竜の死体を見つめていた。


    「治ち癒ゆ咒式発動」


    　倒れていた咒式士たちに治癒咒式が発動される。神経がつなげられ、炭化した皮膚の下から真新しい皮膚が現れ、血の気けを失った頰ほおに造血作用で朱が射し、次々と立ちあがっていく。


    　最初の人影から一人も欠けることなく、隊列が整えられる。鎧よろいと兜かぶとが整列。


    「行軍再開！」


    　鎧よろい具ぐ足そくに覆われた何十もの足が、一歩を踏みだす。森を浸す竜の血を踏みつけ、黒い飛沫しぶきが跳ねる。梢こずえから射しこんだ月光が、鎧や兜かぶとを照らす。金属に刻まれた天てん秤びんに交差する鉄てつ槌つい、真紅の紋章を浮かびあがらせた。


    　一糸乱れぬ統制で、一団は斜面を降りていく。


    　それは、咒じゆ式しき士し最高諮し問もん法院の力の象徴、武装査さ問もん官かんたちの姿だった。


    　先頭に立つのは、黒背広の二人組。卑屈な顔で肥満体のグィデト中級査問官と、厳いかめしい表情を崩さない[image: ]そう身しんのダズルク上級査問官。ダズルクの背に、浮遊する鈍にび色の巨人である〈護ご法ほう数すう鬼き〉が従っていた。歩くグィデトが上官の横顔を眺める。


    「さすがダズルク殿。四百歳の青竜であっても、苦もなく倒される」


    　上官は前だけを見ていた。グィデトはなおも笑う。


    「不死身の〈護法数鬼〉に、軍隊に等しい咒式士集団。武装査問官に敵はありません」


    「黙れ」


    　ダズルクはさらに前へ進む。木々と斜面を駆けぬけた攻性咒式士たち。眼前に、月下の崖がけが広がっていた。


    「全隊停止」


    　ダズルクの指示で、咒式士たちが一斉に歩みを止める。


    　兜や仮面の下の視線が、崖下に広がる光景を捉える。


    「あれがメトレーヤか」


    　視線の先には、山々に囲まれた盆地があった。遠く近くに響く地鳴りのような音は、周囲の切りたった崖から盆地へと流れる滝の水音だった。


    　滝の流れは何十もの支流となって、盆地の底を駆けぬけていく。緑の木々の間を縫っていく暗い川の流れの先に、鏡のように静かな湖面があった。


    　ダズルクが視覚を増幅すると、水に根本を濡らされた街並みが見えた。


    「水流が変化したのか、街の低地が水没しているようだな」


    「たしかにここなら盲点です」


    　グィデトが感嘆の声をあげる。


    「七十六年前のグラシカ竜緩かん衝しよう区くの境界線が変化したとともに住民が移住し、見捨てられた街。三方を竜の緩衝区に囲まれ、九年前の咒震で水没したこの地に、もはや近づくものもいなかったのでしょう」


    　古い街並みに隠れるように、新造建築がそびえているのを確かめ、ダズルクがうなずく。


    「よくぞここまでやってくれたものだ」


    　査問官は周囲を睥へい睨げいする。


    「私も数ある企業の秘密実験場を壊滅させてきたが、ここは実験地としては抜群の立地だ。エリダナを含むエリウス郡という土地のいい加減さがあるとはいえ、これほどの規模の実験場を完全に隠いん蔽ぺいできるとは。よほど巨大な組織が存在していたようだな」


    　無表情な顔で無機質な言葉をダズルクが漏もらす。


    「我々が長年に渡って内偵していた〈ベギンレイムの尻しり尾お〉の残党と禁きん忌き咒じゆ式しき、その刺客どもの尻尾しつぽがやっと摑つかめた」


    「はい。これが成功すれば、我らも法院の上層部に食いこめます」


    　グィデトが追つい従しよう者しやの笑みを浮かべる。


    「この討とう伐ばつに成功すれば、かつての先人たちによる〈不死探しのトリトメス〉や〈傀く儡ぐつ師しギルフォイル〉の討伐以来の大功績ですよ！」


    　グィデトの弾んだ声。視覚増幅咒式を停止したダズルクの口角に、満足げな皺しわが浮かぶ。


    「エリダナの退屈な咒式士法違反に出張っていたために、一番近い私たちの部隊が派遣されたことは僥ぎよう倖こうである。外道の徒を殲せん滅めつできるとは、査さ問もん官かんとしての大いなる喜びだ」


    「……よくぞおいでくだされました」


    　背後からの声。武装査問官たちが瞬時に振りかえるのと同時。すでに魔ま杖じよう槍そうや魔杖剣の先端には攻性咒式が紡つむがれ、銀色の咒式干かん渉しよう楯たてが隙すき間まもなく並べられていた。それは完かん璧ぺきな迎撃態勢。


    　凶器の群れの前方、崖がけの根元に声の主が立っていた。


    「おまえが情報提供者か」


    　ダズルクが問いかける。灰色の背広に合わせたのか、灰色の顔をした中年男は立っている。


    「……ええ、そういうことになっております」


    　眼前の査問官たちにも興味がないかのような虚うつろな声で男が答える。ダズルクが確認するようにうなずく。前の男に目を向けたままで、隣のグィデトへ囁ささやく。


    「胡う散さん臭すぎる。信用できるのか？」


    「ええ、ガユスとギギナの禁忌咒式使用の情報も彼からですし、メトレーヤの存在もその目で見られたでしょう？」


    「納得はした。だが……」


    「……なにを話しているのですか？」


    　男の問いにグィデトが首を竦すくめ、ダズルクが疑念を完全に隠した目を向ける。


    「あのメトレーヤに怪しい咒式研究施設があることは分かった。それで、是非聞かせたいというもうひとつの情報とはなんだ？」


    「……ここで、あなたたちが死ぬという情報で……」


    　最後まで言わせるほど、ダズルクは慈じ悲ひ深くなかった。手の一振りに従って武装査問官たちが咒式を放った。


    　雷撃が中年男に刺さり、鋼はがねの槍が胸板を貫通。とどめの爆裂咒式が放たれようとした刹せつ那な、男の肉体が血ち霧ぎりとなって破裂。足元にあった咒印組成式が発動したとダズルクが気づいた瞬間、轟ごう然ぜんとした地響きが沸わきあがった。


    　崖の表面に、亀き裂れつと呼ぶには大きな断裂が縦横に走り、武装査問官たちごと一気に崩ほう壊かいする。岩塊と土ど砂しやが混ぜ合わせられたかのように、岩肌を駆け降りていく。凄まじい重低音が山々に谺こだまし、夜空に届かんばかりの土煙が上がる。


    　土煙が晴れていくと、土砂の濁流のあちらこちらで咒じゆ式しきが発動。金属の檻おりが瓦が礫れきを切り裂き、重力が土ど砂しやを押し退のけていく。


    　兜かぶとに甲かつ冑ちゆう、楯たてに魔ま杖じよう剣けんに魔杖槍そう。土の下から、武装査さ問もん官かんたちの鎧よろい姿が現れてきた。


    　土砂の中央では、〈護ご法ほう数すう鬼き〉が巨大な岩塊を持ちあげていた。岩の下では、腕を組んだダズルクが傲ごう然ぜんと立っていた。〈護法数鬼〉が岩を投げすて、土砂の上で割れ砕ける。ダズルクは苦笑して手で肩の土を払う。


    「この程度の稚ち拙せつな罠わなで、武装査問官を倒せると思ったのか？」


    「思わないね」


    　鎧や魔杖剣を鳴らして査問官たちが見上げる。


    　土砂の上に小柄な影があった。


    　仮面の下半面からは、醜く爛ただれた皮膚が覗のぞく。左の裾すそが夜風に揺らめき、腕の消失を物語っていた。


    「先ほどの男は動く死者、屍し葬そう兵へい」ダズルクは即座に理解する。「つまりおまえが〈屍しかばねのメルツァール〉か。わざわざ追跡者である我らの前に姿を現すとは愚かな」


    　ダズルクのつぶやきとともに、咒式士たちの目に瞬時に凶暴な光が閃ひらめく。凶悪な咒式を宿して、魔杖剣や魔杖槍が掲げられた。


    「背後がおろそかになっているよ♪」


    　天空から降ってくる声に、咒式士たちの顔と魔杖剣が跳ねあがる。


    　崩れた崖がけの顎下から、[image: ]蝠こうもりのように逆さに下がった影。反射的に咒式が放たれるよりも速く、査問官たちの顔面に黒い雨が降りそそいでいた。


    　数十人の咒式士たちの、兜や咒式帽を貫通し、額や頰ほお、喉に短剣が突き立っていた。彫像と化したように、いっさいの動作が停止していた。


    　銀色の刃のすべてに、黒々とした百足むかでがまとわりついていた。


    　不意を衝つかれたが、幾人もの武装査問官が回避していた。仲間の復ふく讐しゆうを果たすべく反撃に転じ、飛ひ翔しようした咒式士たちが倒れ、落下する。それは重力が変化したかのような不自然な転倒や落下。さらに膝ひざをつく咒式士たちの足首や脛すねに、激痛が発生した。


    　這はい登る蟲むしが銜くわえた刃に刺され、凍りつくように全員が硬直する。バモーゾの嘲ちよう弄ろうの声が天から響く。


    「上と来たら、下。これこそおまえたちの戦術だろ？」


    「外道がっ！」


    　ダズルクの叫びとともに、〈護法数鬼〉が飛翔。崖の影へと巨大な拳こぶしを叩きこむ。砕ける崖とバモーゾの体。岩の塊かたまりとともに散ったのは、バモーゾの体ではなく黒い羽虫が集合した擬体。同時にダズルクの足元の土砂が爆発する。


    　地中から跳ねた蟲たちに、ダズルクの全身が一瞬で覆われた。逃のがれようとする指先まで、蟲が拘束する。ダズルクの悲鳴と怒号も、黒い蠢うごめきに飲みこまれていった。


    　土の表面から指、手。そして、バモーゾの本体が這はいだす。


    「だから上と思ったら下なんだって」


    　バモーゾが青黒い前髪を搔かきあげて土を落とす。


    　青年の頭上では、〈護ご法ほう数すう鬼き〉が戸惑ったように空中で旋回していた。主の制御力の消失とともに、球形の姿が数列に戻る。そして、ダズルクの悲鳴が途絶えるとともに、哀しげな顔となり、やがて主の絶命と同時に霧のように消えていった。


    　蟲むしたちが、数十もの体節と脚を蠢うごめかせつつ、咒じゆ式しき士したちの傷口へと侵入していく。


    　脳まで侵入された咒式士たちの兜かぶとの下にある眼球が白目を剝むき、口から血ち泡あわを吹く。途端に身を折り痙けい攣れんしはじめる。


    　すでに声帯が硬直しはじめているらしく、声にならない悲鳴があがった。鎧よろいが揺れ魔ま杖じよう剣けんが激突する金属音が夜に谺こだまする。


    　土ど砂しやの上から、メルツァールは殺さつ戮りくの光景を満足げに睥へい睨げいする。枯れ木のような[image: ]そう身しんの傍かたわらに、服の土砂を払っているバモーゾが並ぶ。


    「どう？　僕の体術と蟲は？」


    「見事なものだな」


    「アインフュンフの重力咒式も気のきいた援護だったよ」


    　バモーゾの視線の先、横手にある滝の頂上に黒い柩ひつぎが浮遊していた。二人の視線に気づいてか、アインフュンフの柩は遠ざかっていった。


    「あいかわらずの恥ずかしがり屋だね。だからあんな大きな貞操帯で、全身を隠しているのかな？　あ、一人が逃げていく」


    　盆地の底、死にゆく武装査さ問もん官かんたちの舞踏の向こうに、肥満体の男が逃げ去っていく姿があった。森に向かう逃げ足は風のようだ。


    　薄ら笑いを浮かべながら、バモーゾが攻性咒式を紡つむぐ。魔杖短剣の先に甲虫が現れ、羽を広げる。メルツァールの手が青年の前に掲げられる。


    「止やめておけ、時間が惜しい」


    「それはそうだね。アレはさすがに僕の趣味じゃないし」


    　片目を閉じてみせるバモーゾの手は、小さく震えていた。メルツァールも額の汗を拭いながら、眼下の武装査問官たちの苦く悶もんを見据えていた。


    「二重三重の完かん璧ぺきな罠わなを張れたからこそ、こいつらを倒せた」老人が喉を鳴らす。「竜をも殺す武装査問官たちと正面から殺やりあうなど、考えただけでも恐ろしい」


    「こんな罠は二度と作れない。依頼主の恐ろしく精密な情報と誘導に感謝するしかないね」


    　バモーゾが吐息を漏らす。咒式によって生みだされた蟲は、崩れ落ちていた。


    「ま、これで武装査問官に背後を衝つかれることもなく、ガユスとその他をメトレーヤで追いつめられるね」


    「それだけではない」


    　答えるメルツァールの魔杖錫しやくの先端に、青白い燐りん光こうが灯る。複雑で膨ぼう大だいな咒印組成式が紡がれていく。


    　仮面の奥の瞳に苦く悶もんの色が浮かび、メルツァールの極限の集中を物語っていた。


    「あ、そうだった。メルツァール爺じいさんの準備はこれからだったね」


    　欲情の笑みを浮かべ、バモーゾは眼下で身を[image: ]よじる咒じゆ式しき士したちを眺めていた。無邪気に笑っているバモーゾへ、メルツァールの仮面が向けられる。


    「共闘を誓いながらもガユスを狙った、おまえの独どく断だん専せん行こうは目をつぶる。だが、許すのは一回だけだ」


    「わーお、どこで見ていたの？」


    「依頼主の監視はどこまでも正確だ。これから先は共同戦線を破るな。そんな甘い考えは、すべて捨てろ」


    　メルツァールの仮面の奥から、凄まじい意志を宿した目が覗のぞく。


    「儂わしの宿願、最後の血族を探すためには、依頼主の注文をこなす必要がある。足を引っ張るなら、おまえでも許さぬ」


    「分かったよ」バモーゾが観念したように、肩を竦すくめる。「で、そんなに御執心の血族ってなんなの？」


    「それは……」どこか戸惑ったように、メルツァールが答える。「おまえが知る必要はない」


    「おじいちゃんまで愛と言っちゃうの？　つまらないねえ。まったくつまらない」


    　バモーゾは、理解を拒否するように吐きすてる。


    　遠く聞こえるのは、幾重にも連なる滝の音。森の梢こずえの向こうに広がるのは、水没した建物や　施設。


    　メルツァールの魔ま杖じよう錫しやくの先で、膨ぼう大だいな咒印組成式が完成。


    　苦く鳴めいとともにメルツァールが片膝ひざをつく。白い蓬ほう髪はつと鬚ひげが土ど砂しやに垂れ、仮面の下の鼻び孔こうと罅ひび割われた唇くちびるからは、赤黒い血が流れ出していた。


    　荒い呼吸とともに上げられた瞳は、双そう眸ぼうに鬼火を湛たたえていた。


    「覚悟だ。覚悟の量が勝負を決める。危険がない道には、どこにでもある敗北しか待っていない。両手で抱えるほどの大きな望みを手に入れたいなら、まず両手に摑つかんだものを手放す必要がある」


    　メルツァールの老ろう醜しゆうを刻んだ顔に、戦鬼の闘志が浮かんでいた。残った右手の先で魔杖錫が握りしめられる。


    「弱者の儂はどんなことでもしてやる。良心と寿命を手放し、脳が灼やき切れようと、必ず宿願を果たす！」


    　メルツァールの宣言。隣のバモーゾの目には殺さつ戮りくへの期待が溢あふれていた。


    　青年の鮮血色の舌先が唇を舐なめて、賛意を示した。


    



    



    「私は泥棒ではない。あなたが面白かったから、否定が遅れたことは悪かったけど」


    事務所の裏口に背を預け、クエロは自らの容疑を晴らしていく。


    「ただ、事務所を相続した所員の一人として、私にも四分の一の権利があってね。それで、置き忘れたものを取りかえそうとしたのだけど」クエロの手は扉を示す。「鍵かぎが変えられていて入れなかったというわけ」


    　クエロの横手には、信用していない顔のジヴーニャが立っていた。


    「……なにを取りかえそうとしていたのですか？」


    「いや、たいしたものではない。もう、どうでもよくなった。その程度のものだ」


    　掌てのひらを宙に遊ばせ、クエロは否定した。


    「疑わしいですね。言わないなら、また通報しないといけませんよ？」


    　ジヴーニャは冷れい徹てつな響きを帯びた声を出した。


    「あなた、意外に性格悪いわね」


    「そ、そんなことありませんっ！」


    　全力否定とともに、ジヴーニャの視線がクエロを突き刺す。


    「いや、そこまで否定されると、逆に、その、ねえ？」


    「あー、警察ですか、さっきの通報取り消しは間違いでした。本当は裸女……」


    「むしろ、こちらから言わせてくださいって気持ちになってきました！　なぜだか、不自然なまでに！」


    「噓うそですよ。通報の取り消しの取り消しなんて、私が逮たい捕ほされますよ」


    「なんというか、本当に香ばしい性格ね」


    「お褒ほめいただき、誠にありがとうございます。別の意味で」


    「あなた、女の知りあいが減量をはじめると、美味おいしいケーキ屋とか誘うでしょう？」


    「まさか。その友人の机の上に、ケーキの値引き券をそっと山盛りで置いてさしあげる。そんな控えめな親切しか、私にはできませんよ？」


    　二人の女の間に凄まじい圧力が増していき、そして消えた。


    「取りもどしたかったのは、ただの昔の記念写真」


    　脱力した笑みを浮かべ、クエロが息を吐いた。


    「青春の尻しつ尾ぽがあいつらの手に残っているなんて胸むな糞くそ悪いから、取りかえしたかった」クエロの目には懐かしさを振りきる強さ。「今となってはあいつらも無くしているだろうし、どうでもよくなってきた」


    　ジヴーニャは横目でクエロを観察していた。


    　蜂はち蜜みつ色の滑らかな肌、瞳は太陽光の加減で鳶とび色や薄青色、紫水晶や黒こく曜よう石せきにも変化する。灰白色の髪は絹のように滑らかで、肩まで流れている。


    　身長では負けているけど、表情や顔の輪りん郭かくの柔らかさでは勝っていると思いたい。胸は引き分け。お尻は自分の方が大きくて負けぎみ。アーデュロー社の職人が仕立てた最高級の背広とシャツに、自分の既製服では勝負にもならない。背広に押しこめられた肢し体たいが、女の自分にすら倒とう錯さく的な色香を感じさせていた。


    　そして、鍛きたえられた体、豹ひようのような優雅な身のこなしで、嫌でも気づかせられる。


    　自分よりも、あの人の側そばに長くいて、ともに戦場に立った女。いまだに夜の夢に見る女。


    　内心の言葉が意味することに気づき、ジヴーニャはすぐに思考を停止した。


    　思考を断ち切るように、クエロが言葉を投げてくる。


    「で、あなたの性格に悪影響を与えたと思いたい、あのバカ……、いや、ガユスとはどうなの？」クエロは慌あわてて言葉を継ぎ足す。「その、変な意味にとらないでね？　あれとつきあっていると大変だろうと思って言っただけだから……」


    　ジヴーニャの碧へき玉ぎよくの瞳が、隣に立つクエロを見つめた。


    「御心配なく。あの人とは少し前に別れました」


    　笑顔でジヴーニャが答え、クエロは返答の言葉を失う。


    　顔に浮かぶ笑みは、崩ほう壊かい寸前の危ういものだったのだ。


    　ジヴーニャの視線が路上へと戻される。扉に背を凭もたせかけて、クエロが並んだ。


    「これでも珍獣使いの先輩だし、出会いも縁だ。私を追いはらわないということは、話を聞いてほしいのだと勝手に誤解するけど、それでもいいかな？」


    　ジヴーニャはうなずきもしなかった。まるで、返答をすることに怯おびえているかのようだった。


    　苦しみや哀しみ、そして想いを言葉にする。自らの口から出る言葉や文章で、気づかなかった自身の感情が整理されていくことがある。


    　言葉を誰かに聞いてもらうことで、人は感情を分けあえるとジヴーニャは知っていた。


    　なぜならジヴーニャは、その機会を与えられず、自らも放ほう棄きしたからだ。決心したように唇くちびるが動く。


    「自分でも不思議なんです」


    　エリダナの風になぶられたジヴーニャの白金の髪が、鼻筋を跨またぎ、白い頰ほおで躍っていた。


    「男女の、とくに女の心変わりなど珍しくもないけど、私はガユスのなにに怒っていたのか、なにに絶望したのか。そして、どうして別れたのか。今になってみると分からない」


    　ジヴーニャの目は、自らの内面を眺めていた。クエロは言葉も返さず、ただ耳を傾けていた。


    　やがて、クエロが口を開く。


    「恋愛と将来を混同しないのは、女としては極めて正しい判断だと思うけど？」


    「恋愛と将来が別であることくらい知っています。私は一人でも生きていけるようにしていますから、相手に経済力や支えなんて期待しません。たかが自分の気持ちを優先することは、子供だとも思います。ただ……」


    　ジヴーニャの独白だけが、夕暮れの大気を渡っていく。


    　よりによって、クエロに話してしまう自分は、相当に追いつめられているのだろう。それでも言葉は止まらない。


    「浮気を責めた当の自分が、過去の男と寝てしまった。今日になると、その男にはまったく惹ひかれていないことに気づいてしまった」混乱した思考のままに言葉が紡つむがれていく。それは乱れた感情の織物となっていた。「相手と喧けん嘩かしてここに来たんです。本当に自分でも分からない。でも、私から彼との関係を終わらせたことも事実で、それが分からない……」


    　語尾は大気に溶けていった。


    　返事はなく、沈黙の羽が降り積もる。エリダナの街角で、二人の女は立っていた。


    　クエロが間を取ってくれているのに、ジヴーニャは気づいた。薄青と紫の瞳からの視線が自らにそそがれていることも。


    「それで、私を的に使って思考と感情をまとめられた？」


    「……いいえ」


    　ジヴーニャが、小さく首を振った。


    　そして、ジヴーニャ自身、膨ふくれあがる違和感を確認しはじめていた。


    　自分は、そんなに単純に物事を断じるような女ではなかった。初めての相手がガユスでもないし、最後の男でもないだろう。


    　ただ、ガユスとの問題は、すでに覚悟していたことばかりだ。今ごろになって爆発する理由がない。


    　そして、別れるのなら熟慮を重ねた上で、自らに完全決着をつける。別れたあとにまで、繰くり言ごとを吐と露ろするような女ではない。そう思っていたはずなのだが……。


    「それほど難しく考えることとも思えない」


    　クエロの軽い言葉に、ジヴーニャは虚を衝つかれた。


    「男と女なんて、別れたりくっついたり、いいかげんでいいと思うけどね。女は甘えた顔で胸の谷間でも見せ、男は甘い言葉を囁ささやけばいい。その恰かつ好こう悪さが耐えられないかもしれないけど、もう外聞を気にする小娘でもないでしょう？」


    「私がいい年ってことですか？」


    　静かな声でジヴーニャが答えた。


    「現在進行形の私には、そんな余裕はありません」


    　クエロは瞼まぶたを伏せた。長い睫まつ毛げが頰ほおに影を作る。


    「相手の望む異性を装う演技、化粧に服。それにどれだけの労力と才能が必要かも知らず、分かろうともしない人間に、男女関係など成立させられるわけがない。あなたもそんなお馬鹿さんの一人？」


    「なにか気に入らない。ガユスはともかく、私にはそんなことはできない」


    　ジヴーニャの答えに、クエロが重い溜ため息いきを吐ついた。


    「そう、そんな言動は同性には嫌われるでしょうね。とくに、あなたみたいに強く弱い女には」　そして冷たい響きの声で続けた。「だけど、それはできないものの嫉妬なのよ。こうすれば上手うまくまとまるのに、くっだらない意地や自尊心が邪魔して出来ないだけの根性なしなのよ」


    「根性なし、ですか」


    「根性なしです。恋愛戦争での敗北が最優先予約されているほどの」


    　女たちの眼まな差ざしは、街を見据えていた。エリダナは、すでに闇が降り、月光に染められはじめていた。


    「そうね。今までの発言はあなたではなく、自分に言っていたのかもしれない。自分では譲ゆずれないと信じていた、意地や自尊心を貫きとおし、結果、すべてが崩れ去った私自身にね」


    　クエロの口から、内面の断片が零こぼれでていた。


    「自らの信念を貫いても、他人に、それどころか自分ですらも認められず、どこにも満足感などなかった。男女関係を、生きかたを、勝負かなにかだと勘違いしていた報いを受けたのでしょうね」


    　言った直後で、クエロが薄く笑った。


    「自分を語る間抜けを演じるのは、あなたのおもしろ告白に対する報ほう酬しゆうとでも思って」


    「バカ話をするのは、私だけでは不公平ですからね」


    　ジヴーニャが苦笑めいた表情を浮かべた。二人の女の間を、夏の夜風が吹いた。


    　クエロが視線を戻すと、ジヴーニャは真剣な瞳に戻っていた。


    「でも、そんなあなただからこそ、それが無理なのは分かっているでしょう？」


    　風に舞う自らの髪を、ジヴーニャの手が押さえた。


    「一度離れた絆きずなを取りもどすことは難しい。それに私はガユスを許せないし、ガユスが私を許せるわけがない。許されるのは、それこそ奇跡。そして、そんな奇跡は起こらない」


    「そうでしょう、ね」


    　クエロは寂しく微ほほ笑えんだ。ジヴーニャもそれに倣ならった。


    　たとえ双方が愛しあっていても、男女は別れることがある。そして決定的に別れた男女が戻ることなどありえない。二人がともに戻ろうとしても、不可能なのだ。


    　愛情だけですべてが、いやなにかが解決するなどありえない。それがたとえ愛情そのものの問題であっても。


    　クエロは溜ため息いきを吐ついた。ジヴーニャも同じように重い息を吐いた。


    　ひとつの問いを言うべきかどうか、ジヴーニャは迷った。


    　だが、ここで聞かねば機会は永遠に失われる。


    「クエロさん、あなたはどうだったのですか？」


    　切実な声だった。そして一度出た問いは止められない。


    「一年半前のジオルグ・ダラハイド咒じゆ式しき士し事務所で、なにがあったのですか？」


    　ジヴーニャの発言に、クエロの浅黒い頰ほおが強張る。


    



    



    　崖がけ崩れの土ど砂しやの上で、準備を行うメルツァールとバモーゾの姿があった。


    　二人の魔人の背後、水みず飛し沫ぶきを月光に輝かせながら落下する滝があった。滝を支える崖の中腹に、黒々とした柩ひつぎが浮遊していた。


    　十字の中央に象ぞう嵌がんされた人工の瞳が、遠くにある水没都市を見下ろしていた。メトレーヤは夜の下に黒々と横たわっていた。


    「不自然な地形。崩ほう壊かいした過去の遺物。ここでなにが起こったのか」


    　漆しつ黒こくの柩ひつぎが沈んだ声で囁ささやく。


    「依頼主はすべてを知っていて、私を選んだのか？　しかし、そんな人間はこの世にすでにいないはずだ」


    　伝える相手もいないのに、誰かに確認を求めるような奇妙な言葉だった。


    「だけど、やるしかない」


    　苦い声だった。


    「私には、いえ私たちには金がいる。莫ばく大だいな金がなければ、この不格好な命をつなげられない」


    　慨がい嘆たんめいた独白は、水流の音に搔かき消され、


    　ついに誰にも聞かれることはなかった。

  


  
    十二章　残像の手触り


    



    



    　薔ば薇らよ薔薇。百ゆ合りよ百合。


    　ただ、そこにあるだけで輝きを放ち、我らを誘う繚りよう乱らんの花々。その清らかな芳香、


    　爛ただれた腐肉。


    　口くち許もとは花弁に隠され、黙して語らない。永遠に、永久に。


    　その半分程度には。


    
      エリグ・フェルゴットン「花と肉」大光暦二三九年

    


    



    



    「遠えん慮りよのない人だ。ま、聞かれるだろうなと最初から思っていたし、そういう会話の流れだったけど」


    　ジヴーニャの問いにクエロが苦笑し、そして表情が引き締まった。


    「あなたの問いには二つの意味がある。ひとつは、その問いを私に向けてくるということは、あの男はあなたになにも語っていないということ。あいつらしいというか、いつまでたっても臆病というか……」


    　クエロが微ほほ笑えむ。


    「二つには、それがあなたの感情の方向だということ。人は対象を語った時点で、対象に囚われている。それが愛か憎しみかは分からないけど、あなたたちは結論を出す必要がある」


    　それは、自らと、そして誰かに言い聞かせているような、微笑みだった。


    　扉に預けていた背中をクエロが離した。夜に浮かぶ笑みは変化していた。


    　愛いとしむように。哀れむように。


    　分類を拒否するような、複雑な笑みだった。


    「あの人は、あなたには、クエロさんには、すべてを話していたの？」


    　事実は、ジヴーニャの心の柔らかい部分を刺し貫いた。


    「ええ、だからその点では、心から信頼し愛してくれていたのでしょうね」酷こく薄はくな笑みが、クエロの口の端に刻まれた。「言っておくけど、今の言葉はあなたを傷つけるために言ったのだけど？」


    「……そう、でしょうね」


    　眼前の女の変化に、ジヴーニャも気づきはじめていた。


    　なにが原因かは分からない。しかし、自分の言動のどこかが触しよく媒ばいとなり、クエロの内面でなにかが変化していた。眼前の女から、放電されるような激烈な感情を感じていた。


    「クエロさん、あなたは何者なの？　なにが目的なの？」


    「あなたと出会ったことは偶然。だけど、私は偶然を好機として生かそうとする人間でもある」


    　夜が降ってくるエリダナの街角で、女咒じゆ式しき士しはジヴーニャを見据えていた。今までとは違った冷たい瞳で。黒い重力の穴のような瞳だった。


    「あなたはいい女で、意地悪で素直で、強くて弱い。そんな人間らしさを私は嫌いではない。私が少しでも同性に好感を持つなんて、何年ぶりか。それくらい珍しいこと」


    　クエロの声色は、哀調を帯びていた。


    「だけど、先ほどの発言で、あなたの心が分かった以上、その一点のために私とあなたは友人にはなれない。絶対に」


    　言葉の雷は二人の間の空間を渡り、そして去っていった。


    　奇妙な空白。ただ静けさだけがあった。


    　前触れもなくクエロが歩きだした。ジヴーニャには止めることはできなかった。


    　敷地と道路の境界線で、クエロの足が止まった。


    　そこが自らの決意の境界線であるかのように。


    「結論は出されている。私は終幕を下ろすだけ。いつものように、〈処刑人〉として。ガユスとギギナには、すでに終幕の向こうへの招待状を出している。そこで出会うなら、私は決めなくてはならない」


    「出会わないなら？」


    　ジヴーニャの怯おびえるような問いは、クエロの冷れい徹てつな背中で弾かれた。


    「あの二人は救われない愚か者。二度と出会う価値もない」


    「あなたこそ……」


    　ジヴーニャの声は、クエロの背中を追いかけ牙を立てた。


    「あなたこそ過去や感情に囚われている」


    「そうね」


    　クエロは背後も見ずに肯定した。


    「私のこの感情が、愛か憎しみかと問われたら、同じものだと答えるしかない。だけど、それはあなたにも言えること」


    　そこでクエロが振りかえる。浮かんでいたのは、不自然な笑み。顔全体が笑みの形を作っているが、目だけは笑っていなかった。獲物の頸けい動どう脈みやくを食い破る捕食者の目だった。


    「あなたがおもしろい人だから、すべてを教えてあげたくなった」


    　クエロが謎なぞめいた言葉を投げつけた。


    「聞きたくない」


    　ジヴーニャは拒否した。耳を塞がず、目を逸そらさずに、全身で拒否した。


    「あなたは私を利用したいだけ。私を傷つけ、ガユスに復ふく讐しゆうしたいだけ」


    　それでもクエロは止やめなかった。


    「そのとおり。私はあの男に愛や救いなど許さない。だから教えるの。私は〈処刑人〉であって、賢者でも紡つむぎ手でもない。だけど、それゆえに誰よりも真相を知ることができる」


    　試すようなクエロと、挑むようなジヴーニャの二人が向かいあっていた。


    「そう、本当は、私とあなたの理由は重ならない。私の理由は必然だけど、あなたの理由はそうではない」


    「それ、は、どういうことですか……？」


    「アナピヤという少女と、失われた一族。そしておぞましい者たちの話をしてあげましょう。彼らが望んだ力の話を」


    「あなたはなにを知っているの？　今、あの人になにが起こっているの？」


    　ジヴーニャの疑問は、クエロの直線の瞳に受け止められた。


    「それは、私とガユスの話。そしてすべての話につながることにもなる」


    　クエロの目には、嘲ちよう弄ろうめいたものはなかった。ただ、噴きこぼれるような激情の焰ほのお。


    「もちろん、あなたの言うとおり、これから話すのは、私の悪意からの話。聞くか聞かないかの選択はあなたの自由よ？」


    　長い長い沈黙。


    　やがて、ジヴーニャは選んだ。


    「いいわ、私はあなたの悪意をすべて受け止めて、そして笑ってみせる」


    　闘志に燃えるジヴーニャに、クエロは真相を語りだした。


    　嬉々として。


    　悪意の滴したたる笑顔で。


    



    



    　青い月明かりすら届かぬ夜の森は、深い海の底のようだった。


    　質量を持つかのように、闇はヴァンにまとわりついてくる。車体は跳ねるように森を進む。


    　追跡者を警戒して前方灯は使えない。ヴァンの前面に展開される赤外線画像と、ギギナの超視力からの指示だけが頼りの走行だ。


    　森の斜面を駆け降り、盆地の底に到達。車体が大きく飛ひ翔しようし、落下。


    　下生えや苔こけの絨じゆう毯たんをタイヤが蹴け散らし、木々の間をヴァンが猛然と進む。枝や葉が車体や窓ガラスと擦れる。左右からは水流の響きが沸きあがる。


    　慎重に大胆に操縦環ハンドルを切り、俺はヴァンを疾駆させていく。森のそこかしこから、獣や〈異い貌ぼうのものども〉の物悲しい鳴き声が奏でられる。


    　メトレーヤに近づくほどに、車内は静まる。元気なアナピヤも無口になる。少女は胸の前でエルヴィンを抱きしめていた。


    　森を抜けて月下の平野に出る。後輪が雑草を嚙かみ、ヴァンが急停止した。全員が「どうしてここで停めるのか？」と雄弁に問う目を向けてくるが、外に出るようにうながす。


    　全員が切りひらかれた草原に出ると、前方に月光に照らされたメトレーヤの全ぜん貌ぼうが見えた。


    　草原のさらに先にビルや尖塔が立ち並び、高架道路や歩道橋らしきものまでもが確認できる。四方から流入する河川が、街の低地を水に浸していた。


    　まるで、湖の中心に都市が浮かんでいるかのようで、幻想的な光景となっていた。


    　俺とギギナの間に、ニルギンが入ってくる。横顔には決意。


    「ついにここまで来ましたね。宇宙艦隊や四天王との死闘。そして戦友と愛する女の死。だが、ついに我らは宇宙の根源悪たる裏の真の超大魔王の居城に……！」


    「誰も死んでいないし、勝手に壮大でやっすい世界設定を作るなよ」


    　ニルギンの顎あごへと、俺の右裏拳が叩きこまれ、仰のけ反ぞる。


    「いや、いきあたりばったりでここまで来たという事実は、私的にはちょっと盛りあがりに欠けまして。退屈な事実より、おもしろ妄想というか脚色が必要かと……」


    「単なる捏ねつ造ぞうを正当化するな」


    「いや、どこの国でも個人でもやっていることですし……」


    　いつのまにか戻ってきたニルギンの顎に、今度はギギナの左裏拳が命中。顎の傷きず痕あとを押さえて、お調子者が転がる。アナピヤにすら、道端の犬の糞くそを見ているような目を向けられているのが不ふ憫びんだ。


    「さて行くか」


    　振りかえると、アナピヤの姿が目に入る。決意をこめた瞳が前方を見据えていた。


    　うーん、暗い。


    　手を伸ばして、アナピヤの細い肩を抱きよせる。不安を隠せない青い瞳が、腕の中から見上げてくる。


    　俺は笑顔で答える。


    「……アナピヤ、この数日で太ったな」


    　少女の顔の背景に、驚きの落雷。そして不機嫌の波は紋もんが急速に広がっていく。


    「そんなことないもん、きしゃー！」


    　最後には、犬歯を剝むきだして俺の手に嚙かみつこうとする。飛ひ燕えんのごとき動作で、アナピヤの追撃を回避。


    「そうだアナピヤ、戦え！　昔の偉大な拳けん闘とう士しが言っていたように、芋いも虫むしのように這はい、蠅はえのように舐なめるのだっ！」


    「遅、そして弱っ。もう、本当に意地悪なんだから！」


    「俺の意地悪は、ただの意地悪なんかじゃない……」


    　真剣な顔で、俺はアナピヤに決意を告げ、そして続けた。


    「愛、そして愛のためだ」


    「言ってること浅っ！」


    　アナピヤは頰ほおを膨ふくらせたままだった。


    　俺とギギナは苦笑を漏もらした。俺たちに深刻な表情は似合わない。


    　ギギナに言わせれば、いつでも不敵な笑顔を。俺流に翻訳するなら、不景気面には不幸が寄ってくるとでもいったところか。


    　かすかな爆音が夜を渡った。


    　メトレーヤの向こうの遙はるかな山肌に、土煙が見えた。雷撃や爆裂が炸さく裂れつする光が見え、消えた。崖がけが崩れたようにも見えた。


    「すでに追っ手が来ているらしいな。どうする？　引きかえすか？」


    　俺が問いかけると、アナピヤは首を左右に振る。


    「行く。あたしが最初に真相を知らなきゃ、ダメなんだ！」


    「ならば急ごう」


    　アナピヤを引き連れて、全員がヴァンへと乗りこむ。


    　いよいよすべての始まりと終わりの場所、メトレーヤへと向かっていく。


    



    



    　水没したメトレーヤは、湖から建物の群れが生はえているようだった。周囲から通された高架道路が、橋の代わりになっていた。


    　街の出入り口では、塔が無惨に倒壊していた。横倒しになった巨大な筒の内部には、赤あか錆さびを浮かべた咒じゆ式しき発生装置が覗のぞいている。


    　おそらくかつてはこの塔から大規模な光学咒式が発生し、メトレーヤの存在を隠していたのだろう。


    　ヴァンが抜けていくと、朧おぼろな月光に照らされたメトレーヤの全景が広がっていく。


    　立ち並ぶビルは、炎に舐められたような焦げ跡が目立つ。ほぼすべての窓ガラスが割れ、内部の幾百幾千もの闇を晒さらしていた。崖がけに隣接したビルの屋上に、滝が落ちこんでおり、道路へと小さな支流を散らしていた。


    　ビルの間に広がる闇には、緑の光点が並ぶ。野犬や小動物の群れが潜んで、光る眼を並べていた。ヴァンが近づくと眼から光の尾を曳ひいて逃げていく。


    　アスファルトには点々と穴が穿うがたれ、雑草が伸びている。路上には黒い骨格だけになった車が、点々と打ち捨てられていた。運転席には、炎上当時の苦く悶もんの表情を浮かべたままの黒焦げの人間が、虚うつろな眼がん窩かを晒さらしている。道路にも炭化した人間の死し骸がい。頭ず蓋がいには穴が開いていた。隣には錆さびた魔ま杖じよう剣けんを握った死体。お互いに殺しあったようにも見える。


    　側溝は流れの速い川となっており、下りの道路の先は小さな湖となっていた。高層ビルが根本を湖に浸し、低層ビルが水中で揺らめいていた。どこからか流入した小魚の群れが、水中を泳いでいく。


    　低地を浸す湖の手前で右折し、ヴァンが迂う回かいしていく。


    　メトレーヤを水の音が浸していた。墓標が並ぶ大通りを、ヴァンが駆けぬけていく音が寂しく響く。


    　ヴィネルの調査によると、メトレーヤは七十六年も前に歴史からも忘れられた都市だ。だが、ところどころに改修された跡や、ここ数年で建てられたようにしか見えないビルもある。


    　廃墟を隠れ蓑みのに、何者たちかがメトレーヤに存在していたのは間違いないようだ。こういう雰囲気の施設をどこかで見たことがある。


    「どこかラズエル島に似ているな」


    　傍かたわらのギギナがつぶやくように、清潔な墓地にも似た雰囲気がどこか似ている。


    「しかし、ここでなにが起こった？　地震で水没したことは分かるとしても、荒れようが尋じん常じようではないし、死体も新しい。街を巻きこむ戦争か内乱でも起こったとしか思えないのだが？」


    　俺の何気ない一言に、アナピヤの顔が曇る。


    　アナピヤの義父母と親友であるアティの最後の手掛かりなのだが、この様子では生存はともかく、人間が住んでいるとは思えない。


    　道に従って左折すると、焼け焦げた商品を並べた無人の店先、壊れた風俗店の看板があった。七十年前のものではなく、最近、数か月前までは作動していたようだ。繁華街があったということは、人間が住んでいたということだ。


    　狭い繁華街をヴァンが過ぎていった。歩道橋には、交通事故防止の標語が溶けた垂れ幕が下がっていた。幕の下をヴァンが進んでいく。進行方向に、高い強化コンクリ壁に囲まれた灰色の建物が威容を現す。


    「ここ、知っている！」


    　アナピヤの叫びを、無愛想な立方体の建物が迎える。周囲を囲む壁の間、鉄格子の扉の間が開いていた。鉄格子の間を抜けて、ヴァンが侵入していく。


    　枯れた木々と雑草に覆われ、荒こう廃はいした敷地にヴァンを停めると、待ちきれずにアナピヤが飛びだしていく。


    　アナピヤの横に並ぶと、少女の瞳は灰色の建物を真っ直ぐに凝視していた。


    　元は白塗りの建物だったのだが、火事の煤すすで汚れ、塗料が剝はく落らくしていた。建物は薄汚れた灰色となっていた。


    「ここだよ、ここに住んでいたの。アティと遊んだ記憶があるっ！」


    　駆けだしていくアナピヤを追って敷地を抜け、俺たちは建物に向かう。


    　合金製の大扉が大きく歪ゆがみ、各種の量子や咒じゆ式しき錠じようも意味をなしていなかった。ギギナが膂りよ力りよくのみで扉を押し開け、俺たちは隙すき間まから入っていく。


    　月光を拒否した深い闇。ギギナの屠と竜りゆう刀とうの切っ先に、生体変化系咒式第一階位〈螢明ネミノン〉の、ルシフェリン反応による淡い光明が灯る。


    　玄関口は、研究所とも病院ともとれるような、無愛想な造りをしていた。


    　床には乱雑に器具や書類が散乱し、すべてが焼け焦げていた。当時の猛火の幻臭すら漂ってきそうだった。


    　炎の跡も生々しい廊下を抜けていくと、壁の片側の一面にガラス窓があった。弾痕が残る窓以外はすべて割れ砕け、暗い室内を覗のぞかせていた。


    　暗闇のなかに手術台が見えたが、拘束具のついたものは処刑台にも思えた。


    　廊下を進むと、いくつもの扉が破壊され、大穴が穿うがたれている壁まであった。そして廊下の終点にある扉は、四方から閉じられる隔壁という厳重さだった。


    　なぜか俺は、ここには入ってはならないと感じていた。


    「ここに入るのか？　今なら引きかえせるぞ？」


    　ギギナが優しい声で問う。自信なさげなアナピヤだったが、目には決意が固まっていた。


    「開けて」


    「だが……」


    　珍しくギギナが逡しゆん巡じゆんした。


    「どんなものが待っていても、あたしは負けない。いえ、負けたくない」


    　アナピヤの意志に押されるように、ギギナが屠竜刀を旋回させる。


    　扉の表面に緋ひ色いろの火花が疾走する。正方形に切りとられた扉が、向こう側の闇へと落下する、重々しい音が鳴り響く。


    　アナピヤが先頭を切って、扉の鋭利な断面から入っていく。ギギナの明かりを背にしたアナピヤの小さな後ろ姿を、急いで俺たちも追う。


    　闇に沈んだ実験室は広大だった。室内には生臭さと埃ほこりが充満していた。


    「凄い臭いだな」


    　鼻で呼吸しないようにして、俺はつぶやく。


    「だけど、俺は他人の体臭を指摘するほど心が腐っていないから、ギギナは気にするな」


    「貴様のそういうところこそ心が腐っている証明だと思うが、私は善人だから指摘しない」


    「うわ、俺の会話盗むの早っ。少しは間を空けて使うのが盗ぬす人つとの礼儀だろうが」


    「なんの礼儀だ。そろそろ無駄な会話は終わりにしておこう」


    　鼻の頭に不機嫌な皺しわを浮かべたギギナの顔が、光に浮かびあがる。


    　屠と竜りゆう刀とうに宿る淡い光に室内が照らされていた。医療器具や手術台、金属製の格子が並ぶ檻おりや内部を苔こけに覆われた培ばい養よう槽そうが、禍まが々まがしい輪りん郭かくを垣かい間ま見みせていく。


    「あたし、ここを知っている。アリーシャと五人の妹たちや友だちも、ほとんどいなくなって、　あたしはいつも従姉いとこのアティと猫と遊んでいたの……」


    　アナピヤの突然の沈黙。俺とギギナがアナピヤの上空で視線を交わす。下を見ると、少女の双そう眸ぼうは、限界まで見開かれていた。


    　アナピヤの顔色は、尋じん常じようではないものになっていた。


    　顔に血液など通っていないような、死者の肌の色だった。


    「……あたしとアティと黒猫は、探検ごっこをしていたの。あたしが隊長でアティが副隊長、黒猫が護衛の猛獣。それでこの中央実験所へ来たの。絶対に入ってはいけないと言われていたけど、入ったの……」


    　切っ先に灯る光明を、アナピヤの視線が示す方向へと向ける。


    　アナピヤの絶叫。続いて俺とギギナとニルギンの、押し殺した苦く鳴めいが三重唱となる。


    　俺たちの前には、強化ガラス製の培養槽が並ぶ。液体には、異形の物体が浮かんでいた。


    　右目を隣の顔の左目とし、左目を反対側の顔の右目として共有させられた、連なる三つの顔。


    　液体に浮かんだ、脳のう髄ずいと脊せき髄ずいから延びた神経が、そこだけは元のままに瞼まぶたの残った眼球や鼻、口や耳につながる。


    　清らかな赤子の数十の笑顔のみで構成された、巨大な肉塊。中央で微ほほ笑えみを浮かべているのが母親だった。全身で妊娠させられ精神が崩壊したのだと気づき、俺は嘔おう吐と感に襲われる。


    　奥にある分割された人体を確認し、俺は悲鳴をあげそうになる。


    　ナミウズムシ、一般にはプラナリア科を代表させてしまう生物がいる。体を刻まれた断片から頭部を作り、完全再生を可能にする生物だ。


    　再生は、幹細胞が自分の居場所を知ることによって行われる。首を切断すると、首の細胞は、自分が尾の場所にいると判断し、尾の細胞へと分化しはじめる。その上の細胞は自らが咽いん頭とう部ぶにいると判断し、頭だった部分は首だと判断し、それぞれの細胞に分化することでそれぞれが再生していくのだ。


    　プラナリアは、体全体の二百七十分の一の断片からでも完全再生を果たしたという報告がある。さらには、プラナリアの頭部の細胞を別のプラナリアの尾に移植すると、その部分に顔が生成されるという実験が成功している。


    　それが人体で行われていた。


    　頭部を支える首で切断された少女。首の肉色の断面からは、逆さの頭部が生えて微笑んでいた。逆さの首を押し上げるように、胴の首の断面からも生はえた顔があった。


    　狭い培養槽のどこにも逃のがれられず、逆さあわせの少女の顔は、縦に圧壊させあっていた。


    　胸や太ふと股ももの切断面の上下からも、顔が半分ほど飛び出していた。上唇までしか作られず、呼吸も不可能なままに培養槽で死んだ、少女たちの苦く悶もんの表情。


    　それらの顔の群れを、俺は一生忘れられないだろう。


    　ここにある異形のすべてが人間なのだ。


    　人間の肉体を改造し、遺伝子を弄いじり、こんなものを作りあげたのだ。


    　残忍な〈禍まがつ式しき〉でも、ここまで生存に適していない異形の肉体を作ろうとはしないだろう。


    　さらに、壁の一面を覆おおいつくす培ばい養よう槽そうのすべてに、何重もの生命維持装置がついている事実に、俺は慄りつ然ぜんとしていた。


    　彼ら彼女らは、かつては生きていて、自らの肉体を変えた者たちへと、無音の怨えん嗟さの声と絶叫を奏でていたのだ。


    「人間は、どこまで冷れい徹てつに残ざん酷こくになれるというのだ……」


    　ニルギンらしくない呆ぼう然ぜんとしたつぶやきが、俺たちを打ちよう擲ちやくした。


    「これは狂気の産物ではない、だろうな」


    　俺の唇くちびるからは、第二の天性となっている分析の言葉が漏もれた。


    「怜れい悧りな頭脳の理性と理論をもって生みだされ、正確な分類札を貼られ、整然と並べられている。これを作ったものたちは、まったくの正気だったのだろう」


    　どうしてこんな無む慈じ悲ひなことができるのか、俺には想像できるような気がする。かつて出会った〈古き巨人エノルム〉に、ゲヒンナム・ムという同じ精神性の怪物がいたからだ。


    「解かい剖ぼう刀を体に突き立てられた実験体が泣き叫ぼうと、苦痛に身を[image: ]よじろうと、醜い姿にされて哀しもうと、それは関係ない。実験者たち自身の体と心は、なにひとつとして痛くも悲しくもない」


    　答えはひとつ。


    「知能に優れ、知識に溢あふれても、彼らには心と想像力が存在しなかったのだ」


    　自分たちの崇高な目的の前には、仕方のない犠牲として、使命感に燃えて行った実験だったのだろう。


    「組織的かつ計画的に非道をつくすには」俺は苦痛すらともなう言葉を紡つむぐ。「むしろ燃えあがるような使命感や正義感がなくてはできない」


    　ゲヒンナム・ムも自らの種族の繁栄のために、使命感と、そして悦楽を持って人間を実験材料としていた。


    　アナピヤは、俺たちよりも遙はるかに大きな衝撃を受けて立ちつくしていた。


    　眼前の光景で明確になった。


    　トリトメスやギルフォイルにつながる〈ベギンレイムの尻しり尾お〉の人体実験は、アナピヤの養父たるアズルピが受け継いでいたのだ。


    　アナピヤの目からは、感情の一切が消えていた。少女が見つめるのは、中央の手術台。無惨な死体を見るのを覚悟して、ギギナが照らす。


    　なにもなかった。手術台の上にはガラスや金属の破片が散乱し、埃ほこりが降り積もっているだけ。虚無しかなかった。


    「ここに入ったあたしとアティの肩に手がかかり、腕のなかから猫を落としたの。振りむくと、怖い顔のお義父とうさんがいて……」


    　アナピヤが呻うめいたきり、続く言葉を喪失してしまう。俺は少女を抱きよせ、ただ立っていた。俺たちはなにも言えず、手術台を囲んでいるだけだった。


    「……実験体〇七二一‐Ａ及び〇七二二‐Ａの第五から第七段階までの実験記録」


    　冷たい声とともに、作動音が続く。探していると、手術台の上に画像が結ばれていった。


    　色彩と輪りん郭かくが明確になっていき、現れたのは一人の少女の姿。


    「これ、もしかして……」


    　消えいりそうな声を出したアナピヤの視線の先。手術台に座るのは、折れそうに細い少女の体。琥こ珀はくのように透きとおった髪、青い海のような瞳。かわいらしい鼻に、よく動く唇くちびる。少女の面差しには、今より少し幼いアナピヤの面影があった。


    「これ、あたし？」


    　アナピヤの叫びとともに、ニルギンの背後に立体光学映像の医療機器が出現していく。俺やギギナに重なるように緑の手術着たちの幻影が現れ、思わず飛び退のく。


    「立体光学映像、それも過去の映像記録か？」


    　俺の疑問の叫びが、手術室に反響する。


    「適格者確認、起動」


    　幻影の少女を囲む医師たちのそれぞれの手に、解かい剖ぼう刀や手術用の鋸のこぎりや鋏はさみ、魔ま杖じよう剣けんが掲げられる。


    　現実のアナピヤの手が俺の裾すそを強く摑つかむ。幻影の医師の一人が前に出る。


    「大だい丈じよう夫ぶかメルティア？」


    「は、はい、お義父さん」


    　過去のアナピヤが答えると、天井の白い照明に滲にじむ緑の手術着の中に、白衣の姿があった。


    　白衣の男がアナピヤの義父のアズルピ。メルティアというのが、少女のアナピヤの本名だったことを思い出した。


    「これも人類の進歩のために必要なことなのだと、理解してくれるわね？」


    「分かって、分かっています、お義母かあさん。辛つらいのも痛いのも我慢します」


    　義母のイナヤらしき女の言葉が室内に降ってくる。イナヤは奥のガラス窓の向こうに下がり、機器を始動させていた。女の腕のなかには、黒猫が抱かれていた。


    「この子みたいに、みんなに好かれるよう、メルティアもがんばりなさいね」


    　猫の額を愛いとしげに撫なでる義母の言葉に、少女が覚悟を決めたかのようにうなずく。そして、意を決して手術台に向かう。


    　痛ましいまでの忠誠。義父の無惨な命令を無理に納得しようとするアナピヤ、いやメルティアに、胸が締めつけられた。


    　メルティアが手術台の前で立ち止まる。手術台の周囲にいる医師たちは、各自の手を掲げる。手にはそれぞれ禍まが々まがしい器具が握られていた。機械から伸びた電極に、鉗かん子し。解剖刀に鋸のこぎり。


    「違う、いつもの実験と違う！　なにをするの!?」


    　映像のメルティアが目を見開く。目には恐怖が溢あふれていた。少女にも理解できない異常事態が起こっているらしい。


    「止やめて、メーティーにひどいことをしないで、あたしが代わりになるっ！」


    　割りこむような少女の叫びに、医師たちの手術器具が空中で静止する。


    「アティ？」


    　扉を開いて現れた少女が、アティらしい。従姉いとこらしく、アナピヤとよく似ている顔だった。アナピヤより年上で二十歳はたち手前という年頃だろう。


    「あたしが、代わりになる」


    　少女の発言は、これから起こると予想されることを考えると凄まじい勇気だった。


    　全員の視線が、アティから責任者の方へと向けられる。アズルピとイナヤが、手術台のメルティアと拘束されたアティを見比べ、うなずく。


    「メルティアへの実験を一旦停止。アティーティアへの移行を許可する」


    　硬直するメルティアの代わりに、医師団の手によってアティが引きだされた。メルティアの隣の手術台の前に立つ。手術台から解放されたメルティアが、医師たちに拘束されたままで嗚お咽えつをあげる。


    「アティ、ごめんなさい。わたし、わたし……」


    「大だい丈じよう夫ぶよ。あたしはお姉さんだから、ね？」


    　アティが力強く微ほほ笑えむ。義父に向きなおる。


    「いつもの、いつものとおりにしたら、実験をしなくていいの？　メルティアは助かるの？」


    「ああ。でもいつも激しく嫌がっていたからね。いいのかい？」


    　アズルピの右手がアティーティアの頰ほおに伸ばされ、首筋を蛇へびのように撫なでる。


    　唇くちびるを嚙かみしめて耐えるアティーティア。視線の先には、過去のアナピヤ、少女だったメルティアが立っていた。怯おびえるメルティアを見て、アティーティアの顔が動く。アズルピを見据えて、アティーティアは、ようやく弱々しくうなずいた。


    　映像が暗転。


    　緑の手術着の群れと、手術台前の少女、前と同じ立体光学映像が現れていく。


    　出現したのは、再びの少女、アティーティアだった。過去のアナピヤであるメルティアがいないことから、別室の様子だった。


    　同時にアズルピの手が一気に下がり、アティーティアの手術着を縦に引き裂いた。女性性を示す果実のような乳房と、なだらかな腹部。そして下腹部の薄い茂みまでもが、白い照明に晒さらされる。


    　白衣の研究者たちの冷たく、そして熱を帯びた無ぶ遠えん慮りよな視線が、乳房や足の付け根にそそがれていた。


    　アティーティアは茫ぼう然ぜん自じ失しつの状態だった。次の瞬間、我に返り、身を[image: ]よじって裸身を隠そうとするが、肩を摑つかんだアズルピの手が許さない。


    「止やめて！　みんなの前ではイヤっ！」


    　アズルピの手が少女の膨ふくらみかけた乳房に這はわされ、五指で乱暴に摑つかむ。皮膚を破りそうな力に、アティーティアが苦く鳴めいを発する。胸を両手で覆って屈みこむ。


    「ではメルティアを呼ぼうか？」


    　アズルピの無情な言葉の一いつ閃せんで、アティーティアは唇くちびるを嚙かみしめる。あらゆる心を押し殺して立ちあがる。アズルピは細い体を抱えたまま、手術台の上に座る。


    　男の手は、必死に耐えるアティーティアの秘所を指先で弄もてあそぶ。一方の手で自らの服の間から怒張の先端を突きださせる。


    「さあ、いつものようにしなさい」


    　恥ち辱じよくに耐えながら、アティーティアは動かない。


    「自分からやらないと、残念ながら、メルティアにも最終実験をしなければならないな」


    　冷れい徹てつな声に、アティーティアの顔が恐怖に引きつる。アズルピは優しい声を出す。


    「こういうことは、愛しあっている男女しかしないだろう？　私はおまえを愛しているから、つながりたいんだよ？　まだおまえには分からないから嫌悪感があるだけだ」


    　アズルピの両手が、アティーティアの優美な曲線を描く尻を摑む。


    「本当に？　愛して、いるから？」


    「そう、愛しているからだよ」


    　アティーティアが泣き笑いをするかのような表情を浮かべた。そして、徐々に自らの小さな尻を下げていく。


    　アズルピの先端がアティーティアの股こ間かんに触れ、そこで女の動きが止まる。


    「ダメ、やっぱりできないっ！」


    「では、助けてあげよう」


    　アズルピの手が、摑んだ少女の尻を一気に下ろさせる。義父の怒張がアティーティアを貫いた。


    「止やめてぇっ！」


    　絶叫をあげたアナピヤが、過去の幻影を貫く義父に摑みかかる。小さな拳こぶしは、立体映像の義父を擦りぬけるだけで、現実と幻影の手術台に手を突いてしまう。


    「装置はどこだっ！」


    　怒号とともに、俺は映写装置を探す。立体光学映像と現実が入り混じり、機器の角に足をぶつけてしまう。


    　残ざん酷こくな映像は止まることなく続いていく。手術台に手を突いた、アナピヤのその眼前で。


    「痛い、痛いっっっ！」


    　充分に濡れていないアティーティアをアズルピが貫いたために、苦痛しか生まれない。


    「やめ、お義父とうさ……」


    　歯の根が合わないながらも、アティーティアが必死の懇こん願がんをする。アズルピが優しく笑う。


    「大だい丈じよう夫ぶだ。従妹いとこのメルティアのためにもがんばろうね」


    　対してアティーティアの唇から吐きだされたのは、絶叫。一気に進入してくる異物に絶叫しつづける。無惨な結合部からは、鮮血が散っていた。


    「大きさが合わないのでは？」


    　手術着の一人が無感動に言いはなつ。


    「いや、目的のためには、これくらいでいいのですよ」


    　アズルピが無機質に答えながら、アティーティアを抱えて腰を動かす。律動的な動きの度に、肉が裂かれるような激痛に少女が苛さいなまれているのが分かった。


    　アティーティアは苦痛に耐えていた。父親であるアズルピは、慈愛に満ちた理知的な双そう眸ぼうのままだった。


    「お、お義父とうさん、気持ち、いい？　わたしが好き？　愛して、る？」


    　相手の機嫌を必死にとる姿が、痛々しかった。


    「ああ、愛して、いるよ」


    「良かった」


    　アズルピの動きが小さな震えに変わり、アティーティアの内部に熱を放つ。アズルピが少女の体を抱えて離させると、股こ間かんからは白と緋が滴したたっていた。


    　少女の表情は、激痛と恥ち辱じよくに支配された虚うつろなものとなっていた。


    　アズルピが周囲を見渡す。


    「どうですか皆さん？　みなさんで、我が養女こと、実験体〇七二二‐Ａに、性能試験をしていただけませんかね？」


    　アズルピの言葉の裏を、研究者たちが受けとる。


    「それは……、ご要請とあれば」


    「ええ、実験のためならば仕方ありませんね」


    　そして喜悦の表情を隠しきれないままに肯定していく。


    「イヤ……」


    　アティーティアの唇くちびるが小さく言葉を発した。


    「それだけはイヤっ！　全員でなんてイヤだよっ！　お義父さん、止やめさせてっ！」


    　アティーティアを手術着の群れが囲んでいた。冷たい樹脂製の手袋が伸ばされ、アティーティアの体を押したおし、無ぶ遠えん慮りよに這はいずりまわっていく。


    「みなさんも実験体〇七二二‐Ａに学術的興味をもたれたようですね。では、様々な角度から実験体と触れあってみませんか？」


    　アズルピが無感動に言い放つと、研究者全員の視線が集まる。やがて、若い研究者が手を挙げる。


    　現在のアナピヤと過去のアティーティアが同じ歪ゆがんだ笑みを浮かべ、弱々しく首を左右に振る。


    「では私が」「次は私が」「私も同時に」「それでは私も。後ろの粘膜を試験してみましょう」「ついでに私も相席を。上の粘膜を試験してみましょう」


    　無惨に出血する秘所へと医師が突き入れ、少女の絶叫があがる。叫ぶ唇を割って、他の男が侵入していく。アティーティアの上で手術着が蠢うごめく。唇くちびるを、乳房を、腹を、尻を、膣ちつを、アティーティアの体で、蹂じゆう躙りんし凌りよう辱じよくされていない場所などなかった。


    「あたしが、あたしのせいでアティはこんな、こんな」


    　絶望する従姉いとこの映像を見て、アナピヤは両手で顔を覆う。しかし、指の間から見える青い目は見開かれ、惨状から離れられない。


    　俺は、凌辱されるアティーティアから目を逸そらし、必死に映写機を探しつづける。


    　映像の男たちの動きは止まらず、アティーティアの体を蹂躪していった。


    「軽い体だな。まだまだ熟れごろとはいえないな」「そこがいいのですよ。私は前から、この検体を狙っていたんですよ」「個人的な感想は控えなさい。これは触れあいという実験なのですから。しかし、これはなかなかの……」「これから毎日、実験体で受胎実験をしましょう」


    　蠢うごめく研究者たちの隙すき間まから、窓硝子ガラスの向こうに並ぶ義父母の姿が見えた。実験動物の交尾でも見ているような、冷れい徹てつで無感情な四つの瞳。


    　アナピヤはただ眺めていた。心が凍りついていくのだ。


    　映像のアティーティアは、涙を流していた。亀き裂れつが入ったように、幼い表情が反転する。自らに起きていることを完全拒否するかのような表情。


    「ひんなは、わたしほ愛しへいる？」


    　二人の男のものを左右同時に小さい口に銜くわえながら、涙目のアティーティアが問いかける。


    「ああ、もちろん、だ」と一人の医師が腰を叩きつけながら優しく答える。


    「ひっけん、しない？」


    「ああ、だからアティーティアもこれを楽しみなさい」


    　他の誰かが答える。嘲ちよう弄ろうの響きを帯びた声だが、少女には分からず、涙を流して安あん堵どにうなずく。その動きが刺激になり、男たちが痙けい攣れんした。アティーティアの口くち許もとから、白い汚液が零こぼれる。


    　現在のアナピヤが、さらに大きく震えた。誇り高き従姉の言動は、アナピヤには信じられないものになっていたのだ。


    　男の上で、アティーティアが自ら白い尻を振っていた。動きを止めずに身を屈かがめて、前方の男のものを口に含む。小さな両手を伸ばして、左右の男の屹きつ立りつを握り、しごきあげる。振りたくる尻には大だい臀でん筋きんが浮かび、別の男の怒張があてがわれる。


    　男が突き入れた。肛門を無惨に裂かれながら、アティーティアは叫んだ。


    　それは、明らかな官能の叫び。雌めすの喘あえぎ声だった。


    「みんなはわたしが好き、だからわたしもみんなが好きっ！」


    「違っ、違う違うよ。そんな人じゃない！」


    　アナピヤの声は、老婆のように掠かすれていた。


    　過去のアティーティアの全身に白濁が弾ける。アティーティアは恍こう惚こつとした表情で、受け止めていた。倒れるアナピヤの小さな体を、俺の腕が抱きとめる。


    　アティーティアは、理り不ふ尽じんな凌辱を、自ら望んだものだと自己を騙だます精神防衛を行ったのだ。そうでもしなければ、脆もろい自意識は破壊されてしまう。それは同時に、アティーティアと自分を同一視していたほどのメルティア、そして現在のアナピヤの精神を砕いた。


    　あまりに悲しい自己防御に、俺の臓ぞう腑ふが煮えたぎる。視線が部屋を彷徨さまよう。それらしい機械を見つけ、怒りとともに魔ま杖じよう剣けんの切っ先を突きこむ。


    　破砕した機械は映写機のひとつにすぎなかったらしく、映像は止まらない。


    「素晴らしい。素晴らしい成果だ。しかしみなさん、触れあいもその程度に」


    　アズルピの声で手術着の一団が離れる。


    　手術台の上にはアティーティアがいた。蛙かえるのように手足を投げだし、血と精液に塗まみれた無惨な姿だった。奇妙に歪ゆがんだ口くち許もとが、何事かを囁ささやいていた。


    「……これでわたしは助かる。みんなに愛されているわたしは助かる。メルティアも助かるの」


    　女の横に立つアズルピが手術室の壁を眺める。時計が示されていた。


    「いい時間だ。メルティアも実験に立ち会わせよう」


    　幻影のアズルピの声に、現実のアナピヤの体が震える。少女は顔を左右に振っていた。目鼻には恐怖があった。


    「こんな、こんなことがあったなんてあたしは知らなかった。だからアティーティアに、あんなことを」


    　少女の拒否を無視するように映像が切り替わる。


    「それでは、アティーティアこと、実験体〇七二二‐Ａの生体解かい剖ぼう実験を開始する」


    　冷たい手術台の上に、アティーティアが横たわる。部屋の隅には過去のアナピヤ、メルティアが医師たちに左右の手を取られて立たされていた。


    　手術台の左右では緑の手術着の医師たちが動き、機械を調整していく。手術着が剝はがされたアティーティアの裸身に、電極や咒じゆ式しき端子が差しこまれていく。


    　金属が皮膚を突き破るたびに、アティーティアが呻うめき声をあげる。メルティアが叫ぶ。


    「アティっ！　アティーティアっ！」


    「大だい、丈じよう夫ぶ。あたし、メーティーよりお姉さん、で強、いから」


    　目尻に涙を滲にじませながら、アティーティアが答える。機器が体を貫いていくが、アティーティアは唇くちびるを引きむすんで声を押し殺した。


    　医師たちの手によって、少女の頭部が機器で固定される。手には鈍く光る解剖刀に手術鋏ばさみ、鋸のこぎりや膣鏡といった残忍な器具が握られている。


    「違う、いつもの実験と違う。なにをアティにするの？」


    　姉の身を心配して、メルティアの声は震えていた。


    「それでは、第四四八回目の第五段階検体における開頭実験を開始する」


    　研究者たちの冷れい徹てつな魔杖解剖刀や鑿のみが閃ひらめき、麻酔もなしに少女の頭ず蓋がいに突き立てられる。器具で頭髪ごと頭皮が剝がれ、肉が開かれていく。血が溢あふれるが、止血される。零こぼれた血が少女の額から頰ほおを濡らす。


    　刃が頭ず蓋がい骨こつの合わせ目たる矢状縫ほう合ごうを横切り、頭頂の骨が除去される。脳を包む硬こう膜まくが開かれ、金具で固定されていく。


    　悲鳴を漏もらすまいと嚙かみしめたアティーティアの唇くちびるからは、血と涎よだれが滲にじんでいた。


    　一人の医師の手術用手袋に包まれた指先が、剝むきだしの脳の表面に触れる。


    　脳には触覚がないのだが、無ぶ遠えん慮りよな手が脳を撫なでる都度、手術布の下から覗のぞくアティーティアが吐き気を堪こらえる表情を浮かべる。


    　少女の脳の桃色をした表面を埋めつくすように、電極や咒じゆ式しき端子が差しこまれる。脳に冷れい徹てつな解かい剖ぼう刀が入っていく。脳が搔かきまわされるごとに、アティーティアの左右の瞳どう孔こうがまったく別々に動き、細い体が跳ねる。拘束の下で四肢が暴れる。嘔おう吐としまいと固く閉じられていた唇が歪ゆがむ。ついに耐えきれずに唇が開かれた。


    「いだいぃひぃぃっ！　やめ、やめ止やめで許ぢでてっっ!?」


    　脳のう髄ずいをつらぬく激しい苦痛に、アティーティアの瞳孔が裏返る。口からは吐と瀉しや物ぶつが零こぼれる。


    「めめめ、メーでィひ、いぴっ、こごから逃げ、げででっ！」


    　涙を零しながらも、アティーティアの唇が叫びを紡つむぐ。


    「おごっ、ここにば……」


    　可か憐れんな唇から、言葉とともに黄褐色の胃液までもが撒まき散らされる。周囲の医師たちの手は、実験を止めることもなく、反へ吐どを事務的に拭きとる。


    「こごには、あたしたぢ、をを苦しい、愛ぢでくれる人はいないっ！」


    　言葉は、意味をなさない獣の吠え声に変わる。それでも苦痛の中から必死の言葉が紡がれる。


    「いい、痛いっ苦じい、あなだがあたしのこどを少しでも好きなら、いぎぴひっ、早くあたぢを殺ぢて、おねね願いっ！」


    「殺すなんて、そんな、そんなことできないよっ！」


    　アティーティアの軋きしるような声に射すくめられて、メルティアが弱々しく首を振る。アティーティアの叫びは小さくなり、やがて停止した。


    「失敗だ」


    　奥の壁一面の電子画面に、拡大された脳が見えていた。アティーティアを囲む白衣の学者の群れが、囁ささやきあう。


    「睡眠状態の〇・五から三・五ヘルツル、落ちついた状態の八から一三ヘルツル、活性時の十四から二十五ヘルツル以上の脳波を完全制御しているようだが……」


    「……後頭葉と前頭葉の異常活性が側頭葉に影響し、高電位徐波が発生しているのは、予測どおりだ」


    「……左半球的な手続きが無視されていることは分かる。発話に係わる前言語野から、十一次元を表わす言語、つまり事象を折り畳んだ、言語ではない言語が発生していると考えられる」


    「……人類の咒式士とどこが違うのだ？　血族の力の根源とはなんなのだ？」


    「……精神や肉体の負荷をかけても、血族の特異能力の発現は見られない。なにが引き金となるのだ？」


    　医師たちの唇と手は動きを止めず、アティーティアの体が跳ねつづける。視線の焦点が合わないメルティアが、譫うわ言ごとをつぶやいていた。


    「アティは助けてくれた。いつだってわたしを心配してくれた。辛つらい実験も自分から引き受けて、なるべくわたしに回らないようにしてくれた。傷ついてもわたしを助けてくれた」


    　少女の目の焦点が合ってきて、強い意志が現れる。


    「だから、今度はわたしが助ける」勇気ある断言がなされる。「アティに代わって、わたしが実験を受けるっ！」


    「ああ、それは好都合ですね。実験体が壊れてしまいました」


    　医師たちが列を開ける。メルティアの眼前で、アティーティアは壊れていた。


    　脳を剝むきだしにされたままの顔は涙と洟はな水に塗まみれ、口からは血ち泡あわと汚らしい嘔おう吐と物ぶつが零こぼれていた。


    　手術着の裾すそから覗のぞく股こ間かんからは、尿が漏もれだしており、尻の穴からは間の抜けた放ほう屁ひの音とともに、糞ふん便べんが間欠的に溢あふれていた。


    　失神したアティーティアの虚うつろな目は、どこも見ていなかった。


    　人間の尊厳など何一つないアティの姿に、過去のアナピヤの、メルティアの幼い自己犠牲の決意など一瞬にして砕け散った。


    「いやああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」


    「次はメルティアの番ですよ」


    　メルティアの両脇を抱える医師が、少女の体を前へと引き出す。


    「イヤ、イヤだイヤイヤイヤ、許して。わたし、こんなの怖いっ！」


    　恐怖に見開かれたメルティアの目が、破れ布のようになったアティーティアへと向けられた。少女は唯一自由になる足を振り上げる。


    「アティ、アティはまだ生きているよ！　わたしじゃなくて、アティで実験してよっ！」


    　メルティアが唯一自由になる脚を振りあげた。足でアティーティアの顔を蹴けりつけ、必死に意識を取りもどさせようとする。


    　従妹いとこで親友であるメルティアに蹴りつけられたアティーティアの瞼まぶたが開かれ、意識が戻っていく。メルティアの幼い目に、涙混じりの必死の懇こん願がんが浮かぶ。


    「アティ、助けて、いつものようにわたしを助けてっ！」


    「メーティー、どうひ、へ……？」


    　反へ吐どと言葉を零したアティーティアの瞳が、絶望色に塗りこめられる。


    　メルティアは親友の視線から目を逸そらし、義父の姿を求める。助けを請うような瞳の先に、慈父の眼まな差ざしを宿したアズルピが立っていた。


    「おね、お願い、お義父とうさん。わたしをこんな実験に使わないでっ！」


    　追つい従しようするような笑みを浮かべて、懇願するアナピヤ。それは弱者が作る必死の笑みだった。


    「いつものようにするからっ！　アティと違って、わたしは嫌がらないからっ！　だから、ねっ？　ねっ？」


    　アズルピが周囲の医師を見渡す。緑の手術着たちの目が細くなる。なにかを期待するかのような、陰湿な目だった。


    「どうしようかな」


    　アズルピの言葉で、メルティアの顔に強張った笑いが張りつけられた。少女を襲う恐怖が、顔面の筋肉を凍りつかせていたのだ。


    　アズルピが一同へと向きなおり、静かな声を発する。


    「次は実験体〇七二一‐Ａの性能実験に入ります……」


    　告げたアズルピの顔が、表情の途中で凝固する。


    　アズルピや他の医師、そのすべての映像が凍りついたように停止した。そして輪郭が歪ゆがみ、悪夢が醒さめていくように消失していった。


    「アティやあたしはお義父とうさんたちの子供ではなく、ただの実験体だったの？　こんな玩具おもちやみたいに扱われ、犯されていたの？　あたしはアティを裏切った薄汚い子だったの？」


    　アナピヤは感情が磨滅した声を出す。俺は傍かたわらの少女の肩を抱いていた。震えている体を必死に止めようとする。


    「大だい丈じよう夫ぶだ」なにが大丈夫なのだ？「これは過去だ。アティに起こったことで、アナピヤには関係ない。それにもう止まった」そんな訳はない。このあとのアナピヤの、メルティアの末路は想像できる。


    「アティですらあんな目に遭ったのなら、あたしはこのあとどうなったの？　イヤだ、イヤだっ！　知りたくない知りたくないよっ！」


    　少女の全身が激しく震えた。砕けた精神がさらに微み塵じんにされていった。次の瞬間、悲鳴。アナピヤが白目を剝むいて口角から泡を吹く。唇くちびるが大きく呼吸しようと開かれた瞬間に合わせ、俺は化学錬成系第二階位〈睡心霧スリプ〉を発動。


    　イソフルランとセボフルランの混合気体を吸いこんだアナピヤが、霞かすみがかかった目となる。空気中の濃度が三％を越えると呼吸が止まる危険があるので、厳密な濃度管理をつづける。


    　何度か呼吸をして、アナピヤの瞼まぶたが下がっていき、眠るように意識を失った。全身から力が抜けた少女を、俺より早く動いていたニルギンが受け止めた。羽毛を扱うように優しく抱えていた。


    　こうなる前に、この部屋からアナピヤを強引に連れだすべきだった。知ることの愚かさに気づくべきだったのだ。俺の判断は常に手遅れだ。


    　俺はニルギンからアナピヤを受けとり、軽い体を抱える。そして憎悪とともに呪われた部屋を後退。ギギナとニルギンも脱出していく。


    　振りかえりながら、部屋の中へと爆裂と猛火の咒じゆ式しきを放つ。何度も何度も。


    　培ばい養よう槽そうと手術台が粉砕され、壁や天井が崩れ、異形にさせられたものたちの哀れな死し骸がいが紅ぐ蓮れんの炎に包まれていく。弾倉が空になる。空から薬やつ莢きようが廊下に落下する音も気にせず、俺は予備弾倉を引きぬいて、魔ま杖じよう剣けんの機関部に叩きこむ。


    　遊ゆう底ていを引いて、さらに咒式を紡つむごうとした時、ギギナの屠と竜りゆう刀とうの切っ先が俺の魔杖剣を押さえていた。


    　冷たい刀身を逆上っていくと、ギギナの静かな双そう眸ぼうがあった。


    「もういいだろう」


    　痛切な激情を堪こらえるような瞳の色を、ギギナも浮かべるということを初めて知った。


    　俺はアナピヤを抱えたまま廊下を出口へと歩みだす。腕に抱えたアナピヤが硝子ガラス細工となって壊れないように、静かに無言で歩く。あとに続くギギナもニルギンも、また無言だった。


    　建物を出て、敷地に停めていたヴァンの前に戻る。バルコムＭＫⅥ型の扉の前で、俺たちは途方に暮れた。


    　それぞれの方向を向いて、誰もがなにかを言いだそうとして、誰もなにも言いだせなかった。


    　アナピヤの記憶を辿たどる旅は、義父母や幼なじみとの涙の再会もなく、未来への展望もなく、無惨な結末に終わった。


    　胸に抱えたアナピヤが目覚めたとき、俺は、どんな顔をして迎えればいいのだろうか。


    　答えを求めて、ギギナへと視線を向けた。月夜に白く映える、ギギナの玲れい瓏ろうとした横顔。刃色の瞳は遠くを見つめていた。


    「ガユス、まだなにも終わってはいないらしい」


    　俺とニルギンが疑問の表情を浮かべるよりも早く、ギギナの顔に獰どう猛もうな表情が広がる。


    「小さいが、音が聞こえる」


    　ギギナの屠竜刀が、咒じゆ式しきを発動。生体強化系咒式第一階位〈猫瞳バステ〉が発動。眼の桿かん状じよう体たい細胞が増加され、猫類にあるタペータムという反射板で光を増幅。同時に俺は知覚眼鏡クルークブリレの倍率を最大まであげ、大通りの向こうを見る。


    　メトレーヤを囲む山々から、おびただしい数の人影が下りてくる小さな姿が確認できた。


    「どうやら、昔なじみが全員集合しているらしいな」


    　ギギナの不敵な笑みに、ニルギンが怯おびえたような表情を見せる。だが、俺はギギナに倣ならって、凶悪な笑みを浮かべていただろう。


    「そうか、そうまでして俺たちと踊りたいのかよ。ならば、みんなで楽しく殺しあってやろうじゃないかっ！」


    　黒い激情が、唇くちびるから迸ほとばしっていた。


    「アナピヤは絶対に守ってやるっ！」


    



    



    　クエロが長い長い話を終えた。


    　そして、女は一陣の風のごとく飄ひよう然ぜんと去っていった。


    　事務所の敷地には、ジヴーニャが一人残された。自らの体を引きずるようにして、ジヴーニャは車に戻っていった。


    　座席に座り、操縦環ハンドルに額を載せる。そこから動くことができなかった。


    　会社からの緊急の呼びだしも、通りすぎる時間も、心には遠かった。


    　夜は深くなり、エリダナは月光だけの闇に沈んでいた。街灯が点滅し、輪りん郭かくのない光を放ちはじめていた。


    　なにも考えられない。ただ、事実と悪意に押しつぶされまいと耐えるだけだった。


    　真実を求めたことを、クエロと出会ったことを、ジヴーニャは後悔していた。


    　ガユスたちは、このまま進んではならない。あの女と、クエロとガユスを出会わせてはならない。


    　嵐をともなった雷のようなクエロの意志に、心を粉こな微み塵じんに粉砕されてしまうだけだ。


    　それをガユスに伝えることは、ジヴーニャにはできなかった。


    　ジヴーニャは、元恋人の過去に対する嫌悪感に身を苛さいなまれていた。しかしそれと同じくらいの想いが内在することも確かだ。二つの相反する力で、心を引き裂かれていたのだ。心惹ひかれた男を撃ったことがある自分に、他人を責める資格はない。それでも許容できない。


    　憎悪と愛の狭間で、決心はつかない。


    　彼女は震える手を伸ばした。


    　そして携帯を引きだした。


    　短縮番号はすでに消していた。何度もかけて、記憶していた番号を思い出す。


    　女の手が止まる。押そうとしては、怯おびえるように戻ってしまう。


    　何度も、何度も。


    　だが、いつかはどちらかの感情が打ち勝ち、行動に出ることは分かっていた。

  


  
    十三章　殺さつ戮りくの死都


    



    



    　戦え、戦え。人生は血ち塗まみれの戦いだ。


    　戦場に立たないやつは、最初から生きてなどいない。首を搔かっ切られる悲鳴で、


    　戦いの合図を告げることだけが役目。


    　負けたやつは、負け犬の遠吠えをあげることも許されない。惨めに死に果てること


    　だけが敗者の義務。


    
      連続殺人犯バーバトリーが、ザッハドより授かったとされる獄中勅ちよく令れいより抜ばつ粋すい。

    


    
      皇こう暦れき四九四年ごろ

    


    



    



    　ギギナに連れられて研究所の壁に飛び乗り、襲撃者の布陣を探る。


    　俺の巨大咒じゆ式しきで一掃したかったが、敵も甘くなかった。


    　正面の大通りや左右の街並みの屋上と、全方向から水没した都市の研究所を包囲するように接近してくる。襲撃者の数は五十体以上。


    　しかも、敵は時速百キロメルトル台という、高速移動をしていやがる。暗視咒じゆ式しきと知覚眼鏡クルークブリレで光学増幅された視界は、襲撃者たちの詳細な姿を捉えていた。


    　そろって青ざめた顔をしており、鎧よろいや兜かぶとには真紅の天てん秤びんと鉄てつ槌ついの紋章が刻まれている。全員の手に、魔ま杖じよう槍そうや魔杖剣が握られていることも確認できた。


    　攻性咒式士たちの穂先や刃が向けられた刹せつ那な、俺とギギナは壁から転げ落ちて回避。


    　正面と左右から迸ほとばしった雷撃と光線咒式が、寸前まで登っていた壁を破壊する。コンクリの破片の雨に打たれ、俺とギギナは疾走しはじめる。


    「さ、最悪だ！」


    　傍かたわらを走るギギナの横顔も、厳しいものになっていた。


    　メルツァールは、どういう手段を使ってか、武装査さ問もん官かんたちを殺して屍葬咒兵としてきやがったのだ。待っていては、五十以上の攻性咒式士による咒式の集中砲火を食らって瞬殺される。だとしたら、包囲網を突破して逃げるしかない。


    　バルコムＭＫⅥに飛び乗る。アナピヤを看病していたニルギンと猫のエルヴィンが、恐怖と不安が等分に表われた顔を上げる。


    「ニルギンっ！　運転しろっ！」


    　顎あごの傷きず痕あとまで真っ青にしたニルギンがうなずき、アナピヤを抱えて運転席へと転がっていく。


    　同時に、屋根の扉を開けて身を乗りだした俺が砲手となり、ギギナが刃として屋根の上に飛び乗る。


    　ニルギンが加速板アクセルを踏みこむ。巨獣の唸うなり声を上げ、バルコムＭＫⅥが急速発進。エルヴィンの鳴き声とともに、歪ゆがんだ格子扉に突進していく。


    　鉄の格子には、速度に優れ先行してきた三人の前衛咒式士たちが飛びついていた。兜の下の青白い顔。目の焦点は合っていない。犬歯を剝むきだし、涎よだれが撒まき散らされる。死者たちが手にした魔杖剣を振りあげる姿は、地獄の悪鬼のようだった。


    　俺の魔杖剣の先には、すでに化学錬成系咒式第四階位〈曝轟蹂躪舞アミ・イー〉による、トリメチレントリニトロアミンが合成されていた。屍葬咒兵の咒式より、一刹せつ那なだけ先んじて閃せん光こうと爆裂が炸さく裂れつ。鉄格子の残ざん骸がいと爆煙の下を、ヴァンが駆けぬけていく。


    　白煙を切り裂いて、落下してくる格子と影。予想どおり、左肩から先を無くした飛ひ槍そう士しが飛びかかってくる。見越していた俺の〈電乖閻葬雷珠マーコキアズ〉のプラズマ火球が激突。胸から下を、装甲ごと血ち霧ぎりと轟音に変える。


    　咒式士であっても即死の一撃を受け、なお飛ひ槍そう士しは右手の魔杖槍を向けてくる。銀光が跳ねあがり、屍葬咒兵の胸から脳天へと両断、黒血が爆煙のなかに散らされていく。


    　ギギナの屠と竜りゆう刀とうが閃光となって軌道変化。壁の陰から重じゆう機き剣けん士しが放った〈矛槍射ベリン〉の槍の殺到を弾く。俺の放った〈爆炸吼アイニ〉の爆裂が、再度の咒式を紡つむいでいた重機剣士の脳のう髄ずいを粉砕。灰色の脳や眼球が飛散する。


    　ヴァンはすぐに右折して、大通りから水溜まりを蹴け立てて脇道へと逃げる。一瞬遅れて、建物の角を破砕する爆裂咒式の爆音が追いかけてくる。


    　ニルギンの悲鳴に、俺とギギナが進行方向へと顔を向ける。最後の一人は、轢ひかれながらも車の前面に摑つかまっていたのだ。しかも、疾駆するヴァンから足を大地に突き立て、強引に止めようとしている。


    　装甲ごと足の骨が砕け、黒血を飛び散らせながら、足首の断面、肉と骨をアスファルトに打ちつけて止めようとする光景。見ているほうの背筋が寒くなる。


    　屍し葬そう咒じゆ兵へいの剣が光を灯すと同時に、ヴァンの屋根から俺は魔ま杖じよう剣けんを突きだす。死者の眼がん窩かへと刃が貫通。濁った眼球が破裂し、奥にある脳の柔らかい感触が刃から手に伝わる。屍葬咒兵を支配する組成式が崩ほう壊かいしないため、さらに搔き回す。


    　脳の内部にある宝珠から延びた神経網が、刃で切断される感触。ようやく抵抗が停止し、死者が落下。ヴァンが死体に乗りあげて、車体が大きく跳ねる。背後には死体と血の跡が続く。


    　ビルの谷底を走るヴァンの前方、アスファルトの上には、魔杖剣を連ねた攻性咒式士たち。組成式が完成している事実に、湧きあがる恐怖。無理やり抑えつけて、脳を灼やく超高速咒式展開。


    　化学鋼成系咒式第五階位〈遮熱断障檻フオエニク〉の、ニッケル基超合金とチタン・アルミニウム金属化合物などによる多層障壁が、ヴァンの前方に急速発生。続く爆裂咒式の多重衝撃が咒式楯たてを支える重いヴァンを浮かせ、質量が消失。


    　再び、地震のような揺れとともにヴァンのタイヤが着地。跳ねる車体をニルギンが左折させていく。後方へと向かって、爆裂咒式を放つ。建物の二階を破砕し、コンクリの瓦が礫れきの山を作って後続を断つ。


    　爆煙を受けながら、二車線の道路をバルコムＭＫⅥが駆けぬけていく。前方の交差路の左右から、車しや輌りようが飛びだしてくる。


    「ひょえええええええええええええっ！」


    　情けない悲鳴とともにニルギンが車を滑らせ、左からの車の突撃を回避。ヴァンが回転して、右からの車を躱かわす。俺とギギナは、屋根に魔杖剣を突き立て、ヴァンから振り飛ばされないようにする。


    　曲芸めいた運転でヴァンは直進に変化。背後では追跡してきた車同士が大だい音おん声じようをあげて激突。炎上し、熱風が背を叩く。


    　炎の壁を抜けて、さらに装甲車輌が飛びだしてくる。車輌の指揮席には、指揮するメルツァールの鬼の仮面があった。反射的に〈電乖閻葬雷珠マーコキアズ〉を放ち、車の屋根ごと吹き飛ばす。プラズマが向こうの建物の壁に着弾。炸さく裂れつした爆風も背後へと流れていく。


    　屋根が消失した車内には、上半身を失った死者が運転席に座っていた。制御を失った車は、車道から逸それて無機質な街並みに激突。一拍おいて炎を噴きあげる。


    　脱出していた屍葬咒兵たちが、アスファルトの上に絡まるように転がる。肉塊の間から片腕のメルツァールが飛びでて、路地へ滑りこんでいく。


    　さらに後続の死者どもを確認。地面に擦れそうな低空を、黒塗りの柩ひつぎのアインフュンフが滑空していた。


    　同時に、アインフュンフの紡つむいだ多重咒じゆ式しきが斜めに放たれる。咄とつ嗟さに離れた俺とギギナの間を重力と爆風が迸ほとばしっていき、背後で轟音が響く。


    「アインっ、少女を殺す気かっ！」


    　遠くから響くメルツァールの怒号と同時に、ヴァンが急停止。均きん衡こうを取れるわけもなく、俺とギギナは屋根から飛ばされて、アスファルトの上を転がる。


    　前方の両脇の建物が破壊され、瓦が礫れきや破片の濁流がアスファルトを塞いでいたのだ。右は傾斜路で、半ばから先が水没している。これで逃げ場が左にしかない。


    「ニルギンっ！　まだかっ!?」


    「動かそうとしていますが、まだっ！」


    　ニルギンの応答と、ヴァンを駆動させようとする音が虚むなしく響く。


    　後方に視線を戻すと、月光の下、冠かん水すいした道路に踵かかとが振りおろされての水みず飛し沫ぶき。武装査さ問もん官かんたちの行軍があった。


    　正面の死者たちが鈍にび色いろの楯たての列を構える。楯の上に楯を後方の死人が掲げて、鉄壁の防御陣形を敷いていく。


    　楯の間からは、以前より無機質な死せるダズルクの顔。そしてメルツァールの仮面が覗のぞいていた。楯の間から、数十もの魔ま杖じよう槍そうと魔杖剣が突きだされる。切っ先のすべてに灯っている咒印組成式に、俺の思考は恐怖に塗りつぶされた。


    　ギギナが俺を抱えて横転した刹せつ那な、足先を掠かすめて咒式が駆けぬけていった。雷撃と熱線が、爆裂と鋼はがねの槍が、強酸と毒液が迸ほとばしり、俺が寸前まで立っていた地点の背後にあるビルに着弾。


    　強固なビルの壁面に数えきれない穴が穿うがたれ切断され、粉砕され溶解した。地上二階から三階が破壊しつくされ、支えを失ったビルの上部が轟音とともに崩ほう壊かいしていく。噴きあがる粉ふん塵じんのなかを、俺とギギナがさらに転がる。


    　アナピヤの眠るヴァンへと退避していくと、左右の建物の扉や窓から、屍葬咒兵たちが雲うん霞かのように飛びでてくる。


    「これは拠点防衛戦だ！」


    　俺の〈爆炸吼アイニ〉が、上方に爆炎を撒まき散らす。


    「眠れる姫君の馬車が動きだすまで、腐乱死体どもを近づけるなっ！」


    　死者どもが魔杖剣を引っさげ、降下や突撃を開始してくる。


    「ははっ！　死と破壊か！」


    　即座にギギナの屠と竜りゆう刀とうが反応。長い円弧が、上空からの剛ごう剣けん士しの胴体と、突撃してきた剛ごう槍そう士しの胸板を両断する。前方からの死者にギギナが疾走。


    「それこそ、私の特技にして専門分野だっ！」


    　血の雨と内臓を、銀光が貫通してくる。化学鋼成系第一階位〈錬成ベリス〉の咒式により、分子間組成を変化させられた長い刃が、屈んだギギナの上空を駆けぬけていった。


    　攻性咒式で伸長した魔杖剣が戻るより、四足獣の姿勢で突進していたギギナの刃が跳ね上がるほうが早かった。胸元から脳天までを両断された機き剣けん士しが、無言で倒れていく。


    　死角から雷らい槍そう士しが繰りだす槍の穂先。ギギナが左脇で挟んで停止させる。同時に電磁雷撃系第一階位〈灼槍ソリン〉が発動、高圧電流に甲こう殻かく鎧よろいが焦げる異臭が立ちのぼるが、ギギナは耐える。


    　好機と見て殺到する刃の群れを、槍の上を跨またぐように回転したギギナが躱かわす。


    　雷槍士の頭を水平に斬り飛ばしながら、剣けん舞まい士しがアスファルトに着地、水みず飛し沫ぶきを上げながら体を低く沈ませる。


    　ギギナの頭上で重ねられた咒じゆ式しき士したちの刃に、俺の放った〈雷霆鞭フユル・フー〉が絡みつく。耐電処置をしていない咒式士たちが、紫電に貫かれて眼がん窩かや鼻、耳から沸ふつ騰とうした黒血を噴出させる。


    　無表情のまま、死者は道路の水たまりに倒れていく。


    　間合いをとろうと離れた死人たちの中心点で、ギギナが伸び上がる。長い腕の先の二九五〇ミリメルトルの屠と竜りゆう刀とうが、円を描いて上昇。


    　非情の螺ら旋せんが描かれ、足、脛すね、腰、胸板、首、頭部と、それぞれの角度で、屍葬咒兵たちの肉体が輪切りにされた。


    「死刑台ギギナ支店、開店奉仕期間といったところだなっ！」


    　脳と心臓に損傷のない死者たちが治ち癒ゆ咒式を発動。完成する前に俺のプラズマ弾が、頭部を吹き飛ばす。


    「いや、終日営業、出血死するほどの大奉仕が年中無休で続く」獰どう猛もうな笑みを浮かべながら、ギギナが刃の円弧を放ち、死者たちの頭部が両断される。「ついでに、客をまったく差別せずに殺す、超優良死刑台だ！　私の優しい刃に巻きこまれるなっ！」


    　ギギナの間合いはミリ単位で熟知しているので、攻撃範囲の外から爆裂咒式を放って弾幕の壁を作る。死者たちが倒れていく。


    　俺とギギナに仲良し感情はまったくない。ただ、前衛と後衛の優れた連係は、俺たちの戦闘能力を数倍にすることを知っている。訓練より実戦でジオルグやクエロに叩きこまれたのだ。


    　俺とギギナの足元の濡れたアスファルトが、青白い光を放ったと思った瞬間。地面から突きだされてくる刃に脇腹を掠かすめられたが、お返しに魔ま杖じよう剣けんヨルガの刺し突とつを放つ。アスファルトから上半身を出した、歪わい率りつ士しの眼窩から脳のう髄ずいまでを刺し貫く。


    　数すう法ほう量子系第五階位〈量子過軀遍移タプ・ス〉の分子透過からの奇襲。それはかつて出会った虚きよ法ほう士しほど完かん璧ぺきな確率操作ではなく、人体や地面を構成する分子の電子軌道に乱れが生じて、励れい起き光こうが放出。俺にも見切ることができた。


    　ギギナは、上空から降ってきた剛腕の一撃を受け止めていた。〈護法数鬼〉の巨体が物質化していき、全体重を受けるギギナの足がアスファルトを踏み割る。


    　体重を刃から逸そらして、ギギナの刺突が空へと放たれるが、数式に戻って霧散していく〈護法数鬼〉を刃に捉えられない。


    「攻撃のときだけ実体化するとは、都合のいい存在だなっ！」


    　前方からは、楯たてと魔杖槍を連ねて突進してくる死者たち。ギギナが一歩を踏みだそうとしたとき、俺は気づいた。〈護法数鬼〉だった咒印組成式の背後、遙はるか上空に輝く光点に。


    　俺はギギナの足元へ地を這うような低空回し蹴けりを放ち、倒れるギギナとともにその場を回避。上空から降りそそぐ、何十という光線の豪雨が、積せき層そう兜かぶとや鎧よろいごと死せる武装査さ問もん官かんたちを貫き、アスファルトに着弾。黒い蒸気とともに溶解させていく。


    　ありえない角度からの攻撃に驚く間も許されず、さらに二人で後方に飛び跳ね、天からの光線を回避していく。


    　冠かん水すいした道路に俺の足が着地。水の幕が一瞬の遮しや蔽へいとなる。


    　武装査問官の後衛たる光条士たちが、電磁光学系第四階位〈光条灼弩閃レラージエ〉や、同系第六階位〈煌光灼弩連閃射レライエス〉による光線を放つ。そして錬れん成せい士したちが上空に発生させる化学錬成系第六階位〈多[image: ]晶転咒珀鏡ザ・ガーム〉による咒じゆ鏡きようで光線を反射。軌道を変え、上空からの攻撃を行ってきたのだ。


    　咒式で作成される二酸化珪けい素そや酸化アルミニウムや二酸化チタン五酸化タンタルなどの薄膜の干かん渉しよう効果を使った誘電体多層膜の鏡は、高品質のものになると反射率は九十九・九％以上になる。耐光線損傷閾いき値ちも銀鏡に比べて数十倍以上で、熱量耐力に優れるため、安定して反射しやがる。


    　水の幕が落下。光線に貫かれて倒れる同胞の屍しかばねを乗り越え、死者たちの本隊が突撃してくる。前列を俺の爆裂咒式が熱烈に歓迎してやる。爆煙と爆炎。


    　肉片をブチ撒まいて噴き飛ぶ仲間にも構わずに、さらに銀の魔ま杖じよう剣けんを抱えた咒式剣士たちが現れ、お返しの爆裂咒式を放ってくる。


    　回避した俺とギギナの体を烈風が叩く。追っ手の目的からして、アナピヤとヴァンを巻きこむ攻撃はありえない。というか俺の体に傷がないことに違和感。


    　爆薬のみで鉄片が混ぜられない手加減された咒式だと気づいた瞬間、なにもない左の空間に、ギギナの大おお薙なぎの一いつ閃せん。空間から鮮血が迸ほとばしり、胴を真っ二つにされた咒式士が倒れる。


    　電磁光学系第二階位〈光陰身モフラ〉による光学迷彩で、周囲の風景に同化した奇襲。しかし、ギギナの嗅覚を誤ご魔ま化かすためには、爆風程度の煙幕では不充分だった。


    　剣閃で開いたギギナの上半身の下方に、地を這はう影。軸じく足あしに向かって、剛ごう拳けん士しは低空体当たりを開始していた。生体変化系第二階位〈蟹剪断クラフ〉による、両手の蟹かにのような大おお鋏ばさみがギギナの足首に迫る。相手は、ギギナが右手だけで屠と竜りゆう刀とうを振るった事実に気づかなかった。


    　空いていたギギナの巨大な左拳こぶし。垂直の鉄てつ槌ついが後頭部に振り下ろされ、咒式士の兜が陥没。アスファルトに叩きつけられた。


    　後頭部の半ばまで埋めこんでいた手を引きぬき、ギギナが後退。合わせて俺も後退し、体勢を回復。爆裂咒式を放って、続く敵の突進を迎え撃つ。相手も腕や足を吹き飛ばされつつ、盾の壁を作って隊列を下げる。俺は魔杖剣ヨルガの弾倉を交換。ギギナは刃を掲げて、前方の煙幕を見据える。


    「上下からの同時攻撃と電磁系と化学系の協力攻撃、直後の光学咒式による低空奇襲と見事な連携だ」


    「感心している場合か」俺の息が乱れる。「敵は禁きん忌きの咒式を使う外道を狩りつくす武装査問官だ。しかも、そいつらが死者となって、死をも恐れずに襲ってくるなど悪夢としか思えない」


    　ついに爆煙から死者どもが抜けてくる。


    　死者どもは脳を破壊するか、脳を体から分離させないかぎり動く。俺は電磁電波系第四階位〈赫濤灼沸怒フルフーレ〉を放つ。秒間振動二十四億五千万回というマイクロ波が、迫ってきた屍し葬そう咒じゆ兵へいの体内の水分子を脳や内臓ごと沸ふつ騰とうさせる。全身甲かつ冑ちゆうの相手には効果が薄いが、脳を沸騰させられたら死者でも再び死ぬしかない。


    　前に出たギギナの剛剣が死者を縦に割り砕く。合わせて横から突撃してくる咒式士の刃を旋回して躱かわし、左の裏拳が胴体に叩きこまれる。轟音とともに甲冑姿が後方へと跳ね飛ぶ。


    　錐きり揉もみ状に回転した体が、咒式士どもに命中、隊たい伍ごが崩れる。一瞬の停滞なく、ギギナの追い打ちの封ふう咒じゆ榴りゆう弾だんが投げこまれ、低位爆裂咒式が炸さく裂れつ。隊列が乱れてまたも後退。


    　爆煙の流れの異変に気づいた俺は、魔ま杖じよう短たん剣けんマグナスを振りぬき、紡つむいでいた化学錬成系第五階位〈緋裂瘋咆竜息エー・イーム〉を放つ。アセチレンガスと純粋酸素を等分に配合された三千度の猛火が発生、後退していた屍葬咒兵を包みこむ。さらに、火炎によって生みだされた熱風が、大気を膨張させ、罠わなを吹き散らす。


    　背中には冷や汗。罠とは、敵による化学錬成系第四階位〈死哭燐沙霧バル・バス〉によるメチルホスホン酸イソプロピルフルオリダート、つまりサリンガスによる攻撃。拡散するガスで自分と味方を巻きこまないように、結界内で限定発生させる咒式だった。


    「今のは危ない。本気で危なかった」


    　もし、爆煙がサリンを発生させる結界に阻まれて不自然な対流をしていたことに気づかなければ、透明な死の霧に殺やられていたところだった。


    　突進してくる死者たちの向こうに、ダズルクの青ざめた顔と、追随するメルツァールの仮面が見えた。


    　連携を崩したと思ったら、それこそが必殺の罠。乗っとられたダズルクの思考による部隊指揮は狡こう猾かつだった。武装査さ問もん官かんが高位咒式士でそろえられていても、一対一なら俺もギギナも絶対に負けない。人数がそろっても防ぎようのない巨大咒式で薙なぎはらえばいいだけだ。


    　しかし、厳密な戦術指揮に従った軍事集団は、戦闘力において二桁けたは違う。しかも咒式査問官は、もともと精神同調で意識の共有化がなされている。つまり連携においても長年組んでいる俺たちと互角かそれ以上。


    　弾倉を交換した俺が巨大咒式を紡ぐ時間をつぶすため、休むことなく咒式士たちが押しよせてくる。思考は、時間がかかる六階位以上の大型咒式の使用を完全放ほう棄き。とにかくニルギンがヴァンを起動させるまで低・中位の咒式を連発し、壁に徹する戦術を選択。


    　ギギナの怒号とともに血ち霧ぎりが跳ね、俺は敵隊列の前面に爆裂咒式を集中。


    　魔杖短剣マグナスをヨルガの剣先と合わせて〈爆炸吼アイニ〉を多重発動。トリニトロトルエンの爆風で加速された鋼はがねの刃が、死者たちの肉体を切り刻み、引き千切る。


    　轟音を搔かき消す轟音で、俺の鼓こ膜まくが音を捉えなくなる。静せい謐ひつの世界で、装甲に包まれた腕や足、無表情な死者の頭部が落下してくる。双そう眸ぼうは死んだ魚の目だった。


    　こいつらは、好きで向かってきているわけではない。


    　武装査さ問もん官かんになるくらいだから、世の不正と悪に立ち向かう善意の人間たちだ。恋人や妻子を持つ男だっているだろうし、生前はくだらない冗談を言うようないい男だっただろう。


    　前方の死者の頭部を斜めに切断しながら、俺の腹ふつ腔こうにメルツァールに対する嫌悪感が湧きあがる。自らは危険な場所に立たず、人を無理やり操って戦わせる攻こう性せい咒じゆ式しき士しには反へ吐どが出る。絶対に楽な死にかたはさせない。


    「まだまだ来るぞっ！」


    　ギギナの勇壮な叫びで音声が戻る。戦争に感情は不要と断じ、切り換える。すぐに直線的な力押しをされていることに気づいた。同時に上空から飛来する魔ま杖じよう短たん剣けんと、鎌状に変化した右手を、ヨルガの刀身が受け止めていた。


    「ガーユス、お久しぶり♪」


    　軋きしりをあげる金属の悲鳴の向こうに、どこか淫みだらな笑顔があった。三度目のバモーゾが刃を押しこんでくる。


    「変態ばかりが寄ってくるな。本当に、俺の人生って罰なのか確変なのか聞きたくなるな」


    「うーんつれないなぁ。こんなに愛しているのにぃ」バモーゾの顔に陰惨な笑みが広がる。「だから殺したくなっちゃう♪」


    「ひとつだけ忠告。おまえの笑顔はかなり気持ち悪いから、人前で笑わないほうがいいぞっ！」


    　重い刃を押しかえすと、空中反転したバモーゾが、逆さになってアスファルトに手をつく。関節限界を無視した両足が、俺の頭部を挟みこむように放たれる。身を沈めて回避。


    　低い刺し突とつを放つが、バモーゾは後転。さらに足をついて後ろへ飛び跳ねる。俺の追撃は、屍葬咒兵たちの刃で止められた。


    　巨漢の重じゆう機き槌つい士しが振りおろす大型魔杖槌を、大きく避けて回避。魔杖槌の先に紡つむがれていた化学鋼成系第三階位〈赫錏哭叫ハウレス〉で合成された、アルミニウムと鉄酸化物にマグネシウムの炸さく薬やくが地面の上で絡みあい、金属酸化還元熱反応が爆光を発生させる。


    　炎上するアスファルトを避けるべく横転して回避。転がりつづけながら、逃げる。さらに追撃で降り下ろされてくる魔杖槌を、横からギギナの刃が止め、三千度の高熱と火花が夜を照らした。動きが止まった重機槌士に俺の刃が向かう。腹部装甲の間に切っ先を叩きこみ、〈爆炸吼アイニ〉を解きはなつ。


    　トリニトロトルエンの衝撃波が体内を搔かき回し、小腸や肝臓を後方へとブチ撒まきながら、巨体が倒れていく。目や鼻、口からも血を零こぼし、巨漢は爆裂で真っ二つとなった。


    　穂先をそろえて行進してくる屍葬咒兵たちの刀槍の隙すき間まから、黒い柩ひつぎの動き。悪寒から逃げるように側転して後退。一瞬前まで俺が占めていた空間を、横からの無音の重力咒式が迸ほとばしっていく。


    　死者たちが積せき層そう鎧よろいごと挽き肉に変わっていった。不可視の重力咒式は恐ろしい。俺はアインフュンフへと雷撃を応射しつつ後退する。


    　先ほどのように前に突出しすぎると有効射角を取られる。背後のヴァンにはアナピヤがいるため、敵も正面からは強力な咒式を放てず、接近戦か上空から攻撃してくるしかない。


    　俺たちが一瞬で殺されていない理由は、その点だけだ。


    「一気に押しこめっ！」


    　人垣の向こうでメルツァールの指令が放たれ、無表情なダズルクが的確な指示を出す。


    　集団戦の専門家たるダズルクは、死んだあとも的確に屍し葬そう咒じゆ兵へいたちを左右に抜けさせる挟きよう撃げき作戦をとってきた。さらにアインフュンフが砲台役の後衛となり、メルツァールの屍葬咒兵が前衛を勤め、間からは遊撃要員となったバモーゾの不意打ちが襲ってくる。咒式化軍隊に到達者級の咒式暗殺者たちが混じっているなど、考えつくかぎり最悪の状況だ。


    「全員で来られると押しきられる。正直、これ以上はどうにもならないっ！」


    　俺の叫びの背後で、ギギナが屠と竜りゆう刀とうで咒式剣士の胴を両断する。


    「なかなか風雅な趣向ではないか。雰囲気は故郷の竜狩り祭に近い！」


    「真顔で、そんな異常発言ができるところは感心するよっ！　感心ついでにドラッケンは一族まとめて滅びやがれっ！」


    　俺は咒式を紡つむぎながら、ヴァンへと絶叫する。


    「こちらは限界が近い！　ニルギンっ、ヴァンはまだ動かないのかっ!?」


    「やってますっぽいですよっ！」


    　ニルギンの返答は、俺の放った爆音に搔かき消される。


    　爆煙を突きぬけ、剛ごう拳けん士しが突進してくる。死者の顔と、突撃していたギギナの顔が至近距離で向かいあう。


    　次の瞬間、死者の顔が円形に削られて消失。


    　生体強化系第一階位〈蛇咬ジヤダ〉が発動。関節を増やしたギギナの顎あごが、犬歯で死人の顔を嚙かみ千切ったのだ。


    　顔を囓かじられた咒式士が倒れた。感覚器官を失って暴れる死者の後頭部にギギナの足。脳が破砕されて沈黙。捕食者となったギギナは口くち許もとを真紅に染めていた。口から垂れ下がるのは、眼球や唇くちびるが混ぜあわされた死者の肉片。


    「不ま味ずい。新鮮さがない」


    　死肉を吐きだしたギギナが跳躍していく。死者が雷撃と砲弾を放つが、空中の屠竜刀が受け止めていた。


    「緩ゆるい！」


    　雷撃と砲弾が両断された瞬間、弾けて消失。死者の代わりに、俺が驚く。


    　ギギナは作用量子定数と波動関数に干かん渉しようして、強引に消したのだ。それは、ギギナの鋼はがねの精神とフレグンの宝珠が可能にする、強大な干渉力。敵にしたくない前衛の技だ。


    　表情がない咒式士二人の前に、一瞬で間合いを詰めたギギナが現れていた。刃風をまとった一いつ閃せん。両断された咒式士たちの上半身が天高く飛ぶ。俺は咒式を紡ぐ。


    「ギギナ、もう少しだけ時間を稼げ！」


    「注文の多い後衛様だな」


    　両断された人体がアスファルトに落下し、黒血を撒まき散らす。猛る戦鬼が、すでに刃の暴風となって疾走していた。背後には切断された腕や頭や臓器が、鮮血をともなって流れていく。


    　接近戦において、ギギナは超一流だ。低位咒じゆ式しきをギギナが剣の一振りで消失させ、高位咒式は俺の咒式が先読みでつぶすかぎり、簡単に守りは崩れない。


    　それでも、膠こう着ちやく状態はいつまでも続かない。俺が続けさせない。


    　俺は魔ま杖じよう短たん剣けんマグナスを構え、咒式を重ねて紡つむぐ。


    　後衛咒式士の役目は砲台だ。前衛が敵を阻止して時間を稼いでいる間に、絶大な火力を持つ攻性咒式を紡ぎ、敵集団を一気に殲せん滅めつする。


    「動力がかかりましたっ！」


    　ニルギンの叫びに、ヴァンが目覚めの叫びをあげる。


    　ギギナが屠と竜りゆう刀とうを旋回。包囲網を薙なぎたおして僅かな時間を作るが、隊たい伍ごを整えた武装査さ問もん官かんたちが突進してくる。


    　前進に合わせて、俺は魔杖剣ヨルガとマグナスで紡いでいた大型咒式を放つ。二振りの刃の先から沸ふつ騰とうする濁流が放たれ、二重螺ら旋せんとなって宙に駆け登る。


    　上空で巨大な鎌首をもたげた水塊が、反転。雪崩なだれとなって死者たちに襲いかかる。


    　完全装備の咒式士たちの鎧よろいや兜かぶとに穴が穿うがたれ、剝むきだしの顔が濛もう々もうとした蒸気をあげて黒く泡立ち、眼球が抜け落ちる。鼻び梁りようが黒い肉にく汁じゆうとなって流れ、頭ず蓋がい骨こつまで晒さらし、ついに倒れ伏す。


    　倒れた前列の背後から、なおも死者たちが行進するが、酸を浴びて人としての輪りん郭かくを失っていく。伸ばされた指先の肉が泡とともに沸騰し、骨まで蝕むしばまれて崩ほう壊かい。魔杖剣が沸騰する黒い肉汁の海に落下して、汚らしい飛沫しぶきをあげた。


    　フッ素はもっとも電気陰性度の高い元素で、水素原子から電子を引きよせて、水素の陽イオンを作る力が強く、強い酸になりやすい。化学錬成系第六階位〈祓夭瀑爍溶流プロツケル〉によって生みだされるフッ化水素と五フッ化アンチモンの混合液は、人類史上最強の酸度を持つ超強酸物質である。


    　多重咒式で大量発生した超強酸が、大だい瀑ばく布ふとなって襲いかかれば、人間の顔面や体など瞬時に溶解させ、炭素にまで還元してしまう。残るのは無意味な黒い染みだけだ。


    　白煙が目め眩くらましに、強酸の泥でい濘ねいと炭化した死体が遮しや蔽へい物ぶつとなって行軍を防ぐ間に、ギギナは俺を抱えて後方に飛んでいた。屋根に到達すると同時に、ヴァンは脇道へと疾駆しだす。


    　追いすがる咒式士たち。化学錬成系第三階位〈翔噴突行ビユー〉によるジェット噴射で、飛ひ跳ちよう士しが撃ちだされてくる。


    　擦れ違った刹せつ那なにギギナが一刀で両断。俺は揺れるヴァンの上で弾倉交換。失速し、アスファルトに叩きつけられた飛跳士の燃料が引火し、爆裂。路上に緋ひと黒の炎が噴きあがる。


    　火炎の上空を無音の影が横切った。


    「あひふははははははははははははっ！」


    　天から降ってくる変態丸出しの哄こう笑しよう。バモーゾの[image: ]そう軀くが、ビルの間に天高く舞っていた。


    　暗殺者の飛ひ翔しよう予想点を視線で追う。バモーゾは右にあるビルの三階の壁面に着地し、長い膝ひざを曲げていた。続いて常識はずれの脚力で壁面を疾走し、ヴァンに並走してくる。


    　俺の放った〈爆炸吼アイニ〉の連弾がビルの壁面で炸さく裂れつし、大穴を穿うがつ。爆煙の間を、速度の緩急をつけたバモーゾが抜けていく。相手は遠隔咒じゆ式しき相手の戦闘に慣れていやがった。


    　多重放射された俺の〈曝轟蹂躪舞アミ・イー〉が、バモーゾの前方のビルに着弾。踏みしめるべき建物が、爆煙とともに崩ほう壊かいしていく。


    　バモーゾはすでに飛翔したあとで、ヴァンに降りかかる爆煙を切り裂いてきていた。俺の背中と、ギギナの甲こう殻かく鎧よろいの左肩口が弾け、鮮血が背後へと飛び去っていく。


    　ヴァンの屋根が歪ゆがむ音。振りかえりざまに、〈曝轟蹂躪舞アミ・イー〉を放つも、すでにバモーゾは再跳躍した直後。道路を挟んだビルの間を、撞どう球きゆうが反射するように飛びわたる姿があった。


    　蛋たん白ぱく質しつのレシリンは、撥条ばねのように、分子配列が引き伸ばされたあとに放たれると、蓄積された力の九十七％が運動エネルギーに変換されるという高効率を誇る。一回りほど膨ふくれた足に、関節をひとつ増やしているのは、二分の一に、撥条定数と伸長する距離の二乗をかけた、撥条の弾性エネルギーを引きだすためである。


    　一〇メルトルを飛ぶのに必要な七八四〇ジュールルを超える熱量、生体強化系第三階位〈蚤跳動踏プリンプ〉の咒式を、恒常的に発動していやがるのだ。


    　咒式によるバモーゾの急降下攻撃。雷撃咒式を放つも、予測していたバモーゾは蟲むしの羽を広げて飛行軌道をずらし、紫電を嘲ちよう弄ろうするように躱かわす。再び羽を畳んで急降下。


    　魔ま杖じよう短たん剣けんの急襲を、魔杖剣で受け止める。ヴァンの上で俺と暗殺者が刃を挟んで転がる。眼前には、俺の上に跨またがったバモーゾの笑み。


    「あひふふふっ！　さあ、僕の胸に飛びこんでおいで！　四肢を切断して、目をつぶして、尻を犯し、口癖は『早く殺してください、バモーゾ様』にしてあげるるっ！」


    「無理、だね。おまえは、俺に勝てないっ！」


    　息を切らしながらも、俺は叫びかえしてやる。バモーゾの唇くちびるが疑問に歪む。


    「へえ、なぜ？」


    　横合いからギギナの刃が突きだされるが、バモーゾが俺の魔杖剣を蹴けって逃のがれる。凄まじい反動が刃にかかり、ヴァンから落ちそうになり停止。ギギナが襟えりを摑つかんで支えていた。


    　ヴァンの後部へとバモーゾが転がっていき、膝ひざが撓たわみ、また大跳躍。天空へと暗殺者は駆け登っていく。


    　道路と左右のビルを三次元的に使ったバモーゾの立体攻撃に、俺の、人間の動体視力と反射能力が追いつけない。


    　歩道橋の下へヴァンが入っていき、お互いに精密な咒式を放てなくなる。


    　一瞬の休戦状態。俺が視線を向けると、ギギナが小さくうなずく。俺は大急ぎで空弾倉を引きぬき、予備の弾倉に交換。


    　歩道橋からヴァンが飛びでると、右の壁を走るバモーゾが見えた。


    「相手してやるぜ、社会不適応者っ！」


    「ガユスから僕を誘惑してくるなんてクソ幸せ！　いつでもどこでも、僕は濡れ濡れの超勃起さっ！」


    　壁面を蹴けって飛ひ翔しようしたバモーゾは、空中で身を捻ひねって俺の雷撃咒じゆ式しきを回避。後方の歩道橋にバモーゾが着地。水平跳躍へと移行しようとした瞬間、長い足を縺もつれさせて倒れる。意味が分からずに、青年が背後を振り向く。


    　青年の足首を摑つかんでいたのは、甲こう殻かく装甲に包まれた五指の鉤かぎ爪つめ。


    　事態を呑みこめずに振りむいたバモーゾの後方。破砕された歩道橋のコンクリとアスファルトの破片が噴きあがる。そこにはギギナの捕食者の眼光があった。


    　ヴァンから歩道橋の裏へと飛びついたギギナが罠わなとなり、駆けぬけた俺の挑発で、その不在を誤ご魔ま化かす。バモーゾが着地した瞬間、歩道橋をブチ破って後方から捉えるだけ。


    　俺に執着しすぎたことが己の敗因と知れっ！


    　硬直した時間が開放。ギギナの手元からガナサイト重咒合金の非情の刃が放たれる。足を伸ばしてバモーゾは捕食者の手から逃げる。


    　しかし、両太ふと腿ももへと水平となったギギナの刃が着弾。太腿の断面から黒血を撒まき散らしながら、バモーゾは前方回転。歩道橋の欄らん干かんを両手で摑み、逆さの横顔が憤怒に歪ゆがむ。


    「無ぶ粋すいなドラッケン族め、僕とガユスの交歓の邪魔をするなっ！」


    　腕を撓たわめてバモーゾが飛び跳ねようとした刹せつ那な、距離を詰めていたギギナの刃が、右から左へと疾はしる。両肘ひじが切断されては、撓められた力の反動は得られない。四肢を失ったバモーゾの胴体が右へと回転。


    　左へと抜けたギギナの白刃が、閃せん光こうとなって翻ひるがえる。回転するバモーゾの股こ間かんから、腰、そして一気に脳天までを横断していった。


    　空気分子が焦げる幻臭が漂ってきそうな、ギギナの凄絶な三連横斬り。二つに分かたれたバモーゾの凍りついた笑顔。衝撃のまま、今度は、右下へと飛ばされる。


    「あひゃへへへ、痛いひぃっ!?」


    　両断された肉塊は、気色悪い断末魔の叫びを発した。内臓と黒血の軌跡を描きながら、歩道橋の下へと落下。落ちていく途中に、俺の〈爆炸吼アイニ〉を叩きこむ。


    　爆風に頭ず蓋がいごと脳を粉砕され、バモーゾはアスファルトの上で汚らしい真紅の染みとなった。


    　四肢と体どころか脳まで両断、爆砕されては、二度と生き返ることもないだろう。


    「おまえが俺に勝てない理由は決まっている」


    　知覚眼鏡クルークブリレを直しながら、俺はつぶやく。


    「なぜだか知らないが、雑魚ざこ臭い笑いかたをする敵は、雑魚臭い死にかたをするようになっている。それが宇宙における不滅の掟おきてだ」


    　言いすてた俺の隣で、ヴァンが大きく軋きしむ。歩道橋から飛んできたギギナの長ちよう軀くが並び、屠と竜りゆう刀とうを突きたてていた。


    　爆裂咒式が放たれ、ヴァンの上空で炸さく裂れつ。俺とギギナが、ヴァンの屋根に叩きつけられる。同時に体の下の車体が揺れ、激しく蛇行。後輪が雷撃咒式で破壊されたらしく、ヴァンが滑っていく。


    　歩道の街灯に衝突し、車体が大きく跳ねる。ヴァンの屋根の穴から内部へ、俺とギギナが滑りこんでいく。目を回しているニルギンと、黒い毛皮が縮こまっているエルヴィン。呻うめき声をあげてアナピヤの瞼まぶたが開いていく。


    「な、に……？」


    　少女の疑問に答える間も惜しい。俺は予備咒じゆ弾だん倉とアナピヤと猫を抱えて、ヴァンの扉から飛びでる。回転する俺とアナピヤに遅れて、ヴァンが咒式に包まれる。化学錬成系の〈窒息圏チヤクス〉で、一酸化炭素濃度を一気に一千ｐｐｍに変える咒式。ヘモグロビンを使う生物であるかぎり、吸えば昏こん倒とうする。


    　窒ちつ息そく咒式の有効範囲から逃げながら、建物の陰へと転がりこむ。隣にはニルギンが乱暴に投げだされ、椅い子すのヒルルカを抱えたギキナが並んでいた。ここまで来ると、家具愛の凄さだけは認めたくなる。


    　爆音。俺とギギナのヴァン、バルコムＭＫⅥの前面をプラズマ弾が掠かすめ、アスファルトが吹き飛んだ。ヴァンの車体が大きく削られて、内装の一部が炎上していた。


    「うええ、俺のヴァンが」


    　思わず呻いてしまう。すでにロルカ屋の抵当に戻っていたのだが、長年運転してきた愛車が傷つけられただけでも心臓が縮む。修理費にいくらかかるとっ！


    「来るぞ」


    　黒煙の遠い向こう、通りの中央分離帯には、不吉な漆しつ黒こくの柩ひつぎが浮遊していた。柩の前に、七人の屍葬咒兵たちが壁となって行軍してくる。


    　爆発の熱で赤外線感知咒式が使えないため、こちらの位置を摑つかめない。楯による防壁を連ねた慎重な足取りだ。時間はない。


    「待っていることは得策ではない」


    　ギギナが屠と竜りゆう刀とうから空から薬やつ莢きようを排出し、咒弾を装そう塡てんしていく。


    　アナピヤを傷つけないために、敵は巨大咒式を使ってこない。屍葬咒兵の本隊が到着するまで、足止めをする気なのだ。そうなれば今度こそ数で押されて一巻の終わり。


    「ニルギン、向こうにビルが見えるな」


    　右方の遠くに見えるビルを顎あごで指し示すと、ニルギンがうなずく。


    「俺とギギナで、柩と死人どもを似合いの地獄へとブチ込みかえす。その間にアナピヤを連れて奥へ逃げこめ」


    「でもっ！」


    　アナピヤが小さく叫ぶ。双そう眸ぼうを前方に据えたまま、ギギナが不敵な横顔となっていた。


    「包囲は抜けられないし、待ち伏せがある。だとしたら各個撃破をしていくしかないが」銀の目は冷静に全員を眺める。「貴様らは足手まといだ」


    　ニルギンと、猫を抱くアナピヤがうなずく。ギギナがさらにニルギンに椅子を託す。


    「私の愛まな娘むすめのヒルルカを預ける。傷が一か所できれば、貴様を一回殺す。二つなら蘇生させてでも二回殺す。いいな？」


    　ギギナの本気の無理宣告に、ニルギンの顔が残像を生むほど早く上下に動く。魔ま杖じよう剣けんの柄つかを握りしめ、俺は咒じゆ式しきを紡つむいでいく。


    　俺たちが隠れている建物へ、柩ひつぎと死者どもが近づいてくる。爆風で赤外線感知咒式が無効化されている時間は、もう残っていない。


    「行くぞっ！」


    　俺の放った爆裂咒式が、前衛の屍葬咒兵を薙なぎはらう。後ろのアインフュンフは、当然のように結界と防壁構築で爆風を減げん殺さいしてきやがる。


    　ニルギンとアナピヤが逃げていく動きを背後に感じながら、俺とギギナが矢となって疾走していく。咒式を紡ぎながら、同時に左右に離れる。二人の間を重力波が駆けぬけ、アスファルトを削りとっていった。敵はまず俺とギギナを全力で排除しにきた。


    　同時に放たれていた〈雷霆鞭フユル・フー〉が、左に走る俺へと追尾してくる。ヨルガの刀身で受けて直撃を防ぐが、至近距離で紫電が弾け、頰ほおの産うぶ毛げが焦げる。自らへの爆裂咒式を避け、ギギナが道向かいのビルの壁を駆け登っていた。


    　二階の出窓を蹴けって、剣けん舞まい士しの急降下攻撃。屠と竜りゆう刀とうが降りおろされるが、重力咒式で緊急移動した柩に躱かわされる。切っ先はアスファルトを砕くだけ。


    　俺の爆裂咒式の端に捉えるが、干かん渉しよう結界で威力が減殺。柩は爆裂や雷撃や重力波や強酸の咒式を、四方に応射してくる。歩道に転がって必死に回避するが、爆風で全身の骨が軋きしみ、雷撃が太ふと股ももを焦がす。


    　本当にまったく同時に多系統の咒式を発動していやがる事実が、信じられない。


    　動きが止まった俺へ、アインフュンフが空中から接近してくる。走りこんだギギナが短刀を放つ。銀の飛ひ燕えんの群れは、爆裂と雷撃と重力波の防壁によって弾かれ、完かん璧ぺきに防がれる。


    　応射される鋼はがねの槍の群れを、ギギナが回転して回避。俺を摑つかんで跳躍。建物の一階の窓を破って飛びこみ、ガラスの破片をまといつつ着地。同時に左へと横転して、アインフュンフの爆裂咒式の追撃を回避。


    　爆砕されたコンクリや家具の欠片かけらが、背中に叩きつけられる。


    　苦く鳴めいを押し殺し、ギギナとともに部屋を駆けぬける。窓から飛びだし、路地を挟んだ隣の建物の窓へと飛びこみ、さらに疾走。


    　轟音が去っていく。柩から排出された空から薬やつ莢きようが転がる音が、単調な金管音楽を奏でていた。


    　道路上に浮かぶアインフュンフは、斉せい射しやを停止して横へ横へと逃げていく。防御咒式や干渉結界で、ある程度の攻撃咒式は防げる。相手はやはり本隊が到着する時間を稼ぐつもりで隙すきがない。俺とギギナも柩を追って大通りを移動していく。


    「クソっ、本気でレメディウス級の怪物かよ」咒弾を再装そう塡てんしながら、俺は焦燥感を吐きだした。「第五階位以上の高位咒式を使ってこないことが救いだが……」


    　だが、走りつづける俺の胸中に疑問が生まれた。


    「先ほどの防御は完かん璧ぺきだ。むしろひとつで充分な防御咒式を重ねるのは、過か剰じようすぎる反応ではないか？」


    「だからなんだ？」


    　並走するギギナが返してくるが、俺は答えられない。左の窓から外の様子が覗のぞけた。


    「いかん、アナピヤへと動くつもりだっ！」


    　アインフュンフは多少の危険があっても、アナピヤを捕らえることを優先しようと動きだしていた。疾走する方向を変化。建物の窓を破って俺たちが飛びだす。


    「こっちだ、柩ひつぎのお嬢さん！　趣味の悪いドレスを脱いで俺たちと遊びましょっ！」


    「この柩は、着たくて着ているのではないっ！」


    　激怒の声とともに重力波が即座に殺到。背後から建物の前面が崩ほう壊かいする音を聞きながら、俺たちは二手に分かれる。


    　柩の前方の咒じゆ印いん組成式から〈光条灼弩閃レラージエ〉の発生を予測。さらに重ねて展開していた咒式に悪寒を覚え、右横転して回避。俺の肩と左太ふと股ももを灼しやく熱ねつの針が貫き、前にいたギギナを貫通する五条の熱線が見えた。


    　苦痛に耐えて〈爆炸吼アイニ〉を発動。柩の前方の輝く物体が砕け、アインフュンフが移動。爆煙に隠れながら俺たちは左右に分かれる。


    「今のはなんだ？」ギギナの白い顔には、苦痛と疑問。「レーザーが途中で増えたように見えたが？」


    「光を分解しやがった！」


    　光学系咒式の主戦力である〈光条灼弩閃レラージエ〉で紫の単波長レーザーを発生させ、波長変換して可視領域全般に渡る七色のレーザーを作り、化学錬成系咒式第二階位〈分光リズン〉で作りあげた純粋ガラスの三角柱に通す。プリズムによって一条から七条に分かれたレーザーは、光線の散弾となって効果範囲を広げる。


    　多系統・多重咒式が使えるアインフュンフだからこそ可能な合成咒式。自分の使える五階位までの咒式を組みあわせて、火力不足を補ってきやがった。


    　落下するアインフュンフの柩の左右から、八本の奔ほん流りゆうが生まれる。生体変化系第二階位〈義ア擬ジ肢テ〉で発生した八本の蜘く蛛もの足が、ビルの壁面に突き立てられて落下を停止。


    　轟音。俺の砲弾咒式は柩の下の窓を貫通、向こうの壁面を虚むなしく破壊するだけだった。


    「高所に固定されると、移動に使っていた重力咒式が発射し放題になるか！」


    〈轟重冥黒孔濤ベヘ・モー〉が放射、着弾したアスファルトが重力場で圧縮。大穴が開く。


    　破片の雨を潜くぐって散っていた俺とギギナに、光学咒式と化学咒式が合成した七色の死の光が降りそそぐ。灼熱の刃が身を掠かすめる。光の刃が自由に動いて身を刻まれる前に、ギギナの投とう擲てきしていた封ふう咒じゆ榴りゆう弾だんが破裂。爆風でプリズムを砕く。


    　しかし、そこでまた時間がかかる重力咒式の組成式が完成、不可視の重力波が放たれる。横転して回避するが、今度は左脇腹を掠め、上着の裾すそが引きちぎられる。


    　重力が左外腹斜筋と内臓を搔かき回す激痛。視界が紅に染まるが、さらに転がって逃げる。


    　距離をとって、俺の巨大咒式で力押しするしかないとギギナと合意。別方向へと逃げる。待っていたように、アインフュンフの電磁雷撃系第三階位〈雷蜘蛛巣ウエツブ〉が発動。百万ボルトルの雷の網が、大地に張りめぐらせられる。


    　足元から這はい上がった雷で瞬間的に感電、全身が仰のけ反ぞる。水に濡れた体では、上着の耐電性が完全には働かず、硬直した体は即座に動けない。


    　再び重力咒じゆ式しきが殺到。横手に爆裂咒式を放つ反動で、緊急回避。予測してやがった敵は、その地点に再び二つの咒式で練りあげられた七つの光線を放射。流星となって降ってくる光に足首を灼やかれながらも、プラズマ弾を応射。


    　プラズマ弾は、アインフュンフに当たる部分だけが消失。干かん渉しよう結界で威力を削られたまま直進し、壁面を破砕するのみ。


    　俺が横転している間に、アインフュンフは隣のビルの壁面に再着地。再び磐ばん石じやくの砲台となって重力波を放ってくる。停まっていた廃車が圧縮され、爆裂。横転の動きから逃走に移ろうとして、俺は急停止。さっきの電磁網をやられる前に応射、しようとして大きく前へ跳ねる。


    　俺の足先の向こうに光。数十もの雷撃の群れがアスファルトに突き立ち、夜を白く漂白していく光景が見えた。


    　今度は〈雷霆散它嵐牙アガロス〉の三千万ボルトルの雷の嵐。バカ正直に応射していたら、俺は消し炭になっていた。


    　前転を疾走に変え、俺はビルの谷間を逃げまくる。通りの向こう側では、ギギナも回避に精一杯だった。


    　反射鏡を造る咒式で光線をお返ししてやりたいが、正確さを必要とする反射咒式を発動する時間を作らせてもらえないし、同時に重力波を重ねられれば即死。


    　逃げようとすれば、小技の広範囲雷撃咒式で足止めするか、必殺の雷撃という選択地獄。先ほどのような、奇跡満載な回避の二度目はない。


    　常識はずれの咒力を元に練りあげられたアインフュンフの咒式を連発する戦術には、つけいる隙すきがない。あれだけの咒式を同時展開できる咒式士は、十三階かい梯ていすら軽く越えている。天才レメディウスや勇者ウォルロット級の超咒式士としか思えない。


    　しかし実際には五階位までの咒式、つまり九階梯の咒式士に可能な咒式までしか使わない。六系統を同時に放つが、同系統が同時に使われることは、一度もなかった。


    「どこかで詐さ欺ぎをやられている、レメディウスやウォルロット級の咒式士がそこらにいてたまるか」言葉にして少し予測できた。「それほどの咒式士が、傭やとわれ殺し屋をやっているわけがない」


    　防御の奇妙さと強力すぎる咒力の異常さ。疑問は推測になり、数々の言動から理論を組みたてる。


    　完成した推測は奇怪だった。だが、賭けるしかない。


    　道の向かいを疾走するギギナに手信号で合図し、同時に急停止。方向転換して逆襲に移る。


    　紡つむいでいた化学鋼成咒式第五階位〈劣吁婪鎗弾射エリゴール〉を発射。劣化ウランの弾頭が分光体を貫き、後方のコンクリ壁を紙細工のように破砕。粉ふん塵じんのなかでアインフュンフの柩ひつぎが飛び跳ね、隣のビルへと移ろうとする。


    　俺の再度の砲弾を、アインフュンフが空中で緊急停止して回避。砲弾は着地先に炸さく裂れつし、コンクリ片と爆風を撒まき散らす。


    　着地先を失ったアインフュンフに〈爆炸吼アイニ〉を叩きこむ。八本の脚が引きちぎられ、棺は下へと逃のがれる。


    　連発した〈爆炸吼アイニ〉の爆風で、アインフュンフが下へと叩き落とされていく。


    　直撃しているのだが、干かん渉しよう結界と咒式で瞬時に生まれた鋼はがねの防壁で威力が半減。柩ひつぎが歪ゆがむが、致命傷にはほど遠い。それでも、俺は脳が沸ふつ騰とうするほどの超高速連続発動を止やめなかった。


    　秒間四発の連続爆風に押され、アスファルトに柩が激突する寸前、重力咒じゆ式しきで急制動をかけてアインフュンフが防いだ。


    　落下するコンクリ片と粉塵を煙幕に、ギギナの飛ひ翔しようと俺の疾走。街灯に着地したギギナがさらに跳ねた直後に、鉄管が光線に切断される。向かいの建物の窓に足裏をついたギギナが三度目の飛翔。


    　重力咒式で後方に逃げるアインフュンフが、ギギナの跳躍軌道に爆裂と蔦つたを放つ。


    　破壊の嵐が吹き荒れる壁面の遙はるか下。生体変化系咒式〈空輪[image: ]ゲメイラ〉で、背中から高圧空気を噴射したギギナは、垂直降下して回避していた。


    「死ぃぃねえっ！」


    　地に伏せるギギナへ、アインフュンフが遅らせて紡つむいでいた〈雷霆散它嵐牙アガロス〉を放つ。しかし、三千万ボルトルの雷撃の群れは、ギギナに届く寸前で壁に阻まれる。


    　ここまで強力な雷撃となると、通常の金属では防げない。


    　だが、イットリウムとバリウムと銅の酸化物で中空構造を作り、液体ヘリウムで満たして冷却。俺の化学錬成系第五階位〈導伝散乱絶壁マルフアース〉で、超伝導体となった壁は、強力な避雷針となって雷撃を大地に散らせたのだ。手間がかかるため、完全に読まないと展開できない咒式だ。


    　空気の焦げた臭気と、酸素が電離させられ変化したオゾン臭が漂い、壁が消失。同時にギギナが突進。アインフュンフの遠距離咒式の防壁内に、すでに俺たちは突入していた。そこは柩を左右に挟んだ対角線。この至近距離では、もう強大な咒式は放てまい。


    　左右からの刺し突とつに対し、柩は左右のどちらにも動かず、その場で身じろぎするだけだった。


    　ギギナの刃が柩の人工眼を斜め上方から貫く。柩をアスファルトに縫いつけ、離脱。固定された柩へと、俺の渾こん身しんの〈曝轟蹂躪舞アミ・イー〉が発動。トリメチレントリニトロアミンの爆裂が、柩を直撃する。


    　柩は白煙に包まれながら吹き飛び、アスファルトに落下。


    　俺たちの視線の先で、漆しつ黒こくの柩の輪りん郭かくが大きく歪み、蒸気をあげていた。


    　柩に象ぞう嵌がんされた人工眼が屠と竜りゆう刀とうに貫かれ、視神経を垂らす。大きく割れた蓋ふたからは、大量の鮮血が大河のように溢あふれていた。俺は油断せずに弾倉を交換。


    　道路に面した建物に歪んだ柩が立てかけられ、鮮血を流している。悪夢のような光景だった。


    論理的追いこみというよりは、力押しの戦いだった。


    　多系統を同時に使うアインフュンフといえども、連続で同系統を使うわけにはいかないことは、前々から確認していた。


    　砲台となられては隙すきがないので足場を崩し、重力咒じゆ式しきで回避させて攻撃に使われることを防ぐ。ギギナと俺が間合いを詰め、それぞれの系統を使わせる。予想どおり、最後に手の速い雷撃咒式を発動してきたので、つぶしただけ。同系統の咒式と咒式の間に畳みこむ、超高速連係の勝利だろう。


    　白煙をあげる柩ひつぎからアインフュンフが咒式を紡つむごうとして、組成式が散った。これだけの負傷で、咒式を展開する力などあるわけがない。


    　逃げた建物の影からは二人と一匹の顔。不安げなアナピヤとエルヴィン、そしてヒルルカを抱えたニルギンが、顔を並べていた。


    　俺とギギナは、とどめを刺すべく接近する。ギギナが突き刺さったままの屠と竜りゆう刀とうを引きぬく。


    「出てこい引きこもり。現実世界の厳しさに触れさせてやるよ」


    　歪ゆがんだ柩の端に鼻唄混じりの俺の手が掛かると、弱々しい悲鳴があがる。


    「あ、開け、ないで、開け、ないで！」


    　構わず歪んだ柩の蓋ふたに手をかける。魔ま杖じよう剣けんを射しこみ、全身の力で柩の蓋を開けていく。


    「分かっているんだよ。おまえは超高性能の宝珠を五つ用意して咒式を同時……」


    　金属製の蓋を開けて見えた光景に、俺は息を呑む。背後に近寄ってきていたアナピヤが、声にならない悲鳴をあげる。内部にあった光景は、俺の予想とは違っていた。


    　アインフュンフの柩の内部には、緋ひや桃色の内臓が敷きつめられていた。


    　柩の輪りん郭かくに従って配置されていた桃色の小腸が破裂していた。中央下辺りでは、呼吸を助ける横おう隔かく膜まくの収縮が止まり、破れた右肺から出血している。肺の隣では、静脈と動脈に血液を送りだす心臓が、弱々しく脈動していた。


    　内臓が敷きつめられた柩の中央に、生体咒式士によくある内蔵式魔杖剣が並び、六つの大脳が鎮ちん座ざしていた。


    「これが、咒式を六つ同時発動する秘密だったというわけだ」


    　アインフュンフは、六人分の脳と内臓が柩に押しこめられた咒式士なのだ。


    　そう、過か剰じような防御が、六人の思考が統合されていないことを示していた。


    　攻勢では六人同時攻撃は有効だが、守勢、しかも命の危機になると、六人それぞれの方向に防御や回避をしようとし、統一された行動ができなくなるのだ。


    　右上の脳に設しつらえられた、剝むきだしの二つの眼球が、俺を見据えた。


    「「お、願い……、お願いでき、る、立場ではな、いけど、こんな、私たちの醜い姿、を見られたくない……」」


    　六つの脳の下に並ぶ六つの唇くちびるが、悲痛な訴えを連ねる。女たちの必死の願いに、俺は目を逸そらし、静かに扉を閉めた。敵である力をなくした以上、無む慈じ悲ひを重ねることもない。


    「「あ、りが、とう」」


    「どんな理由で、こんな酷ひどいことが……」


    　俺は嘔おう吐と感を堪こらえて、柩の蓋を握りしめる。


    「私は、いえ、私たちは実験体だったの」「メトレーヤ研究所の実験の落とし子」「肉体より寿命が長い、脳だけで生きる実験」「そしていろいろな種の脳を組みあわせる実験」「実験途中でなんとか逃げだした」「そしてつぎの作品のための試作品。みんなも、アティも。けれどもメーティーだけが違うらしいの……」


    　輪唱のように女たちの慟どう哭こくが重なる。


    　俺を押し退のけて、アナピヤが柩ひつぎに摑つかみかかる。小さな横顔は蒼白になっていた。


    「メーティーってあたしの昔の愛称だよ！　本名はメルティアっていうの！」


    　柩を揺らすアナピヤを、俺が抱きとめる。柩から噴出する血液や体液で、アナピヤの胸元が紅に染まる。


    　アナピヤが叫んだのは、修道女カリラエが話した事実、アナピヤの過去の関係者しか知りえない事実だ。だとすると、メルティアを知るこの柩の六人は……。


    「メーティー、あなたは、あのメルティアなの!?」


    　アインフュンフの確認の問いかけ。アナピヤの体に波は紋もんのような震え。


    「私はアリー、シャ。しっかりものの、アリーシャ、よ……」「私、は泣、き虫のツバイ」「私はドレ、ウ。残、りの妹た、ちは、ああ、今死んでしまった……」


    　柩の声にアナピヤが衝撃を受けた。少女はようやく言葉を絞りだす。


    「そん、な。あなたたちが、どうし、てこんな……？」


    　アインフュンフは、アナピヤの幼なじみたちの成れの果てだったのだ。


    「ああ、私たちは逃げ出した。どうして私たちはこんな目に。こんな生を……」


    「ああ、ツバイが死んだ。楽しかったわ、あのころは。生体咒じゆ式しきを使え、る彼女が死んでは、助からない。ドレウ、ドレウも消えていく。なにが愛よ、私の命はもう……」


    　混濁し、意味不明の言葉を挟みながら、アリーシャのつぶやきが小さくなっていく。


    「あの、あたしが仲良かったアティはどうなったの!?」


    「ああ、なにが永遠の楽園だ。みんな実験で殺された。メーティー、あな、ただけは成功、作なのよ。悔しい。どうして、こんな。思い出してはいけない、そうか、あい、つが、あいつらに気、を、つけ……」


    「アリーシャ、どういうこと？　あいつって誰？　待って、死なないでっ！」


    　アナピヤが柩を叩いて絶叫するが、答えは永遠に返ってこなかった。六つの脳は完全に活動停止していた。


    「どうして、どうしてよ！　せっかくみんなに会えたのに！」縋すがりついたアナピヤが膝ひざから崩れた。「実験とはなんだったの？」


    　アナピヤは、柩から漏もれだしていた血と体液と内臓の海に落ちた。アナピヤの少年のような尻と服が真紅に染まっていく。


    「行くぞアナピヤ、敵が迫っている」


    　俺はアナピヤの細い手を取る。謎なぞは深まるばかりだが、戦闘に時間がかかりすぎた。街路の先には死者たちの行軍。おそらく包囲網が完成されつつある。


    「連れていって」


    　俺の視線をアナピヤが受け止め、立ちあがっていく。ニルギンがヒルルカを抱えて、決意の視線を向けてくる。少女が決心する。


    「思い出したの。記憶は、あの記録映像は、メトレーヤのもっとも奥の実験所のものだった。あたしを連れていって、最終実験所へ！」


    　アナピヤの必死の叫びに、俺はうなずいた。なにかが足りないことに気づいた。


    「エルヴィンはどこだ？」


    「来たぞっ！」


    　颶ぐ風ふうとなって飛びかかってきた投とう槍そうの群れを、ギギナが斬りはらう。猫のエルヴィンのことはあとだ。いつものように要領良く逃げてくれると信じるしかない。


    　街路の前後には盾の列に、青白い死者たちの顔。俺たちは包囲網の薄い場所を目指して、突進していく。


    



    



    　眼前に出現した屍し葬そう咒じゆ兵へいを切り伏せ、路地を駆けぬける。


    　すべての屍葬咒兵の知覚がメルツァールにつながれているので、留まることはできない。


    　アナピヤを背後に庇かばいつつ路地を抜ける。建物の間から、屍葬咒式士たちが殺到してきた。咒式を紡つむぐ間もなく、刃の群れを魔ま杖じよう剣けんで受ける。ギギナが剣を振って血路を開き、俺たちは建物に沿って逃げる。


    　制御が狂ったのか、アナピヤへと向けられた死者の剣。閃せん光こうのように閃ひらめいたニルギンの手が白刃を挟む。即座に体重を乗せて折る。


    「ニルギン、やるね」


    　魔杖剣を後方に返して、アナピヤに剣を向けた死者の頭を両断する。


    「これでも潜入査さ問もん官かんの端くれ風らしいのですっ！」


    「椅い子すを守れ、端くれ！」


    　ニルギンの得意気だった顔が、ギギナの叱責で蒼白になり、椅子を抱えて後退していく。椅子の守りができたことで、ギギナの動きが良くなる。剣が旋回し、死者を葬っていく。


    「建物の内部へ逃げろっ！」


    　ニルギンとアナピヤが、砕けた扉を抜けて構内へ入っていく。俺は横合いから伸びてきた剣を弾き、返礼の砲弾咒式で肉片に変えてやる。砲弾による轟音が構内に響く。死体は上半身を喪失していた。もはや無惨な死者を見ても感覚が麻ま痺ひしてなにも思わないほどの激戦。


    　視線を戻すと、ギギナの激闘が続いていた。


    　ギギナと対たい峙じしていた屍葬咒兵の胸板を貫いて銀光が迸ほとばしり、屠と竜りゆう刀とうが弾く。哀れな死者が自らの胸から生はえた刃を眺める。濁った眼球に理解はなく、反射だけ。


    　刃が大きく動き、武装査問官の肉体は解体され四方へと飛び散る。濁った眼球ごと頭部が床に落ちる。


    　迸ほとばしった刺し突とつとギギナの迎撃の刃が、血ち霧ぎりのなかで激突。


    　刃の向こうから現れたのは、青い蝶ちよう。


    　ユラヴィカの美び貌ぼうだった。ついに俺たちは死神に追いつかれてしまった。


    「哀れな屍しかばねどもを利用させてもらったが、そう簡単にはいかぬか」


    「くだらぬ奇襲だ。決闘は一対一という、ドラッケン族の誇りはどうした？」


    　問いを載せたギギナの刃を、ユラヴィカが歪ゆがんだ笑みと屠と竜りゆう刀とうで受け止める。


    「そのようなものは捨てた」


    　拮きつ抗こうしていた剛力が左へ流れる。悲鳴をあげる刃を合わせたまま、並走する二匹のドラッケン族。


    　奥へ向かうニルギンとアナピヤが、俺たちへと振りかえる。二人の背後から出てきた咒じゆ式しき士しの額に、俺が投とう擲てきした魔ま杖じよう剣けんが突き立つ。脳からの信号が途切れて、死者は倒れる。


    「奥に行けっ！」


    　最悪の選択だが、逃げ道はそこにしかない。階段を駆けあがるニルギンとアナピヤ。


    　額から生やした魔杖剣を気にせずに、咒式士は大槍を突きだしてくる。刺突に肩先を貫かれながら内側に入りこみ、俺は自らの魔杖剣の柄つかを握って〈雷霆鞭フユル・フー〉を発動。体の奥の神経から脳まで感電する死者を見ることなく、俺は振りかえる。


    　ドラッケン族同士の刃が打ちあわされ、弾かれたように離れる。


    　ギギナと俺は、ユラヴィカと対峙する。


    　ユラヴィカが滑るように歩み、ギギナが呼応する。


    　閃せん光こう。


    　裂れつ帛ぱくの打ちこみを受けきれずに、後方へと倒れるギギナ。あまりの速さで視認不可能なユラヴィカの一撃だった。


    　全身の筋力を振り絞って、飛んできたギギナを抱える。同時に掲げた魔杖剣で、ユラヴィカの追撃を受ける。凄まじい衝撃でヨルガの刃が胸に叩きつけられ、ギギナごと後方へ吹き飛ぶ。肋ろつ骨こつが三本折れ、回転。左右の屍葬咒兵の群れが、好機とみて咒式を紡つむぐ姿が見えた。


    「邪魔をするなっ！」


    　ユラヴィカの屠竜刀ゾリューデが振りおろされ、咒式による煌きらめく板が生まれる。咒式を放とうとしていた左の死者たちが、衝撃に揺れる。


    　屠竜刀の先端に放物面型の水晶やチタン酸ジルコン酸鉛えんなどの圧電素子を作り、高周波の高電圧を印加。圧電効果により素子の板が超振動し、超音波と高周波が発生。


    　生みだされたエネルギーは放物面の焦点へと導かれ、合わせて標的の表面で発生していた炭化珪けい素その粉末が振動。結果、不吉な唸うなり声をあげて超振動する炭化珪素により、屍葬咒兵が肉も骨も削りとられていく。


    　同時に超音波は液体中の粒子を、おそるべき加速度で揺さぶる。全身の赤血球や血小板が破壊され、血管の内壁が激しく損傷。変形しにくい強化骨格や装甲に亀き裂れつが入り、砕ける。


    　すでに顔と胸板と腹、太ふと股ももと脛すねと足首と、死者たちの前半分が完全に消失していた。


    　咒じゆ式しきの唸うなり声が止やむとともに、無惨な断面から、鮮血と内臓を滝のように噴出。そして、自らの血海に朽くち木きのように倒れていった。


    　不死身の屍葬咒兵が、断末魔をあげることすらできなかった。化学珪けい成せい系第五階位〈珪振鑢ラ・削喰唱ウーム〉の残ざん酷こくな破壊の光景に、俺たちが息を呑む。


    「そちらもだ！」


    　ユラヴィカの背外套マントが翻ひるがえり、白銀の飛ひ燕えんが咒式士たちに襲いかかる。死者たちが刃で鎧よろいで跳ねかえし、銀の破片が儚はかなく砕ける。


    　反撃の咒式に移ろうとした死人たちが急停止し、跳ねるように痙けい攣れんした。


    　血の気けのない唇くちびるを断ち割りながら、銀の穂先が突きでた。続いて、眼球を突き刺し、耳や鼻び孔こうから輝く刃が飛びでたと見えた瞬間。咒式士たちの全身から水晶の刃が噴出し、[image: ]よじりあわされていき、肉体を上空へと押し上げていく。


    　屈強の武装査さ問もん官かんたちが瞬殺され、天井に届かんばかりに巨大な水晶の樹木の内部に葬られていた。


    　水晶で傷ついた者はもとより、破片を吸いこんだだけでも、媒ばい介かいとなった水晶が化学珪成系第五階位〈曄樹内刃葬林ゼパ・ル〉の咒式により、爆発的に増大する。迸ほとばしる水晶の刃が、内臓と肉と骨を切り刻みながら皮膚を突き破り、最後には対象者を密閉する樹木となって窒ちつ息そく死しさせる。


    　どんな生物だろうが、二段構えのこの咒式を喰らって生存は不可能。狭い場所でこの二つの咒式を発動されれば、俺やギギナでも防ぎようもなく即死するしかない。

  


  [image: ]


  
    　月光に煌きらめく水晶の森と山の下、ユラヴィカだけが何事もなかったかのように立っていた。


    「行くぞ」


    　水晶の結合が解かれ、死体の肉片が落下するのと同時に、ユラヴィカが突進を開始。俺は高速展開で〈爆炸吼アイニ〉を発動。間近に迫ったユラヴィカの胸元で炸さく裂れつ。


    　凶戦士が両腕を交差して防御しながらも吹き飛ぶ。爆発の反対側にいた俺とギギナも、後方へと飛ばされる。敵の方向にだけ鋼はがねの刃を混ぜたのだが、爆風は俺の折れた肋ろつ骨こつを軋きしませる。激痛で気が遠くなりながら、床に踵かかとをつく。


    　前方のユラヴィカは爆煙のなかで、膝ひざをついている。周囲には砕けた水晶の雨が降る。戦士の目には闘志。鎧よろいの強度が凄まじすぎて、肉体に爆裂が届いていない。


    　今度はギギナが俺の襟えりを摑つかみ、一気に右上方へと逃げる。重力が戻り、巨大な階段の踊り場に着地。さらに左へと飛び跳ね、上の階へと到達。そこでギギナの体力が尽きた。


    「退ひくぞっ！」


    　厳しい顔でギギナが言いすてて、階段を上りだし、俺もあとに続く。


    　廊下の途中で逃げているニルギンとアナピヤに追いつき、二人ごとギギナが抱え、さらに逃走する。

  


  
    十四章　不死なる魂の死


    



    



    　若きデントリウス将軍は父の老シルバリルに、ゼネデア王の生死を分ける一戦で


    　活躍した自らの軍略を話した。王は若き将軍の手を取って感謝したという。


    　老シルバリルは息子のデントリウスに「王はおまえのどちらの手を取ったか」と尋ねた。


    　デントリウス将軍は屈託もなく右手だったと答える。


    　老シルバリルは「では空いているおまえの左手は、なぜ王を短剣で刺さなかった。


    　王になれる機会に気づかぬとは、育て方を間違った」とおおいに嘆いた。


    
      ハイロニム・ウリエ・アプナス「謀ぼう士しの時代」皇こう暦れき三二年

    


    



    



    　月下に広がるのは遙はるかな雲の海。青い月光が雲上を照らし、穏やかな波は濤とうを青白く染めていく。地上の喧けん噪そうから遙か遠く。夏でも冷たい風が渺びよう々びようと吹く音が聞こえるだけだった。


    　雲の上をいくつもの影が飛ひ翔しようしていく。翼で滑空し、頭部には表情のない目が収まる。十数匹の〈飛竜〉の群れが、地上四千メルトルの高さを編隊となって飛翔していく。


    　〈飛竜〉たちの前方の青白い雲に、黒い影が透けて見える。〈飛竜〉たちが翼を連ねて雲の内部の影を追う。黒い影は雲の内部で巨大化していき、ついに出口に達する。水蒸気の塊かたまりが弾け、波は濤とうを散らす。


    　〈飛竜〉たちが鳴き声とともにそれぞれに散開して、落下してくる雲の瀑ばく布ふを避けていく。


    　雲の海を貫いて出現したのは、巨大な影。黒々とした鱗うろこ。巨大な[image: ]蝠こうもりの翼。鰐わにのような頭部の左右に、それぞれ六個、合計で十二個の青い眼が並ぶ。背中から生はえた翼がはためき、雲を散らす。


    　雲の残ざん滓しを後方にたなびかせて高速飛ひ翔しようするのは、全長三十メルトルほど、一千歳級の青黒い竜だった。多数の強大な咒じゆ式しきが巨体の成立と、飛行を可能にさせていた。


    　〈飛竜〉たちは巨大な〈長命竜アルター〉の上下左右に並行して飛翔し、急降下や急上昇を繰り返す。周囲の監視者たちの動きを気にせず、竜は飛翔していく。


    　鱗に覆われた巨竜の背に、人影が座していた。黒と白に塗りわけられた服の裾すそや袖そでは、冷たい風によって後方になびく。白い顔は青い月光に照らされて、輝くようだった。左右の瞳は月光に合わせて、緑から青と虹のように変わる。


    「良き月かな」


    　右手に握られた酒杯が掲げられる。透明な液体にも月光がそそぎ、海のような色となっていた。高度と速度で氷点下に近い気温だが、人物は平然と月下を楽しんでいた。


    「優雅なことですな」


    　風の間を貫き、人影の足あし下もとからの声。空を行く巨竜が、器用に人語で話していた。


    「ヨーカーン殿、すでに〈飛竜〉どもが騒いでおります。おそらくは竜緩かん衝しよう区くの上に差しかかっているかと」


    　周囲の〈飛竜〉たちは、高空を行く竜と人を追跡しつづけていた。小こ蝿ばえのように竜と人の周囲を旋回している。警戒の声を投げかけあっていた。


    　対してヨーカーンと呼ばれた人物は、酒杯を口につける。白い喉が動き、[image: ]えん下かする。


    「案ずるなガノガナム」


    　名を呼ばれた竜の十二の目が、自らの上に座す人影に向けられる。対するヨーカーンは赤い唇くちびるに笑みを浮かべていた。酒杯は周囲の〈飛竜〉たちに向けられる。まだ小蝿のように周囲を飛びまわりつづけていた。雲海の上で警戒の声が続いている。


    「すぐに上を抜ければ、彼らは手出しをして来ぬ」言葉のとおりに、〈飛竜〉たちは近づいてこない。「竜を統すべる龍であっても、世界すべてを監視できるわけもない。余興でエリダナへと向かわされたが、帰りは遊ゆう行こうとしたい」


    「この距離の移動が余興、ですか？」


    　竜の声は風の音のなかでも響く。座したヨーカーンの腰のあたりには、水が入った瓶びんが置かれていた。左手が瓶の表面を撫なでている。


    「あのものもよく分からぬ。一瓶の水のために、大賢者を東西の境界に走らせる」笑みとも哀しみとも判別つかぬ表情となる。「そこがおもしろいとも言えるが、疲労した。帰ってキュラソーによる東方の料理でも食べて、冷やかしてみたい」


    　大賢者の顔には好奇心の色。


    「東方の人間は、生の魚や頭とう足そく類るいに大豆のソースをかけて食べる」


    　声には驚きが満ちていく。


    「それどころか大豆の煮汁を固めてトーフ、腐った大豆をナットーという料理として食べていたな」


    「前者はまだ分かるにしても、後者の料理はなにかの罰なのでしょうか？」


    　竜の顔に浮かぶ表情は分かりにくい。それでも疑問の色が十二の瞳にあった。対してヨーカーンの目は輝く。


    「東方の人間は食に対して貪欲なのだ。世の中はまだまだおもしろいことで溢あふれている」


    　答えたヨーカーンの表情に気づきが生まれる。


    「そういえば、エリダナでもおもしろきものが見られた」


    　ヨーカーンの口元の笑みが深まる。


    「実におもしろき事物に人物だった。退屈な世であれど、この世だけがまたおもしろし」


    「あなたはよく分からぬ」


    　竜のガノガナムが喉の奥で唸うなり、体が揺れる。


    「それでこそ、私が竜であっても白銀龍から離れ、あなたについた意味がある」


    　竜の笑いであったが、巨体にすぎるために体の揺れとなったのだ。ヨーカーンが薄く笑う。


    「その誉ほめ言葉を宝玉の内部のものたちに言ってやってくれ」


    　ヨーカーンの周囲には、赤や青や緑や紫、黄色や橙色や白や黒の宝玉が浮遊していた。惑星に付き従う衛星のような宝玉だった。


    「私は、地上でもっとも強大な生命体である〈長命竜アルター〉です。長い寿命に巨体、死の息吹に強大な咒じゆ力りよくを持つ。ですが」


    　竜であるガノガナムの十二の目に厭いとわしさが宿る。


    「その私でも宝玉に封じられた八体は恐ろしい。〈笛吹男〉に〈審判者〉、そして〈青ざめた死〉に〈世界の結び目〉に、他のものたち。上に載せているだけで心臓が竦すくみます」


    　ガノガナムの嫌悪感を嘲ちよう弄ろうするように、宝玉は緩ゆるやかに周回軌道を回っている。緩く明滅する球体たちは、竜をも圧迫していた。周囲の〈飛竜〉たちも圧力を感じて、飛ひ翔しようを乱す。悲鳴をあげて逃げていく〈飛竜〉に、落下していくものもいた。


    　大空の混乱の間を、竜は優雅に飛翔していく。


    「彼らを従え、飼い、術で縛っているあなたこそが恐ろしい」


    「宝玉に封じなければ、我でも危険すぎて扱えないだけだ」ヨーカーンが苦笑し、表情が一転する。「オキツグの多くの刃と同じようなものだ。彼のすべての太刀を見たものはいない。すべて死んでいる」


    　ヨーカーンの横顔には翳かげり。


    「拾じゆうの太刀の〈骨ほね喰ばみ國くに吉よし〉に玖きゆうの刃である〈鬼おに丸まる國くに綱つな〉は背筋が凍える力を秘める。しかし漆しちの銘めいが打たれた〈三み日か月づき宗むね近ちか〉から上は、刃の範はん疇ちゆうに収まるとは思えない」


    「あの御ご仁じんは戦乱の時代の申し子、武神か戦神の化身と呼ばれるほどであるゆえに」


    　ガノガナムが苦言を呈する。


    「いくらあなたでも、あの御ご仁じんと争わぬほうがよろしいかと」


    「分かっている」


    　ヨーカーンの白い左手が挙がり、自らの首に触れる。滑らかな肌を指先が撫なでる。


    「首を切り落とされることは、あまり楽しい経験ではない」言葉が奏でられる。「主君に同僚が我の味方と思えないとは、またおもしろい」


    　ヨーカーンが薄く笑う。目は自らの玉座となったガノガナムを見つめる。竜は空を滑空していく。


    「我は九つ目を探しているが、ガノガナム。おまえはどうだ？」


    「ご容赦を。あなたとオキツグ殿との間に立つ蛮ばん勇ゆうはございませぬ」


    　ガノガナムは丁てい寧ねいに断った。ヨーカーンは足あし下もとの竜に問う。


    「ここはどのあたりになる？」


    「エリダナから人の車で一日ほど、メトレーヤの上空になります」


    「竜緩かん衝しよう区くの間だな。なるほど〈飛竜〉どもがうるさかったわけだ」


    　ヨーカーンの目が紫の色となり、眼下を眺める。雲の海の間から地上の光景が遠く見える。人工の灯りが黒天鵞絨ビロードの上に、宝石を撒まいたように煌きらめく。暗く沈む山々や森は、人々の手が及ばない〈異い貌ぼうのものども〉の領域だった。


    　メトレーヤと呼ばれる一角は、山々の底で森に抱かれるように広がる。


    「咒じゆ力りよく波長を感じる」


    　ヨーカーンは顎あごに指先を当てて考えこむ。


    「我が同族、竜の波長も感じます。これは白銀龍の眷けん属ぞく、かなり強力な個体ですな」


    　ガノガナムの目も眼下の廃都にそそがれる。無人のはずの街にはいくつもの光点が灯る。爆裂や炎上の灯りは四千メルトルの高空からでは、火花にしか見えない。


    「この咒力波長は、どこかで感じたことがある」


    　ヨーカーンの目は街に灯る炎の点を見下ろしていた。口元には薄い笑みが浮かぶ。


    「あのときに撒まいた種がここで発芽するようだな」


    　ヨーカーンは遠い記憶を呼び覚ますように告げた。


    「これは、なかなかおもしろきものどもが集っているようだ」


    　目は見えないはずの眼下の状況を捉える。不可視の咒力という感覚の触手が、廃都に伸ばされていた。


    「人に竜。愛を請うものどもの恐るべき憎悪。そしてこれは〈暴帝ゲバルト・ヘルシヤア〉の力か」


    　溢あふれる感情を賞味するように、ヨーカーンは目を閉じる。


    「変わらぬ歴史の流れに、人は抗あらがうことを許されず、ただ加速させるしかできない。繰り返された世界で、さてどのような終幕となるのか」


    　ヨーカーンの声は、地上四千メルトルの虚空に響く。竜は疑問を口にした。


    「どういうことです？」


    「ガノガナムが知ることではない。まだ知らずともよい」


    　ヨーカーンは目を開き、竜の問いを流した。大賢者の目には疑念。


    「まさか、ここまで見通してモルディーンは我を派遣したのか？」


    　独り言が漏もれる。ヨーカーンは自らの疑念に苦笑する。


    「あれほどの策士を相手にすると、すべてに策謀を感じてしまう。我もまだまだ読めぬことが多い。この世のすべてを知ることはできない」


    　大賢者は酒杯をまた煽あおる。竜は主人の興味の方向を熟知していた。


    「では、少し観劇してまいりましょうか」


    　大賢者を乗せた巨竜は、大きく翼を振った。雲が吹き散らされ、翼が空気を摑つかんで揚力を発生。斜めに巨体が上昇していく。竜の飛ひ翔しよう咒じゆ力りよくによって、進路にあった雲が押しのけられていった。


    　天に座す月を目指すかのように、人と竜は飛翔していく。天頂に到達し、滑空に移る。


    　ヨーカーンの虹の目は、眼下の景色を眺めていた。


    



    



    　飛びこんだ部屋は、メトレーヤに溢あふれる実験室の一角だった。


    　おきまりの医療機器に手術台。鉤かぎや鎖、用途不明の禍まが々まがしい形状の器具が棚たなに並んでいた。


    　荒い息を整えながら、俺は壁に凭もたれていた。ギギナも屠と竜りゆう刀とうを振って血ち糊のりを払い、横に並んでいる。


    　屋内の一室で、俺たちは身を隠していた。負傷と疲労で動けず、黙々とギギナが発動する治ち癒ゆ咒式が光点を灯すだけだった。


    　部屋の隅で、ニルギンは椅い子すを抱えて肩を上下させている。俺の隣では、アナピヤが震えていた。


    　状況は悪い。アナピヤがいるかぎり、死人どもにビルごと吹き飛ばされることはない。しかし、あの超戦士ユラヴィカには関係ないだろう。必ず追ってくる。


    　俺は、いまだに痺しびれている手を見つめる。


    「あの剛力はおかしいぞ。受け止めることもできない。なんというか」俺は息を吐く。「鬼気迫るものがあった」


    「たしかに。それに屍し葬そう兵へいを楯たてに使うとは、以前のユラヴィカならありえぬ」


    　ギギナが呻うめくようにつぶやく。


    「ドラッケン族らしくない、か」


    　感慨を漏らすと、アナピヤの震えが酷ひどくなっていた。アナピヤの小さな肩を引きよせて、濃い紅茶色の髪を撫なでる。


    「大だい丈じよう夫ぶだ。ユラヴィカは俺たちでなんとかする」


    「……違うの」アナピヤの声に怯おびえがあった。「……ここなの、ここがあの映像が撮られた場所、最終実験所なの！」


    　アナピヤの呻うめき声とともに、どこかから駆動音が発生する。跳ね起きると、例の冷たい声が響く。


    「……部外秘の補足記録。ただし、所員の個人的な楽しみでの閲えつ覧らんは自由。……適格者承認。起動」


    　アナピヤが手で口を押さえ、悲鳴をあげることを堪こらえる。


    「またか、誰がこんな……！」


    　俺は誰かの悪意を確信した。緑の手術着の群れと、手術台前の少女、前と同じ立体光学映像が現れていく。


    　出現したのは、過去の幻影のアナピヤ、再びの今より少し幼いメルティアだった。


    　立ちつくしたメルティアの前に義父のアズルピが向かいあう、以前の映像の続きらしい。少女の顔には不安。そしてアドレナリンが臭いそうなほどの恐怖の色。


    「いつもの、いつものとおりにしたら、実験をしなくていいの？」


    「いつもの人形遊びとは少し違う遊びをするだけだ」


    　無言のアズルピの右手がメルティアの頰ほおに伸ばされ、首筋を蛇へびのように撫なでる。


    　少女は唇くちびるを嚙かみしめて耐える。視線の先、部屋の奥の手術台の上にはアティーティアが横たわる。無惨に脳が開かれた少女の目には意志も感情もない。羞しゆう恥ち心を一番感じる年頃だが、アティーティアは性器と肛門を開いて、放ほう屁ひの音とともに糞ふん尿にようを垂れながしていた。


    　アティーティアの目の焦点は合わず、唇からは涎よだれが流れている。


    　人間の、女性としての最低限の尊厳すら奪われた従姉いとこの無惨な状態に、メルティアは恐怖した。少女の体が震える。


    「どうする？　アティーティアの実験の続きか、それとも新しい実験、どちらがいい？」


    　アズルピの再度の問いかけに、メルティアの肩が跳ねる。少女は顎あごを激しく上下させる。彼女は従姉のように輪りん姦かんされ脳を破壊されることだけは避けたかったのだ。そのためなら、メルティアは靴の裏でも舐なめそうな哀願の顔となっていた。


    　同時にアズルピの手が一気に下がり、メルティアの手術着を縦に引き裂いた。熟さない果実のような小さな乳房と、肋ろつ骨こつの形が浮きでた胸板、そして下腹部の薄い茂みまでもが、白い照明に晒さらされる。


    　白衣の研究者たちの冷たく、そして熱を帯びた無ぶ遠えん慮りよな視線が裸身を見つめていた。


    　メルティアは茫ぼう然ぜん自じ失しつの状態だった。次の瞬間で我に返り、身を[image: ]よじって裸身を隠そうとするが、少女の腕を摑つかんだアズルピの手が許さない。いつかとまったく同じことの再現だった。


    　メルティアが苦く鳴めいを発するが、アズルピの手は固定されたまま。少女は逃げられない。


    「大だい丈じよう夫ぶ。今日はいつもの遊びはしない。なぜなら、もう飽きたから」


    　アズルピが続ける。


    「全員がもうおまえで遊ぶことに飽きてしまった。だから今日は別の趣向がある」


    　緑の手術着の医師たちが小さく笑う。


    　アズルピが顎あごで示すと、手術着の医師たちが左右からアナピヤの手を拘束する。強引に手術台に設置し、押さえつけていく。手術台の上の強烈な照明が、少女の目を灼やいた。白光の下で手が群がり、少女の足にかかる。メルティアの拒絶の悲鳴を誰も聞かない。足が広げられていき、さらに拘束される。


    　メルティアは呆ぼう然ぜんとしていた。少女の潔けつ癖ぺき性しようで一番羞しゆう恥ち心が強い時期を強引に無視され、抑えつけられた。いつもと違う様子にメルティアは恐怖していた。


    　強引な拘束に、アズルピは満足そうにうなずく。


    「ザウツ、君がやりたかった実験をしたまえ」


    　アズルピの声で、手術室の奥の闇から一歩出る人影。ザウツと呼ばれた男は他と同じく緑の手術着で、長身の医師だった。


    「よろしいのですか？」


    「それくらいでないと発現しないと思われる。存分にしたまえ」


    　アズルピの言葉にザウツは頷く。左右に下がった手は他の医師と同じく、樹脂製の緑の手袋に覆われていた。右の五指には、奇妙な道具が握られていた。柄とその先に続く長方形は緩ゆるく湾わん曲きよくした銀の刃。剃刀かみそりだった。


    　理髪師が使う髭ひげ剃り用の剃刀より、さらに一回り長く大きな刃だった。


    　医師は刃を床に向けて手術室を進む。手術台で固定されたメルティアの前で前進が止まる。ザウツは握っていた長大な剃刀を上へと掲げていく。頭ず巾きんの間から覗のぞく目は見開かれていた。これから起こることに興奮しているらしい。ザウツの横に立つアズルピが微ほほ笑えむ。


    「彼くらいになると、もう普通のお遊びでは満足できない。今日の遊びはなかなか楽しいものになるだろう」


    　白光の下のメルティアに視線をそそぎながら、ザウツは手術用の覆面の下で口を開く。


    「映像や物語の美女との遊びなど最初に飽きた。あんなものは人形ごっこだ。決められた規則に沿って決められた応答と反応を返してくるだけだ。だとしたら現実の不完全な代用品、落らく伍ご者しやの慰めではないか」


    　熱を帯びた声だった。


    「そして現実の普通の遊びにも飽きた。何百人としようが退屈だ。少し複雑な応答と反応を返す人形と変わらない。最終的に俺がしたいのはあんなことではないと気づくまで、時間がかかった。長い時間がかかった。本当にしたいことは……」


    　ザウツの無機質な目はメルティアを見下ろしていた。凝視する青い目は充血していた。口元を覆う覆面の下で、鼻が荒い吸気と排気を繰り返していた。


    「俺がずっとしたかったことがようやく分かった。それが実際の人間にできるというだけで、この研究機関に参加した意味がある」


    　ザウツの右手が旋回し、凶器が回転する。手術台の上の照明が刃に十字の光を宿らせる。手術台の上の少女の目が刃を見て、次にアズルピを見つめる。また視線を戻して、傍かたわらに立つザウツを見て笑う。傷口のような無惨な笑みだった。


    「なに、をするの？」


    「ザウツ君の実験に耐えれば、メルティアの実験はしない。それとも最終実験をして、アティーティアのようになりたいか？」


    　冷れい徹てつな声に、メルティアの目や頰ほおが恐怖に引きつる。目は医師たちの間を抜け、部屋の奥に吸いよせられる。手術台に横たわるアティーティアは、メルティアにとって恐怖の対象だった。


    　ザウツの左手が動く。メルティアの胸に触れる。少女の未発達な胸は、それでも膨ふくらみを主張していた。指は胸を乱暴に摑つかむ。


    「痛いっ！」


    　胸の奥の乳腺まで圧力がかかり、少女は苦く鳴めいをあげる。


    「な、なににををを」


    　少女は歯を痙けい攣れんさせて、問いかける。ここまで事態が明白でも信じられないのだ。


    　答えることなくザウツの左手はメルティアの右胸を握る。右手は横に掲げられ、先には鉈なたのように長大な剃刀かみそりが握られていた。手が動く。冷たい刃が、伸ばされた少女の胸に当てられる。メルティアは次の瞬間に起こることを予想して、ひたすら悲鳴をあげていた。


    「噓うそ噓噓噓噓噓」唇くちびるは信じない。「噓噓噓噓噓噓噓だ」


    「逃げてはいけない」


    　医師の間を抜け、アズルピの声が手術室に響く。目はメルティアを冷徹に見下ろしていた。


    「これは偉大な医学上の実験である。だから拒否してはいけない」


    　メルティアは理解できなかった。どういうことが正常な行為で正常な実験なのか誰も教えてくれなかったからだ。アズルピは勝手に告げていく。


    「ザウツ君は純粋に学究的興味でやっているのだ。辛つらいだろうが、愛しているからしている実験だ」


    　アズルピはメルティアに告げる。少女は苦痛の目で義父を見つめる。次に自分に向けられた凶器を眺める。唾を飲みこむ。


    「本当に？　愛して、いるから？」


    「そう、愛しているからだよ」


    　メルティアが泣き笑いをするかのような表情を浮かべた。そしてザウツのほうを見つめた。ザウツは愛の言葉など囁ささやかない。目は獲物を見る狩人の目、いや、肉どころか細胞を見る分析装置の目だった。少女はアズルピの欺ぎ瞞まんを理解した。


    「ダメ、やっぱり怖い！」


    　メルティアが手術台の上で身を[image: ]よじり、逃げようとする。革帯と周囲の医師たちの手による拘束は、少女の抵抗など許さない。ザウツの左手はメルティアの胸を摑んだままだった。右手が予想どおりに動く。


    　伸ばされて円えん錐すいのようになった胸に銀の刃が触れる。冷たさに少女が叫ぶと同時に、刃が動く。皮膚を切り裂き、柔肉に食いこむ。


    「ぎゅあああああああああああああああああああああああああああああああ」


    　喉を垂直にして、メルティアは悲鳴をあげる。額は汗に塗まみれ、髪が貼りついている。白い胸の途中で止まった刃は、少女の震えとともに血を撒まき散らす。


    「動くな、切れない」


    　ザウツが左手で胸を伸ばしていき、右手を振る。力がかかり、剃刀かみそりの刃が肉を駆けぬける。濡れた布が裂けるような音がした。


    「あああああああああああああああああああああああああああああああああ」


    　メルティアの背筋が反り返り、血が弾ける。少女の四肢が痙けい攣れんするも、医師たちは拘束を解かない。メルティアの右胸は平坦となっていた。控えめな胸があった場所は、赤い円形の傷口が広がっていた。断面は赤い血の海。周囲から血が溢あふれ、白い肌と腋わきを伝って手術台からさらに床に滴したたる。


    　ザウツが左手を振る。握られているのは切断された小さな乳房。断面からは血が滴り、乳腺や黄色い脂肪層が見えた。


    「これでいい」


    　切り取った胸を掲げて、ザウツ医師は笑っている。メルティアを苦しめることが楽しい、異常者の喜びだった。


    「女の胸が嫌いだ。ぶよぶよした脂肪の塊かたまりが街を動いているだけで不ふ愉ゆ快かいだった。これで男と同じだ。あるべき正常な姿だ」


    　異常者の宣言と同時に手が振られる。メルティアの胸だった肉が床に捨てられ、粘液と液体が跳ねる音を放つ。俺の隣で震える熱い体。アナピヤは自らの過去に降りかかる拷ごう問もんに耐えきれなくなっていた。両手で現実の自らの胸を押さえ、荒い呼吸を繰り返していた。ザウツの足が上げられ、床に落ちたメルティアの胸を踏みにかかる。


    「止やめてぇっ！」


    　絶叫をあげたアナピヤが、過去の幻影を貫くザウツに摑つかみかかる。小さな拳こぶしは、立体映像のザウツや医師たちを擦りぬけるだけ。勢い余って、少女は現実と幻影の手術台に手を突いてしまう。ザウツはメルティアの胸だった肉を踏みつける。かわいらしい胸肉は、鶏とりの胸肉に見えた。アナピヤは立っていられず、後ろに崩れ、床に手と尻を落とす。


    「装置はどこだっ！」


    　怒号とともに、俺は映写装置を探す。立体光学映像と現実が入り混じり、機器の角に足をぶつけてしまう。


    　残ざん酷こくな映像は止まることなく続いていく。床に手と尻を突いた、アナピヤのその眼前で。


    　ザウツの左手が伸びていく。手袋に包まれた指先が、今度はメルティアの左胸を摑む。


    「やめやめやめ」


    　メルティアは青い目に涙を溜めて、首を左右に振る。銀の剃刀が左胸に当てられる。


    「噓うそ、だよね、もう切らない、よね？」


    「本当だ。痛みだけが本当だ」


    　刃がまた皮膚に食いこみ、血の滴しずくが盛り上がる。刃が皮膚を抜けて肉に到達した。


    「ああああああああああああ!?」


    「声が高音になった」


    　ザウツは悲鳴の変化まで楽しんでいた。ザウツは無言で腕に力をこめる。メルティアの唇くちびるから吐きだされたのは、絶叫。凶器はさらに柔らかい肉に食いこんでいく。


    「痛いだけでなく、楽しいだろう？　それがおまえだ」


    　ザウツは静かに告げた。凶器の動きに、メルティアは耐えていた。父親であるアズルピは、慈愛に満ちた理知的な双そう眸ぼうのままだった。痛みに身を[image: ]よじりながら少女は義父を見つめた。


    「みんな、わたしが好き？　愛して、る？」


    　相手の機嫌を必死にとる姿が、痛々しかった。


    「ああ、愛して、いるよ」とザウツは手を動かしつつ答える。


    「良かった。だっ、たらわたしは大だい丈じよう夫ぶ、アティ、のよう、にはならな、いよね？」


    「大丈夫。アティーティアとメルティアは違う」


    　アズルピが請け負う。ザウツがさらに凶器を動かす。メルティアの悲鳴がさらに高音になる。ザウツの腕が離れる。


    　腹部と薄い胸が上下し、メルティアは必死に呼吸をしていた。銀色の刃が進む。冷たさと熱さにメルティアの背筋が伸びた。


    　ザウツに顔を向けるメルティアの目には絶望。諂へつらうように唇が歪ゆがむ。


    「愛じ、ているなら止やめてでてで」息が続かない。呼吸をして続ける。「痛いの、ももうヤダ！」


    「俺は痛くない」


    　ザウツ医師は躊ちゆう躇ちよせずに刃を振りぬく。手術台の上で鮮血の飛沫しぶきが小さく跳ねた。肉の切断に少女は絶叫をあげる。


    「あぎゃああああああああああああああああああああああああああああああ！」


    　聞いていられない、少女の絶叫。すでに最初から倒とう錯さくなどという次元ではない。少女の肉体を破壊して苦痛を引きだすだけの拷ごう問もんだった。


    　喜悦の表情でザウツが巨大な剃刀かみそりを投げすてる。出血とともに広がった傷口へ手を伸ばす。切断された胸をザウツの手袋の手がさらに抉えぐろうとしていた。メルティアが両手両足を動かそうとするも、両手両足を医師たちが押さえている。手術室に轟とどろく獣のような絶叫に、ザウツ医師が目を閉じて耳を澄ませていた。


    「これだ、これだよ。俺が求めていた楽しみは」


    　目が開かれる。喜悦と同時に暗い憎悪の炎が宿っていた。


    「おまえたち女は玩具おもちやだ。俺が男たちが楽しむための玩具だ。だから俺を拒否し、年収や容姿や背の高さや、内面で測ることなど許されない。絶対に許されない。選ぶのは俺で、おまえたちは選ばれる家畜だ。痛めつけられて雌めすの声を出しておくだけの玩具だ」


    　ザウツの顔には信じられないほどの憎悪と憤怒があった。残ざん酷こくな指は少女の傷口を抉っていく。二つの赤い楕円の穴となった胸が血を噴出する。


    「ザウツ君の過去の女性との経緯はここでは出さぬように」医師たちの向こうで、アズルピが苦笑していた。「感情の関わらない実験であるべきだ」


    「メルティア、女め、苦しめ、もっと苦しんで俺を楽しませろ」


    　ザウツはアズルピの忠告も聞こえず、血走った目で叫んでいた。腕に力がこもり、ひたすら胸を抉えぐっていく。覆面の下の鼻や口は荒い呼吸を繰り返していた。ザウツにとって、メルティアは手ひどい態度を向けてきた過去の女性たちに見えているらしい。


    　男の両腕の筋肉が膨ふくれ、指は少女の傷口を抉る。想像もできないほどの激痛に、メルティアの体が弓となって反る。開かれた口は無言の叫び。反り返った姿勢では悲鳴も出せないのだ。両手足を押さえている医師たちも、それぞれの暗い喜びの目で拷ごう問もんを支持していた。ザウツと少女の動きが止まる。


    「これでいい」


    　メルティアの胸に、二つの無惨な赤黒い穴が穿うがたれていた。ザウツの両手はメルティアの胸を破砕していた。剛力で肉が抉られ、鮮血に染まった肋ろつ骨こつの表面が浮き出ている。


    　鮮血の海のなかで、地獄の苦痛を受けてメルティアは生きていた。口から舌を出し、拘束された手足を痙けい攣れんさせながら、それでも生きていた。周囲の医師たちの治ち癒ゆ咒式じゆしきは、メルティアの体調を完全に保っている。荒い呼吸の下で肋骨が上下し、細い呼吸を繰り返していた。


    　手術台のかつての少女を、ザウツが満足そうに見ている。心の底から楽しそうな表情だった。


    「さて次はいよいよ本番だ」


    　ザウツの手には奇妙な道具が握られている。人間の腕くらいの太さの木製の棒だった。いわゆるベイルス競技の打棒だった。奇妙なことに、表面に鉄条網が幾重にも巻かれていた。隙すき間まなく巻かれて、棘とげの塊かたまりにも見えた。凶器の先端が床に引きずられて、生理的嫌悪感を催す音をたてる。ザウツは微ほほ笑えんでいる。


    「こいつをどう使うか分かるか？　どこから入れるか分かるか？」


    　メルティアの目は大きく開かれている。ザウツの言葉で用途は容易に想像できた。胸の傷など比べものにならない、残ざん酷こくな光景が生まれるに決まっている。瀕ひん死しのメルティアは手術台の上で身を[image: ]よじる。拘束帯で動けないが必死に逃げようとする。もはやここは実験場ではなく、拷問場だと理解できたのだ。


    「退どきなさい」


    　若い医師が前に出る。医師たちの動きも止まる。全員が青年医師を見つめていた。


    「レブルお兄さん？」


    　映像のメルティアと同時にアナピヤが声をあげる。レブルは手で医師たちを下がらせ、医師たちのなかで初めて正気の行動に出た。


    　凶器を下げたザウツは戸惑い、アズルピを窺う。上司の目が示したため、ザウツは素直に凶器とともに下がっていく。


    「助けて、くれて」ザウツを止めたレブルに対し、メルティアは歓喜の涙を流す。「あり、ありがと」


    　メルティアを見下ろすレブルの目は、暖かさを失った冷たい緑だった。少女の横に立つ医師の手が掲げられる。樹脂製の緑の手袋に包まれた右手には、鋭利な手術刀。端正な青年の顔は崩れていた。


    「僕もやってみたいことがあるのだから、順番を代わるべきだ」


    　レブルの目には欲望。口元は歯を軋きしらせるような残ざん酷こくな笑み。素早く動いた手袋に包まれた左手は、メルティアの口元を押さえる。余った右手はメルティアの腹部に振り下ろされる。赤い二つの傷口の下、白い腹部に無情な解かい剖ぼう刀が突き立つ。


    　蛙かえるのような少女の悲鳴は、左手の下で押さえつけられる。右腕は左から右へ引かれていく。握られた刃も引かれていく。メルティアの悲鳴とともに、腹部が切り裂かれていく。白い腹部に朱線が描かれ、すぐに血が溢あふれて赤が埋めていく。赤の間からは、黄色い脂肪層と奥にある粘液に濡れた桃色の内臓が見えた。


    　レブルの両手は蔦つたのように一本に絡みあい、手袋の指先が少女の無惨な傷口に触れる。メルティアが左右に首を振る。涙と洟はな水が左右に揺れる。


    「もうやめやめやめ……」


    　少女の哀願に、レブルの目は喜びに輝いていた。同時に重ねられた手はメルティアの傷口を貫いていく。


    「あきゃああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」


    　成人の両腕という大きな物体が、少女の体内に侵入していく。さらに腹ふつ腔こうが広げられ、血が跳ねる。手術台に床に血が海となっていく。体内を両腕で探られる少女の絶叫。あまりの痛みにメルティアは失禁していた。血と尿に濡れながら、手袋と腕が侵入していく。滴したたる鮮血と尿が手術室の床に零こぼれ、湯気をあげる。


    「あははははは、凄い。これ凄い」


    　両腕を少女の胎内に入れて、レブルは笑っていた。


    「女が痛くて、俺は痛くない。これ凄くおもしろい」


    　メルティアの大きく開かれた口は、悲鳴を紡つむぐことを停止した。自分の体内に入る医師の手を驚きよう愕がくの目で見つめている。外気に触れた血と内臓が湯気をあげる。


    「どこだどこだ」レブルの首が傾かしげられる。指先は少女の腹腔内部で動く。腕と指が体内の奥で動くたびに、メルティアの全身は痙けい攣れんしていた。「まず、これを発見」


    　レブルの手が引きぬかれる。血に塗まみれた緑の手袋から続くのは、桃色の管。小腸だった。青年の手がさらに動き、普段は腹部で畳まれている内臓が無惨に引きだされていく。


    　メルティアの左右では医師たちが咒式じゆしきを発動していた。血液が補充され、各種の薬物が注入されていた。少女はこれほどの拷ごう問もんを受けながら、まったくの健康体として調整されていた。メルティアへの拷問はまだまだ続くのだ。


    「はい、もう飽きた」


    　レブルの手が小腸を投げだす。冷たい銀色の手術台の上へ小腸が落ちて、血が跳ねる。メルティアの悲鳴も跳ねる。


    「許さないぞあの女。勝手に孕はらんで勝手に中絶しやがって。俺を気持ちよくするだけの人形のくせに人形のくせに、なんて勝手なんだ」レブルの目はメルティアを通して別の女を見ていた。「人を傷つけて平気で、それを楽しむなんて最悪の人間だ」


    　青年の目が手術台の上のメルティアを見つめる。


    「メルティア、人を傷つけても平気で、それを楽しむなんて最悪な人間だよな？」


    　自分に向けられた再度の問いかけに、少女は弱々しくうなずく。鴉からすが白いと言われようが、この星の周囲を太陽が回っていると言われようが、メルティアは肯定しただろう。顎あごを上下させて、必死にうなずく。レブルの顔は蒼白になっていく。


    「では今の俺が最低とでも言うのか！」


    　憤怒とともに青年の両手は、再びメルティアの腹部の傷口に戻っていた。肉の裂け目、赤い肉に両腕が潜っていく。手で体内を探られるという激痛と嫌悪感に、少女は高音の悲鳴をあげる。拘束されたメルティアの体が跳ねつづける。


    「今度は本命。たしか下のほうのはず」レブルの言葉とともに、手は動いていく。青年の目に歓喜の色。「あった。このコリコリとした感触が、卵巣だね」


    　さらに人体の内部でレブルの手が動く。


    「こちらが左の卵巣。左右の卵巣が俺の手のなかにある」


    　メルティアの下腹部の左右が、膨ふくれていた。体内で青年の手が握り拳こぶしとなっていたのだ。掌てのひらに握られたのは少女の卵巣だった。


    　レブルの顔には喜びがあった。メルティアそのものを摑つかんだ絶対支配の表情だった。夏の犬のようにメルティアは荒い息をしていた。苦痛を貫くほどの恐怖が、青い目に表われていた。


    「嫌いなんだ。僕は女が嫌いなんだ。だけど、どうしても嗜し好こうは女を求める。大嫌いなはずの女に惹ひきつけられる。それが許せない」


    「やめて、それだけはやめて」メルティアが荒く細い息の下で、懇こん願がんする。「やめて、やめて」


    　かつての自分であるメルティアの哀願に、現在のアナピヤも目で同調する。これから先に起こることを信じたくないのだ。俺も同じ気持ちだった。


    　すべての善なる願いに対し、レブルが笑う。青年の腕に力が入る。胸が悪くなるような音と同時に、メルティアの背筋が電流に貫かれたように硬直。メルティアの下腹部の膨らみが小さくなっていた。つまり、青年は体内で拳を握ったのだ。


    「はい潰れた。メルティアの卵巣が二つとも潰れました」


    　医師は嬉うれしそうに宣言する。メルティアの口は大きく開かれたまま、無音の悲鳴をあげていた。あまりの激痛に声を出せない。


    「これだよ、これをやりたかったんだ」


    　レブルは天井を見上げていた。少女の体内から両腕を引きぬく。


    　歓喜を嚙かみしめるように、レブルの全身が細かく痙けい攣れんしていた。左右の手に握られた赤黒い物体を、俺は直視できなかった。アナピヤも凍てついたように硬直していた。


    　顔に血の斑はん点てんが描かれたレブルは笑っていた。


    「恋や愛など楽しくもなんともない。映画も小説も退屈だ。どこにも僕が見たいことが描かれない。僕は少女の内臓を引きだし、卵巣を粉砕したくて堪たまららなかった。少女らしい出産の可能性を潰してやりたい。内臓を潰すように夢や希望を壊したい。その夢が叶った」


    　青年の前で、少女は瀕ひん死しの痙けい攣れんをしていた。医師たちが咒式じゆしきによる薬物を投入し、死ぬことを許さない。胸や腹部の傷口で治ち癒ゆ咒式が発動していく。血が拭ぬぐわれ、映像と過去を修正されるように傷が塞ふさがれ、皮膚が覆っていった。


    　だが、少女の胸は少年のような胸板になっている。腹部の内部には女性の器官の一部がすでにない。玩具おもちやのように弄もてあそばれたメルティアの無惨な体だけがあった。


    「それでいいのです。普通の人間にはできないことを、メルティアが、実験体〇七二一‐Ａが受け入れてくれます」


    　アズルピが満足そうにうなずく。手術台に固定されたメルティアは静かに横たわる。抵抗も反抗もできない。無惨な供物として扱われていた。


    　アズルピの瞳は、周囲を見渡す。メルティアを囲む医師たちの青や緑、鳶とび色や黒の瞳には欲望の色があった。苦痛に歪ゆがむ少女の顔が全員の望みだった。アズルピは冷えた笑みを浮かべる。


    「どうですか皆さん？　さらに我が養女こと、実験体〇七二一‐Ａに、性能試験をしていただけませんかね？」


    　アズルピの言葉の裏を、研究者たちが受けとる。そして喜悦の表情を隠しきれないままに肯定していく。アティーティアのときの再現だった。


    「イヤ……」


    　メルティアの唇くちびるが小さく言葉を発した。


    「アティーティアのようにしないって言ったのに！」


    　メルティアを手術着の群れが囲んでいた。冷たい樹脂製の手袋が伸ばされ、メルティアの体を押したおし、無ぶ遠えん慮りよに這はいずりまわっていく。


    「みなさんも実験体〇七二一‐Ａに学術的興味をもたれたようですね。ザウツ氏とレブル氏のように特殊趣味ではなくとも、いつものように様々な角度から実験体と触れあってみませんか？」


    　アズルピが無感動に言いはなつと、研究者全員の視線が集まる。やがて、若い研究者が手を挙げる。次に横の男が動く。


    「そんな!?　悪戯いたずらを怒られて泣いているわたしを慰めてくれた、ボッシーノさんが、ゲネスくんがそんな、まさか!?」


    　現在のアナピヤと過去のメルティアが同じ歪んだ笑みを浮かべ、弱々しく首を左右に振る。


    「では私が」「次は私が」「私も同時に」「それでは私も」「ついでに私も相席を」


    　男たちがメルティアに群がっていく。死肉に群がる肉食獣のようだった。全員の意志が少女に向けられていく。


    　俺はさらに必死に映写機を探しつづける。いったい誰がこんな真似をするのだ。なんのために、このような映像を続けるのだ。


    「シジーク叔父さん、レブルお兄さん、止やめて」アナピヤは弱々しく叫ぶ。「ゲネス君、グリストルお爺じいさん、ボッシーノさん、ザウツお兄ちゃん、止やめて」


    　優しく信頼していた人々の名とともにアナピヤが「止やめて」と叫んだ。


    　映像は止まらない。声も止まらない。


    　ザウツとレブル、さらに他の医師たちの欲望は最悪のものだった。女を玩具おもちやにするだけでは、もはや彼らの欲望は満たされない。切り刻んで、抉えぐって、潰して、ようやく叶うのだ。


    　俺にはまったく分からない。いや、少しだけ分かる。他の男に抱かれたジヴを切り刻み、抉り、潰したいと思っていたことは事実なのだ。男の奥にある、女性への嫌悪と憤怒、憎悪とそして殺意だった。ザウツやレブルと同じものを自らに発見し、嫌悪感が強くなる。


    　ここは地獄だ。誰も許されない地獄だった。


    　蠢うごめく研究者たちの隙すき間まから、窓硝子ガラスの向こうに並ぶ義父母の姿が見えた。実験動物でも見ているような、冷れい徹てつで無感情な四つの瞳。


    　現実のアナピヤはただ眺めていた。


    　映像のメルティアは、涙を流していた。亀き裂れつが入ったように、幼い表情が反転する。自らに起きていることを完全拒否するかのような表情。血と肉の間で、メルティアが叫ぶ。


    「これ、が愛？」


    　緑の手術着の間に、メルティアが見える。赤と黒の塊だった。


    「みんなに愛されでいるがら、こうざれ、ざれるの？」


    　銀の凶器の群れと血の間に、少女の青い目が見えた。


    「あた、しは愛されている。愛ざれ、て、いだひびっ」


    　苦く鳴めいの間で少女は笑っていた。正気でいることは不可能だった。


    「違っ、違う違うよ」


    　アナピヤの声は、老婆のように掠かすれていた。


    「あたしはあんな子じゃない、あれはあたしじゃない、信じて、信じてガユスっ！」


    　過去のメルティアの全身が反り返る。メルティアは恍こう惚こつとした表情となっていた。


    　ついに倒れるアナピヤの小さな体を、俺の腕が抱きとめる。


    　メルティアと、現在のアナピヤの心は壊れてしまったのだ。


    　理り不ふ尽じんな拷ごう問もんと凌りよう辱じよくを、自ら望んだものだと自己を騙だます精神防衛を再び行ったのだ。そうでもしなければ、少女の脆もろい自意識は破壊されてしまう。


    　あまりに悲しい自己防御に、俺の臓ぞう腑ふが煮えたぎる。視線が部屋を彷徨さまよう。それらしい機械を見つけ、怒りとともに魔ま杖じよう剣けんの切っ先を突きこむ。


    　しかし、映写機のひとつにすぎなかったらしく、映像は止まらない。


    「素晴らしい。素晴らしい成果だ。ですがみなさん、触れあいもその程度に」


    　アズルピの声で手術着の一団が離れる。


    　手術台の上にはメルティアがいた。蛙かえるのように手足を投げだし、血と汚液に塗まみれた無惨な姿だった。奇妙に歪ゆがんだ口くち許もとが、何事かを囁ささやいていた。


    「……これ、でわたしは助か、る。みんなに愛さ、れているわたし、だけは助か、るの」


    「それでは実験を再開する。全員、私の指示通りの手順で施術するように」


    　アズルピの宣告。弛し緩かんしきっていたメルティアの顔が、義父の言葉を口のなかで繰りかえす。ようやく理解の色が目に浮かび、恐怖の絶叫をあげる。


    「実験、しないって言ったの、に、約束した、のにっ!?」


    「いつものようにすれば、一旦停止するといっただけだ。終われば再開する」


    　アズルピの声は変わらなかった。


    　映像が吹き飛び、再び像を結ぶ。間の時間を飛ばした編集だった。


    　手術台の上には、アティーティアと同じように拘束された少女の姿があった。頭ず蓋がいが開けられ、脳のう髄ずいが晒さらされている無惨極まりないメルティアの姿だった。


    「第五から第七の脳の構造解析は終了。だが、これだけやっても発動しないとは。前のアティーティアのほうが、咒式じゆしきを使えるだけ能力的に上だ」


    「そんなはずはない。メルティアは、あのバルティアの直系血族だ。バルティアの捕獲のために、何十人の高位攻性咒式士の死者が出たと思っている？」


    「バルティアも、焼死体となっては使い道が限られる。今育っているメルティアで実験するしかない」


    「しかし、いったいなにを調べればいいのだ？　最終調整とやらの内容も我らは知らされていないし……」


    　一人の咒式医師の疑問に、緑の手術着の全員が押し黙る。全員の疑念が、言葉となってしまったのだ。


    「無意味なことは考えるな。すべては私の計画通りに進んでいる」


    　アズルピが厳然とした表情で、部下の迷いを断ち切った。


    「これより開顔・開腹実験に入る。存分に検体の数値と情報を取り、標本を採取せよ」


    　医師たちの手に手術器具が掲げられる。銀色の解かい剖ぼう刀に、メルティアが怯おびえる。


    「やめ、やめて、お願い。お願いですから、わたし、を壊さないで、お願いっ！」


    　必死の声も虚むなしく、メルティアの額に解剖刀の先端が当てられる。全身を革帯で厳重に固定された少女は指先しか動かせず、ただ懇こん願がんしつづけるだけだった。


    　血の雫しずくが浮いたかと思うと、冷たい刃が下へと走っていく。


    「やめ、やめやめやめてっ！　いぎぎひいっ!?」


    　白い額が切り裂かれ、真紅の血と桃色の筋肉が現れていく。かわいらしい鼻び梁りようが縦に真っ二つに割られ、上唇まで届く。痛みで叫んだために刃に歯が当たり、舌先が切れて鮮血が口くち許もとから零こぼれる。


    　聞き分けのない子供を見るかのような目をした医師は、メルティアの下唇に刃を這はわせる。冷れい徹てつな刃は留まることなく進んでいく。


    「検体を失神させては、情報が採取できない。意識の覚かく醒せいのための咒式を発動せよ」


    「了解」


    　意識を強制覚かく醒せいされたメルティアの目が見開かれる。冷たい刃は鎖骨の間、乳房があった傷跡の間を走り、なだらかな腹部へと縦断する。その間も、気絶すら許されない少女の絶叫が、途切れることなく続いた。


    　メルティアの裸身を縦断した刃は、薄い陰りとその下の股こ間かんまで達した。激痛に痙けい攣れんする少女は、それでも身動きひとつ許されなかった。


    　一人の医師が表情も変えずに感想を漏もらす。


    「これで、どんな巨大なものでも受け入れられるな」


    「あまり上手うまくない冗談だ」


    「それでは開腹準備」


    　緑の手術着たちが動き、手に手に鉤かぎを持ってメルティアの左右に立つ。釣り針のような鉤が、メルティアの傷口の左右から引っかけられる。胸や腹の断面から皮膚と肉を貫く痛みに、メルティアが泣き叫ぶ。


    　医師たちの手に力がこめられるのを見た、メルティアの顔に、苦痛すら忘れさせる恐怖が溢あふれる。


    「う、そ、噓うそ噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓!?」


    「腹部の切開生検開始」


    「やめてやめてやめてやめで、それだげはやめででえへっ！」


    　手術用手袋の群れに力がこもり、数十もの鉤が左右に引かれる。


    　メルティアの絶叫と胸の悪くなるような音とともに、少女の皮膚が左右に開かれていった。


    　皮膚と肉の狭間に、医師たちが金属板を差しこみ丁てい寧ねいに剝はがしていく。黄色い魚卵のような脂肪層も剝がれる。胸骨に守られた胸きよう腔こう、下腹部の桃色の内臓が晒さらされていき、冷えた手術室に湯気を立ちのぼらせた。


    　胸骨に鑿のみが打ち込まれ、折り砕かれていく。そこに左右から新たな鉤がかけられ、渾こん身しんの力で広げられていく。メルティアが言葉にならない獣の叫びをあげても、力はまったく緩ゆるめられなかった。


    　解かい剖ぼう刀が、桃色の筋肉や薄黄色の脂肪層、内臓を守る小網と大網の白い膜を取り除いていき、ついに内臓が露あらわになった。


    　脈動する心臓、苦しげに動く両肺。上下する横おう隔かく膜まくが上部に被かぶさった、赤紫色の肝臓。毛細血管が浮かんだ胃と、下に位置する膵すい臓ぞう。折り畳まれた薄桃色の小腸と結腸。子宮と、左右に伸びた卵管と破壊された卵巣までもが、無惨に晒されていった。


    　それでも医師たちの冷酷な手は止まらない。


    　頭ず蓋がいを開かれ、外気に晒された脳が観察される。開かれた胸や下腹部からは、小腸や肝臓、そして子宮と左右の卵管までもが引きずりだされていく。


    　それはまるで、子供が玩具おもちやはどうやって動いているかを知ろうと、奥の仕組みを引っ張りだしたような有様だった。


    　涙と洟はな水と涎よだれと反吐へどに塗まみれた、メルティアの顔。そこにも医師たちの手が向かう。


    　メルティアの顔の中央に走る縦線に、小さな鉤かぎがかけられていく。少女の顔に極大の脅えが生まれる。


    「お願、い、顔はやめで、くらさい。顔は、人間でいさ、せてくらさ……」


    　誰もその哀願に聞く耳をもたずに手が動いた。少女の顔の皮膚が、一気に左右に剝はがされていく。


    　長い長い悲鳴は、聞くものの胸に一生刻まれるだろう。


    　剝むきだしになったメルティアの顔は、人間だとは思えなかった。


    　口を囲む口輪筋、両頰ほほの咬こう筋きんが震えていた。皮膚ごと鼻び梁りようが剝ぎとられ、弱々しい鼻息が抜けていく。目の周囲の目輪筋、そして瞼まぶたを取りはらわれた眼球は、現実から目を逸そらすこともできず涙すら零こぼせない。


    「視線に力が宿るとも思われる」


    「では、こちらも」


    　少女の左の瞳に、無造作に銀色の匙スプーンが突きこまれる。メルティアの掠かすれた悲鳴を無視し、果物の種を抉えぐりだすように、眼球が取りだされていく。


    　視神経の糸を曳ひいた眼球が、照明に照らされる。医師たちが、眼球について品評を行う。


    　残るメルティアの右目は、ただ虚うつろに中空の光景を眺めていた。


    　正視することができない残ざん酷こくな光景。だが、俺は目を逸らすことすらできずに硬直していた。傍かたわらにいるアナピヤも時間が止まったように凍りついていた。


    「全数値確認。採取完了。施し術じゆつは終了だ」


    　医師の一人が、なんの感情もこもらない確認の声を発した。


    　過去のメルティアの開かれた腹ふつ腔こうは、内臓を引きだされて伽が藍らんになっていた。唇くちびるのない口からは涎よだれが零れていた。


    　苦痛と恐怖のあまり、メルティアの裂けた股こ間かんからは尿が漏もらされていた。肛門からは、間抜けな放ほう屁ひの音とともに、糞便がひり出されていく。


    　止める力は、すでに彼女にはなかった。


    　血が混じった尿と糞の湯気が、無惨さを引きたてていた。


    　胸に卵巣に、脳や内臓を弄もてあそばれ、体の前面を開かれて人間としての尊厳をすべて剝ぎとられ、それでも、メルティアは生きていた。


    　メルティアのおそろしく強きよう靱じんな生命力と、内臓の主要器官を残した医師たちの残酷で高度な技ぎ倆りようによって。


    　メルティアの残る右目は、濁ったガラス玉のように虚ろだった。


    　ガラス窓の向こうで黒猫を抱いたイナヤが、夫へと目配せをする。うなずいたアズルピが一同へと向きなおり、静かな声を発する。


    「メルティア、いや実験体〇七二一‐Ａ。おまえには失望した」


    　アズルピが瞑めい目もくする。


    「違う観点から施術してみたが、またもなにひとつとして有意義なものを得られない。この血族での以降の実験は無益だな」


    　現実のアナピヤと過去のメルティアの顔に、虚無が浮かんでいた。


    　部屋を覆う映像が大きく歪ゆがみ、まったく違う場所を出現させる。


    　白い部屋。手術台には、革手錠で拘束されたメルティアが横たわっていた。開腹されたまま放置された少女は、まるで飽きられ捨てられた玩具おもちやのようだった。


    　傍かたわらでは、白衣のアズルピが無む慈じ悲ひな観察者の視線を投げかけていた。


    　アズルピの左腕が伸ばされ、メルティアの左腕が持ち上げられた。義父の右手には、薬液が満たされた注射器が握られている。


    「これはサクシニルコリンという筋きん弛し緩かん剤ざいで、致死量を超えて打てば眠るように死ねる。娘と呼んだおまえへの、せめてもの親心だ」


    　言葉を裏切るように、アズルピの顔には笑みがあった。


    「神経毒の苦痛で騒がれることもない、良い薬で良い死に方だ」


    「お義父とうさん、止やめて。わたし、次はがんば、るから、いい子にす、るから……」


    　身動きのとれないメルティアが必死に懇こん願がんする。表情筋が剝むきだしになった少女の顔に、アズルピは嫌悪感を露あらわにする。


    「安心しなさい。私は次の作品に取りかかる。おまえの努力は次の子が引き継ぐ」


    「イヤ、イヤだ、お願いや、めて、わたし死にたく、ないようぅ」


    「そんなゴミのような状態になっても、まだ生きたいというのか？」


    　心底から呆れたような義父の声。メルティアの瞼まぶたのない目尻に、涙とも粘液ともつかないものが溢あふれる。


    「仕方ないな。ではあの子に任せよう」


    　アズルピの呼びかけで、部屋に入室してくる半裸の少女。その姿に、メルティアの顔が引きつる。


    　少女は、虚うつろな目をしたアティーティアだった。頭は髪の毛をほぼ喪失し、開かれてまた強引に閉じられた縫ほう合ごん痕こんが痛々しい。股こ間かんから精液を垂れながし、太ふと股ももから足元までを糞ふん尿にように塗まみれさせていた。


    　アティーティアの小さな手に注射器が渡される。


    「助かるの？　メーティーにこれを刺せば、あたしは許してもらえるの？」


    「ああ、最終実験はしない」


    　アズルピが重々しくうなずく。アティーティアが夢遊病のような足取りで手術台に歩みよる。動けないメルティアは震えるように首を振って、迫りくる現実を拒否しようとする。


    「お願い、止めてアティ。わたしたち従姉妹いとこで友達でしょ？」


    「メーティーが悪いんだからね。いつも泣いて卑屈に媚こびてばかりで、あたしにだけ辛つらいことを押しつけて。だからあなたって嫌われていたのよ。シタールでも、ここでも」


    　無機質なアティーティアの声とともに、注射器が掲げられる。針の先端から毒液が迸ほとばしり、メルティアが掠かすれた悲鳴をあげる。


    「あたしはあなたが大嫌いだった。従妹いとこで年下のあなたを守っていると、自分が強くなった気がしたからいっしょにいただけなのに」少女の声には憎悪と、本物の殺意。「あなたを守ってメトレーヤに来たら、こんな目に遭うなんて！」


    「ごめんなさい、ごめんなさいアティ。わたし、弱くてバカで卑ひ怯きようで、ごめんなさい」


    　涙を滂ぼう沱だと流すメルティアの懇こん願がんにも構わず、注射針が少女の左下腕の静脈に差しこまれる。


    「弱くてバカで卑怯なあなたは人に愛されたいって常に思っていたから、本当は喜んでいたんじゃないの？　良かったじゃない、最後にみんなに可か愛わいがってもらえて！」


    　アティーティアの目と口くち許もとには、卑屈さと嘲ちよう笑しようとが入り混じった、汚お泥でいのような感情が表出していた。


    「……一回くらいはあたしを助けてよ」


    　アティーティアの親指が、注射器の後部を無む慈じ悲ひに押す。


    　冷たい薬液が自分の体内に侵入していく光景を、メルティアは他人ごとのように眺めている。


    　海色の瞳から、急速に意思と命の光が消え、深海の底のように翳かげっていく。


    「あはははは、みっともない豚の顔。これでこれで、あたしは助かる。助かるんだぁ♪」


    　アティーティアは放心した顔で立っていた。アズルピの冷たい声が告げる。


    「実験体〇七二一‐Ａの処置完了。いつもの場所へと廃はい棄きせよ」


    　アズルピの謹きん厳げんそのものといった顔が、大きく歪ゆがみ、消失した。


    　魔ま杖じよう剣けんヨルガの切っ先が、手術台の下に隠されていた立体光学映写機を貫き、ようやく映像が止まったのだ。アナピヤの顔は蒼白だった。


    「あたしってなんなの？　みんなに遊びで刻まれて、お義父とうさんとアティにゴミみたいに殺されたの？」叫びは悲痛だった。「だったら、ここにいるあたしはなんなの？」


    　俺の腕のなかにいることを拒否するように、アナピヤが手足を振って暴れる。


    「怖いっ、男の人、怖いっ！　ガユスも怖いっ！」


    　アナピヤに押されて俺の背が壁に触れる。しかし、アナピヤの心が砕け散ってしまわないように、俺は必死で抱きとめるしかなかった。


    　瞬間、灼しやく熱ねつが生まれた。


    



    



    　痛みを無視し、目で確かめる。左脇腹を貫いて白刃が生えていた。


    　視線だけで、恐る恐る背後を振りかえる。ギギナの右上腕が刃に半ば千切られながらも、俺の心臓への軌道を変化させていた。


    「油断を、するな」


    　ギギナの苦く鳴めいとともに、悲鳴をあげるアナピヤを突き飛ばす。背後からの白刃が動く。ギギナの右腕が切断され、俺の脇腹から外側へと刃が移動。防ぼう刃じん繊せん維いごと肉を切り裂いていく。


    　横転して逃げると、背後の壁から生えた白刃が四方に動く。切り取られた壁が、鈍い音を立てて落下する。


    　長方形となった穴から、一刀を下げたユラヴィカの長ちよう軀くが入ってくる。


    「心音から心臓を狙ったというのに、ギギナが回避させたか。それに運がいい男だ。刃が逆に抜ければ、胴体を両断できていたのに」


    　銀色の双そう眸ぼうが俺たちを見下ろす。視界が真紅に染まりながらも、恐怖に凍りつくアナピヤとニルギンを背後に庇かばう。まさか、背後の壁ごと貫いてくるとは思わなかった。


    「お、俺って運がいい、のか悪いのか。まあ、悪い、ほうに財産全額を賭けるな」苦く鳴めいの間から皮肉を発するが、両断されかけた俺の体は満足に動けない。「ついでにおまえらドラッケン族は、なにを食べてこんなに、猟奇殺人、者ぞろいになっ、たんだ？」


    　背中に隠したアナピヤの体の震えが伝わってくる。だが強がるしかない。ユラヴィカがギギナの姿を捜し、視線を室内に彷徨さまよわせた。


    「ギギナはどこだ？」


    　同時に扉が爆風で破られ、突入してくる人影たち。青白い顔に完全武装の屍し葬そう咒じゆ兵へいたちだった。すでに魔ま杖じよう剣けんには咒式が紡つむがれている。


    「邪魔だ」


    　ユラヴィカの横よこ薙なぎの一いつ閃せんで、先頭の死者の鼻から上が兜かぶとごと消し飛ぶ。


    　窓から射しこむ月光に照らされた、襲撃者たちの影が入り乱れる。俺はただ漫然と見ていた。揺らめく影の群れのなかに、余計な影があった。


    　俺や襲撃者たちが見上げると、天井の照明から吊り下がったギギナがいた。戦士は、垂れ下がる右腕を左手で引きちぎっていった。


    　屍葬咒兵たちが魔杖剣を突き上げるより早く、ギギナが左手で握った右腕を振る。


    　右腕の先に握られた屠と竜りゆう刀とうが、室内を横断する巨大な円弧を描き、死者たちの頭や胸部を連続で縦断。黒血が壁と床に散る。


    　急襲を寸前で避けた屍葬咒兵たちの槍や剣が、上方へと放たれる。刃の群れは、天井を蹴けっていたギギナの脛すねを掠かすめるだけ。


    　床に着地し、蜘く蛛ものように低くギギナが這はう。狂獣の笑みとともに左腕が振られ、竜の尾のようにしなった屠竜刀が、死者たちの胸板を薙なぎはらう。


    　勢いあまった腕と刃を体に巻きつけ、背後からのユラヴィカの刺し突とつを躱かわすようにギギナが飛ひ翔しよう。ドラッケンの戦士は天井を経由し、入にゆう射しや角かくと同じ反射角を辿たどる。死の撞どう球きゆうとなったギギナが、獣じゆう化か士しの鰐わにの頭を両の踵かかとで挟む。高速で捻ひねられ、頸けい骨こつが砕ける音。続いて、ギギナの前方回転に連れられて、死者の体が宙を舞い、頭から壁に激突させられる。


    　頭ず蓋がい骨こつと脳が粉砕される衝撃音と、壁に咲いた血と脳のう漿しようの花弁。ギギナの踵が壁を蹴って、振りかえりざまに放たれる死者の刃を回避。


    　右の踵で頭蓋骨ごと脳を踏みぬき、空中を飛びわたりながらギギナが左手を振る。左腕に握られた右腕の先の屠竜刀が、高い天井を切り裂きながら疾はしり、突撃してきていたユラヴィカの左肩を断ち割る。


    　超反応していた凶戦士の左の鉤かぎ爪つめが刃を摑つかみ、それ以上の刃の侵入を阻む。


    　ギギナが小さく飛ひ翔しようし、断たれた右腕の先、もっとも長くなった二九五〇ミリメルトルの長い柄つかの中ほどを踏む。


    　踏みつけの衝撃を力点に、長槍状態の一〇七一ミリのガナサイト重じゆう咒じゆ合ごう金きんの刃が作用点となり、ユラヴィカの左肩の三角筋や大胸肉や鎖骨の端ごと、左脇まで一気に切断した。


    　黒血を噴いて跳ねる自らの左腕を摑つかみ、ユラヴィカが横転。窓枠ごと破って逃走。ギギナも屠と竜りゆう刀とうを引き戻しつつ横移動、窓の外へと続く。


    　苦痛を訴える体を無視して、窓の大穴へと駆けよる。入り口から身を乗りだして、俺は二人の姿を追った。


    　ギギナは空中で右腕を断面に当て、同様にユラヴィカは左腕を肩口につなげる。


    　生体生成系第四階位〈胚胎律動癒モラツクス〉の咒式が発動。増ぞう殖しよくした細胞が触手のように絡みあい、ギギナの傷口を癒ゆ着ちやくさせる。化学珪けい成せい系第四階位〈晶珪連結癒ビフロン〉でユラヴィカの傷口が珪けい素そ繊せん維いで連結されていく。回転しおわったときには、二人の腕が修復しきっていた。


    　階下は、元は巨大な実験室の空洞だったようだ。現在は四方の高い壁から水が流入し、室内を巨大な水すい槽そうと化していた。渦巻く水が重い唸うなり声をあげる水槽。黒々とした水面を、元々は高所にあった通路が横切っていた。


    　欄らん干かんが両側に並ぶ幅広の通路。コンクリ床の上に、なにかの検査に使う機器が点々と転がり、二つの人影が立っていた。


    　天井にあるガラスの天てん蓋がいを通して月光が降りそそいでいる。屠竜刀を掲げて対たい峙じするドラッケンの戦士たちを、月明かりが青く染めていた。二人の足元を水が浸していた。水面下のガラスの破片が月光を反射し、冬の星空にも見えた。


    「ようやく一対一。腐ってもドラッケン族の戦士ということか」


    「いや、今度も立会人がいる」


    　ユラヴィカの背外套マントが開かれ、水晶に封じこめられた人面が出現する。裏地にあった八つのドラッケン族の顔に、新たに九つ目の人面があった。


    　陽気だったチェデックの、時が停止したかのような丸顔が加えられていたのだ。


    「この男のためにも、我が狂気のためにも、絶対に負けるわけにはいかぬのだ」


    　決意の宣告とともに、背外套マントが閉じられる。ユラヴィカの全身から尋じん常じようではない鬼気が放射され、俺の背筋に怖おぞ気けが疾はしる。


    　あんな化け物の正面に立っていられる、ギギナの心臓が信じられない。


    「切っ先に全存在を宿し、存分に殺しあおう」


    　ギギナの宣言と同時に、二振りの屠竜刀が火を噴いた。ギギナの生体強化系第五階位〈鋼剛鬼力膂法バー・エルク〉とユラヴィカの化学珪成系第五階位〈光晶速疾軀法ストーラ〉が発動。二人の戦士の姿が、超高速移動の霞かすみとなって消える。


    　轟音。激烈な斬ざん撃げきが合わされ、火花の光こう芒ぼうが二人の戦士の雄姿を切りとる。激烈な足あし捌さばきで跳はねあげられた水みず飛し沫ぶきが、二人の姿を隠す。


    　並走しはじめた二人の間で、数十条の斬撃が吠え猛たける。間に挟まれた機器が輪切りにされ、さらに斬ざん光こうが殺到し、細かく粉砕される。


    　ユラヴィカの水晶の刃が放たれ、ギギナの封ふう咒じゆ榴りゆう弾だんが爆裂を弾けさせる。死闘の余波は、俺やアナピヤのいる部屋を支える柱を揺るがせる。


    　俺の目では、物体の破片と水の飛沫しぶきでしか二人の軌跡を捉えられない。


    　爆煙と水煙を裂き、ユラヴィカの下段斬りが疾走。ギギナが左に屠と竜りゆう刀とうを旋回させて、火花とともに受けながす。自らの屠竜刀を手放し、放たれたユラヴィカの左直突きの拳こぶし。首を振ってギギナは直撃を躱かわす。


    　左に連動した右拳に逃げたはずのギギナの顎あごが撃ちぬかれ、左蹴けりに右脇腹の肋ろつ骨こつを砕かれ、最後に対戦車砲のような右肘ひじの一撃を受けて、額が割れる。


    　衝撃を逃がすべく、後方へと下がるギギナ。対して、ユラヴィカは背後に落下する屠竜刀ゾリューデの長柄を後ろも見ずに摑つかみ、旋回させ、停止。盤ばん石じやくの構えに戻る。


    　俺もさまざまな咒式士を見てきたが、剣技と体術で戦う前衛咒式士として、ユラヴィカは最強だった。


    　遠距離戦では珪けい成せい系咒式、中・近距離戦では剣技、密着戦では関節技という正統格闘技を、血ち塗まみれの実戦で鍛えあげた戦闘術。さらにチェデックの仇かたきを取ろうとする執念と狂気が加わった今、究極の戦闘者となったのだ。


    　もちろん、おそらく後衛としての咒式破壊力は、すべてにおいて完成された勇者ウォルロットのほうが上だ。それでも、前衛としての剣技は互角。


    　そして体術、とくに寝技と関節技においてユラヴィカは他の追つい随ずいを許さない。つまり純粋な接近戦闘においては、ユラヴィカは大陸で最高峰の戦士だろう。


    　唇くちびるの端と額から血を流し、ギギナが笑う。ユラヴィカも唇で禍まが々まがしい弧を描く。


    　予兆も合図もなく、二匹の美獣は水を蹴立てて突進。


    　ユラヴィカの下段斬りをギギナの刃が受け止める。刀身に隠れて下方から天へと昇る左拳に、ギギナの顎が跳はねあげられる。同時に、ギギナが放っていた前蹴りの足刀が、ユラヴィカの胸板を蹴っていた。


    　超衝撃に骨を軋きしませながら、体勢を回復したユラヴィカの刺し突とつが放たれる。


    　雷速の一撃を屠竜刀が受けて、火花を散らしながら右へと滑る。凶戦士の側面に回りこみつつ、ギギナの左手が後頭部を摑む。柄を離した右手が閃ひらめき、ユラヴィカの額を掌しよう底ていで撃ちぬく。一瞬で入り身投げに変化して、水没した床へユラヴィカの後頭部を叩きつける。


    　水みず飛し沫ぶきとともに床が砕け、衝撃の反動で跳ねあがる長ちよう軀く。反転したギギナの踵かかとの打ち下ろしを、身を捻ひねってユラヴィカが逃れる。ギギナの踵が硬い床を破砕し、水飛沫を目め眩くらましにして逃れたユラヴィカが跳ねあがり、瞬時に体勢を整える。


    　落ちてきた屠竜刀をギギナの手が摑み、体側で旋回させて掲げる。ギギナの顔には不敵な笑み。先ほどユラヴィカにやられたことを再現してみせたのだろう。


    　ギギナの顎は砕けたままで、切れた額からは流血が止まらず、折れた肋骨は肺や内臓に突き刺さっている。


    　ユラヴィカも、屠と竜りゆう刀とうゾリューデを掲げて対たい峙じする。


    　ギギナの掌しよう底ていで割れた額、床に叩きつけられた後頭部と背骨は砕けているだろう。互いに瀕ひん死しの重傷。


    　極限の死闘。最強の戦士たちの戦いに、俺は絶句していた。


    　ここにいるのは、人の形をしただけの二頭の荒ぶる竜だった。


    「見事な投げ技だ。どうやら、吹っきれたようだな」


    「関節技に移行される前に、打撃と投げ技でつぶせば対処できる。そちらはどうだ？」


    　笑みとともに疾走した、二陣の嵐が激突。反射速度と反応速度を上げる咒式じゆしきが複数同時展開。凄まじい剣撃が応おう酬しゆうされ、数十の火花と轟音が重なる。もはや人間に視認できる世界ではなかった。


    　俺は、二人の剣士の刃に精せい緻ちな数式を感じとれた。


    　相手の足裏から胴体、腕の複雑な関節の[image: ]ねじれを伝わる力を計算し、放たれる刃。金属の質量と軌道を読む思考の渦。自分の体の座標を捉え、受けるか流すか躱かわすか反撃するか、最善の反応を返すべく方程式を組む。


    　その場の最適解だけでは、二手先、三手先で相手の刃と拳こぶしに捕捉される。四手先、五手先、そして無限につながる連立方程式を瞬時に組みたて、互いの肉体で解いていく。


    　足あし捌さばきは円と直線、跳躍は立体となり、屠竜刀の間合いは死の球体。横よこ薙なぎの刃の切っ先に円弧が描かれ、鋭い刺し突とつには直線。そこから変化した突きには、円えん錐すいと三角錐に四角錐と様々な立方体が現れる。


    　二人の動きのすべてに、力方向と質量を示す数字と方程式が示されている幻視があった。


    　何百何千という方程式のわずかな綻ほころびを、ギギナの刺突が貫く。


    　激烈な刃を捌さばき、ユラヴィカが体勢を崩す、と見せかけた回転からの直蹴げりが放たれる。破は城じよう槌ついの一撃を、肘ひじと膝ひざで挟んでギギナが耐える。


    　旋回したネレトーが跳ねあがり、一転し瀑ばく布ふとなって振りおろされる斬ざん撃げき。ユラヴィカの掲げた刀身が受け止める。両手で刃と柄つかを支えるが、超質量に両足の下の床に亀き裂れつが入る。


    　衝撃に膝が撓たわめられる。下りたユラヴィカの顔を、迎撃するギギナの左膝の弾頭。弾ける鮮血。しかも膝から下が独自の生き物のごとく回転し、跳ねあがったユラヴィカの首筋を捉える。寸前で戻ってきていた右腕を軋きしませながら、ユラヴィカが防御していた。


    　命中していたギギナの左足首から先が鎌のように変化。ユラヴィカの首筋に爪先がかけられ、凶剣士を力ずくで薙なぎ倒す。


    　破砕される床と、ユラヴィカの唇くちびるから肺の空気が漏もれる音。そして二人の死闘の衝撃で、通路全体が軋む音が重なる。水みず飛し沫ぶきを切り裂いて続く、断頭台のような垂直の刃の一撃を、血ち塗まみれのユラヴィカが転がって逃れる。同時に凶剣士の伸ばした屠竜刀の薙ぎはらいを、後方へと飛んでギギナが回避。体の横転を縦回転に、そして疾走に変えたユラヴィカをギギナが追走。


    　ユラヴィカが前方へと跳躍。化学珪成系第三階位〈晶結葬柩クスン・サブ〉を紡つむぐ。必殺の密閉咒式はギギナではなく前方で発動。瞬間的に成長した水晶の柩ひつぎを蹴って、後方から迫るギギナの頭上を越えるユラヴィカの笑み。


    　空中のユラヴィカの手から放たれる銀光を、背後に回した屠と竜りゆう刀とうでギギナが迎撃。死角からの一撃を防ぎきれず、右肩から出血。着地したユラヴィカはさらに水面斬り。しかし刃は空を斬るだけだった。


    　ユラヴィカに倣ならって前に進み水晶柱を蹴けっていたギギナの長ちよう軀くが、ユラヴィカのさらに上空を舞っていたのだ。空中で猛もう禽きんとなったギギナの、必殺の斬ざん撃げきが放たれる。


    「甘いっ！」


    　肩口を斬られながらも関節限界を無視した迎撃の刃が、背後のギギナへと放たれていた。


    　ゾリューデの切っ先がギギナの左胸を貫き、串刺しにしていた。衝撃で空中のギギナの手足が揺れる。


    　俺は唇くちびるを嚙かみしめる。ついに、ユラヴィカが膨大な戦闘方程式を読みきったのだ。


    　空中で串刺しにされては、前後左右どちらに逃げようとしても、ユラヴィカが刃を動かしてギギナの肉体を解かい剖ぼうするほうが早い。俺の手助けも間にあわない。完全に詰みの盤面だった。


    「さらばだ、至上の勇者よ」


    　死刑宣告とともに、ユラヴィカがギギナの体を空中解体しようと力をこめる。


    　しかし、ギギナの口くち許もとに戦鬼の笑みが浮かんでいたことに、背中を向けたままのユラヴィカは気づけなかった。


    　前後左右。そのどこにもギギナは移動しなかった。自ら刃に胸から肩を抜けさせて、根元へと向かったのだ。ユラヴィカの反応より早い、最短距離での接近。


    　胸から肩が完全に裂けながらも、ギギナの首は前に伸びる。赤い口腔に煌きらめく鋭利な犬歯。牙はユラヴィカの右手首を捉える。


    　驚きよう愕がくに凶戦士の美び貌ぼうが歪ゆがむより早く、牙を立てたままのギギナが着地。勢いのままに大きく首を振り、腕を支点にしたユラヴィカの体が空中に大きな円を描く。ユラヴィカは、受け身も取れずに肩と頭から通路の床に激突させられた。高く上がる水柱を貫いて、頭ず蓋がい骨こつと装甲ごと脊せき髄ずいが砕ける音が響く。


    　コンクリ製の床に、隕いん石せきでも落下したような放射状の亀き裂れつが広がる。軋きしむ通路の悲鳴が大きくなっていた。


    　唇から血ち飛し沫ぶきを吹きながら、ユラヴィカは自分に起きた事態を理解しようとした。しかし、ギギナの獣の顎あごは手首を解放してはいなかった。闘術を解析されたならギギナは負ける。ならば理り不ふ尽じんを押しとおすのみ。


    　今度は逆方向に強きよう靱じんな首を振り、ユラヴィカを投とう擲てき。さらに空中で回避行動が取れない凶戦士の腹部に、槍の穂先のようなギギナの後ろ直蹴りが突き刺さり、鎧よろいごと肋ろつ骨こつを粉砕、内臓を破裂させる。


    　身を折り、水滴の尾を曳ひいて吹き飛ぶユラヴィカ。混乱を抑えつけ、四肢を畳んだ回転とともに着地。ユラヴィカはまだ絶息するどころか戦闘不能にもならない。


    　それでもギギナの勝機はここにしかない。


    　水の幕を貫いて、重い一歩を踏みこみながらのギギナの銀の追撃が放たれ、ユラヴィカの迎撃の刃が受ける。屠と竜りゆう刀とうネレトーとゾリューデの切っ先が激突。精密無比な刃同士の激突に、超新星の爆発のような火花があがる。


    　刃を挟んで、両者の進行が止まる。完全な静止ではなく、凄まじい圧力が激突して刃と刃の切っ先が一点で拮きつ抗こうしていたのだ。次元が歪ゆがみそうな力の集中。ギギナとユラヴィカの肉体と精神より、通常手段では破壊不能とされるネレトーとゾリューデのほうが激突に耐えられないのかもしれない。


    　異音。永遠に続くかと思われた拮抗は終わり、わずかに真芯を外し、ユラヴィカの切っ先が外に逸そらされていた。


    　ギギナの切っ先が、一筋の彗すい星せいのように空中を疾駆。突撃槍状態として二九五〇ミリメルトルに伸ばされた屠竜刀ネレトーの先端が、ユラヴィカの心臓を正確に貫通していた。


    「誇りをなくした貴様は、ドラッケン族ではなくなった。それが敗因だ」


    　ギギナの全身の筋肉が隆起し、屠竜刀が破壊を開始する。心臓を斜めに裂き、右肩へと抜けるガナサイト重じゆう咒じゆ合ごう金きんの刃。


    　血ち飛し沫ぶきをまとった刀身が上空で翻ひるがえり、垂直に降下。左肩から左肺、再び心臓を縦断し、左脇から駆けぬける。


    　切断されたユラヴィカの両腕が、鮮血の弧を描いて床に落下する。右手に握っていた屠竜刀ゾリューデも落下。水没した橋の上に水みず飛し沫ぶきをあげた。


    　自らを縛いましめる刃を解放してからの、嚙かみつき投げ。その後の真正面からの勝負。完かん璧ぺきなユラヴィカの戦闘方程式を越えた野獣の攻撃が、ギギナに勝利をもたらした。


    　だが、それはギキナにも左胸から肩までもが裂かれる重傷をもたらしていた。失血と負傷のあまり水面に膝ひざをつく。白い美び貌ぼうは死者に近い蒼白さだった。


    　対する橋の中央では、両腕を喪失し、心臓と両肺を破壊されたユラヴィカが立っていた。


    　傷口からは、真紅の花弁が咲きほこるように鮮血が噴出。王者のように立ちつくすユラヴィカ自身と、跪ひざまずくような姿になったギギナを赤に染めていた。


    「誇りか……」声は水音を貫く。「それこそがドラッケン族の血の呪いだ」


    　ユラヴィカは、遙はるかな故国を見ているような遠い眼まな差ざしを虚空に投げかけていた。通路の軋きしみは、轟ごう々ごうと唸うなる水音よりも激しくなっていた。


    「一族の誇りと因習が、我らの心を縛っている。破壊と流血でしか、我らは我らの心の輪りん郭かくを示せない」


    　自らの血に染められたユラヴィカが独白する。


    「言葉の不確実性を捨てた我らは、だから、悪鬼のようにしか生きられず、死ねない」


    　美しい唇くちびるからは、滝のような鮮血とともに叫びが零こぼれた。


    「寂しいことだ。とても寂しいことだ」


    「そうだな。忘れられていく誇り、滅びゆく民族だ」


    　膝をついたままで瀕ひん死しのギギナの答えが返された。


    「だが、続けるしかない」


    　力を帯びた言葉。ギギナの手の内で、屠と竜りゆう刀とうが揺れる。


    「もっと強く、もっと速く！　剣と拳こぶしの向こうに、私を連れていってくれっ！」


    　血を吹くようなギギナの叫びは水音に紛れ、消えた。ユラヴィカが力なく首を振るだけだった。戦士の足元の亀き裂れつが、さらに広がっていく。水は渦を巻いていく。


    「残念ながら、私の楽しき戦いは終わった。今一度、剣を振れるのならば、魂たましいすら売ってもいいのだが……」


    　天を仰いだユラヴィカの上に、宝石の帯のような月光が降りそそぐ。足元で、亀裂は悲鳴をあげながら断層となっていく。コンクリの断面が現れ、水が激流となる。


    「ギギナよ、お主はいつまでも無意味で孤独な闘争に生きるがいい」ユラヴィカの銀の目には透とう徹てつした哀しみがあった。「それが、お主の救いがたい傷きず痕あとを癒すというのなら」


    「ユラヴィカっ！」


    　見上げたギギナの横顔は、すべての拠り所を失った子供の顔をしていた。


    　断層が通路の支持限界を突破。轟音をあげて、中央部から水面に沈んでいく。


    　ギギナが後方に飛んで、傾斜した床の端を摑つかんで着地。戦士の目はユラヴィカへと戻される。


    　ユラヴィカの孤影は、沈んでいく通路の中央に立ったままだった。機器が坂を滑っていき、膝ひざまで水に浸していた凶戦士の周囲に落下していく。


    　次々と突きたつ水柱の間で、両腕を失ったユラヴィカは悠ゆう然ぜんとたたずんでいた。蝶ちようを刻んだ顔は、月光を零こぼす夜空を見上げていた。


    「チェデックよ、ドラッケンの勇者や族長たちよ、地獄で私を責めにくるがいい。私はおまえたちを殺したことを、なにひとつとして後悔していない」


    　ユラヴィカの声は虚空に放たれる。


    「あの世でも私は変わらぬ悪鬼となり、おまえたちと剣を交え、そして再び屠ほふるだろう！」


    　水晶の双そう眸ぼうは、すでにこの世のなにものをも捉えてはいなかった。


    「……それでもチェデックよ、お主だけは私の側そばで戦ってくれるか？」


    　口くち許もとが弧を描き、爽そう快かいなまでの笑顔を象かたどっていた。


    「ならば地獄も戦に満ち満ちて、退屈しないだろうな。楽しみだ、とても楽しみだ……」


    　ユラヴィカの笑みが後方へと傾く。優美な曲線を描いて背後に倒れていき、そして盛大な水みず飛し沫ぶきがあがった。


    　水面を染める自らが流した血に、背外套マントが緇し衣えのように広がり、ユラヴィカを浮かべさせていた。九つの死に顔が横に並ぶ。


    　壮絶な笑みのまま、凶戦士は浮かんでいた。


    　背外套マントが浮力を失い、八つの人面が沈んでいく。残ったチェデックの死に顔の隣に、ユラヴィカの凍結した笑みが並ぶ。


    　チェデックとユラヴィカの青白い顔も、暗い水面に沈んでいった。


    　額と鼻筋に刻まれた青き蝶は、ついに何処いづこにも飛ぶことはなく、ただ、昏くらい水へと消えた。


    　あとには波は紋もんが残り、それも膨大な水による大渦へと飲みこまれていった。


    　偽りの静寂が消え去り、轟ごう々ごうとした水の流れの音が帰ってきた。


    　通路に摑つかまっている相棒に、俺は上階から呼びかけた。


    「ギギナ……」


    「言うな、私にも分かっている」


    　両者の力と負傷は五分だった。むしろチェデックの復ふく讐しゆうと狂気の分だけ、ユラヴィカの鬼気が勝っていたかもしれない。


    　生死の差はどこか。チェデックの人面を身につけた分だけ、体の均きん衡こうが以前と違っていたことも事実だ。互いの最後の一撃、極限の精密さの戦いに、そのわずかな重さの違いが影響したのかもしれない。


    　狂気を選択したユラヴィカにわずかに残った、亡くなった者への哀あい惜せき。


    　優しき想いゆえに敗北したとしたら、戦いに救いなどない。


    　腹部を半ば切り裂かれた俺の意識が、遠くなってきた。ギギナの生体咒じゆ式しきで治療してもらわないと、ユラヴィカの後を追うことになる。


    「おーい、早……」


    　轟とどろくような重低音が、俺の呼びかけを断ち切った。


    　部屋が傾斜していくのが感じられた。咒式の連発とドラッケン族の死闘で、通路の上のこの部屋が崩ほう壊かいしようとしているのだ。


    「ガユスっ！」


    　奥から飛び込んできたアナピヤの手が、俺の腕を摑もうとして、躊ちゆう躇ちよした。俺という男への恐怖が、アナピヤの瞳で吹き荒れていた。映像にあった過去が少女に恐怖を刻んでいた。


    　それでも決心したように少女の手が伸ばされる。俺の手を摑み、小さな全身の力で引っ張り上げようとする。勇敢な行為も、部屋自体が崩壊していく惨状では無力だった。


    　壁や床が崩壊し、屍葬咒兵の死体に巻きこまれながら、俺とアナピヤが滑り落ちていく。ニルギンの悲鳴が、轟音の隙すき間まを縫って聞こえた。破砕物の向こうに、通路に摑まっているギギナが伸ばしてきている手が見えたが、間にあわない。


    　薄れてゆく意識を必死に押し止とどめて〈遮熱断障檻フオエニク〉を発動。落下していくアナピヤと俺を、金属の殻からが覆っていき、水の圧力を遮断。


    　金属の檻おりが閉じられると同時に、直下型大地震を受けたような衝撃。膨大な質量に檻おりが軋きしみ、アナピヤを庇かばった俺の背中が外がい殻かくに激突させられる。


    　脇腹の傷口が開き、肋ろつ骨こつが砕ける激痛が、脳天まで貫く。咒式の組成式が崩壊。檻が破れた。


    　途端に、膨大な水の波は濤とうが四方八方から襲いかかる。水の衝撃で俺の肺が圧あつ搾さくされる。喉や鼻へ水が押しよせ、呼吸が漏もれる。


    　嵐に翻ほん弄ろうされる木の葉のように、昏くらい奔ほん流りゆうに巻きこまれていく。重力が消失し、三半規管が混乱し、上下左右が分からなくなる。


    　渦を巻く建造物のコンクリや鉄筋の破片が、俺の全身を激しく殴りつける。脇腹への衝撃で、最後の呼気が口から吐きだされる。


    　アナピヤだけでも守ろうと、必死に両腕に抱えながら、俺は流されていく。


    　酸欠状態になり、意識が暗黒に飲まれて……。

  


  
    十五章　贄にえ


    



    



    　盲目の天使が、濡れた唇くちびるで囁ささやく。


    　「誘惑から逃れる術すべは、ただひとつ。その誘惑を受け入れることだ」と。


    
      ナハティガ・レヴィ・コドムス「原罪について」皇こう暦れき二三四年

    


    



    



    　背中への衝撃。痛みが俺の思考を強制的に覚かく醒せいさせる。それでも意識はまだ朦もう朧ろうとしていた。


    　力をこめて瞼まぶたを開いた。広がる視界は、一面の黒に覆われていた。全身を包む液体。


    　開いた口から、喉から胃を満たした汚水が吐きだされる。同時に、吐きだした以上の水が口に入りこんでくる。


    　苦痛で意識が引きよせられ、再び水を吐きだす。腕に抱いたアナピヤの感触が、さらに思考力を取りもどさせる。


    　三半規管の混乱を力ずくで無視し、冷静さを自らに強制。下方に月明かりが揺らめいていることが確認できた。だとすると向こうが上だ。


    　体を反転させて、水面を突き破る。同時に喘あえぐように呼吸をし、夜気を吸いこむ。新鮮で冷たい酸素が肺を満たし、痛いほどだった。


    　握っていた魔ま杖じよう剣けんヨルガを、コンクリの岸に突き立てて、水面から身を逃れさせようとする。しかし、脇の傷の激痛で上昇できない。虚むなしく落下していく手に、なにかが絡みつく。


    　見上げると、巨大な月を背にしたニルギンが手を差し伸べ、俺の右腕を摑つかんでいた。


    「ガユスさん、今から引きあげますから我慢してください」


    　ニルギンが後方に体重をかけ、俺とアナピヤを水面から引っ張りだす。


    　水の黒い染みが広がるアスファルト。肩を上下させて、俺は荒い呼吸を繰りかえす。呼吸の度に、脇腹や全身の傷口が痛みを喚きたててくる。いや、そんな場合ではない。


    　屈かがんで、水に濡れたアナピヤの状態を確認。大量の水を飲んでしまっている。


    　アナピヤの首を反そらして鼻を摘つまむ。躊ちゆう躇ちよすることなく少女の唇くちびるに俺の唇を合わせて、息を送りこむ。


    　アナピヤの瞼まぶたが開かれ、朦もう朧ろうとした双そう眸ぼうが俺を見上げる。青い瞳に苦痛の閃ひらめきが宿り、アナピヤの可か憐れんな唇から胃の水が逆流し、迸ほとばしる。少女は転がるように細い身を[image: ]よじって、水を吐きだしていく。


    　嘔おう吐としつづけていたアナピヤが、ようやく落ちつく。涙を浮かべ、鼻水を垂らしながら、片膝ひざをついた俺を見上げてくる。


    「大だい丈じよう夫ぶか？」


    「う、ん」少女は涙と洟はな水を手の甲で拭きながら、気丈に微ほほ笑えむ。「強、引な口づけ、をするんですもの、目が醒さめ、た」


    　平気であるわけはない。アナピヤの極端なまでの他者への気遣いは、メルティアだった過去という過酷な虐待から発生したものだ。記憶を失っても、他人に愛されようという強烈な想いだけが表出していたのだ。


    　辛つらいとき、苦しいときほどくだらないことを言えという、俺とギギナの教育。それだけが、かろうじてアナピヤの精神崩ほう壊かいを踏みとどまらせている危うい状態だ。


    「行くぞ」


    　俺は気づかないふりをして、アナピヤの小さな手をとる。二人で立ちあがると、安あん堵どしたような顔のニルギンがいた。傍かたわらには、椅い子すのヒルルカが安置されていた。傷一つないから、ギギナも怒るまい。ただし俺は別の意見を持つことになる。


    「ニルギン、とにかく助かった」


    「いえいえ。さて、猫のエルヴィンさんはともかく、ギギナさんと合流しないと、私たちだけでは戦力不足です」


    　見渡すと、月光に照らされた通りに、冷たいビルと建物が並んでいた。ここはまだメトレーヤ、死都の内部だった。


    　ニルギンの目が周囲を見回していた。ニルギンを見据える俺に、本人が気づく。


    「どうしたのですか？　ギギナさんを捜さないと、我々だけでは……」


    「いや、おまえがいれば充分以上だろう」


    　俺は続ける。


    「そう、ムブロフスカがいればな」


    　背後にアナピヤを隠しながら、俺は言いはなつ。ニルギンは、苦笑と不信を混ぜあわせた表情を浮かべた。


    「は？　私が？　潜入査さ問もん官かんの私が竜なんて、ガユスさんらしい冗談ですね」ニルギンが一歩を踏みだす。「それよりも早くギギナさんを……」


    「俺は、竜が人に変化した姿を見てきた。ニドヴォルク、イムクアインという二頭を。そして竜が人に変化したときには、一定の特徴がある」


    　進んだはずのニルギンの足は一歩以上動かない。俺は乾いた声を連ねる。


    「爬は虫ちゆう類るいには存在しない肉体、とくに耳朶じだの変化が不完全なんだよ」


    「引っかかりませんよ」


    　ニルギンが笑う。俺はもっと笑っていただろう。


    「なにに？」


    　俺の意地悪な視線に気づき、ニルギンが自らの言葉を検証。やがて苦笑いする。


    「やれやれ、引っかかるまいと答えたのが、そもそもの間違いですか。竜と人との騙だましあいは、いつも竜の側の分が悪い」


    　ニルギンの柔和な顔の各部品は変わらない。しかし、確固とした圧力が放たれていた。それは威厳。傑けつ出しゆつした存在が放つ威圧感は、物理的な圧力になっていた。


    　怯おびえるように、アナピヤが俺の上着の裾すそを摑つかむ。


    「我の変化は完かん璧ぺきだ。どこから正体を疑っていた？」


    　人間の喉から発しているとは思われない、重厚で荘そう重ちような声だった。


    「最初から分かっていた。いや、それは噓うそだ。実は、途中から薄々気づいていた」


    　油断なく魔ま杖じよう剣けんを掲げながら、俺は述べていく。


    「偽装に自称していた竜反対派は、逆に竜に関心があるということだ。潜入査問官の紋章も竜の強大な咒じゆ式しきなら偽造できるだろう。なにより、戦闘に巻きこまれるたびにアナピヤを守ったことも、幸運を装ってはいたが何度もやりすぎだ」


    　切っ先をニルギン、もはやムブロフスカであることを隠そうともしない、竜の人型の鼻筋へ突きつける。


    「あの大破壊でヒルルカが傷一つ付いていないなど、ようするに、おまえはいくつかの場面で人の限界を微妙に越えていた」


    　刃を突きつけながら、俺の弾劾が続く。


    「たとえば、ムブロフスカだと名前だけ言われて、おまえは竜だと断定した。いつかはその逆もあった。自分の名前だから、無意識に既知のものだと思ってしまった。俺、そしてギギナとアナピヤも、竜の名前まではおまえに話していない」蛇足も付けくわえる。「ただ、偶然現れた超高位の咒式士という可能性もなくはないから、類推で言ってみただけだ。間違っていても、おまえの正体を明かすきっかけにはなる。そろそろ話したい頃合いだろう？」


    　俺の指摘に、ムブロフスカが溜ため息いきを吐つく。


    「人とは、噓うそでもなんでも言うということを忘れていた」


    　威厳のある声だった。俺は肝心の質問をする。


    「それで、〈長命竜アルター〉が俺たちになんの用だ？」


    　ムブロフスカの全身から、圧倒的な咒じゆ力りよくが噴出する。


    「決まっておろう。我が眷けん属ぞくたるニドヴォルクとエニンギルゥド、イムクアイン、そして汝なんじが倒してきたものたちの仇かたきを取るためだっ！」


    　夜の大気が震えるほどの密度を持った咒力の放射に、俺とアナピヤは息もできない。


    　喘あえぎながらも、俺は抗あらがう。


    「ムブロフスカ、俺に騙だまされたお返しはやめろ」


    　咒力の嵐のなかで、俺は笑みすら浮かべて続けてやる。


    「自らの顎あごの傷きず痕あとを治療もせずに残しているのは、俺への暗示だ。あのときのムブロフスカは、　アナピヤを傷つけまいとしていた。だから、不本意に正体が見破られたときがきても、アナピヤの敵ではないと、傷痕で証明する気だったのだろう？」


    　俺は初めてムブロフスカに遭そう遇ぐうしたときを思い出す。竜の顎に炸さく裂れつした砲弾咒式は、痕こん跡せきとなって残っていた。放射線障害は竜であっても簡単に治せるものではない。


    「だから先ほどの台詞せりふは脅しだ。俺にも分かるように正体の片へん鱗りんを見せる行動をしておいて、脅す意味がない」


    「まったく、なんてかわいげのない人族だ」


    　ムブロフスカの咒力の放射が霧散。俺とアナピヤは前のめりになりつつも、踏みとどまる。


    「そのとおりだ」ムブロフスカは続ける。「ニドヴォルクとエニンギルゥドの夫妻は、我が主たる白銀龍ギ・ナランハ様から離反した反動派で、むしろ敵だ。理由がどうあろうと、イムクアインの人類への敵対行為も賢龍派ヴアイゼンとしては容認できない」


    「竜にも派は閥ばつ調整があるとはね」


    　同情を装った俺の嘲ちよう弄ろうに、ムブロフスカが力なく笑う。


    「ついでに言えば、咒式士最高諮し問もん法院の潜入査さ問もん官かんという身分は本物だ。あの組織の成立には、我ら竜族も関わっている。ただ、ダズルクやグィデトなどといった前線の人間たちは、夢にも知らぬがな」


    　今度は、俺が愕がく然ぜんとする番だった。


    　咒式士の監査機関に、竜が関与しているとはね。逆に、あそこまで国家権力の介入を拒否し公正な組織を運営することは、人間には無理なのかもしれない。


    　竜の瞳に浮かぶ苦笑いが、疑念に変わっていった。


    「だが、我われがムブロフスカと分かっていたなら、汝の『なんの用だ？』という最初の問いは、なんの意味があったのだ？」


    　俺は言いよどむ。竜からの問いに答えないと話が進みそうもない。仕方なく正直に言うことにした。


    「いや、〈長命竜アルター〉をおちょくれる機会なんか、滅多にないだろうなぁと思ったら、つい我慢できなくなって……」


    　俺の発言と同時に、ムブロフスカの瞳に憤怒の炎が燃えあがり、そして風に吹かれたように消え去った。竜は何度目かの溜ため息いきを吐ついた。


    「汝なんじの会話を真似していたのだが、潜入捜査官としてのニルギンは廃業だな。一番恐ろしいのは人間、ということか」


    「うわぁ、ありふれているけど、人間以外に言われると腹が立つ言葉だなぁ」


    〈長命竜〉に呆れられるとは、俺は根性悪なほうなのだろう。ニルギンとしての喋しやべりかたが、俺の真似だったという事実にも少し傷ついていたりいなかったり。


    「汝の手に〈宙界の瞳〉があると気づいたときも、我が眼を信じられなかった」


    　ニルギンが嘆息とともに言った。俺は驚きよう愕がくしながらも、問いたいことがある。


    「そういえば、これはなんだ？」


    　右手を掲げ、薬指に嵌はまった指輪を示す。


    「〈大禍つ式アイオーン〉もおまえたち竜も追っている物らしいが？」


    　俺たちの注目に反応したのか、内部への探査を拒否する、強力な咒じゆ式しき干かん渉しよう結界がさらに力を増した。大気への量子干渉が指輪の赤を揺らめかせた。


    　咒力波長が眩しいのか、ムブロフスカの瞳どう孔こうが細められる。


    「それは言えぬ。むしろ我にも分からぬと言ったほうが正確だ」


    　沈黙。夜の街で、俺とムブロフスカが互いの真意を探ろうとしていた。


    「なにかの導き、世界の果てを開く門らしきものだと推測されているが、定かではない。どこかの咒式士が門を開いたと聞いたこともあるが、不吉なものであることに変わりはない」


    　次々と無造作に放りだされた真相に、俺の脳は混乱してきた。


    　会話の流れに置いていかれていたアナピヤが、前へ出る。


    「あの、それで、どうして〈長命竜アルター〉さんが、あたしなんかを守るのですか？　咒式士たちも、どうしてあたしを狙うのですか？」


    　アナピヤの問い。ムブロフスカは深い海の色をした瞳で、少女を見据えていた。


    「おまえを守るため、人の姿をとるのも我が誓約のうちだ。同様に我の口からは……」


    「本当のお父さんが言っていた〈架け橋〉という言葉に関係があるの？」


    　ムブロフスカは、無言でアナピヤの問いかけに耐えた。


    　竜の顔は、内心の激しい動どう揺ようは隠せていない。それでも人間への変化を維持できず、瞳孔が針のように細まっていた。


    「……そのとおりだ。おまえは竜と人をつなぐ存在として生まれた」


    　ムブロフスカの鼻び孔こうと口から、蒸気となった高温の溜息が吐かれる。


    「大昔、白銀龍ギ・ナランハは、竜と人の間の争いをなくそうと、人と竜の因子を融和させた存在を造られた。この我の因子を使って……」


    「じゃあ、ニルギンさんに感じていた優しい雰囲気は……」


    　アナピヤの目が見開かれる。


    「ああ、我はおまえの遠い先祖ということになる。だからこそおまえを捜し、そのあとは側そばで見守りたかったのだ」


    　ムブロフスカが重々しくうなずく。


    「竜は仲間を裏切らず、見捨てない。まして遠いとはいえ子孫のためならば、死地にも飛びこもう」


    　アナピヤは麻ま痺ひしたように、立ちつくしていた。自分が人間ではないと宣告されたのだ。自分を愛する者がいたのだが、それゆえに今の状況になったという事実。


    　愛と憎悪がアナピヤの内部で軋きしみをあげているのだろう。少女を支えるように、脇に抱きよせる。腕を回した先で肩を優しく摑つかみ、アナピヤが倒れないように支える。


    　衝撃の事実を聞いたとしても、実感し判断できるのは時間が経ってからだ。今は麻痺したままでいるべきだ。ムブロフスカがアナピヤを見つめつづける。


    「長い間に人々の間に浸透し、二つの種族を結びつけずとも、せめてもの〈架け橋〉となるはずだった。だが、世界に散った異能力の徒、〈架け橋〉の血族はほとんど絶えていた。残ったのはバルティアとその娘たる幼いおまえ、そして従姉いとこのアティーティアの三人だけだ」


    　ムブロフスカは、憎悪するようにメトレーヤを見渡した。


    「しかし、竜の力と権けん能のうが、咒じゆ式しき研究者どもの要らぬ関心を招いてしまった……」


    　そこから先の経緯は、アナピヤと俺も知っていた。義父母は、アナピヤとアティを実験材料としていたのだ。


    「おまえを失った罪を償つぐなうべく、竜の誓約に従って人の姿をとり、我はおまえを捜した。そしておまえの記憶を捜す旅に従った。その記憶はあまりに過酷なものだった」


    　アナピヤの目には戸惑いと、そして憤怒が生まれていた。


    「あなたが、あなたの血が授けた力のせいで、お父さんは、アティとあたしは……」


    「済まぬ。百万言を費やしても償つぐないきれることではない」


    　竜の謝罪には真しん摯しな響きがあった。しかし、言葉はアナピヤの心を、少女の現実を救いはしない。


    「そもそも、あたしを狙う理由、竜の力と権能ってなんなの？　あたしは、これからどうしたらいいの？」


    　アナピヤは誰かに問うていた。それは千年以上を生きたムブロフスカといえども、軽々しく答えられない問いだった。


    　悠ゆう然ぜんとした動作で、ムブロフスカが右手を挙げる。その手の寸前で、無音で襲いかかってきた巨体が停止していた。


    　巨大な拳こぶしが竜の掌てのひらの前で停止している。背後には金属の肌が続き、球形の胴体に、無機質な目。ダズルクが使っていた〈護ご法ほう数すう鬼き〉の姿があった。


    　ムブロフスカの咒式干かん渉しよう結界と〈護法数鬼〉を構成する咒力が、金属を擦りあわせるような軋きしり声をあげる。数式の鬼は剛力で押しこもうとする。


    　だが、人間の咒じゆ式しき士したるダズルクの咒力は、〈長命竜アルター〉の莫ばく大だいな咒力に瞬時に敗北。〈護ご法ほう数すう鬼き〉の拳こぶしの先から数列に分解されていく。声もなく咒式疑似生物は夜に散乱していった。


    　ムブロフスカが振りかえると、ビルの陰から、隙すき間まから、十数人の屍葬咒兵が列をなして行軍してくる。


    　次々と咒式が撃ちだされてくるが、爆風も雷撃も、ムブロフスカの掌てのひらの周囲で消失し、俺たちへは届かない。


    　攻性咒式士どもの間でダズルクが指揮を執っているが、メルツァールはいない。ダズルクを前線指揮官として操り、本人はさらに奥に隠れているのだろう。どこまでも卑劣な老人だった。


    「話はあとだ。我われがこの死者どもを引きつけている間に、ここから逃げよ」


    　俺がうなずくかどうか迷っていると、ニルギンの人間だった横顔が崩れる。巨大な咒式波長。慌あわててアナピヤを抱えて、俺は後ろへと飛び退のく。ムブロフスカの顔が、天の月へと届かんばかりに伸びる。


    「誓約の途中だが、敵は強大かつ多数。さすがに本来の姿で相手をせねばなるまい。離れておけ」


    　輪りん郭かくは爆発的に太く巨大になっていく。俺とアナピヤは急いでムブロフスカから離れる。


    　ビルの三階にまで伸びた鋼はがね色の顎あごが現れると、顔の銀ぎん鱗りんが、下の巨体へと向かって広がっていく。長く太い首、厚い胸板。巨木のように逞たくましい前脚と後脚。そして長い尻尾しつぽの先まで鋼の鱗うろこが覆っていく。三二・一三メルトルという、常識外れの巨体が顕けん現げんしていく。
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    　隙すきを逃さず、ビルの屋上から咒式じゆしき剣士たちが急降下攻撃をしかけていく。魔ま杖じよう剣けんの先端に紡つむがれていた雷撃や爆裂が竜の鱗うろこに向かう。しかし、咒式干かん渉しよう結界で減げん殺さいされた威力では、不完全にしか貫けない。


    　死せるダズルクの腕が振りあげられる。咒式剣士たちが蜘く蛛ものように手足を広げて、竜の巨きよ軀くに摑つかまる。同時に、路上の攻性咒式士たちが咒式を放射した。


    　爆裂や鋼はがねの槍が、味方の死者の体を貫通。爆散させながら、ムブロフスカの体に命中。咒式干渉結界が発動できなかった。


    　それは、死者の体を通り道とすることによって、咒式干渉をほぼ無効化する攻撃。自らの命を顧かえりみない死者の兵団だからこそ可能な、凄絶な対竜戦術だった。


    　咒式の殺到に対し、ムブロフスカは平静な竜の顔のままだった。


    　俺には、竜の巨体に展開している咒印組成式が見えていた。


    　それは冷間線引き鋼線、俗にピアノ線といわれ、鋼製の線を引き延ばす塑そ性せい過程で強化処理したもので、結晶がナノメルトル単位で微細化されている。そのため、あらゆる鉄鋼の中で最高の引っ張り耐性を持つ。


    　化学鋼成系第五階位〈張鋼甲装障軀レアルフ〉で発生した鋼線が、ムブロフスカの鱗の下には、恒常的に何重にも張りめぐらされていたのだ。竜の巨体は要塞となっていた。咒式干渉結界に、鱗に装甲に筋肉に骨格。何重もの防御壁に対し、もはや中低位咒式はまったく意味がない。


    「同じ咒式査さ問もん官かんとして、汝なんじらを哀れに思う」竜は巨体を振って、まとわりついた咒式剣士たちを振りほどく。「だから、せめて我が手で死者の眠りに戻してやろう」


    　ビルの壁面や、アスファルトの上に、死者たちが叩きつけられ、重装鎧よろいごと骨まで砕ける。脳などの神経系が全滅しなかった死者たちが緩慢に立ちあがる。青い顔には恐怖も感情もない。ただ支配者ヘルシヤアの指示に従い、竜へと向かっていく。ムブロフスカは俺とアナピヤに首を向ける。


    「疾とく行くのだ」


    　竜の雷のような声に打たれて、俺はアナピヤの手を取って走り出す。


    「ヒルルカを忘れるな。ギギナが心配するだろう」


    　悪戯いたずらめいた竜の声に、俺は慌あわてて進行方向を少し変える。進行方向にある椅い子すの背せ凭もたれを摑み、走りを再開。背中に担いで走る。


    　立ちふさがる屍葬咒兵。俺が魔杖剣を掲げると、頭上から大だい瀑ばく布ふが降ってくる。


    　死者の頭ず蓋がいが足先まで圧縮される一撃で、血ち飛し沫ぶきがあがる。竜の長大な尾の一撃だと気づいて、俺は肉塊の傍かたわらを走りぬける。


    　逃走する俺の背に、爆裂や咒式獣の咆ほう哮こうに混じって、竜の声が投げかけられる。


    「汝が持つ〈宙界の瞳〉に気をつけよ。それはいつか汝に仇あだをなす」


    　竜の声が月夜に響く。


    「そしてなにより、アナピヤを守るのだっ！」


    　怒号と轟音を背に、俺とアナピヤは走っていく。


    



    



    　夜空に座す月は、不自然なまでに皓こう々こうと照っていた。走る俺たちの月影がアスファルトに長く伸びていく。闘争の音は遠く、二人の足音が夜に響いた。荒い息と喘あえぎ声、心拍の音が耳に聞こえるすべて。深海の底を進むかのようだった。


    　アナピヤが転げそうになった。俺は手を伸ばして支える。二人の足が止まる。


    「ごめ、なさい。あたし、もう……」


    　荒い呼吸の間から、アナピヤが言葉を零こぼす。


    　自分の無力さに、少女の眼には涙まで浮かびそうだが、必死に泣くまいと堪こらえていることが分かった。


    「気に、するな。俺も限界、だ」


    　俺の速度に合わせて、喉から心臓が出そうなほど疾走したのだ。アナピヤの足では、よく走ったほうだ。


    　俺にしても、全身の裂傷や骨折が限界に達し、脇腹の傷口まで開いて出血しはじめていた。竜に治療を頼めば良かったと、今さらながらに思う。


    　よく考えるとギギナの治ち癒ゆ咒式じゆしきの出番なのだが、肝心な場面にはいない。とりあえず止血帯を巻いて傷を塞ふさぎ、造血咒式を発動。動けるようになる作用を待つ。


    　手近にあった金属の柱に背を預け、尻を落とす。椅い子すのヒルルカに座りたかったが、血で汚すとギギナに殺される。


    「面倒な相棒だ」


    「だね」


    　俺が不敵な笑みの演技をすると、アナピヤも汗に塗まみれた笑みを返してくる。


    　遠い咆ほう哮こうが夜の大気を振動させた。ムブロフスカが屍葬咒兵を蹴け散ちらしているのだろう。二人の間に緊張感が戻る。


    「だけど、あたしに授けられたという竜の力と権けん能のうってなんだろう？」


    　呼吸が落ちついたアナピヤが、疑問を呈する。


    「記録映像だとあたしは死んだはず、だよね？　でも、ここに生きている？　本名はメルティアなのに、自分をアナピヤって名前だと覚えていたのはどうして？」


    　発した疑問がさらなる疑問を呼んだらしく、アナピヤの眉間に懊おう悩のうの皺しわが刻まれる。


    「なにか思い出せそう。喉まで出かかっているのに出てこない……」


    「あとで考えよう」


    　少女の疑問を、無理やり断ち切るべきだと俺は判断した。


    「あとはムブロフスカか、ギギナがなんとかする。俺たちは悠ゆう々ゆう自じ適てきで回復を待ち、安全なこの場所で待っていれ……」


    　携帯が振動する。襟えり元もとを開いて携帯を見ると、ジヴからの呼び出し。


    　また、バモーゾの偽の呼びだしか。


    　いや、待て。俺たちの周囲でそびえる柱と、頭上に続く歩道橋には見覚えがある。


    　視線をアスファルトに落とすと、地面に咲いた血肉の花、バモーゾの死体が見えた。


    　気味悪さに立ちあがると、死体が動いたように見えた。目め眩まいかと思って目を凝らすと、俺の背筋に氷塊が滑りおちる。携帯は鳴りつづける。


    　両断され、頭部を吹き飛ばされた亡なき骸がらの胸部に亀き裂れつが入る。俺たちの目前で亀裂が広がり、女陰のような真紅の裂け目から、孵ふ化かするように肉の塊かたまりが伸びていった。


    　肉色の小さな物体が絡みあい、粘液が交じりあい、形をなしていく。小さな細胞同士の境界線が消失。血と粘液に塗まみれた青黒い髪、鼻筋、肩、それは自らの亡骸から生まれる、バモーゾの裸の上半身だった。


    「や、あ、ガユス」


    　真紅の唇くちびるから粘液を零こぼす様は、淫いん靡びなまでの艶なまめかしさがあった。


    　携帯を投げすてて魔ま杖じよう剣けんを掲げるよりも早く、バモーゾの影が俺の足元まで伸びていた。到達寸前でアナピヤを突き飛ばすも、影が跳ねあがった。蛇へびのように俺の四肢にまとわりつき、全身を拘束する。魔杖剣の引き金を引こうとしたが、動かない。漆しつ黒こくの百足むかでが、人差し指まで拘束していた事実を確認するだけだった。


    　視線を戻すと、自らの死体からバモーゾが足を引きぬいた。そして歩みはじめた。


    　月明かりの下、一糸まとわぬ青年が俺へ向かって歩いてくる奇怪な光景。転がる携帯から、本当のジヴからの呼びだし音だけが響いていた。


    　死体と青黒い背広が蠢うごめき、アスファルトに零れる。漆黒の絨じゆう毯たんが走り、歩くバモーゾの足首に追いすがり、絡みついていく。


    　闇色の帯が、足首から脛すね、胴体から胸と駆け登り、青白い裸身を覆っていく。


    　復活者が眼前に到達し、携帯を踏み割る。そして背広が完成。襟えり元もとで色を変えて白に染まり、シャツを造るという芸の細かさ。


    　背広が微細な青黒い蟲むしの集合体だと確認してしまい、吐き気がした。


    「てめえ、何回邪魔して何回死ねば気が済むんだ!?」俺の声はありえない事態に対して怒っていた。「脳を破壊すれば、肉体復活の咒じゆ式しきも使えないはずだろうが!?」


    「愛いとしいガユスに会うためなら、僕は何度でも復活しよう♪　それは愛の力♪　なんてのは噓うそだけどね」


    　バモーゾが自らの首の後ろに魔杖短剣を当て、両手で一気に引く。赤い肉の断面から鮮血を吐きだしながら、頭部が落下。夜の底のアスファルトの上に転がって止まる。転がる頭部の目にある粘着質な眼まな差ざしが、啞あ然ぜんとした俺へと向けられていた。場違いに明るい頭部の笑みを、革靴が踏みつぶす。眼球が飛びだし、血と脳のう漿しようが零れ、そのすべてが黒々とした粒に変化。踏みつぶした足へと吸収されていく。


    　見上げると、首の断面から青黒い頭髪が生えていた。続いて白い額に嘲ちよう弄ろうの瞳、鼻び梁りように真紅の唇、そして細い顎あご。バモーゾの頭部が伸びあがってきた。


    「はい、復活完了」


    　異常すぎる光景。だが、俺は知覚眼鏡クルークブリレで可能性を検索し、理解した。


    　超耐久力を生む咒じゆ式しきだけでは、四肢を切断し、体と脳を両断され、破砕されるという致命傷からは復活できない。残る可能性としては、生体生成系第七階位〈似我複模転活生法ネルガツル〉の咒式が働いているとしか思えない。


    　タマバエという蠅はえは、幼虫の体内の卵子から多数の幼体が発生する幼生生殖を行う。子供は母親の体を喰いながら成長し、母体を食い破って生まれる。その原理を人体に応用したのが、バモーゾの咒式だ。


    　つまり、常に自己受精して自分の複製を作り、全体として思考を共有。その死とともに咒式が起動し、自らの肉体を喰って復活するのだ。バモーゾの体は、咒式で超耐久力を付加された数十万から数百万もの群体生物で構成されている。幼虫が未分化細胞で、成虫が筋肉や神経、血管や内臓の擬態を行うのだ。


    　再生不可能な数まで蟲むしが減らないかぎり、何回でも蘇生する。本人の思考も、脳細胞ではなく、蟲としての集合意識で代だい替たいさせている。バモーゾは、すでに人間であることを咒式によって辞めた最悪の怪物だったのだ。


    　愕がく然ぜんとして言葉を失う俺は、拘束されて動けない。不死の蠱蟲士たるバモーゾが嗤わらう。


    「さーて、ガユスとの約束を果たさないびゃっ!?」


    〈請願者ヤンダル〉の鋭い刃が、バモーゾの左脇腹に突き立っていた。肋ろつ骨こつの間を抉えぐるように刀身を押しこんでいくのは、必死の形相のアナピヤだった。


    「おおっ、健けな気げだねぇ♪」


    　感心と嘲ちよう弄ろうの瞳が、憎悪と使命感に燃えたアナピヤの双そう眸ぼうを迎える。


    「ガユスを離せ、この変態っ！」


    「イ・ヤ♪」


    　次の瞬間、バモーゾの長い足が振られ、靴先はアナピヤの顎あごを蹴けりあげる。


    　少女の[image: ]そう軀くが宙を舞い、受け身もとれずに落下。小さな体がアスファルトに転がる。魔ま杖じよう短たん剣けんが転がる耳みみ障ざわりな音が、夜の街に鳴り響く。


    　倒れたアナピヤの鼻び孔こうや切れた唇くちびるからは、鮮血が溢あふれる。苦痛で呼吸もできずに少女は呻うめいていた。


    「僕って、君のような弱者が大っ嫌いなんだ」


    　バモーゾが踊るように跳ねて、アナピヤの前に左足を着地。均きん衡こうを取るように振った右の爪先をアナピヤの腹部、胃のあたりに叩きこむ。


    　今度は、黄褐色の胃液を吐きながらアナピヤが横に転がっていく。


    「弱っちいくせに誇りとか意見とかを持っている。そんなものは弱者にはいらない。僕のような強者の、尻穴か足裏でも舐なめているのがお似合い♪」


    　回転したバモーゾが、アナピヤの吐と瀉しや物ぶつに塗まみれた顔を踏みつける。革靴の下で、かわいらしい少女の顔が苦痛と無力さに軋きしむ。


    「僕は雌めすに触れることも嫌いだ。裏切り、卑屈で雌臭い。おまえなんか、汚らしい脳のう漿しようを撒まき散らして死ね！」


    　少女の顔を踏みつけた踵かかとに、凄まじい力が込められようとする。


    「はっ、てめえが汚らしいっての」


    　俺の叫びに、バモーゾが振りかえる。アナピヤの頭に入る力が弱まる。


    「冷静に自省してみろ。おまえの言動の一つ一つが気色悪くて、劣等感に溢あふれている」


    　踊るように回転して、バモーゾが跳躍。俺の眼前へと戻ってくる。


    　バモーゾの漆しつ黒こくの瞳が、真正面から俺を覗のぞきこむ。虫の複眼のような目だった。


    「なにか言った？」


    　異常者の問いは怖い。逆らえば最悪の事態が待っているだろう。


    　だから俺は嘲ちよう弄ろうの笑みを浮かべる。


    「すまないが、あまり近くで喋しやべらないでくれ。人間から出る臭いとは思えないほど、口臭が酷い。目にしみて痛いくらいだ」


    「うんうん、あのちっさい雌めすを守るために挑発してくるなんて、ガユスは優しいなぁん。よし、僕はその気高い意志を尊重しようっ！」


    　バモーゾの宣言とともに、俺の悲鳴が夜気を貫く。


    　ユラヴィカに切り裂かれた左脇腹の傷口。血の気を失った傷口に、バモーゾの白い指先が差しこまれていた。出血が再開し、身を[image: ]よじる度に鮮血が弾ける。体内で動く指が痛みを新たに生む。正気の行為ではない。


    　バモーゾの指先が、傷口から引きぬかれる。俺の血に塗まみれた白い指先が、バモーゾの口くち許もとに翳かざされた。蛇へびのような舌先が、指先の血を舐なめとる。


    「ああ、やっぱり美味おいしい。ガユスの血って甘～い♪」


    　紅の舌は、丹念に血を舐めとっていく。バモーゾの表情は法悦の極みとでもいったものになっていた。


    「ガユスの血も賞味したし、次はいよいよお待ちかね。てけれてってて～♪　拷ごう問もん道具～♪」


    　バモーゾが、腰の後ろから魔ま杖じよう短たん剣けんを引きぬく。重々しい鉈なたのような刀身に、鮫さめの牙のように細かい刃が並んだ鋸のこぎり状の刃だった。見ているだけで痛い。


    「何度もした約束を覚えている？　四肢を切断して、目をつぶして、犯し、『バモーゾ様、早く殺してください』が、口癖になるようにしてあげるって約束ぅ♪」


    　俺によく見えるように、バモーゾは凶悪な刃を眼球の寸前に突きつけてくる。


    「こんな太くて硬いものが、ガユスに突き立つかと思うと、僕、すっごく興奮してきたよ♪」


    　確認したくもないが、バモーゾの股こ間かんの布地が、突き破らんばかりに押しあげられていたのが見えた。息を整えながら俺は笑ってみせる。さぞ引きつった笑みだろうが。


    「すごい名案が、ある。今の俺とおまえの役割を交換してみるっ、てのはどうだ？」


    「拷問されるのは僕も大好きな遊びだけど、それはも少しあとでねんっ♪」


    　バモーゾの爽さわやかな笑みとともに、鉈が打ち下ろされる。


    　俺の左太ふと股ももに半ばまで刺さった刃。一拍遅れて傷口から噴出する鮮血と、俺の唇くちびるから迸ほとばしる獣のような太い絶叫。理解できない。自分にここまでの苦痛が与えられるとは思えなかったのだ。それほどの激痛。


    「痛い？　痛い？　でも、も～っと痛くなるよ？」


    　バモーゾの手が水平に引かれる。鋸のこぎり状の刃が、俺の太ふと股ももの筋肉繊せん維いを引きちぎる。血に濡れた鋸の刃に、細かい桃色の肉片と、黄色の脂肪、切れかかった神経繊維が絡みついていた。


    　肉体が損壊する光景に、脳から血液が引いていき、純粋な痛みに体が勝手に跳ねる。


    「まだ、手前に引いただけなんだから、昇天しちゃダメだよ。早そう漏ろうは嫌われるよっ♪」


    　バモーゾが心配そうな顔をしながら、鋸を前に戻す。それだけで新鮮な激痛が生まれる。


    　痛いその痛みをそれ以上の痛みが乗り越え心が砕けそうで熱い痛い痛い早く感じる心が消えてくれ痛い人間はこんな痛い痛みには耐えられない痛いっっ！


    　俺の精神が崩ほう壊かいする寸前で、鋸の往復運動が停止する。口の端から涎よだれと泡を流しながら、俺は自らの足を眺めていた。


    　鋸が食いこんだままの太股からは、肉と脂肪の切りくずが溢あふれ、血と熱が流れだしている。太股の激痛以外に感覚が存在せず、思考は痛みしか紡つむがない。


    「はーい、精神崩壊で逃げるのはなし。ここで一息入れましょう。はい、深呼吸。それともいっそ殺してあげよっかな？　って噓うそ。楽しいことは長く長～く、やらないとね」


    　バモーゾの笑みは、俺の内部を覗のぞこうとする笑みだった。


    　残ざん酷こくな人間は、この手の笑みを浮かべる。他人の痛みを想像できないのではなく、分かるからこそ笑える。人間だけが浮かべる醜悪な笑み。


    「さて、前にも聞いたけど、僕が殺す相手を好きになるのはどうしてだと思う？」


    「変態の内面、に興味などある、わけないだろうが」意識が飛び去っていきそうな痛みを堪こらえる。「いや、性格のほうの原理、は説明してやれる」


    　疑問符を浮かべたバモーゾに向けて、俺の唇くちびるは言葉を吐き出す。


    「おまえの不死身を生んでいる咒じゆ式しきは、自家受精で、それが原因で腐った性格が生まれる」


    　アナピヤ、この間に逃げてくれ。だが、遠く大通りに倒れたアナピヤは、まだ動かない。朦もう朧ろうとした意識で、少女は何事かをつぶやいていた。まだ意識が戻っていないのだ。


    　呼吸を整えて、俺は分析の刃を連ねる。


    「その極度の近親交配は近交弱勢と呼ばれ、遺伝性疾患や奇形、発育不良が起こりやすい。おまえの歪ゆがんだ性格は、分かりやすい症例だ。つまり、生物的な衰退を避けるためには、意識的に他人の遺伝子情報を取り入れる必要がある、欠陥品の命だ。取りこんだあとの相手は必要ないだけだろう」


    「ご高説をありがとう。でもそれはたかが生物学的な理由でしかない」


    　バモーゾが愉ゆ快かいそうに笑う。空気の振動が、俺の傷に触る。


    「好きな人を殺すのは哀しいことだ」


    　笑いを秘めた瞳が一転、狂喜を孕はらむ色に変わる。バモーゾは自己の世界に埋没していく。


    「すっごくすっごく哀しいことで、僕の胸が張り裂けそうに痛む。だからこそ、それは僕を悲劇の主人公にしてくれる」


    　怖い。心の底から怖い。バモーゾとはまったく会話が成立していない。こいつは真性の異常者だからだ。他人の話など聞く気も理解する気もない。ただ自分しか存在していないのだ。


    　反抗すれば、極限の痛みと恐怖で精神が崩壊したうえで、バモーゾの玩具おもちやにされるだろう。だから俺は、この場で最適の返事をしてやるべきだ。


    「よし、これ、から二人で、病院に行こ、行こう。そこで、おまえに安楽死用の毒薬を、処方して、も、もらえ」


    　自らの妄想を否定されても、バモーゾは笑む。加虐心を隠そうともしない笑顔だ。


    　俺一人だったら、一秒以下でバモーゾに屈伏していただろう。だが、この状況で俺は助からない。バモーゾに殺される。


    　ならば、アナピヤが逃げる時間を少しでも稼ぐ。運が良ければ、ギギナかムブロフスカの到着が間にあう。合理主義とはそういうものだ。だから俺は告げる。


    「死ね、変態」


    「僕としては、そういう返事だと次がやりやすい」


    　バモーゾが満面の笑顔で取りだしたのは、金属板の塊かたまり。


    　器具を一振りすると、四角形の枠が組みあがり、何条ものワイヤが張られる。どう見ても茹で卵を輪切りにする道具だ。ただし、大きさは通常の器具の五倍はある。


    「卵料、理で、も作ってくれ、れるわけ、か？　俺、は男の手料理など食べな、い、狂信的信念を、持ってい、るんだけど？」


    　バモーゾが、無言で首を左右に振る。俺の右の太ふと股ももを束縛していた百足むかでが隙すき間まを空け、バモーゾが料理器具で優しく挟む。


    「どうするか分かっているくせに。もう、素直じゃないんだから♪」


    　恥じらう乙女のような言いぐさとともに、変質者の白い手が機械を押しこむ。ワイヤが、防ぼう刃じんジーンズの布地ごと太股に食いこみ、血の珠が浮かぶ。次にジーンズに血が染みていく。


    　バモーゾの横顔は、歪ゆがんだ喜色に輝いていた。


    「知ってるかな？　最悪なことって、常に次に起こることなんだよ？」


    「少し落ちつけ。話し、あおう。なあなあで話せば人は分かりあえるし、金なら少しは出……」


    「ダメん♪」


    　上半身を乗せて、バモーゾが一気に押しこんでくる。


    　ジーンズと皮膚が破れ、ワイヤが肉を割り、雷撃のような激痛に脳のう髄ずいが灼やかれる。


    　ワイヤによって断ち割られた幾つもの断面に、薄い黄色の脂肪層と桃色の筋肉が覗のぞく。鮮血が噴出し、バモーゾの顔を朱に染めていく。


    　拷ごう問もん器具が、さらに押しこまれる。重大な血管が切断され、ワイヤが硬いものにあたる。大だい腿たい骨こつの表面にワイヤが食いこむ感触だ。


    　俺の思考が爆発する。


    　痛みとは壊れた細胞が痛みを起こすブラジキニンなどの発痛物質とプロスタグランジンＥ２などの発痛促進物質を出しそれがある程度の量になるとポリモーダル受容器を刺激し電気信号に変換され脊せき髄ずいと視床を経て大脳皮質の体性感覚野に達しそこではじめて痛みを感じ……。


    　痛みを論理に分解して耐えようとしたが、俺の自制心は崩ほう壊かいした。


    　声なき絶叫をあげる俺は、罠わなにかかった小動物のように激しく身を[image: ]よじる。洟はな水や涙が垂れながされるが、止めようもない。死の恐怖より、今この瞬間の痛みが全身を支配していた。痛い以外になにも感じられない考えられない。


    「あはははは、ガユスってかわいい！　かわいすぎて、僕、イっちゃう！」


    　明滅する視界で、バモーゾの声だけが響く。俺はもはや叫ぶことすらできない。激痛のあまりに握りしめた手と嚙かみしめた奥歯が、硬直しきっていたのだ。


    　ようやく、真紅の世界が色を取りもどしてきた。無惨に断ち割られた自らの太ふと股ももが確認できた。比ひ[image: ]ゆではなく、血の海が生まれていた。これだけ出血すれば、失血死も遠くない。アティーティアと過去のアナピヤであるメルティアの苦痛の一端が分かった。


    　身じろぎすると、食いこんだままのワイヤが太股内と大だい腿たい骨こつの表面に擦こすれて、新鮮な激痛を生みだす。


    　顔を上げると、背を反らして痙けい攣れんするバモーゾの姿があった。垂直に立てられた青年の白い喉までもが、返り血に染まっていた。


    　荒い息を吐きながら戻ってくる、拷ごう問もん者しやの血ち塗まみれの美び貌ぼう。


    「あははっ、思わず連続で三発も射精しちゃった♪」


    「報告、する、な。き、き気色、悪い。あと、あと、おまえだけは、絶対死な、死なす」


    　顎あごが痛みで硬直したため、舌先で強がりを吐きだすことしかできない。


    「また僕の子宮で子供ができちゃう。これって、僕とガユスの子供だねっ♪」


    　自分の腹部を撫なでながら、バモーゾが嗤わらう。横目で確かめると、アナピヤの姿が消えていた。やっと逃げてくれたのだろう。よし、俺の心配は解決した。


    「おま、えが殺す相手を、好きになるってのは、少し違う、な」


    　顎の硬直を解きほぐし、喉の奥から必死の返答を絞り出す。バモーゾの鼻先に、初めて不機嫌そうな皺しわが浮かんだ。


    「好きになった相手に受け入れられないのが怖い、から、返答の前に殺しているだけ、だ」


    　俺の反撃は、バモーゾの心に傷を与えることしかない。


    「おまえは、誰にも、愛されない」


    「へ、え、安っぽい精神分析」


    「ならば、おまえを愛してくれるものの名を、誰か一人でも教えてくれないか？」


    　バモーゾの血ち腥なまぐさい吐息が、俺の鼻筋に吹きかかるまで接近してくる。それでも呼吸を整えて、言葉を叩きつけてやる。


    「おまえの名を愛いとしげに呼び、抱きしめ、喜びと哀しみを共有する人間。そんな上等な人間は、今まで誰一人として寄ってこなかっただろう？　その原因を教えてやろうか？」


    　内面を覗のぞくような視線を向けてやると、バモーゾの顔に戸惑いが現れてくる。


    「望みの愛が手に入らないから、手にした他人に悪意と憎悪を向ける。そんな自分でも愛せない自分、安っぽい自己嫌悪を裏返しにすることしかできない虫けらを愛するなど、人間には不可能だ」


    　それは俺自身の過あやまちを指し示していた。一方的で不毛で、なにも与えない関係。相手と向かいあわず、分かちあわない愛。アレシエルを、クエロを、そしてジヴを失った俺の過ち。


    　自らの傷を抉えぐる言葉だが、バモーゾの顔からも軽薄な笑みのいっさいが剝はぎとられていた。自己を省かえりみたこともなく、葛かつ藤とうを避けていた虫は、俺以上に心を抉られたらしい。


    「死ぬまで一匹で暗闇を這はいずっていろ。それが決定されたおまえの惨めな生だ！」


    「……殺すよ、ガユス」


    　俺の左太ふと股ももに刺さっていた鋸のこぎりが引きぬかれ、激痛が嵐となる。背後へと飛び跳ねて、バモーゾが血ち塗まみれの魔ま杖じよう短たん剣けんを引きぬいた。同時に咒じゆ式しきが発動。


    　バモーゾの胸板から濁流のように黒い染みが零こぼれ落ち、青黒い霧となって拡散していく。


    　空中に散布されたのは、黒い体に無機質な複眼。それは、おびただしい数の蠅はえだった。


    　蟲むしたちの顎あごが嚙かみあわされ、翅はねが振動する微細な音が夜気を震わす。


    「僕の体や服を構成する咒式蠅だ。おまえは卵を産みつけられ脳や内臓の中から喰われて、心まで犯されながら死ね！　そして僕となって生まれ変われっ！」


    　叫びとともに貪欲な蠅どもが、俺に向かって空中突撃を開始してくる。一匹一匹の、無機質な複眼までもが確認できたときにも、俺は空虚だった。


    　俺を産卵管で突き刺し、食い散らかすはずの蟲が二手に分かれて眼前を通りすぎていく。そして小さな死神が反転。


    「あえ？」


    　間延びした声を出したバモーゾへ、青黒い霧が襲いかかっていく。


    　数千匹の食肉蠅が、強きよう靱じんな顎を白い肌に突き立て肉を喰らい、産卵管を突き刺していく。バモーゾの魂たましいが砕けるような悲鳴が響きわたるが、青黒い霧に覆われて姿は見えない。絶叫とともに、指先まで青黒い蟲に覆われたバモーゾの魔杖短剣が天に突きあげられ、火を噴く。


    　生体生成系第二階位〈蟲殲殺ムドウ〉により、殺虫植物が発生。ピリジルメチルアミンを放出していくが、哺乳動物の神経受容体への親和性が昆虫類へのものより低いため、哺ほ乳にゆう類るいにはごく低い毒性しか持たない。しかし、昆虫類の神経細胞に対しては極度の興奮状態をもたらし、神経伝達が阻害され、眼前の蟲どものように死に絶えていく。


    　死神の衣装を脱ぎすてたバモーゾは、惨さん憺たんたる有様だった。


    　自身を構成する蟲を殺し、滑らかだった白い肌は食い破られ、真紅の肉を見せていた。瞼まぶたや鼻の頭もなくなり、美び貌ぼうどころか、人類だったとも信じられない、無惨な肉塊へと変わり果てていた。


    　肉体再生咒式を発動するバモーゾの動きが停止する。


    　額や頰ほおや顎に突起が浮かびあがる。続いて肩から胸、腹から足にまで、肉色の全身に小さな腫しゆ瘍ようが生まれる。


    　月光に照らされて、おびただしい腫瘍の中に蠢うごめいている物体が透けて見えた。


    　魂たましいが凍るようなバモーゾの悲鳴。


    　数千の腫しゆ瘍ようが破裂し、血と膿のう汁じゆうとともに中から蠅はえたちの子供が生まれる。微細な蛆うじ虫むしたちが体を[image: ]よじり、小さな軋きしり声をあげる。


    　一匹一匹の先端にある頭部が、主人たるバモーゾの面影を宿していた事実に気づき、俺は嘔おう吐と感を抑えるのに必死だった。


    　絶叫をあげつづけ、バモーゾは全身を搔かきむしるが、分身どもは本体を食い散らかしていく。真紅の口腔を蛆虫で溢あふれさせたバモーゾが、声もなく倒れる。バモーゾの意識の消滅とともに、俺を拘束していた百足むかでどもの縛ばく鎖さが緩ゆるみ、アスファルトに落下する。節せつ足そく動物の咒じゆ式しき結合が解かれ、量子の塵ちりに還る。


    　足の痛みを堪こらえて立ちあがると、バモーゾという食卓はまだ喰いあらされていた。


    　見る間に、蛆虫たちは翅はねを広げて成虫になる。蠅は再び宿主に卵を産みつけて絶命する。再び人面蛆虫が生まれ、バモーゾの死し骸がいを喰っていく。また蝿が生まれ、命の円環が繰り返される。


    　なぜかは分からないが、咒式そのものに裏切られ、体を構成する虫をここまで破壊されては、復活もクソもない。バモーゾが力尽き、咒力が消滅。咒力の供給を断たれて、蛆虫と蠅の体の構成分子が崩ほう壊かいしていく。


    　現れたのは、骨格にこびりついた肉の切れ端と、わずかな蟲むしだけ。かつてバモーゾだったものの残骸だった。


    「ガユスっ！」


    　負傷と失血のあまり倒れそうになる俺を支える手と声。見ると、アナピヤが支えてくれていた。少女は俺を両手で支えていた。


    「逃げろって、言っただろうが」


    「あたし、がんばったの、思い出したの。ガユスを助けたくて……」


    　俺が笑って見下ろすと、アナピヤが泣きながら俺の胸に顔を埋うずめる。だが、少女の手には魔ま杖じよう剣けんが握られていなかった。


    　少女の力では、俺を支えきれず倒れそうになる。さらに力強い手が、俺の襟えりを摑つかんで立たせていた。


    　見上げると、ギギナの白はく皙せきの美び貌ぼうが、月光に照らされていた。


    「軟弱者め」


    　労いたわりのない台詞せりふとともに、いくつもの治ち癒ゆ咒式が発動して、俺の傷が塞ふさがっていく。


    「自分が必要とされてから登場するって、相変わらず性格悪いね。あと演出しすぎ」


    　俺の軽口にも、ギギナは無言で治療を続けた。筋肉が癒着し、神経がつながれ、血管が修復される。皮膚が覆っていく。脇腹やバモーゾの拷ごう問もんによる両の太ふと股ももの傷きず痕あとも綺麗に修復されていった。終わるとギギナが俺を放りだす。よく見ると、ドラッケンの左手にはヒルルカが摑まれていた。事態が分かってしまった。


    「てめえ、椅い子すを確保してから、俺を助けやがったな？」


    「正しい価値順位どおりだが、なにか問題があるのか？」


    　ギギナの薄ら笑い。再び倒れそうになる俺を、アナピヤが支える。少女の瞳が涙に濡れていて、俺の胸が痛む。


    「だから、大だい丈じよう夫ぶだって……」


    「思い出したの。思い出してしまったの……」


    　左脇から俺を支えるアナピヤから、小刻みな震えが伝わる。


    「なに、を？」


    　だが、アナピヤの震えは尋じん常じようではなかった。まるで一人で氷点下の世界に立ちつくすような、激しい震えだった。すでに、支えている側がどちらか分からない。


    　顔からは血の気が引き、すべてに絶望しているかのように、双そう眸ぼうからは表情が消失。


    「お、ね、お願い。本当のことを知っても、あた、しを、嫌、嫌いにならないでね？」許しを請うような声だった。「お願いだから、お願いだからっ！」


    　俺はギギナと視線を合わせて、異常事態を確認しあう。アナピヤを抱きよせ、少女の心を守る言葉を探す。


    「どんなことがあっても、俺が君を嫌いになるわけないだろう？」


    「違うの、それ自体が違うの。許して、お願い、あたしを嫌わないで……」


    　蒼白となったアナピヤの顔を見下ろすと、背後のバモーゾの死し骸がいが跳ねあがる。骨まで覗のぞく手には、魔ま杖じよう短たん剣けんが輝く。怪物はまだ生きていた。


    　俺が反応するよりも早く、バモーゾの魔杖短剣が喉に突き刺さった。


    　バモーゾ自身の喉に。


    　凄まじい咒じゆ式しきを支える咒力が、夜気を満たしていく。そのまま、禍まが々まがしい刃がバモーゾの上顎あごを貫き、脳まで達する。


    「なぜ、また僕が僕の、喉を？」


    　鮮血を噴きあげ、バモーゾの頭ず蓋がいの中で再度の殺虫咒式が発動。口腔から白煙を曳ひきながら、バモーゾが背後へと倒れる。黒血と濡れた音を飛び散らせながら、断末魔と痙けい攣れん。


    　青年の目や鼻や耳から蟲むしの群れが這はいでていく。殺虫剤によって蟲たちの歩みが停まり、脚を縮こまらせ、腹部を見せて転がる。同時にバモーゾの痙攣も止まった。


    　思考を維持する脳を構成していた最後の蟲たちも、ついに死に絶えたのだ。


    「ガユスに手を出すヤツは、みんな死ぬの。あたしがガユスを守るの。人に決められるのではなく、あたしが決めたいのっ！」


    　俺の胸のなかで、アナピヤが泣いていた。そして、彼女の全身を包む隠いん蔽ぺい咒式が崩ほう壊かいし、強大で複雑な多重咒式の光が零こぼれていく。


    「アナピヤ……」


    　俺とギギナは硬直していた。バモーゾの狂気など比べようもない、全身を貫く恐怖だった。


    　アナピヤの全身から放たれている咒式の組成式が、俺には分かってしまった。組成式を一つ一つ解析していけば分かる。


    　ドーパミン、セロトニン、アセチルコリンといった性反応を司つかさどるとされる物質、そして、恋愛ホルモンと言われるフェニール・エチル・アミン類は、アンフェタミンやメタンフェタミンといった覚かく醒せい剤と類似した構造と作用を持ち、興奮を導くとされている。


    　それらは、ドーパミンがシナプス前部に再吸収されるのを防ぐことによって、より多くのドーパミン伝達をうながし、恋愛の興奮状態をもたらす。また、ドーパミンの前駆物質であるＬ‐ドーパの発生で、性欲の昂こう進しんを起こさせる。脳の快感中枢、つまり視床下部内側核、黒質尾状核などに作用し人の感情を大きく乱す。


    　超伝導体の効果を利用した、超伝導量子干かん渉しよう素子を使った、高感度磁気測定法。それは脳信号による磁気的信号を、非接触で計測する読心術。脳のどの辺りの部位が、どのくらいの強さで活動しているのかが分かるのだが、思考が読めるわけではなく、その時の精神状態に応じた信号を読みとるだけだ。


    　だが、恋に落ちている人間の波形と法則性を摑つかむことで、同じ波形を磁気干渉で引き起こせば、対象の脳内に恋愛感情に似た感情を発生させることができる。そして、非線形系などで微弱な周期的変動や信号に雑味が加わると、元の信号が増幅される確率共鳴と呼ばれる物理現象となる。


    　神経系や人類の海かい馬ばなどの神経回路は、非線形であり、確率共鳴が起こりえるため、記憶の発現に係わっているとされる現象を読みとる。


    　すべての超高度咒じゆ式しきが、ひとつの目的に向かって作用する。


    「アナピヤ、おまえがやっているそれは」


    　俺の舌は最悪の事実を告げる。


    「それは、禁断の精神操作咒式だ」


    　精神操作咒式が禁きん忌きとされているのは、他人の内部を覗のぞき脳と心に強力に干渉するからだ。そして、不可能とされている。


    　もっとも咒式抵抗力が高いとされる脳、しかも俺のような高位咒式士の脳へと作用する貫通力と隠いん蔽ぺいが可能な莫ばく大だいな咒力など、人類には存在しない。


    　あるとすれば、竜の権けん能のうである、〈異い貌ぼうのものども〉への絶対支配。そしてアナピヤは竜の血族だった。


    　俺の内部で、アナピヤと出会ってからの出来事が組みあわさっていく。


    　世界のすべてが、反転していった。今までのすべてが逆の意味となる。


    　少女の肩を握りしめながら、俺は震えが止まらなかった。指の力に、アナピヤは顔を苦痛に歪ゆがめる。


    「最初から、出会った瞬間から、おまえが心を操っていたのか？」


    　アナピヤが首を振る。


    「違う、違うの！」


    　アナピヤは双そう眸ぼうから涙を零こぼして泣いていた。


    「あたしが愛して欲しいとき、その人を守りたいときに勝手に作動するの。あたしはそういう風にできているの。それを、さっき、あなたを助けようとして思い出したの！　そしてそして、ああっ……」


    　だが、俺の心は急速に凍えていく。過去の美談も汚お濁だくに塗まみれる。


    「コルッペンと旅芸人一座の英雄的なまでの自己犠牲も、おまえが操ったのか！」


    「止やめてっ！」


    「俺の奇妙な心の変化も、おまえへの愛情も、心を覗のぞいて、おまえ自身が仕向けたのかっ！　黒猫のエルヴィンも、子供のボスホクも、あらゆる人々の好意も強制したのかっ！」


    「お願い、もう止めて……」


    　人々の優しさ、動物の好意。すべてが自発的なものではなかった。そういえば、少女に語ったことがないアレシエルのことも知られていた。そして、そして最悪の予想ができた。


    「ジヴらしくない言動と、すれ違い。ジヴの心を操って別れに導いたことも、おまえの仕し業わざなのかっ！」


    　ジヴを失った理由の一端が分かった。分かってしまった。


    「違うの、ごめんなさいっ！　あたしはガユスに愛して欲しかったから、咒じゆ式しきが勝手に発動していたのっ！」


    　俺は少女との思い出に吐きそうになる。


    　アナピヤとの口づけも、汚お穢あいな記憶に変わっていた。


    　少女の双そう眸ぼうから、透明な涙が流れつづけていた。途端に、俺の胸が甘美な同情に締めつけられる。同時にアナピヤの全身から放たれる、不完全な咒式が目に入った。


    「てめえは、まだ俺の心を読み、操ろうとするのかっ！」


    　俺本来の感情の、肌が粟あわ立だつような寒気や生理的嫌悪感を逆さか撫なでされる怖おぞ気け、そして、少女の咒式によって引き起こされた、魂たましいすら捧げてもいいと思えるほどの愛情や、犯して自分のものにしたい激烈な欲情とが、同時に脳内で吹き荒れていた。


    　感情と思考が引き裂かれる苦痛。両手で頭を抱えると、干かん渉しようが和らいだ。


    　そこで俺は右手の指輪に気づいた。


    　咒式具屋のロルカによると、指輪の恐ろしく強力な咒式結界が内部への探査咒式を防いでいた。実際に〈古き巨人エノルム〉の雷を逸そらすことも可能にした指輪だった。


    　急いで指輪を嵌はめた右手を頭の近くに持ってくると、頭痛が去る。アナピヤからの咒式をも弱める。そのまま右手で額を抱えていると、強制的な好意にも圧倒的な嫌悪感が打ち勝つ。俺は傍かたわらの小さな体を突き飛ばしていた。


    　少女はアスファルトの上に手をつき、咒式は完全に停止した。乱れた髪の房の間から、少女は俺を見上げていた。


    　アナピヤの海色の瞳には、涙もなかった。深海の底よりも深い絶望と、圧倒的な虚無だけがあった。


    　少女は跳ねるように立ちあがり、脱だつ兎とのごとく逃げだした。逃げる途中で、アナピヤの手が魔ま杖じよう短たん剣けんを拾う。短剣をお守りのように抱きしめて、こちらを見つめてくるも、俺は無視した。


    　アナピヤは崩ほう壊かいするように表情を歪ゆがめ、再び走っていく。泣き顔を見せないためだろうが知ったことか。


    　青い月光が降りそそぐ、アスファルトの上。少女の頭の両脇にある髪の房が揺れているのが見えた。建物の陰に去っていくアナピヤを、俺は見送るだけだった。


    　右手で額を押さえたまま、俺は夜の街に立ちつくしていた。俺の中に冷静さが戻ってくる。少女を拾ってから、初めて明快な思考を取りもどしたようだ。


    　ギギナが長く重い吐息を吐いた。


    「追わないのか？」


    「殺す価値もない。あんな化け物など、メルツァールの死者どもにでも引き裂かれればいい」


    　沸ふつ騰とうするような叫びに、ギギナはさらに重い吐息を吐いた。俺は毒々しい笑みを浮かべた。


    「まさか助けろとでも？　ドラッケン族はお優しいことで」


    　ギギナは黙っていた。


    　あんな怪物など、死者たちに捕まり、実験でも玩具おもちやにでもされてしまえばいい。俺が助けてやる理由などどこにもない。


    　今の思考のなにかが引っかかる。思考が明めい瞭りようになるにつれて、俺は大事なことに気づいた。


    「やはり追うぞ！」


    　俺は走りだしていた。少女の消えた方向へと。


    　どうして、こんなにも俺は愚かなのだろう。


    　アナピヤは辛つらい記憶を取りもどしたのだ。不完全な発動で能力が暴露してしまっては俺に憎悪されると分かっていても、バモーゾを倒すために咒じゆ式しきを使ったのだ。


    　ただ、俺を助けたいがために。


    　他人の感情を操ることができても、自分の感情を操ることに意味はない。


    　最初に助けた以降は、ベイリックや市当局でも頼ればいいのだ。


    　だが、アナピヤは俺を選んだのだ。


    　それは恋ではないかもしれない。


    　咒式の呪縛から解きはなたれた俺の感情も、そんなものではなかった。


    　ただ、一人の人間としての彼女を守りたいのだ。


    　俺は全力疾走し、夜の街を駆けぬけていく。


    　自分自身の愚かさを振りきるように。


    



    



    　廃都の建物の間を走り、俺は必死にアナピヤの姿を捜した。


    　大通りにはいない。交差点の真ん中で、俺は叫んだ。


    「アナピヤっ！　俺だ、ガユスだ。すまない、頼むから出てきてくれっ！」


    　白刃が俺の眼前に突きだされる。屠と竜りゆう刀とうを握るギギナの白い美び貌ぼうを見上げ、次に切っ先が示す方向へと視線を戻す。


    「そちらから、アナピヤの声が聞こえてくる」


    　刃が指し示す、ビルとビルの隙すき間まへ駆けこむ。


    　配管やゴミ屑くずが散乱する路地で、少女の姿を捜す。


    　暗い路地の奥、そこにだけ青い月光が差しこむ一角に、少女の細い足が見えた。


    　駆けよると、アナピヤは建物に背を預けて、足を投げだしていた。


    　瞳はこの世界を映してはおらず、魔ま杖じよう短たん剣けんを抱きしめて全身を痙けい攣れんさせていた。少女のかわいらしい唇くちびるからは、譫うわ言ごとが吐きだされていた。


    「ああ、すべてを思い出した。すべてはあたしのせい、あたしが、あたしがみんなを殺して、この街を……！」


    　アナピヤの記憶が、精神を崩ほう壊かいさせる寸前に追いつめていたのだ。


    　俺はアナピヤを抱きしめて、正気を取りもどさせようとする。


    「ガユスっ！」


    　ギギナの叫びが聞こえたが、遅かった。


    　アナピヤの全身から洪水のように咒じゆ印いん組成式が噴出する。放たれた咒式が、アナピヤをかかえる俺の全身に絡みつき、精神へ侵入してくる。


    　俺とアナピヤの精神が絡みつき、[image: ]ねじりあわされていく。感覚が溶解し、思考が混濁し、どこまでが俺で、どこからかアナピヤか分からな……。

  


  
    十六章　穢れた真実


    



    



    　あなたは、あなた自身を信じてはならない。


    　あなたの心は、真実よりも自我を保つことを優先し、そのためなら平気で噓うそをつく。


    　美しい思い出は、常に深層意識という不誠実な演出家の作品だ。


    
      ジェミナイ・メルクリン「優しい仮面」同盟暦二三年

    


    



    



    　頭の裏側を引っかくような音。


    　すっごくイヤなのに、鳴りやんでくれない。


    　頭痛で意識が戻ってきて、車輪が床に擦こすれる音だと分かった。


    　わたしは担たん架かに乗っている自分に気づいた。残った右目だけでも見えた。頭と足元で、作業服の二人が担架を進ませていた。


    　廊下の右手は斜めの壁となり、矢印のついた灯が後ろに去っていく。そして、毒で死んだはずのわたしが、なぜか生きていることに安心した。


    　担たん架かに乗せられているということは、これから治療が始まるのだ。お義父とうさんとお義母かあさんが、わたしを見捨てなかったということに、涙が出そうになる。


    　廊下で担架が止まった。斜めの壁に備えつけられた黒い扉。なにか怖い。


    　扉の横には金属の箱があった。


    「到着。検体は認識番号〇七二一‐Ａ、メルティアと。しっかし、これで何人目だ？」


    「人間に動物、〈異い貌ぼうのものども〉に竜、そして〈擬人クンスツ〉まで、弄いじくっては殺していく。なにを目的に実験をしているんだか」


    　呆れた声を出した作業員さんが、鍵かぎを操作している姿が見えた。甲高く鳴る音とともに、黒い扉が左右に開いていく。


    　扉の向こうの闇からは、すごい臭いがした。なにかが腐っているような臭い。目に染みる酸の蒸気。わたしは薄目で穴の中を見下ろし、また失神しそうになる。


    　扉から零こぼれた照明に照らされたのは、肉色の山。表面をネズミや虫が這はいまわっていた。さらに山の中腹から、何本もの青白い手や足が突き出している。髪が抜けおちた人間の頭が転がっていた。


    　死体の目の穴から糸を引いて落ちた眼が、わたしを見上げていた。


    「早いところ廃はい棄き口を片づけちまおう」


    「最厳重廃棄指定の死体だからな。めんどうだが、そこの封印箱を開けろ」


    　作業員さんたちが、指先一つ動かせないわたしの体を担架から持ち上げる。


    　行き先は、黒塗りの柩ひつぎのような長い箱。開かれた箱には、なにかが入っていた。わたしの体が後ろに振られ、前に戻されたときに空中へ投げだされる。


    　わたしは背中から箱のなかへと落とされ、続いて額を側面に打ちつける。痛い。


    　目だけを上げると、箱の上が閉じていき、作業員さんたちの姿が小さくなっていく。徐々に狭まっていく光。重々しい音とともに箱は閉じられ、いっさいの光が消えた。


    （出して、ここから出して！　わたしはなにも悪いことをしていないよっ！）


    　叫ぼうとしたが、わたしの舌は痺しびれて声を出せない。弱々しく手を伸ばし、暗闇のなかで扉の合わせ目を探す。指を差し入れ開けようとするが、力がまったく入らない。


    「俺たちを恨むなよ」


    　男の人の声が遠く響き、わたしの視界が傾く。急に体が浮きあがるような感じ。


    （ゴミ捨て場へ落とされた！）


    　わたしは、必死に柩に手を突っ張って衝撃に備える。


    　穴の底にある腐った肉の上に落ちたとはいえ、落下の痛みはすごかった。柩のなかで、わたしの体が柔らかで固い塊かたまりと跳ねまわり、全身が打ちつけられる。


    　全身の痛みに、声にならない呻うめき声が出た。痛い。すごく痛くて、世界が赤い。右手を額に当てると、熱い水。血だ！


    　悲鳴をあげようとすると、柩がさらに傾斜し、滑っていく。跳ねる柩のなかで悲鳴をあげ、最後に頭の後ろを打ちつけた。


    　いっしょに入れられた、柔らかくて固いなにかにぶつかったので、気を失わなくて済んだ。


    　全身の痛みに呻うめいていたら、ようやく自分になにが起こっているのかが分かってきた。


    （わたし、捨てられて埋められたっ！）


    　意識がはっきりしてきて、怖くなってきた。まわりの物を押しのけるように手を伸ばす。フタを開けようとするけど開かない。


    　怖い怖いよ。指先で天井の裏を搔かきむしる。だけど硬い表面に爪が剝はがれて、十本の指先からは血が出ていく。それでも止められない。わたしの口が金切り声をあげ、搔きむしりつづける。


    　剝がれた爪と血が塗りつけられた天井も、暗闇では見えもしない。力を失ったわたしの手が、柩ひつぎの床に落ちる。


    　真っ暗な世界。額の血が混じった涙と洟はな水が、わたしの頰ほおを伝わっていく。


    　落ちついてくると、箱のなかもすごい臭いだった。息もできない。もしかして!?


    　探険用の燐寸マツチを、耳元の髪に隠し持っていたのを思い出す。慌あわててとりだし、震える手を押さえて燐寸を擦する。小さな火が、柩のなかを照らした。


    　灰色の肌、逆方向に曲がった関節、虚うつろな目。わたしと同じような子供たちの死体が、柩のなかに放りこまれていた。


    　死体の一人の顔には、ガラスのような瞳。わたしの喉から、声にならない悲鳴があがる。燐寸を落としそうになるけど、必死に耐える。


    　従姉いとこで親友のアティが、いっしょに埋まい葬そうされていた。お義父とうさんに命乞いをしたアティも、殺され捨てられたのだ。灰色の粘土のような顔にある、虚ろなアティの目がわたしを見ていた。


    「ご、ごめんなさい、ヒッ、ごめんなさいアティ。わたしが、ヒグっ、弱い、から、ヒッ、悪い子だから、こんな目に……」


    　掠かすれた声とともに、わたしの両目から涙が流れていく。小さな燐寸の光も燃えつき、闇が見えるすべてを塗りつぶしていった。アティも闇に消えた。


    「これはお仕置きよわたしが悪いことをしたから強めのお仕置きをさせられているだけだからわたしがいい子にしていれば出してもらえるからわたしはいい子だから出してもらえる」


    　わたしは助けを待った。


    　ひたすら待った。


    　ただひたすらに。


    



    



    　暗闇。目を開けても閉じてもなにも変わらないけど、目が覚めた。


    　闇、暗闇。一面の暗黒。


    　無音。どこまでも静かだった。


    　わたしの息と耳の裏のどくんどくんという血の流れる音だけが感じられる。


    　両手を広げると、両手を伸ばしきる手前のところで柩の左右の端っこに触れた。足を伸ばしても先には届かない。体を足先にずらして進むと、ようやく足の先が壁に触れる。


    　大きな柩ひつぎだから、死体といっしょに入れられても、女の子のわたしにはちょっと余裕があるのだ。だけど、肘ひじや腕を伸ばすと、死体に触ってしまう。死者の肉は粘土のような手触りと温度だった。押しつぶされるような感じが、わたしの心を壊そうとしてくる。


    「怖い、怖い。助けて、助けて、ここから出して、出してよっ！」


    　四方の柩の壁に向かって、手と膝ひざ、足先を叩きつける。だけど硬い金属の天井は、わたしの願いを無視した。叩きつけた手が痛い。動きを止めて、傍かたわらへと投げだす。心細さからか、前よりも柩のなかが広くなったような気がする。


    　横向きに膝を抱えて、わたしは痛みと怖さに耐える。


    　暗闇の底で、時間だけが過ぎていく。


    （そうよわたしは死ぬんだ。真っ暗やみで一人。でもいいや。生きていてもいいことなかったし。みんなはわたしをイジメるし、お義父とうさんは乱暴をしてくるし。それに、世の中にはもっとヒドい死にかたをする人がいる。砂漠のウルムンとかいう国では殺されたり飢え死にしたり、神聖イージェス教国だと神様の悪口を言っただけで生皮を剝はがれて火ひ炙あぶりにされるし、それでなくても〈異い貌ぼうのものども〉に生きながら食われる人もいる。わたしの死にかたも最低だけど、そこまで最低でもないし、すぐに終わる。アティと同じところへ行ける。そこでアティに謝ろう。心から謝ろう。そしたら、本当のお父さんにも会える。会いたい、すごく会いたい）


    　ふと気づいた。爪が剝がれた指先が壁や天井に当たったのに、痛みを感じなかった。投げだしたときも痛くなかった。


    　黒い世界のなかで、怖いけど左右の指先を重ねてみる。硬い爪の感触があった。


    　それ以前に変な点があることに気づき、わたしの体に手を伸ばす。


    　服の上からでもお腹が閉じられているのが分かった。震える手で、自らの顔に触れてみる。すべすべの肌、鼻もまぶたも頰ほおも以前と変わらぬ位置にあった。大急ぎで下に動かす。大事な左右の胸の膨らみも戻っていた。さらに、取られた左目も見えている。


    　そういえば、本当のお父さんは、魔ま杖じよう剣けんがなくても物の構成を変えてしまう力を持っていた。


    　もしかしたら、わたしの体が勝手にそうやっているのかもしれない。ケガや手術の跡が治って痛くなくなって良かったと安心し、次の瞬間、わたしは怖くなった。


    　自分は、傷と飢えと酸欠のどれかで数日で死ぬのだろうと思っていた。でも、なぜかいつまでも死ぬ感じがしない。


    　もし、爪が治っているのと同じことが、わたしの体全体で起こっているとしたら？


    　土ど砂しや崩れで埋められたお父さんが、一か月たって掘りだされても、生きていたことを思い出した。まわりの土や空気の構造を変化させて取りこみ、命を長らえたのだと言っていた。


    　そういえば、お父さんは竜や禍まがつ式しきのように何年もできるわけではないけど、それでもその気になれば、わたしの一族は数か月くらいなら平気だとも言っていた。


    　まわりの死体が小さくなって、柩のなかが広がったように感じているのは、気のせいではなかったのだ。


    　このまっ暗やみのなかで、わたしの体が周囲の死体を吸収し、恐ろしく長く生きられることに気づいた。


    「止やめて、わたしの体、わたしを生かさないで！」叫ぶ。叫ぶしかない。「一人はイヤ、お父さんもアティもお友だちもいないのはイヤ、誰ともお話できない、川で泳げないのはイヤ、一人は、一人はイヤーっ！　早く、わたしを早く死なせてっ！」


    　わたしは絶叫した。何時間も叫んで、喉と舌が意味のある言葉を出せなくなった。


    　血を吹いた喉が完かん璧ぺきに治され、また叫びつづける。


    　怖くて怖くて、両手で喉を搔かきむしる。


    　だけど、傷口はすぐに治っていった。


    



    



    （これは夢。悪い夢なんだ）


    　わたしは闇に横たわって、考えた。


    　すでに何日、何週間を過ごしたのかも分からなくなった。ひたすら目を閉じて、自分の心だけを見つめていた。


    　わたしは未来を夢見ていた。希望を夢見ていた。


    （これは試練なの。誰かがわたしをここから助けてくれるときに、お話を盛りあげるための神様の試練。助けてくれるのは男の人で、顔が良くて背が高いの。同い年の男の子は頼りないから、少し年上がいいな。わたしはもう少女じゃないけど、大人の男の人なら気にしないし。それでそれで、少し世を拗すねているのだけど、本当は優しい人で、救いだしたわたしの手を取って微ほほ笑えんでくれるの。わたしはその人の胸のなかで『怖かったけど、今は大だい丈じよう夫ぶ』って笑いながら言うの。それは今！）


    　わたしは、これ以上ないくらいの必死の願いをこめて、目を開けた。


    　何一つ変わらない、暗くて冷たい静けさ。


    　重さすら感じる闇が、わたしを包んでいた。


    　幼い夢が粉々に砕かれ、わたしは絶叫した。


    　光がまったくない闇の底で、誰にも届かない絶叫をあげつづけた。


    　涙を流し、悲痛な泣き声をあげても、


    　助けなど訪れなかった。


    



    



    　わたしの目は、闇を見つめていた。


    　叫ぶことも柩ひつぎを叩くことも止めた。


    　怖さと寂しさに疲れて眠ると、また悪夢がやってきた。真っ暗な宇宙空間に、たった一人で永遠に浮かんでいるという悪夢。


    　恐怖に跳ね起きても、悪夢と現実の境目は存在せず、地続きだった。


    　わたしの心が軋きしんだ。


    （助けて、助けて。誰か、誰かわたしと会って。誰かわたしを見て、お話して。わたしといっしょに笑いあったり、ふざけたり、叱ってくれたり、ご飯を食べたりして！）


    　流した涙が、わたしの体の力ですぐに肌に吸収され、すぐに栄養となっていくのが分かる。わたしはこんなことでは死ねない。死なせてもらえないのだ。


    　わたしの心に亀き裂れつが入る。


    （助けて、助けて。誰かわたしを必要として、わたしを愛して。誰かがわたしの手を握ってくれたら、あたしはその人を愛する。心から愛する。その人のためならなんでもするっ！）


    　でも、静かな闇は何一つ変化せず、誰も答えてくれなかった。


    　そして、わたしの頭のなかで、大事な部分が砕ける。


    　注意を喚起する視床が変更され、現実感覚が消失。注意からの解放指令を出し、空間認識を行う頭とう頂ちよう葉ようが書き換えられる。両者の均きん衡こうを取る、中脳の上丘が変えられていく。意味や関係性に振り分けて保存する、側頭葉が改変される。頭頂葉に保存され整然と並べられた記憶、世界の鏡像たる内的世界が崩ほう壊かい。一点ずつ捉える思考が停止され、すべてが均等に並び、空間の連続性が消失する。前頭葉と側頭葉によって生まれた言語が、逆流していく。全体像が多次元的に折り畳まれ、永遠が埋めつくし、無限小が消滅していく。


    　わたしは、自分の意識が変化し、拡大していく過程を感じた。わたしから溢あふれる意識が、柩ひつぎを貫き、外へと漏もれだしている。


    　それは、柩の蓋ふたを外から触っているような、奇妙な感覚だった。


    　感覚を宙に遊ばせていると、なにかに触れたような気がした。


    （飢餓闇繁殖血温度飢土金属飢餓毛皮繁殖違和感歯恐怖警戒闇警戒闇）


    　翻訳しようもない異質な思考が、わたしの脳裏に浮かぶ。


    （なに、今の？）


    　わたしの疑念は、上からの物音に取って代わられた。なにか硬く小さな刃が蓋を齧かじっている音。どうやら鼠ねずみが外にいるらしい。


    （なにかの奇跡で開けてくれないかな？）


    　わたしが願っていると、蓋の上で鼠が這はいまわっている振動を感じた。そして、蓋を閉じている鍵が外れた小さな音。他の鍵も開いていくことが分かった。


    　すごい偶然！　喜びながらも、急いで蓋を両手で押しのける。金属の蓋が土に落下する重い音と、鼠ねずみたちが逃げていく鳴き声が耳みみ障ざわりだった。


    　闇色の大気を胸いっぱいに吸いこむと、氷の針が両肺を刺すようだった。同時に吸いこんだ甘い粘液質の腐臭に胸が詰まり、咳せきこむ。


    　暗闇だから分からないけど、放りこまれたときに見た、死体や廃はい棄き物ぶつが周囲にあるのだろう。わたしは叫びたい衝動を堪こらえた。


    　そこで、感覚が鋭敏になっている自分に気づいた。呼吸している空気の窒ちつ素そや二酸化炭素や酸素、その原子核や電子までもが明確に感じられるような気がした。


    　わたしは柩ひつぎの外へと素足を踏みだす。足の裏で土と死体がつぶれ、腐った汁が溢あふれる感触に怖おぞ気けが襲う。悪寒を必死に堪こらえて立ちあがる。


    　長いこと横たわっていたため、膝ひざが笑ってしまう。力をこめて手と足を地について、姿勢を支える。そして、周囲の斜面に手をかけて上を目指す。


    　指先と掌てのひらの下で死者の腐肉と廃はい棄き物ぶつがつぶれ、腐汁が顔や体に跳ねるのが分かった。だけど、汚れることを気にしていられなかった。


    　わたしは誰かに会いたかった。


    　誰かに自分を気づいて欲しかった。


    　屍し肉にくの山の斜面を登りきり、廃棄口に到達する。手探りで扉を探し、固い表面を見つけ、狂喜する。扉を叩いてみるが開かない。


    　助けを求めようとするが、口からは掠かすれた吐息しか出ない。


    　わたしが求めるままに、感覚の触手は伸びていき、扉の外を歩く意識体を感知。対話と接触に飢えていたわたしは、歓喜に任せて感覚を伸ばしていく。


    　電気的信号と脳内物質の羅列に目め眩まいがするけど、脳のなかにいる別のわたしが翻訳していく。


    （ああ忙しい実験は上手うまくいかない組成式の第三八三六から四八四六までを変更してあの店のリッテーシャはいくら貢みつげば振りむいてくれるのやら乳アズルピさんってなんか怖い尻眠いああ忙しいやはり今夜は〈擬人クンスツ〉でも抱くかこの実験はなんのためなのかよく分からないなぜ俺がこんな廃棄所の管理をしないといけないんだ今日はアズルピさんが上級研究員を緊急招集して早く辞めたい〈擬人〉のあの作りものの笑顔はどうにもなぁ）


    　わたしの脳に他人の感情と思考が逆流し、莫ばく大だいな情報量に頭が割れそうになる。


    　吐き気に耐えて内容を必死に推理すると、若い研究者さんが外にいるらしい。


    （助けて、助けて。わたしをここから出して。わたしとお話しして手を取って！）


    　声にならない声で叫んだが、鉄てつ扉ぴに阻まれては聞こえるわけもなかった。


    　沸ふつ騰とうするような憤怒が、わたしを支配した。怒りが不可視の触手に力を与え、若い研究者さんの脳へと進入していく。


    （お願い、開けてっ！）


    （ああ眠いあれ扉を開けないとでもここは廃棄所で開けないとダメだ開けてはいけない開けなくちゃ怖い開けようすぐに開けよう）


    　若い研究者さんの手が伸ばされ、何重もの電子鍵が解除される。


    　重々しい音をたてて、わたしの眼前の扉が開いていく。糸ほどの光が、腕、肩幅と広がっていき、完全に開放される。


    　眩しい光がわたしの網膜を灼やく。長い時間がかかって明順応が起こり、目が物質の輪りん郭かくを捉えていく。


    　わたしの目を灼いたのは、天井に埋めこまれた蛍光灯。廊下は左右に長く続いている。わたしの正面で恐怖に目を見開いて立ちつくしているのが、扉を開けてくれた若い研究者さんだ。


    （開けてくれてありがとう）


    　わたしがお礼をすると、研究者さんが怯おびえたように辺りを見回し、最後にわたしへと恐怖の視線を向けてくる。


    「なんだ、頭のなかで声が？　これはおまえがやった、のか？」


    　若い研究者さんから、恐怖を司つかさどるアドレナリンの分泌と畏怖の感情が溢あふれ、わたしに叩きつけられた。


    「止やメ、て、怯えなイで。お礼を言いたかっただけ、なの」


    　恐怖の波長に耐えながら、わたしは声を出した。久しぶりに他人と話したので、声が嗄しわがれていた。


    　わたしは自分の体を見下ろす。自分でも分からないほどの長い間、廃はい棄き所に放りこまれていた自分の姿は、ひどい有様だった。衣服の前がはだけたまま。肌は汚れきっており、腐臭と土の臭いが自らの鼻をついた。少女らしい羞しゆう恥ち心が蘇よみがえってきた。


    　こんな姿で人前に出るなんて、すごく恥ずかしい！


    「あの、着替えとか、体を洗うところはありませんか？」


    　今度は上手うまく言えたし、かわいらしく微ほほ笑えむこともできた。頭の内部の波動が右を示す。


    「ああ、そちらに更衣室があるんですね」


    「予知？　いや、俺の心を読んだ、のか？」


    　研究者さんの強張った顔が恐怖に歪ゆがんでいく。


    「そうか、俺を操ったのもおまえか!?」


    　男が腰の魔ま杖じよう剣けんを引きぬき、白刃を突きつけられた。わたしは、自分の恐怖を抑えようとして弁明する。


    「あ、あの、その読めるとかじゃなくて、ええと、朧おぼろげに感情と意志が感じられ……」


    「うわ、うわああああああああっ！」


    　恐怖や怯え、怒りや敵対心などの入り混じった波長を撒まき散らしながら、男が刃を振りおろしてくる。剣術の素人しろうとによる体重が載っていない刃だったけど、わたしの小さな左肩を割るには充分だった。


    　肩を覆う薄い三角筋が切断され、肩けん甲こう骨こつの上部、肩峰にまで刃が達する。痛覚神経が悲鳴をあげ、わたしの思考を貫く。


    （熱い痛い熱い痛い熱い痛いなんでこんなことするの痛いわたしなにも悪くないのに痛い仲良くして熱い欲しいだけなのに）


    「俺の頭のなかで喋しやべるなっ！」


    　血に濡れた刃を、男が降りかぶる。顔には怒り以上に恐怖。


    （怖い痛いのはイヤ怖い止やめて怖い死ね死ぬのはイヤ怖いそうよ死ねおまえが死ね）


    　混乱した刃は、わたしの首筋へと向けて降りおろされてくる。


    　死ぬの、わたし？　いや違う！


    （おまえが死ねっ！）


    　男の刃が回転、軌道が奇妙に変化。剣は自らの胸に突き立てられる。


    「え、俺？」


    　呆あつ気けにとられた声を出した男の両手が柄つかを逆さに握り、凄まじい力で押しこんでいく。豚の悲鳴をあげながら、刃は薄い胸板を貫通した。小さな血ち泡あわ混じりの溜ため息いきを吐ついて、男はその場に崩れ落ちた。


    「わたしにヒドいことをするからよ」


    　痙けい攣れんしながら死に瀕ひんする男を、わたしは冷たい目で見下ろす。肩口の傷が自動的に修復されていく熱を感じていた。それが当然のことだと自然に理解していた。


    　流れでる死者の血潮が、わたしの素足に触れ、熱さを感じたかのように跳ね退のく。熱病に冒されたように、わたしの全身が震えだした。


    　わたしは首を左右に振る。これは現実じゃないと思いたい。


    「違う、わたしはそんな、ただ思っただけよ。怖いから死ねと、ただそれだけなのに……」


    　わたしは悲鳴をあげ、裸足でその場を逃げだした。


    



    



    　泣きながら、わたしは歩いていた。裸足の冷たい床を歩いていく。ところどころ封鎖されている冷たい廊下を裸足で歩き、手近な扉に入る。


    　自分がいる場所に気づいて、息を呑む。


    　そこは、かつてわたしが解かい剖ぼうされ破砕された最終実験室だった。白衣の研究者たちが振りむいて、あのときの顔を並べていた。


    （バカな恐怖あれは驚きよう愕がく実験体失敗〇七二一‐Ａ）（六か月も前に恐怖処置され怪物放ほう棄きされたはずだ怖い！）（アズルピ所長が処置した失敗恐怖なぜバカな!?）


    　膨大な声が、わたしの頭ず蓋がい内で大反響する。その中に、自分を凌りよう辱じよくした記憶と嘲あざけりの波長を感じた。わたしの心に恐怖と恥辱が生まれ、憤怒と憎悪に変わっていき、そして炸さく裂れつした。


    〝死ねっ！　みんな死ねっ！〟


    　憎悪と殺意の爆発。膨大な咒じゆ力りよくがわたしの全身から放たれ、目も眩くらむような爆光が、研究者たちに襲いかかる。剝むきだしの咒力が脳に注がれ、男たちは激しく痙攣しながら棒立ちになり、床に倒れる。神経系を支配することも簡単だった。


    　私の胸を切り取ったザウツがいた。憎い憎い、殺したい。ただ殺すだけでは許さない。ザウツは両手を掲げていた。震える指先が、自らの目の前まで迫る。


    「嫌だ、そうだ、止やめてくれ、一刻も早く死にたい。違う、こんなことはしたいしたくないからしたいっ!?」


    　指先を自らの眼へと突きこみ、激痛にザウツの悲鳴があがる。しかし、自らの意志とは関係なく、指先の侵入は止まらない。眼がん窩かを囲む骨を割りながらも、指は進んでいく。自らの指先で奥を抉えぐり、脳の破片が引きだされていく。いい年した大人が泣きながら前に倒れる。死の痙攣のなかで、眼窩から脳が零こぼれていく。


    　わたしの卵巣を潰したレブルも見つけていた。レブルは逆さに持った手術刀を自らの喉のど仏ぼとけに当てる。


    「違うあれは死にたい、俺は死にたい!?」


    　悲鳴とともに、レブルは信じられない膂りよ力りよくで一気に刃を引き下げる。勢いに砕けた手術刀が落下し、金属音をあげて跳ねる。同時に、左右に開かれた胸や腹から、小腸や肝臓が零こぼれ落ち、黒血とともに床にブチ撒まけられる。内臓の海に自分で倒れ、痙けい攣れんしている。死の苦痛をわたしは楽しむ。


    　同様に、ゲネスとボッシーノは極限の苦痛を生む開腹自殺をしていく。泣きながら腹部を解かい剖ぼう刀で開き、内臓を搔かきだしていく。芋虫のように身を[image: ]よじるシジークは、自らの手で自らの首を絞める。恐ろしい苦痛に顔を歪ゆがめ、土つち気け色に変化していきながら、窒息死していく。


    　無惨に強制された自殺の環の中心で、わたしが呆ぼう然ぜんとして立っていた。


    　喉どころか、首まで切り裂いたグリストルの鮮血が、わたしの顔に降りそそぐ。そこでようやく気づいた。


    「み、んな、ど、うして？」


    「成功だ、権けん能のうが出現したっ！　やはり人間の血が混じると、同族とみなすのだっ！」


    　声に振りかえる。ガラス窓の向こうで、アズルピ義父とうさんとイナヤ義母かあさんがいた。二人は狂喜していた。


    「これは君がやったんだ。君の精神操作咒じゆ式しきで、こいつらは自殺したのだ。君が望めば誰でも意のままだ！」


    「わたし、わたし、そんなつもりじゃ……！」


    「なにを謙けん遜そんする。これは人類の進歩だ。竜どもが持つ支配の権能を手に入れたのだ。そして、人類から争いはなくなる。君は最初の御使いとなるのだっ！」


    　意味不明な義父の言葉に、感情が沸騰。わたしの喉から、野獣のような咆ほう哮こうが迸ほとばしる。


    　膨大な咒力が発生し、無目的に周囲の量子作用定数に干かん渉しよう、研究室内の電子機器や咒式機関が、紫電をあげて弾け飛んでいく。


    「いかん、実験室の干渉能力を大幅に越えているっ！」


    「制御宝珠はどこっ!?　　あれであの子を制圧するしかっ！」


    　お義父さんとお義母さんが悲鳴をあげ、窓の奥へと逃げだす。同時に轟とどろくような警報が響きわたっていく。


    「待、って、お願いだから待ってよ、お義父さん、お義母さん！」義父母のあとを追って、わたしは歩きだす。「わたしを置いて、いか、ないでっ！」


    　涙と洟はな水がとめどなく溢あふれて、胸が痛かった。心臓が引き裂かれるような痛みだ。


    　頑丈な合金扉がわたしの眼前で閉じられ、前進を阻む。泣きながら小さな手で叩くと、咒式が迸り、電子と咒式の鍵かぎを司つかさどる量子頭脳がわたしに従属する。


    　泣きじゃくるわたしの前で、分厚い特殊合金の扉が左右上下に開いていく。


    　警報が金切り声をあげる廊下の奥に、逃げていく義父母の背中が見えた。追おうとすると、手前の廊下から人影が溢あふれてくる。


    　わたしが立ちつくしていると、積せき層そう鎧よろいに身を固めた警備兵たちが道を塞ふさぐ。樹脂製の透明の楯たてで壁を作り、隙すき間まから魔ま杖じよう剣けんの群れを突きだす。


    　警報とともに点滅する赤色灯が、銀の刃を鮮血色に染めていた。


    「投降しなさい、実験体〇七二一‐Ａ！」警備兵の顔には恐怖。「咒じゆ式しきを停止して投降しなければ非常手段を取る！」


    　わたしの前髪を掠かすめて、空気を灼やく雷撃が疾はしっていく。髪が焦げる嫌な臭気も気にせず、わたしは立っていた。そんな傷はどうでも良かった。許せないことは別にある。


    「今のは警告だ。我々は本気だ。大人しく縛ばく鎖さにつけ、実験体〇七二一‐Ａ！」


    　警備兵たちは油断なく魔杖剣を突きつける。先端には、さまざまな抑制・拘束咒式が展開していた。わたしの怒りを彼らは再び逆さか撫なでした。


    「わた、わたしは、実験体、〇七二一‐Ａなんか、じゃない……」


    　下を向いたわたしの口から、低い声が吐きだされる。胸には黒い溶岩のような感情。灼しやく熱ねつの憤怒が、ついに爆発した。


    「わたしは人間だっっ!!」


    　圧倒的な咒力が不可視の激流となって、わたしの全身から迸ほとばしる。


    　警備兵たちの咒式干渉装置や、咒式抵抗力など薄紙のように突き破り、脳に侵入していく咒式。電流やホルモン作用を把握。筋肉繊せん維いを動かす神経系の電気信号を支配するなど、今のわたしには簡単にすぎた。


    　警備兵たちは、互いに向かって魔杖剣を掲げていく。意志に反した動きを止めようと、全身の筋肉が震えている。抵抗を無視して、刃は確実に持ちあがっていく。


    「や、止やめろ、化け物っ！」


    　だけど、攻性咒式は自らに向けて放射された。爆風と紅ぐ蓮れんの炎が通路を埋めつくす。肉片と内臓が飛び散り、焦げた人体が転がる。床に広がる黒血と脳のう漿しようが、わたしの足を浸す。怒りが引いて、哀しみが満ちる。


    「怖い、怖いの！　傷つけないで、酷いことをしないで、わたしを恐れないで！　でないと、わたしは、わたしの意志とは関係なく怖がってしまうの！」


    　両手で顔を覆い、わたしは泣き叫びながら歩いていく。


    　廊下の奥から、警備兵たちが殺到してくる。躊ちゆう躇ちよなく咒式が放射されるよりも早く、わたしの咒式が届いていた。


    　泣きじゃくるわたしが通りすぎる左右で、警備兵たちが、自らに咒式を発動して絶命していった。感電し、爆裂し、引き裂かれて人々が死んでいく。


    　双そう眸ぼうから涙を零こぼしながら、わたしは走りだす。


    「誰か助けて、お願い、わたしを助けてっ！」


    　叫ぶ間にも、咒式は濁流のように四方八方へと放射される。物陰に隠れ、待ち伏せをしていた警備兵たちに絡みつき、敵意があると分かった瞬間、すべて自殺させていく。


    　研究所の正面扉が開かれ、メトレーヤの全景が広がる。


    　真夜中のメトレーヤに戒かい厳げん令れいの警報が響きわたり、騒然としていた。研究所の敷地から逃走していく車の群れが見えた。


    「置いて行かないで！」


    　追いすがるわたしの全身から、咒じゆ力りよくが噴き出し、車の群れに喰らいつく。


    　制御を失った車が蛇行し、出入り口の鉄の門もん扉ぴに、壁に激突。油煙をあげて炎上していく。


    「わたしは悪くない、わたしは悪くないっ！」


    　背後の研究所から爆発音があがる。轟音に追いたてられながら、わたしは塀に囲まれた敷地を飛びだす。


    　敷地の外でも、咒式に捕まった車が炎上していた。重い車体の下から這はいだす二人。胸に広がる安心感。


    「お義父とうさん、お義母かあさんっ！　助けてっ！」


    　後あと退じさるお義父さん。手には毛玉。かわいい子猫が抱かれていた。


    「よ、寄るな化け物っ！」


    　駆けよろうとしたわたしの足が、凍りついたように硬直する。義母の言葉は、わたしの心を一瞬で凍えさせた。


    「ち、違うのメルティア、今のはね……」


    「そうだ、少し待てメルティア……」


    　煤すすに汚れた顔に、イナヤとアズルピが追つい従しようの笑みを浮かべる。引きつった二人の顔を、わたしは無感動に眺める。こんなに惨めったらしい顔をしていたのだと、初めて知った。


    　このくだらない研究都市を脱出しようとしている、くだらない人々の物音や叫びが、遠く響いていた。


    「お義父さん、お義母さん、わたしには二人の考えが分からない」自分でも驚くほどに冷たい声だった。「でも、感情は分かってしまう」


    　わたしの内部で、幼い愛が裂けた。裂け目からは、救いようのない闇が覗のぞいていた。


    「二人の心は、わたしを嫌っている。憎んでいるっ！」


    　わたしの咒式が、逃げようとしたアズルピとイナヤの全身に絡みつく。不可視の力の洪水に巻きこまれながら、二人の足は、燃えあがる車へと向かっていた。


    　夫婦は涙と洟はな水と涎よだれを垂れながしながら、絶望の哄こう笑しようをあげる。


    「だからどうしたっ！　あなたなんて、最初から実験体としか思っていないっ！」


    「誰が、おまえのような怪物を愛せる！」


    　アズルピが手のなかの猫を掲げる。


    「この猫のアナピヤのほうが、よほど愛せるっ！　だから我ら夫婦の名を合わせた名前をつけたんだっ！」


    　アズルピとイナヤの足が同時にアスファルトを蹴けって、紅ぐ蓮れんと黒の混じった炎へと身を躍らせる。絶叫と哄笑をあげながら、夫婦は全身の肉を灼やかれていく。


    　主人の手から猫が逃げだし、炎の塊かたまりとなって走りさる。


    　次第に弱まる両親の叫び。断末魔の声は、すぐに消えていった。


    　炎と異臭を前に、わたしは一本の棒のように突ったっていた。


    　歯が震えだした。小さな震えが全身へと伝わり大きくなっていく。震えを抑えるように、両手で自らを抱きしめ、地に両膝ひざをつく。


    「……誰かわたしを愛して」


    　両手の五指が、剝むきだしの両上腕を摑つかむ。血の気を失うほど強い力をこめられた十本の指先の爪が、肌に突き立つ。柔やわ肌はだが破れ、真紅の血を流させる。


    「……誰かわたしを愛して」


    　肌を破る小さな爪が肉を抉えぐり、それでも力は緩ゆるめられない。


    　そうしなければ、わたしの心が砕けてしまうから。


    「お願い、誰かわたしを愛してっ！　心から愛してっ！」


    　わたしの喉が天を仰ぎ、慟どう哭こくが放たれる。今までとは比べようもない圧倒的な咒じゆ力りよくが噴出し、大気に量子干かん渉しようを行い、光を生んでいく。咒力は巨大な柱を突き立てる。


    　天へとそそり立つ咒式の柱が、極大の花弁を散らし、幾千もの流星となってメトレーヤの研究施設全体へと降りそそいでいく。


    　メトレーヤのあちこちで人々が正気を失わされ、咒式を紡つむいで殺し、自殺していくことが感じられた。わたしの力はもはやひとつの都市を覆っていた。


    　炎上し、焼け落ちていく街角を、わたしは歩んでいく。


    　歩いている間も膨大な咒式が紡がれる。力は周囲へと荒れ狂い、新たな死者を生む。


    「こんな記憶はいらないそう全部悪い夢なのこんな記憶はいらないこんな事実はなかった、なかったのっ！」


    　呪文のように口ずさみながら、わたしの足は勝手に進んでいく。わたしの全身から放たれていた咒力の嵐が反転、自分自身へと向かってきた。


    「そうよわたしは優しい養父母や親切な人々に囲まれて平和に生きていたメトレーヤは楽園みたいな場所だったヒドい目に遭っていたのはアティとメルティアみんなに拷ごう問もんされ弄もてあそばれて地下に捨てられたのはかわいそうなアティとメルティア」


    　わたしの目には現実が映っていなかった。すべては噓うそなのだから、見る必要もない。


    　炎上する街に転がる、一匹の猫の死し骸がいに目が留まった。


    　それは、両親の手から逃げた、わたしの猫。


    「わたしは、あたしは違う」


    　倒れた瓦が礫れきの下で、猫は赤黒い腸はらわたをはみ出させていた。眼がん窩かから零こぼれた眼球が、わたしを見上げている。


    　自らの口くち許もとが、引きつるように歪ゆがむのがわかった。


    「あたしはアナピヤ、かわいいアナピヤ。子猫のように愛されるアナピヤ」


    　両手で、自らの体を抱きしめる。


    「みんなにお義父とうさんとお義母かあさんに大切にされていたあたしは愛されていた幸せだったとても幸せだったの」


    　不可視の触手がわたしの脳に侵入し、電気信号とホルモンを書き換え、神経系を再配列していく。自分自身に向かっていた咒じゆ式しきが急速に静まっていき、初めからなにも存在しなかったかのように消失する。


    　メルティアからアナピヤになったわたしはあたし。だけど自分を保てず、火の粉の舞う夜風に体が揺れる。


    　自重を支えきれなくなるほど大きく傾き、ついに倒れた。道の端で頭を打ち、水路に落ちていく。


    　水みず飛し沫ぶきが見えたと思ったら、真っ黒な水のなかにいた。


    　凍てつき無む慈じ悲ひな世界が、わたしと心を包んでいた。


    



    



    　俺の意識とアナピヤの心が重ねられ、どちらがどちらの心なのか、分からなくなってくる。


    　そして、二人の心と過去が入り混じっていく。


    　鏡が割れるように世界が砕け、様々な光景が乱舞する。


    　隣に座ったアレシエルが数式を書きとめていき柔らかな髪が腕に触れ、寝台ベツドに一糸まとわぬ姿で横たわるクエロが猫のような欠伸あくびをして見られていたことに気づいて怒ったような顔をし、小さな銀髪の子供が鏡に向かって楽器を奏で、背後に立つ美しい影が少年の薄い肩に手を添え、腕のなかで眠るジヴの髪が風に揺れなにかを食べる夢を見ているのか唇くちびるが微ほほ笑えみを描くように動く。


    「ガユスっ！」


    　音の波が俺の鼓こ膜まくを振動させるが、入り乱れていく映像は止まらない。


    　アレシエルが口から鮮血を零こぼし、視界が涙に曇り、炎のなかでなにかが燃えて「　　　　で、　　て　　わ」というきれぎれの言葉は涙とともに、クエロが俺の胸に穂先を突き立て、いくつもの黒い手が肌を這はって「私は行くわ。あとガユス、一刻も早く死んでくれる？」と去っていく後ろ姿に、声？


    「取りこまれるな、軟弱眼め鏡がねっ！」


    　音の波が声であり、意味の連なりだと認識できた。


    



    



    　重力と触覚が回復していく。霞かすみが晴れるように視覚が回復していった。


    　最初に、青い刺青いれずみと銀の双そう眸ぼうが見えた。


    　俺は、ギギナの右手に前髪を摑つかまれていた。


    「うるさい、起こしかたを考えろっ！」


    　酩めい酊ていしているような状態だったが、俺はギギナの腕から逃れる。背筋に悪寒が走っていた。


    「いや、すまん。呼びかけて、現実に引きもどしてくれたことは分かっているが……」


    　アナピヤの精神感応に引きずられ、俺の記憶までもが呼びだされたのだ。


    　思い出したくもない最悪の記憶が。


    「分かっている。貴様をアナピヤから引きはなしたとき、私も記憶を追体験させられた」


    　椅い子すのヒルルカを起こしながらのギギナの鋼はがねの声。戦士の横顔が青白くなっていたのに気づいた。


    　ギギナも俺と同様に、クエロの、ジオルグ事務所崩ほう壊かいの日の記憶、そして自らの過去を呼びだされたのだ。俺の知らない記憶がいくつかあったが、それはギギナの記憶なのだろうか？


    　眼前のアナピヤが起き上がってきた姿が見え、急いで駆けよる。


    「アナピヤ……」


    　少女の瞳は、俺と記憶を追体験したことを知っていた。


    　俺も理解していた。咒じゆ式しき発動時のアナピヤの脳内では、あなたと、彼・彼女と、あたし。視床と、頭とう頂ちよう葉ようと、中脳の上丘にあるそれぞれの機能分離が消失しているのだ。境界が消滅することがあるために、他人と同調し、自分に巻きこむ力があるのだ。


    　俺自身の体と精神の体験ではないから切り離せるのだが、それでも深い恐怖と傷きず痕あとを心に刻んでいた。あのギギナですら、平静を完全に保ててはいないくらいの体験だ。


    　記憶が完全に蘇よみがえった今、アナピヤ自身こそ拭ぬぐいがたい恐怖を感じているに違いない。


    　痛みと背信、哀しみと殺さつ戮りく。そして絶対的な無む窮きゆうの孤独。


    　仮想体感した俺ですら、思い出すことも忌いまわしい。


    　誰にも想像もできないほどの地獄が、アナピヤの内心で吹き荒れているのだろう。


    　少女の目は、助けを請うように俺に向けられていた。


    「アナピヤ、君の過去はあまりに過酷だ。だが……」


    　だが、なんだ？　なにを続けられる？　アナピヤのメルティアとしての過去を追体験して、俺自身の精神も変化していた。


    　愛情を裏切られ、傷つけられ、他人が憎悪の対象にしかならない。


    　無力さに耐えきれずに見つめると、少女の唇くちびるからは言葉が零こぼれだした。


    「誰もあたしなんて愛してくれない。義理の両親ですら、あたしを愛してくれなかった。だから、あたしは無意識に人を操ってきたの」


    　アナピヤはそれでも愛を欲していた。


    　どんなに人を憎悪し拒絶しても、人の心は人を欲する。


    　人は、一人では生きられないのだ。だからこそ人は、騙だまし、奪い、殺しても、人を、心を手に入れたがる。


    　それらの方法では、絶対に手に入れられないと分かっていても。


    　俺も間違ってしまった。ジヴを、クエロを、アレシエルを。どうしたらいいかも分からずに、失ってしまったのだ。


    　そして、メトレーヤ研究機関は、間違った方法を押しすすめてしまった。彼らの間違った愛情の獲得方法を、アナピヤは押しつけられてしまったのだ。


    　アナピヤの震える唇くちびるが言葉を紡つむぐ。


    「ガユス、お願い」


    　唇という傷きず痕あとから零こぼれる、鮮血のような懇こん願がんだった。


    「あたしを愛して。メルティアでもアナピヤでもなく、そしてどちらでもある、目の前のこのあたしを！」


    　アナピヤの眼まな差ざしは、真っ直ぐに俺へと向けられていた。


    　呪縛が解かれた今、残念ながら血縁に対するような愛情や、傷ついたものへの慈愛の心はある。だが、俺はアナピヤを愛せない。一人の女としては愛せない。


    　できるなら、アナピヤを愛してやりたかった。しかし、愛情は恣し意い的に湧いてくるものではないのだ。


    「……アナピヤ。俺は君を愛している」


    　俺はアナピヤを引きよせ、必死に唇を重ねる。


    　口づけは、俺の不実を糊こ塗とするように長かった。


    　唇を離すと、アナピヤが微ほほ笑えみを浮かべていた。


    　すべてに絶望するような、寂しい笑みだった。


    「優しい噓うそだね」


    　アナピヤが俺の手から逃げるように立ち上がった。


    「だけど、残ざん酷こくだよ」


    　そしてもう一度だけ微笑んでから、駆けだしていった。


    　俺とギギナは、彫像のように動けなかった。寂しい笑顔の残ざん滓しが、路地に漂っているかのように。


    　一拍以上遅れて、ようやく跳ねるように立ちあがった。俺は全力でアナピヤのあとを追いかける。路地を走る。


    　アナピヤは人の感情を、心を、ほぼ正確に読めるのだ。


    　俺の偽善からの噓が、彼女の心をまた傷つけてしまったのだ。


    　路地から出ると、人影。装甲された屍し葬そう咒じゆ兵へいが立ちふさがっていた。


    　虚うつろな目で手には魔ま杖じよう剣けん。俺の憤怒が沸きあがり、多重爆裂咒式が死人の胸元で炸さく裂れつ。肉片と血ち霧ぎりを巻いて、吹き飛んでいく。


    　血霧を抜けて、俺は走る。


    　アナピヤを失ってはならない。


    　彼女は、アレシエルでジヴでクエロだ。俺が失った愛のすべてなのだ。


    



    



    　夜の町を、少女は走っていた。涙は滂ぼう沱だと流れ、頰ほおを伝い、後方に流れる。涙とともに洟はな水が流れ、呼吸も乱れきっていた。


    　死都メトレーヤに並ぶビルの峰の向こうから、爆音と轟音が遠く響く。アナピヤの嘆きは変わらない。死人と竜、咒じゆ式しき士したちの最終決戦ですら、もはや少女の思慮の外だった。


    　アナピヤの全身を哀しみが支配していた。小さな胸の奥には留とどめておけず、心臓が張り裂けそうなほどの哀しみだった。心と肉体の激痛がアナピヤを動かしていた。


    　哀しみに囚とらわれたアナピヤは夜の死都を走る。足がもつれて転倒しそうになるが堪こらえる。そして走りだす。


    　アナピヤは逃げたかった。痛みから逃げたかった。誰にも求められない存在が、どこへ逃げればいいのか。どこにも逃げ場はなかった。それでも少女は走る。走るしかなかった。涙は止まらず、足も止まらない。


    　孤独な足は暗い路地を進む。前方のビルの谷間に光。アナピヤの足が止まる。


    　薄暗がりで、アナピヤの前に浮遊する光は八つ。


    　中央には、黒と白に塗りわけられた衣装。男でも女でもない中性的な美び貌ぼうがあった。人物の周囲には惑星の軌道のように八つの宝玉が浮遊し、淡い光を放っていた。


    「上空から波長を追ってみれば」


    　奇妙な人物の目に、興味の色。天空から降ってきたとしか思えない、唐突な登場だった。


    「やはり奇怪な果実か」人物は考えこむ。「エリダナのときと同じように、偶然が引きよせるか。繰り返された世界であればこそだな」


    　現実離れした存在は、少女の前に浮遊している。異様な光景であっても、アナピヤは無視した。哀しみが巨大すぎて、なにも考えられない。泣きながら歩みだす。夢遊病のように、奇妙な人物の傍かたわらを駆けていく。


    「我を無視できるとは、なかなか剛ごう毅きな娘だ。いや哀しみが巨大にすぎるのか」


    　走るアナピヤの横に、人物が浮遊していた。虹色の目には興味。


    「エリダナでも剛毅なものを見た。あれは良き女であった。しかし、だからこそ我の忠告を聞けなかった。聞いてはならないものとした。その判断は正しい」


    　周囲の八つの宝玉が回転し、浮遊させているかのようだった。


    　泣きながら走るアナピヤの横に、浮遊して並ぶ人物。夜空に見守られたビルの谷底で、奇妙な併へい走そうが続く。


    「しかし、世界という流れの道理をあえて曲げて、そなたに告げたいことがある」


    　現実離れした存在が、非現実的な言葉を吐く。アナピヤは無視して進む。浮遊する人物が口をまた開く。


    　咎とがめるように、遠い咆ほう吼こう。


    　アナピヤの足が止まる。ビルの谷間から空を見上げる。ビルとビルの間から見える空の先、黄金の月下の雲間に小さな黒点があった。アナピヤの大きな目は、翼ある生物の影だと見抜いた。見抜いても、アナピヤの感情は動かない。ただ哀しみだけが全身を支配していた。


    　おそろしく高い高度を旋回しているらしい影は、雲間に隠れた。


    「分かっている、ガノガナム」


    　奇妙な人物のつぶやきに、アナピヤの虚うつろな目が地上に戻る。


    「汝なんじは真相が分からぬまでも、ならばこそ不吉な予感に従って関与するなと言いたいのだろう」奇妙な言葉とともに、奇妙な人物が空中の顔を前に進める。「しかし、ここは膨大な世界の分ぶん岐き点てんのひとつなのだ」


    　虹色の目がアナピヤを覗のぞきこむ。涙に曇る少女の視界には赤から青、緑や橙だいだい色に変化する虹色の二つの瞳。アナピヤの前で夢幻の世界が広がる。


    「我の名はどうでもいい。ただ、そなたの状況を知るものだと思え。分からぬならそなたの哀しみが作った幻覚だと思え」


    　涙を流したまま、アナピヤは相手を幻覚だとした。死者と竜が争い、咒じゆ式しき士したちが疾走する死都に、このような人物が存在するのは不自然にすぎる。


    　自分の状況に関係がなさすぎて、アナピヤには現実とは思えなかった。人物の周囲で宝玉たちが嘲ちよう弄ろうするように緩い回転をしていたが、アナピヤには遠い世界の出来事だった。


    　少女は足を前に出す。そしてまた歩む。虹色の瞳の人物は浮遊し、少女に併へい走そうする。


    「普段は観察者であるが、我の思考のはばたきの端に巻きこまれたそなたを哀れに思う。だから運命を歪わい曲きよくして、一度だけ余計な忠告をしたい」


    　冷たい美び貌ぼうは感情を浮かべない。それでも揺らぐ感情が瞳に表われていた。瞳は、赤から紫から悲しみの青へと変化していた。色の変化はさらに現実感がない幻想の住人のように見えさせた。


    「エリダナでおもしろき女に言ったことを繰り返そう。ここでは以前に存在した状況が同じ人物で再演されている。何人かの配役が代わり、誤差と必然を引きよせたが、まだ足りぬ」


    　声は夢幻の響きとなって世界に溢あふれる。アナピヤは夢遊病のように進む。


    「世界の流れは変えられない。だからこそ意志ある人は観察者ではなく、流れに身を投げる。流れを速め、違う結果を求める。それのみが人に出来うる崇高さだ」


    　石に躓つまずいたアナピヤの体が均きん衡こうを崩す。足を踏ん張って少女は耐える。大きな青い目は相手を見ておらず、虚ろなままだった。謎なぞめいた声を無視して、再びアナピヤの歩みが始まる。


    　少女の歩みに、浮遊する人物がまた併走する。


    「ここまでは、世界は予定調和を進んでいる。エリダナの女の言葉という運命に抗あらがう多少の誤差がそなたを変えているが、それでもまだ足りない。だから直接の予言を与えよう」


    　目はアナピヤを見据えている。アナピヤの目は虚ろで、聞いているのかすら不明だった。


    「おまえはこれから二回目の決断を強いられる。変えられぬ世界の流れを変える転換点、間違った選択のために氷結した世界を動かす転換点に立っているのだ」


    「二回目の、選択？　氷結した、世界？」


    　混乱状態のアナピヤに言葉が届いていた。相手の言葉を繰り返し、なお足は前に進む。思考が完全に止まっていた。哀しみと肉体が前に進ませているだけだった。


    「我の慈悲というより興味だ。聞こえているなら覚えておけ」相手は浮遊しつつ続ける。「これからそなたが最初にする選択は惨劇となる。さらに続く選択の連続がある」


    　奇妙な人物の声を無視し、アナピヤの歩みはさらに続く。それでも人物は謎なぞめいた言葉を続ける。


    「忠告はひとつ。そなたたちが紡つむいだ世界の流れには、全員が幸せになる大団円などありえぬ。だが、そなたが生き残るための尊い選択はありえた、いやありえるのだ」


    　夢幻の声は真しん摯しな声となった。


    「愛を望むな。愛するものを見殺しにせよ。それだけでそなたは死を免まぬがれる」


    　夢遊病のように歩むアナピヤは無言。下を向いて考える。


    「愛するもの、見殺し」


    　繰り返したアナピヤが再び顔を上げると、男の姿は消えていた。街路には風が吹くだけ。


    　アナピヤの足は止まっていた。


    「愛するもの」


    　少女の足が一歩踏みだされる。自らの言葉で先ほどの拒絶を思い出して、また青い瞳から透明な涙が溢あふれる。涙は前以上の流れ。嗚お咽えつを堪こらえて、そしてまたアナピヤは走りだす。再び流れた涙が頰ほおを伝う。洟はな水は流れたままだった。


    「助けて」


    　アナピヤの青い目は、先ほど起こったことを忘れていた。絶対の孤独と激痛のような哀しみが、再び少女の全身を捕らえていたのだ。思考のすべては哀しみに塗りつぶされていた。


    「誰でもいい。あたしを助けて、愛して」


    　死都の夜に、少女の寂しい疾走だけがあった。


    



    



    　背後からは、爆裂音や竜の怒号が遠く響く。


    　殺さつ戮りくを隠そうともしない夜の街を、アナピヤは泣きながら走っていた。


    「養父母にも親友にも、知りあった人々にも見捨てられたあたしには、なにもない」アナピヤは泣いていた。「この世にあたしを愛せる人間はいない。この世にあたしは必要ないんだ」


    　無惨な叫びだった。


    「お父さん、あたしを助けてお父さんっ！」


    　泣きながら少女の歩みは続く。


    「死んだお父さんに会いたいよ。あたしを助けて！」


    　無意味な叫びが続く。メトレーヤ以前にまで、少女の精神が退行していた。


    　アナピヤが足を止めると、広場に出ていた。


    　石いし畳だたみが広がる瀟しよう洒しやな円形広場だった。


    　アナピヤの胸に激情が吹き荒れ、身を折った。耐えきれなくなって、嗚お咽えつをあげた。


    　誰もいない夜の底で、少女はただ一人で泣いていた。


    「竜にダズルクと屍し葬そう咒じゆ兵へい団だんを全滅させられ、逃れてみれば、なんたる僥ぎよう倖こう！」


    　嗄しわがれた声に、涙に濡れたアナピヤの顔が跳ねあがった。


    　広場に孤影を落としていたのは、屍し葬そう士しのメルツァールだった。


    　白い蓬ほう髪はつや仮面は焼け焦げている。左腕を無くし、炭化した断面を覗のぞかせていた。


    「おまえを捕らえれば、私の望みは叶うっ！　娘を取り戻せるっ！」


    　仮面の裏で叫び、老咒じゆ式しき士しが疾走する。残った右手がアナピヤの肩を摑つかむ寸前。不可視の力が老人の[image: ]そう軀くを貫き、停止させる。


    「誰でもいい、死ねっ！」


    「生ける人間の思考にまで干かん渉しようする力だとっ!?」


    　アナピヤの咒力に、老人の咒力が全力で抵抗する。精神支配の専門家が、子供に負けるはずがないと、咒力を集中する。


    　しかし、現実は脳が侵され、電気的信号と脳内物質が操作され、思考が塗りつぶされていき、メルツァールの残った右腕が緩慢に掲げられる。


    「百人の死者すら操る儂わしが、力負け、するだ、と？　これは、通常の〈支配者ヘルシヤア〉職、の権けん能のうではない……」舌が絡まる。「これほど容易に、神経系のナトリウムイオ、ンとカリウムイオンの電位差にホルモン、が操られれれ」


    　老人の手にある魔ま杖じよう錫しやくが、自らの喉元へと突きつけられる。


    「そ、そんなものを越え、ててている、これは……！」


    　老人は、叫びとともに自らの魔杖錫で自身の喉を突き刺す。黒血が月を背景に噴き上がり、倒れる。遅れて落ちる仮面が、虚うつろな音を立てる。


    　アナピヤの足元で、メルツァールは自らが流した血の海に沈み、苦く鳴めいをあげる。


    　仮面の下から現れたのは、火傷やけどで爛ただれた顔。わずかに覗のぞく素肌は老人ではなく、壮年の男のものだった。


    「老人かと思ったら、意外と若いのね」


    　少女の冷たい視線が、死にゆく攻性咒式士を見下ろしていた。


    「どうでもいい。もう死になさ……」


    「メルティア、すまない。私はおまえを捜してやれない……」


    　メルツァールのつぶやきに、アナピヤの咒式が途切れる。少女の唇くちびるからは、掠かすれた声が漏もれていた。


    「メルティア、メルティアって」確認の声が高くなっていく。「あたしの小さいときの呼び名、メーティーの本名をどうして知っているのっ!?」


    　アナピヤの叫びに、焰ほのおに爛れた顔にある目が大きく見開かれる。


    「メーティー？　まさ、か、そんな、私が捜してい、た娘が、標的だ、と？」


    　アナピヤが瀕ひん死しの咒式士に縋すがりつく。咒式士の目に混乱が広がっていく。


    「そうだ、私はバルティア、いや違うメルツァール？　バルティア？」


    「バルティアは、あたしのお父さんの名前っ！　やっぱりお父さんなんだよっ！」


    　アナピヤの顔に安あん堵どが広がる。あまりにも異常な状況で、求めていた父親に再会できたのだ。喜びのあまり必死で死にゆく父を揺さぶる。バルティアの唇が動く。


    「記憶がおかしい。そうか、儂わしの、私の記憶は」男の息が弱まっていく。「そもそもメルツァールという偽名が、メルティアにちなん、で与えられ、た謎なぞかけ、か……」


    　男の呼吸が止まる。命の灯火が急速に消えていくのが見えた。アナピヤの感情は喜びから喪失への予感で急降下。黒い絶望が広がっていく。


    「イヤ、お父さん、死なないでっ！」


    「メルティア、聞きなさい……」


    　焼け爛ただれたバルティアの顔。


    「いいから、よく聞きなさい。今すぐここから、逃げなさ、い」瀕ひん死しの苦痛の隙すき間まから、至し誠せいの言葉が紡つむがれる。「これ、は、今までのすべては罠わなだ。やつは、やつらはユラヴィカやバモーゾといった追っ手、そし、て私を使っておまえを……」


    「お父さんっ……！」


    　父の目に優しい光が浮かぶ。伸ばされた赤黒く爛れた手が、アナピヤの頰ほおに触れ、冷えていく体温を伝える。言葉を紡ぐ唇が痙けい攣れんし、止まる。


    　そして、指先は朽ちるように石いし畳だたみに落ちた。軽い音が跳ね、それっきり広場は静まりかえっていった。


    　バルティアは絶命していた。アナピヤは凍りついたように動けなかった。


    　長い時間がすぎて、ようやく震えだす。肩の震えは全身に広がっていった。


    「……いや、そんなのいやだよう。お父さん」


    　アナピヤは父の亡なき骸がらに縋すがって、必死に揺する。冷たくなっていく体は、少女に答えを返しはしなかった。


    　アナピヤの小さな手が素早く動き、魔ま杖じよう短たん剣けんを掲げる。


    「起きて、起きてよ。生き返ってよ、お父さんっ！」


    　組成式もなく、アナピヤは魔杖短剣の引き金を絞る。


    　何度も何度も。莫ばく大だいな咒じゆ力りよくの放出が大気を振動させる。破壊の力ならば、ひとつの都市を壊滅させるほどの巨大な咒力だった。


    「咒式はなんでもできるんでしょ！　お父さんを助けてっ！　あたしの力よ、あたしに不幸を呼びよせるだけじゃないところを見せてっ！　お父さんを助けてっ！」


    　しかし〈請願者ヤンダル〉は、やはり無目的な干かん渉しようを行うだけだった。莫大な咒力は暴風となる。暴風は破壊を行うが、命を取りもどす権けん能のうを持たない。


    　失われた命を呼びもどす咒式の紡ぎかたをアナピヤは、いや人類はまだ知らない。


    　それでもアナピヤは引き金を絞りつづけた。


    「一度でいい、たった一度だけでいいから、奇跡を起こしてっ！」


    　六発の咒弾がすべて無意味に発動され、撃げき鉄てつが空虚な音を鳴らす。音はしばらく広場に響き、消えた。アナピヤの指が止まった。


    　父は蘇生しなかった。奇跡は起きなかった。絶対の沈黙を貫き、死者は横たわるままだった。


    　アナピヤの手が痙けい攣れんし、魔杖短剣が落下する。切っ先が石畳を叩き、倒れる。短剣が転がる軽い音がし、やがて収まった。


    　再び、静寂が周囲を満たしていく。


    「あ、ああ、あたし、あたしが？」


    　震える少女の唇くちびるが言葉を紡つむいだ。まるで、分かりきっていることを自らに問いかけるように続いていく。


    「あたしが、本当のおお父さん、お父さんを殺した……!?」


    　現実を拒否するように、アナピヤの海色の双そう眸ぼうには眼前の光景が映っていなかった。


    　少女の後頭部と首筋に、鋭い痛みが生まれた。


    「そう、実の父親を殺してしまうなど、アナピヤはとてもいけない子だね」


    　背後からの呼びかけ。動こうとしたが、冷たい金属がアナピヤの脳を凌りよう辱じよくし、全身を麻ま痺ひさせていた。


    「〇七二一‐Ａかアナピヤか、さらにメルティアと呼ぶか悩んだよ。しかし、混乱を避けるために、今のアナピヤを優先しよう。なんとも君にお似合いで、痛々しい名前でもあるしね」


    　声の悩みは、場違いなものだった。


    「さて、私のかわいい子猫、かわいいアナピヤ」


    　声が呼びかける。


    「下げ賤せんな攻こう性せい咒じゆ式しき士しどもを集め、ここまで来るのに苦労した。誇りに囚とらわれたユラヴィカ。歪ゆがんだ愛しか持てないバモーゾ。優しきチェデック。過去を司つかさどるアインフュンフ、つまりは逃げだした実験体のアリーシャと、遺伝子から複製された姉妹どもまで捜しだすのは、さすがに骨が折れた」


    　指一本すら身動きできずに、アナピヤは後頭部と首から流れる血液の暖かさを感じていた。


    「暴走する刺客どもを、支配したメルツァールとの一人二役で監視し、誘導することは大変な手間だった」


    　背後からの声は、楽しそうに独白を続ける。


    「愛を無くしたおまえが、市し井せいの間で人を愛する気持ちを思い出すまで待ち、それから刺客という配役を使っておまえの記憶を戻させる。不確実にすぎるが、おまえの能力は繊せん細さいにすぎて、一歩間違えれば本来の用途から外れる」


    　アナピヤは視線だけを動かして、背後の声の主を探そうとする。


    「メルツァールをおまえに殺させ、精神崩ほう壊かいさせる時期が難しかったのだが、これも上手うまくいった」声は淡々と告げる。「そう、おまえの咒力に洗脳され支配されずに、操作宝珠を打ちこめる距離まで近づくことが、最大の難点だった。果実の成長は楽しみだが、収穫の時期は実に難しい」


    　アナピヤの目はメルツァールの死体に戻り、衝撃を思い出して小さく痙けい攣れんする。心理的重圧で呼吸困難に陥り、みるみる顔が青白くなる。


    「おっと、精神の壊し具合が行きすぎては使えないな。よし、心安らぐ事実をひとつ教えてあげよう」


    　背後からの声は、羽毛で撫なであげるように優しく語る。


    「メルツァールが君の父親、バルティアであることは事実だ。ただ、七年前にあったシタールの襲撃のときに死んでいたことも、また事実だ。つまり、あれは七年前から動く死体にすぎなかった」


    　アナピヤの小さな肩が跳ね、掠かすれた呼吸音が戻る。


    「よろしい。少しは罪悪感が減少したようだね。私の心理治療も捨てたものではない」


    　少女の背後から、人影が歩みでてくる。


    　月光を背にし、漆しつ黒こくに塗りつぶされた影だった。


    「しかし、どうして誰も気づかないのだろうね。死者を操るものが、死者であってはならないという咒じゆ式しき理論はない。おまえの脱走とともに、保存していた父親に思考と記憶を制御する宝珠を載せ、傀儡くぐつとして蘇生させた。私の指令を自分の意志と勘違いさせたから、実によく動いてくれた」


    　月光のなかで、影の顔が振りかえる。アナピヤの喉から悲鳴が漏もれる。


    「あ、アズルピ、お義父とうさんっ？」


    　アナピヤの叫びに、義父が三日月のような笑みを浮かべる。


    「やはり、死んだはずのあなたがすべてを……」


    　アナピヤの驚きよう愕がくを観客の喝かつ[image: ]さいだとでもいうように、アズルピが満足そうにうなずく。過去の幻影が、眼前で実体化していた。


    「まだ私を父と呼んでくれるか」


    「誰が、おまえなどっ！」


    　激げつ昂こうした叫びをあげ、アナピヤが操作宝珠の拘束に抵抗する。途端に、口の端や鼻び孔こうから血を流して四肢を痙けい攣れんさせる。舌が突きだされ、苦痛に喘あえぐ。


    「無理だね。その宝珠はおまえの制御専用に作ったものだ。おまえの支配能力をおまえ自身に跳ねかえす。私の意志を載せてな」


    　アズルピが掲げた魔ま杖じよう剣けんの先端から、緻ち密みつな咒式が少女の脳につながっていた。


    　それでもアナピヤは、双そう眸ぼうに憎悪と憤怒の光を宿して必死に抵抗する。咒力が膨ふくれあがり、拘束咒式が軋きしむ。


    　顎あごの下に手を当てて、アズルピが悪魔のように嗤わらう。


    「アナピヤよ。メルツァールだった実父のバルティアのように、またお父さんを殺すのかい？」


    　言葉の一撃の前に、アナピヤの瞳が恐怖に塗りこめられた。精神が屈伏し、瞳からは意志の光が急速に消えていく。少女の心は自らの罪で停止する。


    　アズルピが止めていた息を吐く。


    「危ないところだった。脳に直接作用していても抵抗できるとはね。丹念に精神的外傷を作っておいて正解だ」


    　アズルピが右手の魔杖剣を掲げて、高らかに哄こう笑しようする。


    「さあアナピヤ、私のために働きなさい。そしてこれからは……」


    　地響きが起こり、広場の石いし畳だたみの上にある紙かみ屑くずや塵ちり埃ぼこりが揺れる。


    　アズルピが白衣ごと振りむく。冷ややかな顔に驚きが掠かすめる。


    　再び地響き。ビルとビルの間から、巨大な爬は虫ちゆう類るいのような長い顔が突きでる。続いて突きだされた前脚が振り下ろされ、厚い石畳を割り砕く。


    〈長命竜アルター〉ムブロフスカが、その威容を広場へ現していく。


    　銀ぎん鱗りんに覆われた肩、胴体、長い尾。全長三二・一三メルトル、数十トーンを越える巨大な質量が、広場の空気を圧迫していく。


    「そこまでだ外道。アナピヤを放せ」


    　夜を貫く雷鳴のような声が、アズルピへと降ってくる。アズルピは一歩下がる。


    「さすがに〈長命竜〉だ。現れただけで、私の寿命が縮む」


    　アズルピの顔に冷や汗が噴き出す。震える手が電光となって、アナピヤの薄い両肩を摑つかみ、自分の前に引きだす。


    「だがな、アナピヤを手に入れた今、おまえですら私の敵ではない。偉大なる〈暴帝ゲバルト・ヘルシヤア〉の力の前に平伏せよっ！」


    　叫びとともに、アナピヤから膨大な咒式の奔ほん流りゆうが放たれ、ムブロフスカの咒じゆ式しき干かん渉しよう結界の表面に激突。


    　凄まじい咒式と、無効化しようとする咒式が、互いを喰らおうとしていた。作用量子定数を変化させられた大気が星の断片となって散乱し、夜の広場を照らす。


    「アナピヤっ、行けっ！」


    　アズルピが魔ま杖じよう剣けんの先端に紡つむいだ制御咒式を強化する。アナピヤの脳に限界以上の負荷がかけられ、眼がん窩かや鼻び孔こうや唇くちびるから鮮血が迸ほとばしる。


    　咒印組成式がさらに重ねられ、咒力が、夜を貫く光を炸さく裂れつさせる。ムブロフスカを凌りよう駕がする咒力が吹き荒れ、咒式干渉結界が崩ほう壊かい。何重にも張られていた結界が、次々と貫通されていく。


    　膨大な咒式が、神経系を逆流し、ムブロフスカの頭部へと収束していく。夜に轟とどろく絶叫をあげながら、ムブロフスカが苦く悶もんに身を[image: ]よじる。巨体が踏みしめた石畳が割れ砕け、振られた首が広場を囲む建物の壁を破砕する。脳という抵抗力の最後の砦とりでが抗あらがっていたのだ。


    　天空の月を食らわんとするように、垂直に伸ばされる竜の首。巨大な牙の間からは、途切れることなく獣の苦く鳴めいが漏もれていく。


    　長い叫びが引き潮のように遠くなっていき、ついに途絶えた。


    　竜の長首が巨大な半円を描いて、広場に叩きつけられる。石床が砕ける。竜の顎あごからは唾液が零こぼれ、目には力が消えていた。


    　地上最大最強の生物たる〈長命竜〉が、ついにアナピヤの力の前に屈したのだ。


    　アズルピの唇から、汚お泥でいが煮立つような笑声が響き、高らかな哄こう笑しようへと変化していった。


    「この力で戦争は変わる。〈暴帝ゲバルト・ヘルシヤア〉に完全に統制され、ひとつの意識に従って動く、攻性咒式士や〈長命竜〉や〈禍まがつ式しき〉や〈古き巨人エノルム〉の軍団。それは戦術を理解し、一糸乱れぬ統制で動く、無敵の軍団だ」


    　彫像となった竜の足元で、魔ま杖じよう剣けんを杖つえのように振りまわしたアズルピが嗤わらう。


    「いや、そんなことは、本来の目的の付属物にすぎない。私は、〈ベギンレイムの尻しり尾お〉は、ついに〈小天使エンゲルフイン〉を手に入れたのだからな！」


    　世界に向かって、アズルピは高らかに宣告した。


    「肉を持つ神の御使い、主人を支配する奴ど隷れいの誕生だ。そう、これからは世界に楽園が……」


    「……ない」


    　低い声が石いし畳だたみに零こぼれ落ちた。


    「おまえ、いらない」


    　はっきり聞こえたアナピヤの低い声に、アズルピが振りむく。拘束したアナピヤの自由な発言などありえない。動どう揺ようのままに制御咒じゆ式しきを発動するが、発動する端から無効化されていった。


    　アナピヤの幼稚な咒式干かん渉しよう結界に、信じられないほど強力な結界が重ねられていた。


    「そうか、竜の咒力を取りこんで抵抗をっ!?」


    　アズルピの絶望色に塗りこめられた悲鳴。アナピヤの顔が上げられる。


    「死ね」


    　そこにあったのは、憎悪が煮えたぎる溶鉱炉の瞳。無む慈じ悲ひな青の炎。


    　圧倒的な視線の力に心臓を射抜かれ、アズルピが呆ぼう然ぜんとした瞬間。上半身が真紅の霧となって消失した。


    　槍の穂先のような五本の爪が、血の雫しずくを垂らして浮かんでいた。竜の爪の下方では、内臓を左に垂らしたアズルピの下半身が立ちつくしていた。


    　断面は間かん欠けつ泉せんのように血液を噴きあげていた。そして、急に自分が死んだことを思い出したように、軽い音を立てて倒れる。


    　一拍遅れて、アズルピの上半身が広場を囲むビルに激突し、濡れた音が続いた。


    「これが、結末？　長年の研究、が？」


    　二階の壁の血と内臓の染みになりながら、アズルピが疑問を吐きだす。


    　追ってきた竜の尻尾しつぽが、壁面ごとアズルピを叩きつぶし、粉ふん塵じんと轟音を巻きあげる。


    　コンクリと金属の破片のなかで、上半身のアズルピは肉片となり、惨めに絶命した。


    　崩落する瓦が礫れきから、銀ぎん鱗りんに覆われた尻尾が引きぬかれていく。


    　竜の前で夢遊病のように立ちつくしたアナピヤが、義父の死に嗤わらっていた。


    　音が存在しない、乾いた嗤い。


    　アナピヤの頭上で、竜の無機質な瞳が天の月を見つめていた。

  


  
    十七章　寂しい夜の〈暴帝〉


    



    



    　「本当に言いたいこと」は、言った直後に「その言葉では摑つかみきれない」という否定形で現れる、奇妙な消失点である。それはすべての事象の先に存在する。


    　物事が終わった後の否定形でしか、人は生きられない。


    
      コズ・グランデン「幻想の非線形」皇こう暦れき三七七年

    


    



    



    　メトレーヤの街に轟とどろく大だい音おん声じようへ向かって、俺とギギナが走る。椅い子すのヒルルカを街路に隠してきたあとなので、ギギナの疾走は風よりも速い。


    　ビルとビルの間を抜けて、開けた場所へと飛びでる。


    　眼前に広がるのは、広場だった。石いし畳だたみの中央には、月光を遮さえぎる巨大な影。


    　ムブロフスカが、荘そう厳ごんな彫像となって立ちつくしていた。


    　一方で、広場を囲む建物の一角が破壊されていた。鉛えん直ちよく方向の大地には瓦が礫れきが山をなしており、血ち塗まみれの手と顔が別々の場所から突きでている。


    　死者の顔は、特徴のない平面的な目鼻立ちだった。しかしどこか見覚えがある。


    　過去の映像記録とアナピヤの記憶と同調したときに見た、咒じゆ式しき医師アズルピの顔だった。


    　一歩を踏みだそうとして、ムブロフスカの足元にある石いし畳だたみの上に、またも死体があったことに気づく。


    　自らの首を魔ま杖じよう錫しやくで貫いたメルツァールが、血の海に伏していたのだ。


    　死体の前には白銀の刀身が転がる。アナピヤが持っているはずの、魔杖短剣〈請願者ヤンダル〉だった。


    「なに、が、あったんだ？　勝手に解決、したのか？」


    　死体と魔杖短剣を前にし、混乱しきった問いが俺の口から放たれた。世のなかのほとんどの出来事は、自分とは関係のないところで起こり、終わってしまう。


    　どこまでも観客にすぎない俺は、今回もまたムブロフスカがすべて倒して大団円になったと思いたかった。


    「……その者こそバルティア」


    　重々しい軋きしり声。ムブロフスカが、天空から言葉を投げ下ろしてきた。


    「彼は、死してなおメトレーヤに操られた竜の血族。実の娘に会っても分からぬように、記憶と思考を操作されていた」


    「こ、れが」メルツァールの死体を眺める。「アナピヤの実の父か……」


    　死した男の爛ただれた顔は、どこかアナピヤに通じる面影がある。生前に被っていた奇怪な仮面は、アナピヤに気づかれないためのアズルピの計略だったのだろう。


    「しかし誰がバルティアを殺した？　アズルピか？　でもアズルピも殺されているし。そうだ肝心のアナピヤはど……」


    　異常に気づき、最後まで続けられなかった。上空に位置するムブロフスカの瞳は、俺たちを見つめてはいなかった。視線は虚空に彷徨さまよっていたのだ。


    「……アナピヤはどこだ？」


    　正体の分からない焦燥感に心臓を摑つかまれ、俺は周囲を見回す。広場のどこにも少女の姿はなかった。


    「竜と人との融ゆう和わなどというお題目のために、アナピヤを犠牲にし、てはならない。そう覚悟して、してい、たの、だが……」


    　ムブロフスカの顔に苦痛の色が浮かび、眼球が反転する。あきらかに異常だった。


    「我、を殺せ。肉体を破壊、しろ」戻ってきた縦長の瞳どう孔こうが、上下左右に激しく不規則運動を始める。「父親と義父を殺し、たアナピヤ、は崩ほう壊かいし、あれは、もう人、も、竜も憎……」


    　ムブロフスカの口腔の内部で、赤い舌が凍りついたように停止した。


    　時の流れが止まったかのような、不自然な静寂。


    　遠く、小さく、鼻唄が聞こえてきた。


    　見上げると、銀ぎん鱗りんに覆われた竜の頭部から、細い足首が下がっていた。


    　天空の月を背に従えて、アナピヤが竜の額に腰掛けていた。夜風が吹きぬけ、アナピヤの頭の両脇で、月光を透かした琥こ珀はく色の髪の房が揺れる。


    　青白い月光に照らされ、可か憐れんな面差しが浮かびあがっていた。


    「アナピヤ、無事だったのか」


    　思わず安あん堵どの声を漏もらす。


    「さあ、帰ろう。ここには、メトレーヤにはもうなにもない」


    　天に浮かぶアナピヤへと手を差し伸べると、ギギナの広い背中が前にそびえていた。


    「ガユス、異常な事態にすぎる」


    　屠と竜りゆう刀とうを伸ばしながらの、ギギナの険しい声だった。


    　俺も気づいていた。ムブロフスカは異常状態のまま。さらに広場を包む大気が変わりはじめていた。超熱量で空気分子がイオン化していくような緊張感。悪寒に肌が粟あわ立だっていく。


    「くだらない竜の理想とやらのせいで、あたしはこんな運命を背負わされた……」


    　俺たちの上空で、アナピヤは歌うようにつぶやいた。


    「くだらない人間の欲望のせいで、あたしはこんなに壊れてしまった。お義と父うさんを殺し、実のお父さんをもう一度殺しちゃった……」


    　月光を背にしたアナピヤの瞳が、俺たちを見下ろす。


    　アナピヤは少女ではない違うなにかに変化していた。


    「ねえ、ガユス。あなたも、みんなも、あたしのなにが気に入らないの？　翠みどりの瞳じゃないから？　白金の髪じゃないから？　大きな胸じゃないから？　大人じゃないから？」


    　途端にアナピヤの体が変化していく。肌が艶なまめかしさを増し、髪と瞳の色素が落ちていく。背が少し伸び、豊かになった両の乳房が布地を押し上げる。体全体が、優美な女の曲線を描いていく。


    　少女のアナピヤは、そこに存在しなかった。


    　それはジヴやアレシエル、クエロの部分の似姿をとりながら、アナピヤの面影を残した非人間的なまでの美しさを持った女。まさに俺の理想を体現したかのような、女神の姿。月光よりもなお美しい、女神の美び貌ぼうだった。


    　大人びた眼まな差ざしのなかにだけ、元と変わらぬアナピヤの激情が揺らめいていた。


    「ねえ、教えて！」


    　アナピヤの叫びとともに、精神支配咒じゆ式しきが夜気を駆けぬけ、俺の脳に触れてくる。


    「違、う、そうじゃな、い」


    　痺しびれるような圧迫感に、舌が満足に動かない。傍かたわらのギギナも圧力に硬直している。


    　粘つく大気に右手を掲げる。指輪の干かん渉しよう結界が、アナピヤの支配に抵抗を開始。


    　激烈な力の波は濤とうが爆発。量子干渉の光が散乱していく。


    　アナピヤの顔が仰のけ反ぞり、前のめりに倒れる。白金の髪が紅茶色の色素を取りもどし、成長した骨格が縮小していき、艶かしい曲線が消失していった。


    　華きや奢しやな肩が震え、アナピヤは成熟しきらない少女の姿に戻っていた。乱れた髪の間から、俺たちを見下ろす瞳があった。


    「……誰もあたしを愛してくれない。こんなにがんばっているのに、心も体も捧げているのに、あたしを利用しただけ。心からは愛してくれない、誰も！　誰も！」


    　愛を求める幼子のような、アナピヤの叫びだった。


    　莫ばく大だいな咒じゆ力りよくが放射された。夜の大気を硬質化させるような殺意が充満していく。俺の鼻や喉、胸を押さえられて息苦しくなる。


    「愛してよっ！　あたしを愛してっ！」


    　アナピヤの叫びに斉唱するように、足の下のムブロフスカが轟とどろく咆ほう哮こうをあげる。振動する大気を切り裂き、竜の右前脚が降りおろされる。


    　俺とギギナが寸前までいた石いし畳だたみに、巨大な前脚の柱が突き立つ。破砕された石の破片と衝撃波が、俺たちの全身に吹きつけた。一瞬でも指輪の抵抗が遅ければ、身動きできないまま肉片になっていただろう。


    　破片の弾幕の向こうに、ムブロフスカの無機質な瞳と、アナピヤの鬼相が現れた。


    　少女の目には、もはや純粋な憎悪しかなかった。


    　この世のすべて、何者の存在も許さない無限の憎悪だった。


    「アナピヤぁっ！」


    「ガユスぅっ！」


    　叫ぶ俺の身体をギギナが抱え、〈空輪[image: ]ゲメイラ〉を発動。筋肉の躍動が伝わり、急速後方飛ひ翔しよう。颶ぐ風ふうをまとった竜の左前脚が、俺の前髪を掠かすめていった。


    　背後のビルの壁面に、ギギナの両足裏が着地。


    「ガユスとの話を邪魔するな、ドラッケンっ！」


    　追尾する竜の尾が消え、次の瞬間、壁から大だい音おん声じようが鳴り響く。俺とギギナが分かれ、広場の石畳に転がっていく。


    　分断された分厚い煉れん瓦がの壁が、粉ふん塵じんを巻きあげながら崩落していく。


    「アナピヤっ！」


    「あの小娘、本気、だ」


    　相棒の苦しげな声に気づき、横目でギギナを見る。尾の先端が左肩を僅わずかに掠めていたらしく、肩の甲こう殻かく装甲が粉砕。肉が弾け、折れた鎖骨が飛びだしていた。


    　竜の巨体から繰り出される一撃一撃が、致死の破壊力。しかも、巨大質量がギギナでさえ躱かわせないほどの高速度で放たれ、個人の防御など粉こな微み塵じんにするのだ。ギギナは応急処置を開始。


    「いいから死ねっ！」


    　アナピヤの叫びと竜の怒号が重なり、夜気を震わす。殴りつけるような音に、俺とギギナが硬直。


    　竜の巨体が驀ばく進しんを開始した。三二メルトル、数十トーンを越える莫ばく大だいな質量が、ありえない速度で襲来。眼前にそびえる鱗うろこと肉の壁となり、波濤となる。傷ついたギギナと俺が、必死に右へと転がっていく。


    　壁に衝突するはずの竜の巨きよ軀くは、四肢で石畳を突き破りながらも急停止。方向転換し、右体側の鱗うろこで煉れん瓦が壁を削りながらも、逃走する俺たちを追撃してくる。


    　さらに逃走しようとしたが、重傷のギギナが遅れる。天空から瀑ばく布ふのように降ってくる竜の右前脚。反射的に咒じゆ式しきを紡つむぎ、放っていた。


    〈劣吁婪鎗弾射エリゴール〉で生みだされた、劣化ウラン製の高速の悪魔。咒式化戦車の前面装甲をも貫通する砲弾の一撃は、干かん渉しよう結界で量子的に分解されながらも、竜の胸元へ激突。


    　突進の勢いが僅わずかに減げん殺さいされ、苦痛に巨体が揺らぐ。生まれた隙すきに、俺とギギナは広場の反対側まで後退する。


    　砲弾は、ナノ結晶金属の鱗まではなんとか破壊できただろう。しかし、下の皮膚、冷間線引き鋼線の何重もの層に阻まれていた。俺の最大貫通力を誇るこの咒式でさえ、ムブロフスカの多層防御力を突破できないらしい。


    「ガユ、ス……？」


    　砲弾の衝撃が精神に作用したかのように、アナピヤが幼い顔を引きつらせていた。


    　竜の頭部の上で、アナピヤの小さな体の全体が震えだす。小さな震えが、血の気を失った唇くちびるまで達した。


    「あなたも、ガユスも、あたしを、裏切り傷つける、の……？」


    　月光を従えたアナピヤが両手で顔を覆って、静かに咽むせび泣きを漏もらしはじめた。


    「違う、そうではないアナピヤ、俺はただ……」


    　俺が戸惑っていると、長い嗚お咽えつはいつしか反転し、喉を鳴らす笑い声に変わっていった。


    　両手の指の隙間から、アナピヤの双そう眸ぼうが覗のぞいていた。


    　海色の焰ほのおの瞳。そして唇の間からは白はく磁じの犬歯が覗いた。


    「許さない、許さない、ゆううううるるるうさないいいいいいいっ！」


    　狂乱の絶叫。ムブロフスカの巨体の周囲に、六つの〈劣吁婪鎗弾射エリゴール〉の咒印組成式が、青白い燐りん光こうを描いていた。咄とつ嗟さに俺とギギナが空中に跳ねる。


    「やれ、ムブロフスカっ！」


    　身を折った俺の両足元や左肩の上、ギギナの右脇や銀髪の先の空間を、物体が飛ひ翔しようしていく。音よりも速い質量が引き起こす衝撃波に俺の鼓こ膜まくと全身が叩かれ、轟音。左右に分かれて俺とギギナが転がると、広場を囲むビルの壁面が、白煙を噴きあげていた。


    　白煙の向こうに六つの大穴が穿うがたれた。穴の向こうにも、同様に穴を開けられたビルの壁が覗いた。続いて、大穴によって向こうの五階建てのビルが自重を支えきれなくなって、折れるように手前に倒れる。衝撃で手前のビルまでもが折れ、崩ほう壊かいを開始。莫ばく大だいな質量が俺たちの上に倒れてくる。


    　俺とギギナは必死の形相で、広場から全力で退避していく。


    　巨大な建物が倒壊し、耳を聾ろうする大だい音おん声じようと瓦が礫れきと粉ふん塵じんが背後から追いかけてくる。俺たちは、大通りへと飛んでいた。


    　ギギナと俺が伏せて、横よこ薙なぎの瓦礫の被弾面積を減らし、ギギナの甲こう殻かく鎧よろいと〈尖角嶺センガ〉の穂先が落下物を防ぐ。断続的に落下してくる瓦礫が、ギギナの背を打ちすえ、その下の俺へと重々しい衝撃を伝える。


    　粉ふん塵じんと爆煙が吹き荒れ、視界を塞ふさぐ。残響音はまだ続いていた。


    　夜風が吹き、幾らか視界が晴れてくる。ギギナの剛腕がビルの窓枠を押し退のけ、立ちあがる。


    「生きているか？」


    　ギギナの身体は白く染めあげられていた。俺も同様の姿なのだろう。


    「なんとかね。ちなみにギギナを殺したやつに、百イェン進呈というおもしろ企画がある。ギギナ本人も挑戦してみないか？」


    「私が挙手したら、愉ゆ快かいすぎる自殺志願者だろうが」


    「ギギナのバカ、やる前から諦あきらめるなんてっ！」


    「貴様の、局地的に言語を曲解するくせを凶器で矯きよう正せいしたいな。今すぐに」


    　濛もう々もうとした粉塵と白煙に包まれ、俺たちは互いに怯おびえを糊こ塗とするような軽口を叩く。すでに刃は前方へ向けていた。


    「残念だが、俺たちが争う時間は」俺は唾つばを飲む。「もはやない」


    「ダメね。ガユスやギギナはちっちゃいから、あんな小さな弾だと当たらなーい」


    　広場を覆う粉塵の中、三階ほどの高さに、アナピヤの可か憐れんな顔が浮かんでいた。


    　なにが小さなものか。俺の数十倍もある竜の咒じゆ力りよくで大きさを変更された劣化ウランの砲弾は、一抱えできそうもないほどの直径だ。威力はウォルロットが使った巨大戦艦の主砲か列車砲の咒式なみだ。


    　ビルを紙細工のように破壊した力を見るまでもなく、個人の反射的な防御咒式などでは絶対に防げない。巨大すぎるがゆえに回避できただけだ。


    　ギギナが屠と竜りゆう刀とうを両手持ちの長槍形態にまで伸ばす。完全臨戦態勢に入り、膝ひざを撓たわめる。俺は相棒の前に立って、ギギナの攻撃を阻止する。


    「ガユス、アナピヤは私たちを殺す気だぞっ！」


    「分かっている、だが、だがアナピヤはっ！」


    　背中で答えながら、俺は迷っていた。


    　アナピヤと過ごした数日間が、その思い出が、俺を迷わせていた。


    　俺の前で服を着てみせた恥ずかしそうな顔、意地悪されて拗すねた顔。川辺で、この時間を忘れないと言った幸せそうな笑顔。そして必ず俺が守り、泣かせないと誓った約束。


    「俺には殺せない」唇くちびるから漏もれるように、結論は決まっていた。「アナピヤはなにも悪くはない。彼女に責任があるはずもない」


    　だとしたら考えねばならない。なにか、なにか方法があるはずだ。俺の頭が悪いから分からないだけで、解決する方法があるはずなのだ。


    　だが、俺の裏側は、平行思考で巨大咒式を紡つむぎはじめていた。


    「アナピヤ、止やめよう。俺たちが争う理由はないっ！」


    　俺の叫びが夜気を切り裂き、アナピヤへと放たれる。竜と同化した少女は解決策を考えるように押し黙っていた。


    「そうだ、小さな目標にはもっと大きな攻撃をしちゃおうっ！　行けムブロフスカっ！」


    　アナピヤが毒々しく微ほほ笑えむ。ムブロフスカの口腔に白光が灯ったのが見え、俺の背筋に怖おぞ気けが疾はしる。


    「ギギナ、横っ！」


    　俺の絶叫よりも早く、ギギナが反応していた。俺の襟首を摑つかんで飛ひ燕えんのごとく横飛ひ翔しよう、脇道へ逃げこむ背後から、閃せん光こうが射しこんでくる。


    　沸ふつ騰とうしたタングステンが、大通りで吹き荒れる。


    　竜の息吹。それは化学鋼成系第七階位〈煌皇釛沸灼鏖瞋息アー・モーン〉と同じ原理で合成された、沸騰するタングステン。五千七百度を超す金属に、純粋酸素が加えられ急激な酸化反応、つまり燃焼が起こり、六千度という太陽表面に等しい超高温の白い炎となった。


    　かつてムブロフスカが手加減していたというのは噓うそではなく、俺が発動していた〈遮熱断障檻フオエニク〉が、熱と衝撃で破壊される。原理的に〈遮熱断障檻フオエニク〉の耐熱性を支えるハフニウム多層装甲は、約二二二七度の融点までしか耐えられない。


    　化学錬成系第五階位〈絶熱断障万殻マテイムシン〉の二重展開で、セラミックを多層展開し、俺とギギナの身体を包みこんでいなければ、即死していただろう。


    　比重の重い沸騰タングステンは、掠かすめただけでも耐熱殻に凄まじい衝撃を加えた。球形の檻おりは路地の奥へと転がり、内部の俺とギギナを翻ほん弄ろうした。


    　打だ撲ぼくと打ち身などは問題ではなかった。耐熱殻の内部には、肉が焼ける異臭が充満し、視界が真紅に染まる激痛に、俺の口からは絶叫があがる。衝撃で完全密閉に亀き裂れつが入って灼しやく熱ねつの金属の一部が吹きこみ、俺の背中と肩から腹部までを灼やいていたのだ。


    　高熱の金属に喰いつかれた皮膚と肉が、沸騰する血色の泡となって弾ける痛みと、高位防御咒じゆ式しきの三重展開で脳と神経系が灼き切れていく激痛の共演に、意識が飛びそうになる。


    　だが、咒式を解除するわけにはいかない。いまだに死の息吹は吹き荒れ、街を焼きはらっている。耐熱咒式が砕けた瞬間に、俺もギギナも絶命するのだ。


    　一瞬が永遠となり、永遠が連続するような激痛に耐え、ようやく外の息吹が停止した。


    　鼻先を、肉と髪の焦げる臭いが掠めた時、量子作用定数と波動関数への干かん渉しようが停止、耐熱装甲が搔かき消える。


    　途端に背後の大通りからの熱風が、全身を叩く。倒れそうになる俺を、ギギナが支える。


    「根性皆無の貴様にしては、よくあの痛みに耐えたな。隠されていた被虐趣味の天才的才能が開花したのか？」


    「そ、んな才能は、いらん。俺がギギナを刻み殺す、明る、い未来を想像していたら、なんとか耐え、られた」


    「白昼夢を見ることは、弱者の数少ない自由だからな。存分に見ろ。ただしあとにしてくれ」


    　額から冷や汗を流してギギナが笑った。痛みを堪こらえながら背後を振りかえる。


    　街路には、この世の終末のような光景が広がっていた。


    　太陽の表面温度なみの恐ろしい熱量に、大通りの建物のコンクリが溶解し、断面を晒さらしていた。床や壁の鉄骨までもが燃えあがり、赤熱した液体となって滴したたっている。重金属が気化していた。


    　大通りは、灼熱のタングステンと混ざりあった物質の坩る堝つぼとなっており、膨大な輻ふく射しや熱ねつで空気が熱せられ、すべてが蜃しん気き楼ろうのように歪ゆがんで見えた。重金属の息吹の直撃を食らった大通りの突き当たりのビルは、完全に破壊されていた。溶解したタングステンという質量の鉄てつ槌ついはビルすら破壊する。高温と質量が合わさった超破壊だった。


    　街路に溢あふれる赤熱した物体と炎が、夜空を赤々と照らしている。まるで何百何千匹もの赤い小鬼が、街中で踊っているような光景。大通りを離れた脇道。ビルの谷間で、俺とギギナは呆ぼう然ぜんとして眺めていた。


    　単純な物質合成のため、組成時間にかかる時間は一瞬。発動時間の長さと攻撃範囲の広さも合わせれば、核融合咒じゆ式しきよりも始末が悪い。準戦略級咒式を連発されるような反則技だ。


    　俺たちの倒れている脇道へ、ムブロフスカが顔を突きこんできた。単純だが巨大な咒式が、すでに口腔に紡つむがれていた。


    「第二射が来るっ！」


    　叫びつつ魔ま杖じよう剣けんから〈電乖閻葬雷珠マーコキアズ〉を放つ。ムブロフスカの干渉結界とすでに合成されていた金属の壁の表面で、星ほし屑くずのように弾け、視界を一瞬塞ふさいだだけだった。


    　ギギナの筋力と〈空輪[image: ]ゲメイラ〉の圧縮空気の噴射による跳躍。ビルの壁を蹴けり、さらに上空への急上昇と同時に、爆光が下方を迸ほとばしっていた。


    　熱風と乱気流が叩きつけられてくる。ギギナの屠と竜りゆう刀とうが火を噴き、生体変化系第二階位〈黒翼翅アルフアス〉を展開し、姿勢制御。


    　ギギナに抱えられた俺は、灼しやく熱ねつの飛沫しぶきを脛すねに浴びた激痛を堪こらえていた。苦痛に霞かすむ眼を見開く。眼下に広がる、恐るべき光景を見てしまった。


    　闇に沈んだメトレーヤの街並みには、竜の息吹によって、巨大な炎の交差が描かれていた。


    　街を縦横に断ち割る真紅の十字。それは黙示録の断罪のような、壮大な破滅の光景だった。わずか二発の咒式でメトレーヤは半壊していた。


    　炎の交差する地点に、ムブロフスカの威容が見下ろせた。竜の頭部に乗るアナピヤの顔が、俺たちを見上げていた。


    　瞳から放たれた憎悪の矢が、俺の胸を射貫く。アナピヤは俺たちを憎みきっている。その絶対の殺意は、心臓を瞬間的に凍結させた。


    　恐怖の叫びとともに、俺は魔ま杖じよう短たん剣けんマグナスを突き出す。


    　特殊相対性理論に基づく等価公式に従うと、質量を熱量に換える比率は、理想的化学燃料である水素でもε＝〇・〇〇〇〇〇〇〇一％しかない。重水素と三重水素の相互の電磁気的反発力を越え、原子核を衝突させる核融合は、理想条件では〇・四％という莫ばく大だいな熱量を生む。


    　限定的とはいえ、その超々熱量を放つ、この〈重霊子殻獄瞋焰覇パー・イー・モーン〉を喰らって、生き残れるものなら生き残ってみろっ！


    　アナピヤの目に笑みが浮かび、咒式が展開していく。俺は構わずに極大の爆光を放つ。吹き荒れる力が、街を眩まばゆい白光で塗りつぶしていく。


    　威力は不完全とはいえ、俺の習熟度が上がっていたらしく、七階位の咒じゆ式しきを超高速発動しても割れそうな頭痛だけで済んだ。指先からの神経系の痛みも、耐えられないほどではない。


    　光が去っていくと、超高温で結界範囲内のビルが溶解していた。アスファルトは、炎上するコールタールの大河となっていた。


    　陽炎かげろうのように揺らめく大気の向こうに、巨大な球体が出現していた。核融合の超熱量に表面が融解して、飴あめ色の波に覆われている。


    　放たれた超高熱は内部にまでは届いていない。


    　防いだのは、俺の使った化学錬成系第五階位〈絶熱断障万殻マテイムシン〉と同じ咒式だが、量と厚みの桁けたがまるで違う。十数メルトルもの厚さで、球体を作っていたのだ。


    　ビルの容積なみの超巨大質量を瞬時に発生させるとは、眼前で展開させられても信じられない。〈古き巨人エノルム〉どもといい、〈長命竜アルター〉といい、人間が戦える相手ではない。


    　球体の亀き裂れつの間からは、ムブロフスカとアナピヤの苦く悶もんの表情が見えた。


    　さすがに軽くはない傷を与えたが、俺の必殺の咒式は、単に膨大な質量に半分以上が防がれたのだ。


    　絶望していると、沸ふつ騰とうタングステンの激痛が俺の背に蘇よみがえる。ギギナの黒翼が畳まれ、〈空輪[image: ]ゲメイラ〉を発動。背中から圧縮空気を噴射して垂直急降下を敢行する。


    　一拍遅れて、白い閃せん光こうとなった竜の息吹が放射される。


    　上空からの熱放射に押され、重力に摑つかまれた俺の心臓が縮みあがり、血液の降下で視野狭きよう窄さくが起こった。ビルとビルの間の、路地のアスファルトが確認できるまでに接近し、ギギナの黒翼が血ち飛し沫ぶきとともに開かれる。


    　黒い羽を散らしながらも、両翼が空気を摑んで減速。手近にあったビルの窓へと、ガラスを破砕しながら飛びこむ。背中と腹の火傷やけどが、気絶しそうな痛みを訴えるが無視。煌きらめく破片とともに前転。立ち上がると同時に、俺たちは疾走する。埃ほこりの積もった廊下を走り、突き当たりの窓を破りながら跳躍。


    　建物と建物の間の空間を飛ひ翔しようする、二つの影。小さな通りの上空を慣性のままに渡りながら、向かいのビルの窓へと再び飛びこみ、転がっていく。


    　ムブロフスカの咆ほう哮こうと、アナピヤの哄こう笑しようが遠く鳴り響いていた。


    　俺とギギナはビルの内部を走り、退却していった。


    



    



    　七度の翔破のあとに辿たどりついた、ビルの一室で俺とギギナは壁に背を預ける。二人そろって、荒く乱れた息を吐いていた。


    　執務室らしく、埃の積もった机や椅い子すや書類が散乱したままになっており、窓からの月光に輪りん郭かくを照らされている。


    　窓の外からは、街並みが炎上する音や竜の咆哮が、遠雷のように轟とどろき、鳴りやまない。


    　俺は背中と肩に魔ま杖じよう剣けんの刃を当てる。大きく息を吸って、一気に走らせ、いまだ蒸気を吹きあげるタングステンを、肉ごと削り落とす。


    　脳が破裂しそうな痛みに声も出ず、身を折り曲げる。呼吸が止まると、全身を貫く激痛が急速に引いていく。ギギナの屠と竜りゆう刀とうの先が、俺の身体に触れており、生体強化系第四階位〈消痛御癒手サ・ロス〉が発動していた。


    　通常のアミノ酸はＬ体だが、咒じゆ式しきで合成される異性体たるＤ体アラニンを含む、デルモルフィンというペプチドは、モルヒネの一千倍の鎮ちん痛つう作用がある。しかし疑問が湧き起こる。


    「あの、どうして俺が自分の肉を切る前に発動しないわけ？」


    　洟はな水を流しながら、俺はギギナの冷たい美び貌ぼうを睨にらみつける。


    「貴様が小者感丸出しの大おお慌あわてで治療したからだろうが。それに、ガユスが苦しむ姿を見るのは私の健康法のひとつだ。あと安眠にも効く」


    「うわあ、ギギナって最悪だね。意外性が低いのが残念」


    　続くギギナのいくつもの治ち癒ゆ咒式が、二人の傷を塞ふさいでいく。


    　傷は塞がれ、痛みは消えた。洟はな水みずも袖そでで拭ぬぐいとった。だが、本来の姿を現した〈長命竜アルター〉の恐ろしさを思い出し、俺は歯の根も合わないほどに震えていた。


    　竜の身体には、生まれながらに生体系咒式が働いている。〈長命竜〉に至っては、電磁系、化学系、重力系、数すう法ほう系のすべてを操り、構造学的にありえない巨体を成立させ、天災のような超常現象を引きおこす。


    「ムブロフスカは、とくに化学鋼成系に秀でた竜で、核融合の炎をも防ぐ鉄壁の防御と大規模咒式を使ってくる」


    　言葉にすれば分かる。


    「あれに勝てるわけがない。完全装備の咒式化軍隊の一個大隊が必要だ」


    「いや、さらに最悪だ。アナピヤがついていることを忘れるな」


    　ギギナの言葉が床に落ちた。


    「もともと、竜は〈異い貌ぼうのものども〉を従える権けん能のうを持っている。それに、竜の咒力を利用したアナピヤの精神感応能力が載れば、支配する範囲と数は膨大なものになる」ギギナの予想が続く。「さらには、低位とはいえ〈禍まがつ式しき〉の召喚を可能にする数法系や、咒式生物を生成する生体生成系などの咒式士たちを支配すれば、軍団の数は爆発的に増大する」


    　予想はさらに悪化していく。


    「数千か、数万か。世界を憎むアナピヤの意志で、完全に統率された軍団は、一糸乱れぬ完かん璧ぺきな戦術連係を行い、精神感応で敵の戦意を打ち砕く。最終的には、それでも百万の大軍を擁ようする龍りゆう皇おう国こくが勝つだろうが、一大紛争になることは間違いない」


    「国境付近での紛争を、ラペトデス七都市同盟や神聖イージェス教国、バッハルバ大光国が笑顔で見逃してくれるほど優しいわけもない、な」


    　俺は苦い想像を言葉にして吐きだす。


    「アナピヤをここで止めなければ、災厄を撒まき散らすことになる。一人の少女の絶望が、周辺国家を破壊することになるとは、笑い話にもならない」


    「だからこそ、無人の、このメトレーヤで止めるしかない」


    　ギギナの声に、俺は具体的な対策を考える。


    「発動の遅い核融合咒じゆ式しきでは見え見えすぎる。強引に発動しても、咒式干かん渉しよう結界に減げん殺さい、竜の咒式で厚さ一〇メルトル以上の装甲を展開され、威力の半分以上が防がれてしまう」この場合の帰結は簡単だ。「あとは、強大な咒式で消耗し動けない俺を、巨大な身体のどこかで撫なでてやれば、生ガユスの挽き肉、新鮮風味のできあがり。この手は却下だな」


    　俺は必要条件を定める。


    「ムブロフスカを倒すには、展開が早い単純な攻性咒式、しかも咒式自体が超高速のものが必要だな……」


    　電磁系咒式士の最上級職、雷らい轟ごう士したるクエロがいれば、強力でしかも速度に優れた攻性咒式は山ほどあって、俺とギギナが掩えん護ごするという戦闘法がとれるのだが。


    　俺は手のなかで、鈍にび色いろの円筒を転がす。ソボスの町で手に入れた第七階位の咒弾だった。


    「覚えているか？　ラルゴンキンが一度だけ見せたことがある、あの超高位咒式を？」


    　かつて〈古き巨人エノルム〉のザムザ・ザを一撃で倒した謎なぞの咒式だ。ラルゴンキン自身を倒すために原理を研究していたのだが、結局、俺一人では扱えないことが分かって放ほう棄きしていた。


    　それでも、ひとつの可能性として、ギギナが協力するなら放つことができる。


    「相変わらず分の悪い賭かけだが、これしかない」


    「貴様には、私の問いが理解できていないようだな」


    　ギギナのつぶやきが、室内の気温を低下させた。


    「問題は、私と貴様が、アナピヤを殺せる覚悟があるかどうかだ」


    　続く言葉の砲弾は、俺の耳から胸をも貫いていた。


    「……殺さなくても、止められるはずだ。もう一度、アナピヤと話してみれば……」


    「どのような言葉で？」


    　俺は絶句していた。


    　アナピヤの心に、どんな言葉が届くというのだろうか。恐怖と痛みのあまり、少女へと核融合咒式を放った男が、今さらどんな言葉を掛けるというのか。


    「どうするか、は分からない。だが……」


    　誤ご魔ま化かしだった。俺には、救いの言葉など何一つ思い浮かばない。


    　ギギナが重い溜ため息いきを吐つく。ドラッケン族の横顔には、重金属のように重く、深い憂いが落ちていた。銀色の髪が月光に透ける姿を見ていると、背後を鋼はがねが埋めつくす。


    　ビルの窓の外に、ムブロフスカの鋼の鱗うろこに覆われた横顔が浮かんでいた。爬は虫ちゆう類るいのように無機質な瞳どう孔こうが水平に動き、俺とギギナの姿を捕捉する。


    　弾かれたように、ギギナと俺が背後へと跳躍。背中で窓を割りながら、ムブロフスカの口腔が開かれていく光景を視界の端に捉える。ガラスの破片とともに廊下に転がり、弾丸となって横へと飛び跳ねる。


    　三回目の白い死の閃せん光こうが、部屋と廊下ごとビルを貫通し、駆けぬけていく。向かいのビルが業ごう火かで破壊される轟音が響く。溶解した重金属は、しかし極大の威力を見せない。


    「拡散しない息吹とは、手加減されているなっ！」


    　俺は階段を駆けおりながら、ヨルガの弾倉を交換。腰の後ろから魔ま杖じよう短たん剣けんマグナスを引きぬく。そして、決心して、七階位の咒じゆ弾だんを魔杖短剣マグナスの回転式弾倉に詰める。


    　疾走するギギナの横顔に、哀しい翳かげりが射す。


    「行くぞっ！」


    　階段の踊り場から、外へと飛びだし、アスファルトに着地。衝撃を逃がすために回転。起きあがると同時に疾走を開始し、建物の陰を迂う回かいしていく。


    



    



    　大通りに出ると、ビルとビルの狭間に巨大な質量が佇たたずんでいた。


    〈長命竜アルター〉は俺たちを待ちうけていたかのようだった。


    　歩道橋や道を跨またぐ看板の上空に、ムブロフスカの頭部が掲げられている。竜の頭部の上には、祭壇の供物のようにアナピヤが鎮ちん座ざしていた。ビルの一面を埋めつくした窓が、一枚の巨大な鏡となって、竜と少女の異様な美を映しだしていた。夜風が吹いて、アナピヤの頭の左右にある髪の房をなびかせる。


    　俺は魔杖剣ヨルガを右手に、魔杖短剣マグナスを左手に握り、アナピヤへと歩を進めていく。ギギナは屠と竜りゆう刀とうネレトーの柄つかを伸長させ、俺の横を歩んでいく。


    　炎の灯火が、ビルの向こうから漏もれていた。緋ひ色いろの炎は街を、夜空を赤く染め、俺とギギナ、アナピヤとムブロフスカの陰影を深くしていた。


    「誰もあたしを愛してくれない」


    　アナピヤの唇くちびるが、夜を渡る静かな叫びを紡つむぎはじめた。


    　少女の腰から下が、鋼はがねの鱗うろこと混じりあっていた。竜の脳と神経系への直接融合をはじめ、完全な支配を開始しているのだ。


    　こうなっては、先ほどまでのようなアナピヤと竜ではない。会話や合図が必要となるような意志伝達の遅れは、もはや起こらない。


    「あたしの力は不完全にすぎる。心を読んで操り愛を得ても、それは偽物。今なら、チェデックにバモーゾやユラヴィカ、アリーシャたちにアティ。そしてすべての人々の気持ちが心から理解できる」


    　アナピヤの二つの瞳は、この世のどこをも見ていなかった。夢見る乙女のように茫ぼう洋ようとした瞳だった。


    「愛って、相手を手に入れたい欲望のことなの。そして、愛する人が自分以外の誰かのものになるのを見るくらいなら、いっそ破壊してしまいたいという憎悪に変わる」


    　アナピヤの視線が、初めて俺とギギナを捉える。


    「愛されるなんて受け身な態度は、もう望まない。あたし自身が愛することを決める。あたしが絶対の君主となって愛を与え、みんなは伏してその愛を請うの……」


    　それは心の奥底まで貫くような、強烈な熾おき火び。


    「だけど、あたしは、あたしの愛を受けとらない人間を許さない！　すべて破壊し殺しつくしてやるっ！」


    　幼い、あまりに幼い想いに、俺は胸苦しくなった。


    　ただひとつの愛以外を否定し、可能性のすべてを狭める幼さに。その必死さに。


    　しかし、誰でもいいというのなら、人は特定の誰かを愛することができなくなる。博愛主義は、誰も愛していないのだ。俺も、アナピヤも、誰もがそうなのだ。


    「愛しているわガユス。あたしは愛するあなたを手に入れる。心変わりはいっさい許さないし、許せない。だから、あなたを殺し、永遠にあたしだけのものにする」


    「俺は君を止める。それは俺が君にできる、ただひとつのことだ」


    　アナピヤと俺の言葉が、天と地で交わされ、死闘の開幕の合図となった。


    　俺とギギナは、脇道へと駆けだしていた。同時に、アナピヤと竜もビルを挟んで移動、破砕音が撒まき散らされる。


    　同時に俺は咒じゆ式しきを組みあげはじめる。


    　砲腔内圧たるＰｇ＝（Ｆ＋Ｆｐ）／Ｓｐ。Ｐｇ＝九七四〇・四五。三〇一四四〇〇Ｆ＝質量の加速力〔Ｎ〕。四四一〇〇Ｆｐ＝質量と砲腔内の接触抵抗〔Ｎ〕。〇・〇〇〇三一四ＳＰ＝質量断面積〔ｍの二乗〕……。


    　狭い通りに出て、俺とギギナは直角に曲がる。追ってくる地響きを聞きながら、立体歩道や看板が並ぶ下の通りを、ひたすら走っていく。


    　走りつつも、式を組みあげていく。質量断面積＝Ｓｐ〇・〇〇〇三一四。Ｓｐ＝〇・二五[image: ]Ｄｐ二乗×三・一四。〇・〇二Ｄｐ＝質量直径〔ｍ〕。質量の加速力＝Ｆ三〇一四四〇〇。Ｆ＝Ｍｐ[image: ]Ａ。一・〇Ｍｐ＝対象質量〔ｋｇ〕。三〇〇〇〇〇〇Ａ＝質量加速度〔ｍ／ｓｅｃの二乗〕……。


    　大だい音おん声じよう。ガラスとコンクリを砕き、強引にビルとビルの間を抜けてきた〈長命竜アルター〉の巨体。ギギナが投とう擲てきした封ふう咒じゆ榴りゆう弾だんが、息吹を吐こうとした竜の眼前で破裂。干かん渉しよう結界が強力すぎて、発動する前に爆裂が無効化される。


    　すでに超筋力と〈空輪[image: ]ゲメイラ〉の圧縮空気によって加速したギギナが、竜の前方に瞬間的な移動を成しとげていた。勢いを載せた屠と竜りゆう刀とうの一いつ閃せん。


    　アスファルトを踏みしめる竜の左前脚が半ばまで切断される。血ち飛し沫ぶきの下を、屠竜刀を握ったギギナが駆けぬけていく。息吹を放射しようとしたムブロフスカの首が、ビルの看板に激突。降りしきる樹脂とネオン管の破片による雨の下を潜くぐり、ギギナと俺は、さらに回りこんでいく。一瞬でも止まれば死だ。


    　ムブロフスカの口腔に浮かんだ咒印組成式が消え、長い尾を放ってくる。


    　前方へと飛びこみながら伏せた俺とギギナのすぐ上を、竜の尾が亜音速で通過。店先や路上の廃車を粉砕していく。すでに自動修復された左前脚が地に突き立ち、アスファルトを割る。


    　竜から降ってくる砲弾咒じゆ式しきも、ギギナが俺を抱えて後方跳躍して回避。砲弾に貫かれ、爆裂する車の炎とアスファルトを見つつ、店先の幌屋根の上に着地。


    　竜が息吹を放とうとして、口が閉じられる。顎あごの隙すき間まから組成式の光が漏もれる。アナピヤの意志が止めさせたのだ。タングステンの咒式を放っても、自分を巻きこむと理解したのだ。


    　これを狙って、俺は動いた。高いビルや看板に挟まれて竜の首や尾が自在に動かせず、息吹を放つには不向きな狭い繁華街へと誘導したのだ。


    　各種の攻撃を封じたとはいえ、竜の格闘能力に挑むことは、はっきり言って無謀だ。それでも俺たちが狙うべきは近距離戦闘しかない。遠距離戦闘で威力と連射性と範囲に勝る竜の吐息を相手に、防戦一方になってしまうのは最悪だからだ。さらにいえば、ムブロフスカが最初に現れたときのように空を飛び、上空から最大出力の死の息吹を連射し、街ごと殲せん滅めつする戦法を取れば、俺たちの勝ち目は皆無。


    　幌屋根の上の俺たちと、さらに上空で竜の頭部と融合したアナピヤの視線が斜めに結ばれる。


    　俺は荒い呼吸の下から、必死に挑発の言葉を紡つむぐ。


    「さあ、やれるものならやってみろアナピヤ！　俺の急所はここだ！　ここだけ狙えっ！」


    「いや、そこで私の胸を指すのは、人として違うと思うのだが？」


    　傍かたわらのギギナが疑問を返してきた。心は折れていないと互いに確認。


    「……あたしを」


    　アナピヤの顔に配置された部品のすべてが、泣きだすように崩れる。


    「あたしをっ、舐なめるなあぁぁっ！」


    　炎と爆煙を引き裂きながら、竜の左前脚が放たれる。爪の穂先が突きだされてきた。すでに飛ひ翔しようしていたギギナが、上方の看板に着地。さらに再上昇。竜の首と、驚きよう愕がくの表情をしたアナピヤにめがけて、屠と竜りゆう刀とうを降りおろす。


    　首が軌道を変え、鱗うろこを削られるだけでギギナの刃の直撃を回避。連動して閃ひらめく右前脚を、ギギナが竜の首を蹴けって逃げる。


    　空中に弧を描くギギナの姿。ドラッケンに咒式を放射しようとする、竜の顔の側面で爆裂が起こる。大地を這はうように走っていた俺の〈曝轟蹂躪舞アミ・イー〉が炸さく裂れつ。竜の干かん渉しよう結界が強力すぎて、第四階位もの強大な爆裂咒式が目め眩くらましにしかならない。


    　アナピヤは、完全にムブロフスカの身体と思考を支配したようだ。


    　ならば、俺たちは勝てる。


    　路地に飛びこむ俺の背後で、竜の前脚が引きおこした破壊の大だい音おん声じようが響く。転がりながらも、俺の咒式は続く。質量加速度：Ａ三〇〇〇〇〇〇Ａ。Ａ＝Ｖｏ／ｔ。三〇〇〇Ｖｏ＝質量の砲ほう口こうでの初速〔ｍ／ｓｅｃ〕。〇・〇〇一ｔ＝質量の加速時間〔ｓｅｃ〕


    　回転の終わりから疾走へと移る俺の隣に、いつの間にかギギナが並走していた。狭い広場で巨きよ軀くを旋回させ、竜が俺たちを追ってくる。


    　看板や街路樹、空中回廊が破壊され、雪崩なだれとなって降りそそいでくる。


    「愉ゆ快かいだ。実に愉快だ。これだけ強力な竜と戦えるとは、ドラッケン族の誉ほまれ」ギギナが哄こう笑しようをあげて走る。「ユラヴィカも地獄で悔しがっているだろうな！」


    　ギギナは、アナピヤを竜と認識することを自らに強制していた。俺にはそれができるのか？


    　瓦が礫れきの雨を転がって避けながらも、俺は咒じゆ式しきを紡つむいでいく。質量の加速時間：ｔ〇・〇〇一。ｔ＝Ｌｇ／Ｖａ。一・五Ｌｇ＝質量経過長（砲腔長さ）〔ｍ〕。一五〇〇Ｖａ＝質量の砲身内での平均初速度〔ｍ／ｓｅｃ〕


    　体勢を整えようとした竜の右前まえ肢あしが廃車に、左肩が看板に激突する。


    「ああ、もう狭いっ！　すべてが邪魔っ！」


    　アナピヤの叫びとともに、ムブロフスカの全身から、夥おびただしい光条が放たれる。竜の全身が回転し、月光を宿した白い線が数百の円を描く。


    　街路樹に、廃はい棄きされた車体に、街灯の鋼管に、ネオンの灯らない看板に斜線が刻まれた。


    　次の瞬間、思い出したかのように切断面から傾斜していく。繁華街の大気を落下物の轟音が埋めつくしていった。


    　化学鋼成系第五階位〈亞晶斬絃糸圏ハルーフア〉で、髭結晶化したアルミニウム酸化物である、アルミナウィスカー繊せん維いの糸が合成される。糸の引っ張り強度は二十一ギガパスカルルであり、通常のアルミナ繊維の約九倍という強度を持つ、極細の刃が旋回したのだ。


    　通常は十数本程度しか生成できないのだが、〈長命竜アルター〉の莫ばく大だいな咒力が数百本の合成を可能にしていた。


    　常識外れの白線の群れが乱舞し、繁華街のあらゆる物体が刻まれていく。ギギナに突き飛ばされた俺の頰ほおや脇腹を光が掠かすめ、数十条の血ち飛し沫ぶきが迸ほとばしる。


    　激痛に転がると、俺の身代わりに街灯が何十もの破片に変えられた。崩れる街灯の頂天からギギナが跳躍した。


    　旋回した銀の光こう芒ぼうが、ギギナへと殺到していく。


    「ギギナっ！」


    　俺が反射的に放っていた〈電乖閻葬雷珠マーコキアズ〉が、空中のギギナの前方を貫通していく。アルミナウィスカー繊維は、融点が二千五十度にもなるため、プラズマほどの高温でないと破壊もできないのだ。


    　俺の隣へと着地するギギナに向かって、死神の網が降りそそぐ。プラズマ弾を連発し、屠と竜りゆう刀とうが剣の嵐となって、数百の刃を破壊していく。


    　ここには戦う理由がない。アナピヤも俺たちも、物語の主人公のようになにかを守るためになど戦ってはいない。


    　ただ、互いに互いを殺さないと生き残れないというだけの戦い。歩兵の戦いだけがあった。


    　砲身内での平均速度：Ｖａ一五〇〇。Ｖａ＝〇・五[image: ]Ｖｏ。三〇〇〇Ｖｏ＝砲ほう口こう初速〔ｍ／ｓｅｃ〕。砲身円筒厚三〇・六〔ｍｍ〕ｔ＝Ｄｉ／二[image: ]（（（σａ＋Ｐ）／（σａ[image: ]Ｐ））[image: ]〇・五─一乗）二〇Ｄｉ：円筒の内径〔ｍｍ〕。一一〇〇〇σａ：円筒材質の許容応力〔ＭＰａ〕。九七四〇・四五Ｐ：円筒に掛かる内圧〔ＭＰａ〕


    　極細の刃に切断され、降りそそぐ看板や街灯の破片。プラズマ弾の爆発。隙すき間まから放たれる竜の左前脚の一撃。俺とギギナは横へと逃げ、車が玩具おもちやのように破砕される。


    　引きもどされる竜の左前まえ肢あしに合わせ、ギギナが突進していく。連動する右前肢の薙なぎはらいも、ギギナの銀髪を掠かすめていくだけ。竜の尾が左から襲来し、ギギナの身体の端を捉える。肩口から胸元の甲こう殻かく鎧よろいが爆はぜ割れた。血の軌跡を描きながら、後方へと吹き飛ぶ。


    　宙を舞うギギナは、俺が差しだした腕を摑つかむ。衝撃は減げん殺さいされずに、路地の両脇の壁を削りながら吹き飛ばされていく。


    　俺とギギナは、繁華街の外れの広場へと転がっていった。


    　装甲と防ぼう刃じん繊せん維いごと切り刻まれて、俺たちの全身は血ち塗まみれだった。ついでに高位咒じゆ弾だんをほとんど使い果たし、低位咒弾しかない。残っている破壊力がある咒弾は魔ま杖じよう短たん剣けんマグナスに装そう塡てんされた、第七階位のものが二発のみ。


    　全身の傷が、熱病のような悪寒と激痛を大合唱していて、気が遠くなりそうだ。ギギナを受け止めて、左肩も脱だつ臼きゆうしている。


    　ギギナにしても、尾の直撃を躱かわして即死を防いだだけで、瀕ひん死しの重傷だ。


    「み、みるみる出血して、体重が減る。こ、の減量法は、効果、抜群だな」


    　片肺がつぶれたギギナの声は、命の灯火が消えようとしているように掠れていた。


    「痛みと命の、危険がなけ、れば、流行はやるかも。ギギナの場合は、耳と耳の間、の余計なものも捨てて[image: ]やせ、ろ」


    　外れた肩を無理に治した俺の声も、死者のような声色だった。


    　アナピヤよ、たしかに大きく重い質量は強大な物理力だ。


    　しかし、力はそれだけではない。同時に刃に隠した組成式は止まらない。砲の効率：χ四五二　一六〇〇効率〔ｋＪ／Ｋｇ〕。χ＝Ｅ／Ｐ。四五二一六〇〇Ｅ：砲ほう口こう熱量〔ｋｊ〕。一Ｐ：発射薬総質量〔ｋｇ〕。


    　大だい音おん声じように振り返ると、狭いビルとビルの間を巨きよ軀くで削りながら、巨竜が突進してくる。


    　起きあがった俺の背中に、ギギナの鮮血と胸板の熱さを感じた。ギギナの両腕が前方に屠と竜りゆう刀とうネレトーを突きだし、俺の魔杖剣ヨルガと魔杖短剣マグナスが刀身に添えられていた。


    　切っ先は、〈長命竜アルター〉の胸元へ向けられていた。


    　砲口熱量Ｅ：四五二一六〇〇〔ｋＪ〕。Ｅ＝〇・五[image: ]Ｍ[image: ]Ｖの二乗。一・〇〇四八Ｍ＝対象質量〔ｋｇ〕。三〇〇〇Ｖ＝初速〔ｍ／ｓｅｃ〕ついに隠いん蔽ぺいも限界だ。


    　ギギナが掲げた屠竜刀ネレトーの先端に、俺の巨大咒式が顕けん現げん。最終組成式が全ぜん貌ぼうを現していた。


    　生成された弾丸は、直径二〇ミリメルトルで全長一八〇ミリメルトル。密度二十グラムル毎立方センチで、重量一〇〇四・八グラムル。


    　これを当てるために、自らを身動きできない路地に挟んだのだと、アナピヤが気づいた。


    　少女の目が嘲ちよう笑しようの色を孕はらむ。どんな咒式だろうが、干かん渉しよう結界と装甲で防御するという絶対の自信。量子干渉結界と、さらに内側では咒式で金属壁が合成されていく。自分の死の息吹のあとに閉じるつもりらしい。


    　敗北を予測できないアナピヤが、哀れだった。


    　アナピヤとの思い出が俺の脳裏を駆けめぐる。愛する少女を手に掛けることに、俺は激しい自己嫌悪と虚無を感じていた。


    　言葉ではアナピヤは止まらない。


    　だから、俺が止める。


    　次の瞬間、砲弾は秒速三〇〇〇メルトルという超々高速で射出され、同じ力を後方にも射出。前後の力がわずかに釣りあわず、俺とギギナは後方へと吹き飛んでいた。俺の動どう揺ようが現れたのか、弾道がわずかに下にぶれていた。


    　咒じゆ式しきによる気温の上昇で減速されたとはいえ、音速の八・四倍近くまでになった超々高速の弾丸は、三〇メルトルの大気を切り裂き、不完全な結界と咒式の装甲を貫通し、竜の胸元に着弾。


    　秒速三〇〇〇メルトルという超高速度の世界では、作用面が衝撃弾性限界を超える超高圧状態となり、着弾した装甲材にどれほどの硬度や強度があろうとも無視され、可か塑そ流動体として振るまうようになる。


    　弾丸は、咒式干かん渉しよう結界の干渉時間より早く駆けぬけ、厚さ四〇センチメルトルの超高硬度鋼の鱗うろこと装甲を寒かん天てんのように崩し、圧倒的な引っ張り強度を誇る冷間線引き鋼線をただの糸のように引き裂く。


    　そこで莫ばく大だいな運動熱量と超破壊力が、ムブロフスカの体内に吐きだされ、弾ける。


    　耳を聾ろうする大だい音おん声じよう。


    　飛散した肉と血の砕片が、竜の背後にブチ撒まかれていた。大通りから広場が、真紅に染められていた。


    　ムブロフスカの胸元には、大穴が穿うがたれていた。


    　正確には、厚い胸板自体が消失。続く胴体から尾までのほとんどの肉が引きちぎられ、破砕されていた。


    　鱗と装甲の抵抗によって秒速二五〇〇メルトルまで減げん殺さいされたが、砲弾の運動力は衝撃波に変換される。音速倍数から演算すると、砲弾の命中点から頂角が約三七・七三四二度になる円えん錐すい形の超衝撃波が発生したのだ。超衝撃波の絶大な破壊力で、身体の半分以上の質量、心臓や内臓のすべてを失った〈長命竜アルター〉は、荒こう廃はいした伽が藍らんのような惨状を晒さらしていた。


    　反動から着地し、俺を支えたギギナの両足が、アスファルトを深く貫通していたことからも、その威力のほどが分かろう。


    　アナピヤとムブロフスカの口腔から、黒血が吐きだされた。同時に巨体が背後へと傾斜していき、自らの血と肉の海に倒れていった。鮮紅色の大だい瀑ばく布ふが天へと噴きあがり、俺とギギナの全身に、雨となって降りそそいでくる。


    　長い呼吸を吐いて、俺は血の海に片膝ひざをつく。七階位の二連発。しかもそのひとつは、俺の専門とはいえない鋼成系の咒式。すべての咒力と気力を使い果たして、意識が遠くなりそうだ。


    　意識を失わないために、眼前の破壊の光景を確認する。


    　位相空間内の変移差で発生する核融合なみの巨大なエネルギーを、砲弾の運動力に変換し、指示力場で導いて撃ちだす咒じゆ式しき。化学鋼成系第七階位〈神威貫錣釛轟聳砲アツゼ・ザール〉の超破壊力。


    　大きく重い質量は、強大な物理力だ。そして速度も恐るべき力を発揮する。


    　絶対速度たる光の速度で動くことは、質量のある物質では不可能だ。それでも光速に近くなればなるほど、運動エネルギーは無限大に近くなっていく。速さは力であり、速度の二乗に比例して破壊力は大きくなる。果てにある超々高速度の世界では、どのような超金属も硬度を失い、粘土や水のようになってしまうのだ。


    　そして、この咒式砲弾の超々高速度は、地上において何者にも回避や防御は不可能。ラルゴンキン級の巨大な咒式力と、反動を支える強固な肉体がなければ放つことすらできない超咒式。専門外の俺とギギナでは、二人がかりでようやく発動が可能なのだ。


    　アナピヤが知識と経験を持った本当の咒式士だったなら、ムブロフスカの竜の頭脳が働いていたら、この咒式を正面から防御しようなどとは考えなかっただろう。


    　だが、すべては今終わったのだ。アナピヤの悪夢は、俺が終わらせたのだ。


    　俺の内には、茫ぼう漠ばくとした空虚さだけがあった。屠と竜りゆう刀とうを畳んだギギナも、無言だった。


    　底無しのやりきれなさを、俺たちは分けあっていたのだろう。


    　小さな声だった。


    　現実に引きもどされた俺は、必死に耳を澄ます。


    　声は、微かな呻うめき声だった。


    「アナピヤっ！」


    　俺は走りだしていた。


    　張り裂けそうな胸の痛み、裏切りの激痛とともに。


    



    



    　竜の血潮の海と、内臓と肉の山を乗り越え、アナピヤを捜す。俺もギギナも、瀕ひん死しの重傷だったが、そんなことはどうでもいい！


    　鈴を鳴らすような声。


    　血の海の向こうで、いつの間にか戻っていた黒猫のエルヴィンが鳴いていた。


    　駆けよると、胴体から千切れかかった竜の首が横たわっていた。先端にはムブロフスカの頭部があった。大おお鰐わにのような口からは、鮮血の大河が流れていた。


    「……アナピヤを」


    　血ち泡あわが弾け、口腔から零こぼれていた舌が痙けい攣れんするように動く。


    「……アナピヤ、を恨むな。あの子は、我ら、竜の愚か、さの犠牲者だ」


    「分かっている！　アナピヤはどこだっ!?」


    「アナピ、ヤは我の額の上だ、助けて、やってく……」


    　喘ぜん鳴めいとともに、ムブロフスカの巨大な瞳が光を失っていく。仰向けに近くなっていたムブロフスカの首が、最後の力を振り絞って横倒しに戻る。


    　竜の瞳からは、明確な意識の光が消えていた。


    「痛い、痛いぃ。痛い、ようぅ……」


    　竜の顔の上で、全身を血色に染めたアナピヤが地面に投げだされていた。


    　頭を抱え起こすと、アナピヤは俺の腕から逃れようとする。


    「イヤ、許し、て、殺さないで……」


    「すまないアナピヤ。殺さない、殺さないから動くな！　出血が止まらないっ！」


    　泣き叫ぶ少女の身体を確認し、俺の息が詰まった。


    　竜の頭部ごと地表高くから倒れた衝撃で頭ず蓋がい骨こつが割れ、側頭部から脳の一部が零こぼれていた。肋ろつ骨こつと背骨が折れて、内臓を搔かきまわして背中と腹部から突きだしている。さらには破壊された街灯がアナピヤの心臓と肺を貫いて、先端が薄い胸を突き破っていた。


    「痛い痛い、苦しいよう……」


    　アナピヤの咽むせび泣きとともに、口からは血が溢あふれ、胸元を染めた鮮血に真紅を足していく。


    「痛いよう。ゴメンなさい、ごめんなさいガユス。あたし、あたし、見捨てられるのが怖くて、どうしたらいいのか分からなくて……」


    「すまない、すまないアナピヤ……」


    　双そう眸ぼうから涙と血を滂ぼう沱だと流しながらも、アナピヤが俺を見上げてくる。


    　なにもしてやれなかった無力さに、俺の心が軋きしむ。


    　俺は必死でアナピヤの側頭部を右手で抑える。脳のう漿しようや血液がこれ以上零れないようにするも、止まらない。熱い体液が俺の手を濡らすだけ。


    「あた、あたし、死ぬの？　死ぬ死ぬ死ぬ死んじゃうのっ？」


    「死なないっ！　絶対死なせないっ！　ギギナ、なんとかしろっ！」


    　俺は叫ぶ。アナピヤに寄り添ったギギナが、鎮ちん痛つう咒じゆ式しきを無視して、全力で治ち癒ゆ咒式を発動する。屠と竜りゆう刀とうの先に、限界以上の数の咒印組成式が灯り、傷口を修復していく。


    「どうだ、アナピヤは助かるのかっ!?」


    「言わせるな。最大限の努力はする！」


    　片膝ひざを血の海についたギギナの白はく皙せきの額に、焦燥感が現れていた。


    　アナピヤの側頭部を押さえる俺の右手は、脳漿と鮮血の生温さを感じていた。


    　こうなることは分かっていた。〈長命竜アルター〉とアナピヤを行動不能にするだけという、都合のいい力は俺たちに存在しない。そしてアナピヤの支配に屈することもできなかった。


    　だからこそ、俺は非情の一撃を放った。愛を求めるだけの少女に。


    　抱えた腕のなかでアナピヤが咳せきこみ、血の花弁を散らす。それでもアナピヤが微ほほ笑えんだ。


    「ガユス、こそ、大だい丈じよう夫ぶ？　あたしのせいでケガしちゃって……」


    「もう喋しやべるなっ！」


    　悲痛な笑みに俺は耐えられなかった。大量の出血で、アナピヤの身体が軽くなっていく。熱かった柔やわ肌はだが急速に冷えていった。


    　無む慈じ悲ひな時間が砂のように過ぎていく。


    「意外な展開、いや、これが当然か」


    　誰でもない声が響いた。


    　俺の目は声の発生地点を探す。


    　繁華街の血と瓦が礫れきの向こうに、人影があった。


    　場違いに冷静な瞳に、染みひとつない清潔な白衣の長身。


    　無機質な顔は、過去の映像とまったく変わらなかった。


    　腕に抱えられたアナピヤの唇くちびるが震える。


    「……お、義父とうさん？」


    　男は、アナピヤに引き裂かれたはずの咒じゆ式しき医師アズルピだった。死体は広場の奥にあった。


    「ど、うして、おまえ、が？」


    　俺は問いかけていた。


    「どうして君たちは、そこまで愚かなのかね」アズルピが疑問の表情を浮かべる。「メルツァールと化したバルティアが操り人形なら、最初の私も操り人形だと考えない理由のほうが理解できない」


    　男の視線が、俺の腕に抱えられたアナピヤを捉えた。


    「アナピヤも失敗か。平均的な男の心理や思考傾向を分析したのだが、上手うまくいかなかったようだな」


    「ど、ういうことだ？」


    　アズルピの言っていることが、俺には理解できなかった。


    　独り言に耽ふけっていたアズルピが、目を向けてくる。分析するようなアズルピの視線が、俺を射抜いた。


    「幼く健康的な色気。容易に支配できそうな肢し体たいと精神。健けな気げに自分だけを慕う心、悪戯いたずらっぽい笑み、そして時には嫉しつ妬とに拗すねてみせる。そして、過酷で哀れな過去は、勘違いした男の庇護欲と同情を誘う」


    　俺の心の柔らかな部分に、解かい剖ぼうの刃が冷れい徹てつに突き入れられていく。


    「ガユス、君のような、未成熟で無能で自己に自信がない男の嗜し好こうに、アナピヤが適合する確率は、七一・五八％ほどと見積もったのだ。しかし、まだまだ要素と精度が足りなかったようだな」


    　アズルピが得意気な含み笑いを漏もらす。


    「外見はまずまずだが、中身と行動がまだまだ粗い。相手に精神感応しても支配が緩ゆるいし、自らの心と肉体を改変する力に欠ける。次はそこに注意するか」


    　アナピヤの震えが、俺に伝わってくる。震えは俺に伝染し、舌がようやく動く。


    「なに、を言って、いる？」


    「そう、アナピヤのすべては私が作った」アズルピが高らかに告げる。「竜の力？　そんなものだけでは、愛情を化学反応と磁気波形の観点から攻めるだけだ。アナピヤは、竜が肉を作り、横から拝借した私が、人を愛し愛されるためだけに調整した生体工業製品だ」


    　絶叫。血が滲にじむような悲鳴でアナピヤは叫んでいた。


    「違う、違うっ！」


    　吐きだされる少女の叫び。


    「たとえ、たとえそうだったとしても、あたしがガユスを好きな気持ちだけは、あたしだけのものよっ！」


    　少女の激情の眼まな差ざしを受け止めて、アズルピが愛いとしむように微ほほ笑えむ。


    「残念。君がそう考えるように、私が精神傾向を調整したのだ」残ざん酷こくな事実が告げられる。「君の愛情は、記憶を消去したあと、最初に出会った成人男性にしか向けられないようにしてある。誰を好きになるかの選択は、君の意志ではない。君の過去や一連の事件は、そういう実験なのだ」


    　月光に向かって、アズルピが両手を掲げる。


    「感情や心は神聖不可侵なもの？　だが、それ自体が分からなくても、感情の発生は要素で説明できる。主役の美しい顔と身体、優しく気高い心。対して悪役の醜みにくさと卑ひ劣れつさの対立。自らの感情を委託した主人公が勝つことによって生じる、爽そう快かいだったり悲しかったりする波瀾の物語。感情を発生させる要素を解析し、人物に持たせる。それだけで人の心は動く。安い動きだ」


    　世界に挑戦するように、アズルピが朗々と宣告する。


    「君たちの好きなすべてはそうやって作られたものだ。映画や劇の主人公も物語も、美女の微笑も、あらゆる商品が。世界はそんな洗脳遊戯で溢あふれているのだ」


    　アズルピは俺へと視線を戻す。青い瞳はどこまでも冷たく、理性の光を宿していた。


    　俺は、アズルピという存在に圧倒されていた。


    「そうだな、もし次に君の前に現れさせるなら、金髪翠眼の美女にしよう。年齢を上げ、胸を膨ふくらませた処女を用意しよう。ついでにアナピヤより、もっと共感させるような背景物語を作れば君の同情を引けるかな？　積極性係数を下げて、控えめな性格にしよう。最後に論理中枢係数を下げよう。そして羞しゆう恥ち係数と性衝動を高めると、恥じらいながらも、男の求めには股を濡らして応じてしまう。そんな都合のよい人形が、またひとつできあがるわけだ」


    　アズルピの声は、元素記号を暗唱するのとなんら変わらない無機的なものだった。


    「なん、だ、なんなんだおまえはっ!?」


    　俺は耐えきれなくなって叫んでいた。


    「私は君たちだ。愛という名を装った、欲望の神に従順に仕える信徒だ。そして、どこにでもいる〈物を作る者〉の一人にすぎないよ」


    　胸を張って、アズルピが宣言した。


    　俺は戦せん慄りつしていた。


    　アナピヤの哀しみも、苦悩も、演出と[image: ]作にすぎない。


    　この男は、心の底からの善意で行っているのだ。すべては俺を、誰かを癒すために。では、そのためならなにをしてもいいのか？


    　答えはこの男にあった。


    　たかが欲望に忠実に従うことの、恐ろしさのすべてが。


    「我らは、もう我ら自身では救われない。神ですら、多種多様な個人を救うには手の数と柔軟性が足りない」


    　アズルピの目に諦てい念ねんが顕あらわれていた。


    「ならば一人一人に合わせた救いが必要なのだ。次世代型擬人クンスツたる〈小天使エンゲルフイン〉、肉を持つ御遣い、主人の心を支配しつつ隷れい従じゆうする奴隷。ただそれだけが、長き孤独に震える人々に楽園をもたらす」


    「てめえっ！」


    　湧きあがる恐怖と憤怒を咒じゆ式しきに変換した。爆裂咒式がアズルピの顔面で炸さく裂れつ。


    　爆風が晴れていくと、アズルピの顔面と肩が深く抉えぐられていた。爆ぜた肉の断面からは、心拍とともに血が噴出する。即死だった。


    「私を殺しても無意味だ」


    　上顎から上が消失しながらも、器用に喋しやべったアズルピが後方に倒れる。


    「なぜなら、それは私ではないからだ」


    　濡れた音を立てて倒れたアズルピの背後、繁華街のビルから伸びた看板の上に座っていたアズルピが、諭すように語っていた。


    　俺の放った〈矛槍射ベリン〉の鋼はがねの槍が、アズルピの胸板を貫く。口から内臓出血の朱を吐きだし、現れた姿のままアズルピが落下していく。


    「メルツァールが、そして一番目と二番目のアズルピがそうだったように、このアズルピの体も、本当の私の中継体にすぎない」


    　串刺しになった男が落下するのと同時に、また、どこかから、アズルピの不ふ愉ゆ快かいな声が響く。炎上する車の陰からアズルピが現れる。前と同じ冷たい笑みだった。


    「私は一人ではない。何度言ったら分かるのかな？」ビルの隙すき間まから、アズルピの冷たい笑顔が覗のぞく。「分からないから、君たちはどこまでも無様に踊らされる」ビルの屋上に腰掛けたアズルピが、隣のアズルピと肩を組んでいた。「笑えるほどの愚かさだ」


    　炎上した繁華街の各所に、白衣のアズルピたちが姿を現す。


    　ビルとビルの隙間から列をなすアズルピたち、破壊された店先で談笑するアズルピの集団、街角の長椅子ベンチに並んで座るアズルピども。


    「さて、どれが本当の私、アズルピでしょう？」


    　特徴のない無機質な男の顔、顔、顔。百人近い白衣姿のアズルピが、俺たちを包囲していた。


    「私には決まった名などなく、誰にも記憶されない。影のその影のような存在なのだよ」


    　ギギナと俺が魔ま杖じよう剣けんを掲げるが、どのアズルピに向けていいのかも分からない。腕のなかのアナピヤは冷たくなっていく。


    「実験が終了した以上は、君たちも用済みだな」


    　アズルピたちがまったく同じ唇くちびるで言葉を紡つむぎ、繁華街の谷底に多重反響する。続いて一糸乱れぬ動作で魔杖剣を抜ばつ刀とう。百人もの咒式士が、それぞれに雷や爆裂や熱線の咒式を多重展開していく。


    「私の、私たちの手で処分してあげよう」


    　アズルピたちが一斉に笑う。風に吹かれる葉音のように、笑声が輪唱された。


    　百もの刃の先で燐りん光こうを発するのは、数百もの咒じゆ印いんの光。それは闇夜が真昼に変わるほどの、圧倒的な数の力の光景だった。


    　光の乱舞を前にして、俺とギギナは硬直していた。


    　アナピヤ防衛戦のような敵の大規模攻撃を規制する条件もなく、完全包囲の百対二。この状況では、知恵や勇気、いかなる戦術も詐さ欺ぎも意味がない。


    　切りぬける唯一の手段があるとしたら、六か七階位の広範囲殲せん滅めつ咒式。しかし、それを紡つむぐ時間など許されない。つまり、まったく打つ手なし。


    「それでは、さようなら」


    　アズルピたちの数百もの咒式が放たれる瞬間。俺の正面にいたアズルピたちの笑顔が血と骨の塊かたまりに変えられ、背後のビルの壁面まで破砕された。


    　鮮血と粉ふん塵じんを巻きあげて引きもどされたのは、ムブロフスカの右前まえ肢あし。


    　同時に驚きの叫びをあげようとしたビルの屋上に並ぶアズルピたちが、長い尾の超衝撃で破裂。さらに右後肢の巨大な爪が、右のアズルピたちを引っかけて肉塊へと変える。


    　俺が抱えるアナピヤが、神経繊せん維いがつながったままの竜を操ったのだ。


    「許さない、あなただけはっ！」


    　咒式と肉体の酷こく使しで、アナピヤの全身の傷口から鮮血が噴き出る。


    「アナピヤ、止やめろっ！　おまえはまだ助かるっ！」


    　瀕ひん死しのアナピヤが咒力を集中。ムブロフスカの右前肢がアスファルトに突き立てられ、体を持ちあげる。長い首が持ちあげられ、アナピヤを抱き留めていた俺が振り落とされる。


    　胸から下の傷口から、残った内臓と血液が土ど砂しやのように俺とギギナに降りそそぐ。


    　ムブロフスカの頭部の上で、アナピヤが月を背景に立つ。血ち塗まみれの少女の姿は、まるで復ふく讐しゆうの女神のようだった。俺とギギナが竜の側そばに飛びこむ。


    「死に損ないめが」


    　生き残ったアズルピたちの攻性咒式が殺到。俺たちの眼前で、竜の死力をつくした干かん渉しよう結界が咒式を量子分解。


    　瀕死の竜の結界と鱗うろこでは、続く百近くもの咒式を防ぎきれない。爆裂が肉体を破壊し、雷撃が神経を灼やき、鋼はがねの槍が内臓を貫くごとに、竜の巨体が痙けい攣れんする。竜の側の俺とギギナも必死に回避するが、避けきれずに肉が弾け、血が噴きだす。


    　ついに竜の右前肢の膝ひざが数十もの熱線に貫通される。折れた膝関節がアスファルトに突き立つ。長い首が折れ、地面に届きそうに下がる。アナピヤの唇くちびるから、鮮血混じりの絶叫が迸ほとばしる。


    「お願い、ムブロフスカさん、あたしに力を貸してっ！」


    　ムブロフスカの首が角度を戻し、半ば白濁した竜の瞳に意志が戻る。


    「愛いとし子よ、我を許してくれるのか？」


    　竜の横顔に砲弾が突き立ち、頰ほおが吹き飛ぶ。少女は顔を上げていた。


    「許しはしない。絶対に、絶対に！」


    　憎悪が滴したたるような声だった。だが、アナピヤは意を決したように、息を吸った。


    「でも力を貸して欲しいのっ！　くだらない力でも、今だけは必要なのっ！」


    　アナピヤの血染めの全身から、さらに血の気が引き、死者の肌色となっていた。


    　砕けた膝ひざを大地に突き立て、竜が態勢を整える。爆裂で鱗うろこが割れ、雷撃に肉を焦がされても、ムブロフスカの残る咒じゆ力りよくが口腔に集中していく。


    「では、死出の花道を行こうぞ」


    「ええ」


    　竜の返答に、アナピヤが微ほほ笑えむ。


    「今なら分か、る気、がする。ジヴーニャさんが、言った言葉、過去は変えられないし償つぐなえない」乱れた呼吸で少女が告げる。「だけど、人間は、なりたい自分を選べる、って言葉」


    　ジヴーニャの名前が俺の胸に突き刺さる。


    　そしてアナピヤのあまりに清せい冽れつで気け高い笑みに、俺は恐怖した。人間がそんな笑みを浮かべられるはずがない。浮かべてはいけない。


    「あたしが、なりたいのは、人々の心を操る、兵器じゃない。玩具おもちやのようにかわいがられ、愛されるためだけの少女、ではない」


    　顔は蒼白。アナピヤの命は一秒ごとに漏もれていく。


    「止やめろ、アナピヤっ！」


    　俺が絶叫し、アズルピたちがそろって恐怖の表情を浮かべ、同じ動作で足が後退した瞬間。


    「なりたいのは、人を愛することができる、そして助けることができる、あたし！」


    　手を胸元で組みあわせたアナピヤの笑顔とともに、竜の息吹が放たれた。


    　白い閃せん光こう。沸ふつ騰とうしたタングステンが繁華街を薙なぎはらっていく。熱放射で膨張した大気の圧力で、俺とギギナが吹き飛ばされた。


    　逃走しようとしたアズルピたちが、干かん渉しよう結界や耐熱壁の咒式を発動するが、白い光の奔ほん流りゆうに呑みこまれていく。様々な防御咒式ごとすべてが一瞬の影となり、瞬時に輪りん郭かくが消失。


    　腕を掲げ、目をとじた俺の瞼まぶたの裏まで、白に塗りつぶされる。


    　波は濤とうのような光がやがて弱まり、俺も瞼を開ける。


    　視力も徐々に戻っていき、世界は輪郭を取りもどす。


    　眼前ではビルとアスファルトが溶解し、新しい大通りが作られていた。どれがアズルピの本体だろうと、一人の断片も残らない強烈な一撃だった。竜の息吹を正面から受け止めることなど、人間には不可能なのだ。


    「アナピヤっ！」


    　俺の叫びとともに、伸ばされた竜の首から力が消失した。輻ふく射しや熱ねつで煮えたぎる自らの血の海に、竜の頭部とアナピヤが落下する。


    　力が入らない足を必死に動かして、俺はアナピヤに駆けよる。唇くちびるを嚙かみしめる俺の腕のなか、アナピヤの顔からは血の気がいっさい消失していた。


    「ギギナっ！」


    　大急ぎでギギナが治ち癒ゆ咒じゆ式しきを再開するが、やがて屠と竜りゆう刀とうの切っ先から燐光が消える。俺へと向けられたギギナの美び貌ぼうには、悲痛さを堪こらえるような表情があった。


    「ガユス、アナピヤはすでに……」声が続いていく。「もう楽にしてや……」


    「言うなっ！　続けろギギナっ！　続けないと殺すぞっ！」


    　ギギナの硬い声を、俺の悲鳴めいた叫びが封じる。ギギナが疲労した顔で治癒咒式を再開していく。


    　ギギナの治癒咒式は、アナピヤの苦しみを長引かせているに過ぎない。分かっている、分かっているが！


    　俺は白はく蠟ろうと見み紛まがうばかりのアナピヤの顔を覗のぞきこむ。


    「アナピヤ、なぜ？　俺は君を……」


    「仕方ない、じゃない。あたし、ガユスを愛しているんだ、もの」


    　砕けて四方に曲がった少女の左手の指が、自分の胸に当てられる。


    「そう思うよ、うに造られ、た兵器で玩具おもちや、紛まがいものでも、安っぽい物語、の登場人物でも、やっぱりこの胸の熱さは、あたしの、あたしだけの本物。そう信じたい、の……」


    　アナピヤが小さく微ほほ笑えむ。見ると、傍かたわらのギギナは、治癒咒式から鎮ちん痛つう咒式に変えていた。俺の視線に、勇猛なはずのドラッケンが目を合わさなかった。


    「だか、ら、繰り返された世界、で、何度同じ状、況になって、も、同じ決断をした、よ」


    　アナピヤの言葉は意味が分からない。少女の叫びは続く。


    「そして約束してガユ、ス。あたしの力が、ガユスとジヴーニャさんの心を変えたと、ジヴーニャさんと、戻って伝え……」


    「アナピヤ、それは……」


    「お、願い、あなたが、どんなに恥ずかしくても、辛つらくても、お願い。でないとあたし、あた、しは……」


    　血ち泡あわ混じりのアナピヤの叫びに、俺はうなずいた。バカみたいに何度も、何度も。


    「好き、な人を守って、その好きな人に看み取と、られ、て、し、死ぬなんて、あたしカッコつけすぎかな？　アティ、も、お父さんも許して、く、くれるかな？」


    　言葉とともにアナピヤの右手が伸ばされ、震える指が俺の頰ほおに触れた。その冷たさに俺は絶望を感じた。


    「でも、でも、次、次に生まれ、てくるときは、人形も天使、も、イヤだな」アナピヤの声は小さくなっていく。「普通の女の人になって、あた、あたしは、普通の人のよ、うに普通に愛し愛される、の。なりたいあたしは、もうひとつは、普通の女の人なの……」


    　アナピヤの口から、大量の血が迸ほとばしる。俺は少女の小さな手を握りしめ、絶叫する。


    「愛しているっ！　俺はアナピヤを愛しているっ！」


    　だが、俺を直線で見つめる少女の目には、心の底からの絶望が広がっていった。


    　死にゆく少女の心を救いたいと、必死に紡つむがれる俺の言葉。


    　しかし、アナピヤの力は、自身の死に瀕ひんしてさえ、俺の欺ぎ瞞まんを残ざん酷こくなまでに正確に見破ってしまうのだ。


    　そう、俺はアナピヤを女性としては愛せない。どこまでも、かわいい子供のような存在としてしか愛せない。女たちに向けた愛となにが違うのか、俺には分からない。ジヴやクエロに向け、そして……。


    　いや、書き換えろ、感情を、人格を！　簡単なことだ。脳内物質を調整し、神経伝達信号を変えればいいだけ。そんなことは咒じゆ式しき士しでなくても可能だ。自意識よ死ねっ！　今だけでもアナピヤを愛せっ！


    　だがしかし、その思考と感情の変換の過程自体が、彼女には波形として見えているのだ。


    　そして、愛することはやはり不可能だった。アナピヤは、あまりに似ていたのだ。


    　アナピヤの細い身体が痙けい攣れんを始める。小刻みな震えを止めようとしてか、自らの腕で自らを抱きしめる。


    　海色の瞳は俺を、この世を見ていなかった。


    「……違う、もし生まれ変われ、ても、同じ、な、なんだ。みんな、みんなあた、し……」


    　海色の瞳はすでに俺を、この世の何をも見ていなかった。


    「イヤだ、やっぱり、死ぬの怖いよう。誰にも本当、に愛されないま、ま、死ぬの怖い、よう。どうし、て助けてくれな、いの？　愛、してくれない、の？　…………のように、あたしを愛し……、助けてガ……ユ……」
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    　叫びは唐突に途切れ、アナピヤの目から命の灯が去ってく。俺はもう一度紡つむぐ。


    「愛している」


    　アナピヤの目に光が呼びもどされる。見えないはずの目が、俺を捉える。


    「噓うそ、つき。でも、何度でも、違う世界でも」アナピヤは続ける。「あたしはあなたを……」


    　絶望か希望か、謎なぞめいた笑み。そして少女の目から光が消えた。


    　黒猫のエルヴィンが、少女の亡なき骸がらに額を擦こすりつけた。なんの反応もないことに瞳どう孔こうを細め、そして夜空を見上げて哀しげに小さく鳴いた。


    　軽すぎるアナピヤの亡骸を、俺は抱きしめる。片膝ひざをついたまま、ギギナも言葉を喪失していた。


    　愚かな俺の、空虚な無言だけが夜気を埋めつくしていた。


    　メトレーヤの夜の街角。俺たちは自らの無力さに耐えていた。


    　無む慈じ悲ひな月光が、俺とアナピヤの亡骸、ギギナを照らしていただけだった。


    　月よ、俺の血ち塗まみれの足あ搔がきが、アナピヤの悲しみが、そんなに面白いのか？


    　だったらせめて大声で笑ってくれ。


    　無音で嘲ちよう笑しようするのは止やめてくれ。


    　俺の喉は、声なき悲嘆を叫んでいた。叫びつづけていた。

  


  
    十八章　我らは凍え燃えゆく


    



    



    　我々は、いつか百億の子となって大地を埋めつくす。


    　だが、百億の子らは、百億の別の星に住んでいるかのように互いの声が届かない。


    　百億の子らの、憎しみと悪意でしかつながることができない百億の孤独。


    　それは無自覚な百億の地獄。


    
      ジグムント・ヴァーレンハイト「孤独な星に」皇こう暦れき四九四年

    


    



    



    　俺はただ泣いていた。


    　時がすぎるのも構わずに、噓うそ臭い涙を滂ぼう沱だと流していた。


    「……人の、子よ」


    　掠かすれた声に振りむく。頭部だけとなったムブロフスカが、瀕ひん死しの声を発していた。しかし、竜の生存になにも感じていない俺がいた。


    「……自ら愚かさの責任を少しでも取るべく、我はこの子の冥めい府ふの付き添いとなろう。そう考えていた」


    　竜の言葉にもなにも感じない。


    「……しかし、アナピヤはまだ死にきってはいない。我の力で死の寸前で引き止めている」


    　俺の思考が蘇よみがえり、記憶を辿たどる。かつて、ニドヴォルクが死と同時に俺を蘇生させたように、〈長命竜アルター〉にはそんな常識外れの咒じゆ力りよくがある。だとしたら！


    「蘇らせられるのか？　だったらやってくれ、アナピヤが蘇るなら、俺はなんでもするっ！」


    　冷たくなっていくアナピヤの体を抱え、俺は絶叫していた。


    「……我の最期の力で、アナピヤの肉体を再構成し、魂たましいを呼びもどすことは可能だ。だが、それでいいのか？」


    　ムブロフスカの問いが、俺を打ちすえた。


    「アナピヤはこの世に絶望して去った。竜たる我の愚かさに。そしておまえに裏切られ、愛されないことに」


    　メトレーヤの夜に、竜の問いが響きわたる。


    「それでも、おまえは蘇生を望むか？　アナピヤに憎まれ、愛せず、自然のことわりのすべてを曲げて奇跡を望むか？」


    「俺に、決断しろと言うのか？」


    「我には分からない。苦しみから解放され、虚無の世界に旅立つことが、この子の望みかもしれぬ……」


    　竜の問いは、自らに向けられていたのかもしれない。


    　俺は躊ちゆう躇ちよした。そんな都合のいい奇跡が実在するのか？　そしてアナピヤは救われるのか？


    　傍かたわらに立ちつくすギギナへと、助けを求める。いつものように、ドラッケン族の戦士はなにも示さず沈黙しているだけだった。


    　月光に惑わせられたように、俺の思考は迷っていた。


    　答えを出せずにいると、眼前の竜の目から急速に力が去っていく。


    「時間が、な、い……。早く決め、てくれ……」


    　吐きだされる言葉も弱々しい。俺は最後まで迷った。


    　そして、力をこめてうなずいた。


    　肯定とともに、ムブロフスカの頭部から、虹色の咒式が放たれた。咒式の帯は、アナピヤの体を囲むように球体を形作る。膨大な組成式が球体の裏面を埋めつくし、内部へと噴出する。それは、俺の頭脳では理解できないほどの超高位咒式だった。


    　咒式が俺の腕に抱えられた少女の頭部や胴体、手足につながり、筋骨、肉、神経網と恐ろしい速度で修復していく。


    　滑らかな肌が、刷は毛けで塗られたかのようにアナピヤを包んでいく。そして虹色の咒式は突然消失した。


    〈長命竜〉の鋼はがね色の瞳は、咒式の終了とともに静かに閉じられた。


    　俺の胸のなかで、少女の鼓動が跳ねた。アナピヤの鼓動が強くなっていき、体が熱を帯び、頰ほおに血の気が差してくる。月光が眩しいかのように、アナピヤの瞼まぶたが痙けい攣れんし、睫まつ毛げを揺らす。そしてゆっくりと目が開かれていく。


    「……あれ？　あたし、どうして？」


    　海色の瞳には、疑問が浮かんでいた。自分を見下ろし、そして俺を見上げる。


    「か、カッコ悪いなぁ。ぴーぴー泣いて死んだのに、生きかえるなんて」


    　恥ずかしそうに微ほほ笑えむアナピヤを、俺は抱きしめた。


    「カッコ悪くてもいいんだ。生きてさえいればっ！」


    　熱い涙が溢あふれた。ギギナは銀の瞳で俺とアナピヤを見下ろしていた。


    　それからエリダナへの帰途についた。いつものようにギギナと俺が喧けん嘩かして、アナピヤが笑う。ニルギンのことは少し悲しかったが、冥福を祈った。


    　エリダナの事務所で、俺とアナピヤが向かいあっていた。


    　二人の間で、アナピヤがすべてをジヴに話した。手振り身振りを加えて、熱弁は続いた。


    　誤解はすべて消えて、俺とジヴは元の鞘さやに戻ることになった。ジヴが静かに笑う。


    「アナピヤ、私とガユスの仲が戻ったら、あなたはどうするの？」


    　少女が歯を見せて笑う。


    「あたしって、強敵がいるほど燃える女なの。あ、これってギギナの影響ね。四年か五年後、あたしはジヴーニャからガユスを奪うから」


    「どうぞどうぞ。あんなのいくらでもあげるわよ」


    　少女の言いぐさがかわいかったので、ジヴが笑っていた。


    「余裕みたいだけど、若さには勝てないよ？　あたしが娘盛りになったときに、ガユスが抵抗できると思う？」


    　アナピヤが胸を張り、ジヴの顔に笑っていない笑みが浮かぶ。俺はえらい言われようだ。


    　ジヴの冷たい視線が、アナピヤの顔から胸へと下がり突き刺さる。


    「あら？　こんなところに断崖絶壁が？」


    「そ、そんなの今だけよ。未来にはジヴーニャより大きくなるもん」


    「子供は胸いっぱいに夢があっていいわね。物理的に胸が膨ふくれないのは残念だけど」


    　二人の女の視線が激突する。


    「ジヴーニャみたいな純情気取りより、計算高いあたしの方がガユスには合う。ガユスに育てられる健けな気げな少女を演じながら、ガユスをあたし好みの男に誘導し調教してやるわ」


    「い、イヤな子ね。あなたにはあげるのは止やめよ。絶対にあげたくなくなってきた！」


    　女同士の嫌な会話を聞き、平和さに俺の口くち許もとが綻ほころぶのが分かった。


    



    



    　そこで俺は目覚めた。


    　事務所の応接椅い子すで眠ってしまったらしい。向かいには、黙々と屠と竜りゆう刀とうの整備をするギギナが座っていた。ドラッケンの戦士が口を開いた。


    「アナピヤは、エリダナ共同墓地に葬ほうむっておいた」


    「ああ」


    　奇跡は起こらなかった。


    　現実にはムブロフスカは息絶えたままだったし、アナピヤは無惨に死んだままで生き返ることはなかった。


    　俺も悲憤と歓喜の涙など流しはしなかった。アナピヤの死体を抱えたまま、茫ぼう然ぜん自じ失しつとしていただけだった。


    　ギギナが、アナピヤの死体と俺をヴァンへと力ずくで放りこみ、運転してエリダナに戻った。


    　眠っては都合のよい夢を見て、目覚めては現実を拒否して眠りに戻ることを、俺はひたすら繰りかえしていただけだ。


    　応接椅い子すで、俺はうなだれているだけだった。ギギナにはアナピヤを殺した俺にかける言葉などないし、俺にもユラヴィカに問いをつきつけられたギギナにかける言葉などなかった。


    　砂のような時間だけが過ぎていく。


    　視線をそらすと、机の上には書類が載っていた。自分の思考から逃れるように、目は文字を辿たどっていた。


    　三度目に、ようやく文字の羅列の意味が理解できた。


    　それは、エリダナ裁判所からの出頭命令だった。世界は俺の哀しみなど無関係に動く。


    



    



    　呼びだしに従って、俺とギギナは裁判所へ出頭した。


    　廊下の長椅子ベンチに座って、俺は審判の開始を待っていた。ギギナは通路の冷たい壁に背を預けている。


    　俺は自らの思考に沈んでいった。


    　廊下に反響する足音。続いて何事かを話す声が聞こえた。淡々と語るギギナの声と、問いただすようなラルゴンキンとヤークトーの声だった。俺は会話が行われている方向を見ることができなかった。


    　足音が近づく。いきなり俺の胸元が摑つかまれ、強引に立たせられる。


    　見上げたラルゴンキンの髯ひげ面づらにある瞳は、憤怒を隠そうともしていなかった。


    「おまえたちがついていながら、少女を、アナピヤを死なせただとっ!?」


    　完全無欠の正論。返すべき言葉は、俺のなかには存在しなかった。


    　ラルゴンキンの横で、ヤークトーの知覚増幅仮面ネーメンマスケが小さく左右に振られた。


    「どうして若者は、この年寄りの確率論や統計論を聞いてくれないのでしょうね」


    　どのような言葉も俺の心には響いてはいなかった。すべてが遠い異国の話に思えて、現実感がない。


    　重い空気のなかを進んでいるかのような、よくある悪夢のなかにいるとしか思えない。アナピヤが死んで、俺がすべてを失っても、世界が動いていることは不思議だった。


    「やめろ」


    　全員の視線が、一点に収束する。


    「もうやめろ」


    　言葉はギギナの口から出ていた。


    「私がいながら、アナピヤを守れなかったのだ。すべての責は私にある」


    　壁に凭もたれたまま、ギギナは瞑めい目もくしていた。ギギナらしくもない言葉に、全員が事態の重さを嚙かみしめる。


    「審問を開始します」


    　場違いに明朗な裁判所員の呼びかけが、俺たちの間に響いた。


    



    



    　再度の審判を受けながらも、俺の心は石のようになにも感じていなかった。


    　正面奥に判事席。その左には証言台、右には執達吏がおり、ツェベルン龍りゆう皇おう国こくの龍と神剣の国旗と、ラペトデス七都市同盟の七星の旗が掲げられていた。そのすべてを、俺の両目は視覚情報として捉えただけ。なんの感慨も引き起こさない。


    　あの激戦を早々に逃げて生き残っていた中級査さ問もん官かんのグィデトが俺を糾きゆう弾だんし、イアンゴとヤークトーが弁護する理論を滔とう々とうと述べていた。


    　左隣のラルゴンキンが俺の顔を覗のぞきこんだ。審議とは関係ないことを囁ささやいたようだったが、よく分からない。


    　俺の口が勝手になにかを答えただけで、内心は別の想いに囚とらわわれていた。


    　思考は「なぜこうなってしまったのか」という愚考を繰りかえしていた。


    　アナピヤを愛していたら、俺のくだらない無価値な命くらい、差しだしてやれただろう。


    　だが、できなかった。愛せなかった。


    　どうして俺なんかを選んだのか。俺ではない他の誰かなら、かわいいアナピヤを愛せたのに。


    　愛も憎悪も、勝手に湧きあがり、自由にはならない。俺の意志ではない他者のように感じてしまう。


    　感情とは、俺自身なのか、俺ではない他のなにかであるのか。どうしていつも俺の自由にならないのか。死にゆくアナピヤを愛することくらい、どうしてできなかったのだ。


    　衝動や感情は材料にすぎず、組みたてていくのは論理構造としての心。そこまで分かっていても、どうしようもなかった。


    　この張り裂けそうな胸の痛みも、汚らわしい呪いでしかない。


    　裁判ではグィデトが悔しげに唇くちびるを歪ゆがめ、イアンゴが鼻を鳴らして勝ち誇り、ヤークトーがまだ論理を並べつづけていた。


    　無罪の審判が下ったときも、俺は愚考を繰りかえしていた。


    　裁判室の出口で、ラルゴンキンとヤークトーが俺を心配そうに眺めていたが、ギギナが首を振って拒否する。


    　ギギナとともに、俺は裁判所の外へと向かう。足元の重力がないような、頼りない足どりだった。その間もアナピヤとの思い出が、俺の脳裏で再生しつづけていた。


    　俺は気づいた。


    　廊下で立ち止まる俺を、ギギナが不審なものでも見るような目で見つめていた。俺の横顔は殺意に満ちていただろう。


    「なにも終わっていない。アナピヤの悲劇はまだ続いている」


    「どういうことだ？」


    　ギギナの問いに答えられなかった。俺の内部で、黒々とした怒りが沸きおこる。


    「物語は騙かたられている」


    



    



    「やあグィデト」


    　俺が声をかけると、肥満した黒背広が視線を向けてくる。


    「ソレルにアシュレイ・ブフか、こんなところでなにをしている？」


    　裁判所の正面口、大階段の途中に座った俺と傍かたわらにギギナが立つ。そして正面口から出てきたグィデトが上下に向かいあい、夕暮れに輪りん郭かくを溶けこませていく。


    「グィデト、おまえを待っていたんだよ」


    「意趣返しか」


    　俺の言葉に嫌そうな顔をするグィデト。頰ほおを不格好に膨ふくらせ、悔しげに笑う。


    「残念ながら、おまえらへの追起訴も取り下げられたよ。どこかのお節せつ介かいな潜入査さ問もん官かんが、おまえたちの監査報告をし、取り下げてくれたようだな」


    　グィデトの表情が、一転して気楽なものになる。


    「まあ、禁きん忌き咒じゆ式しき士しのメルツァールの死亡とメトレーヤの確認・殲せん滅めつで、私の功績は輝くばかりだ。上官のダズルクは死んだし、私がその後任の上級査問官に就つくこともほぼ決定事項だ。すべてが万々歳といったところだ」


    　グィデトの浮かれた物言いを、俺は黙って聞いていた。俺の沈黙にグィデトが怪け訝げんそうに目を細める。


    「なんだ？　私の自慢話に嫉しつ妬としているのか？」


    「いい加減、小物の演技は止やめろ」


    　俺の押し殺した声に、グィデトが黙りこむ。


    　大きく息を吸い、吐いた。


    「考えてみると、俺たちはいつも誘導されていた」


    　自らの旅の道のりを、俺は再確認していく。


    「俺たちが行き先を見失うと、都合よく情報が現れた。エリダナからシタールへ、シタールから修道女カリラエへ、カリラエからメトレーヤへ」


    　俺は唇くちびるを嚙かみしめる。


    「最悪でも、何年も行方不明になっていたカリラエの居場所が、俺たちが捜しはじめた途端に、ヴィネルへと流されたときに気づくべきだった。そんな都合のいいことが、現実にあるわけがないのに」


    　困ったときには情報の真偽しか問わず、その出所を考えない。


    　誰かが情報を流し、それを摑つかんだ第三者の情報屋の口から話されるだけで、意図的な誘導の痕こん跡せきが消える。前にもやられた間接誘導の手口だ。


    「考えてみると、おまえの発言が俺たちを誘導していた。エリダナで、ソボスの町で。口を滑らせ、その度にダズルクに怒られる小物という演技に騙だまされた。カリラエという操り人形が間に挟まれたため、なかなか分からなかった」


    　俺は唇を嚙みしめる。


    「時間制限を設けることで逃げ道を絶たれた俺たちは、情報を読みとったと思いこまされ、進むべき方向を決定した。その直後に詳細な情報が知らされても不審とも思わない。なぜなら、俺たちの意志だと勘違いさせられていたからだ」


    　自分が賢いと思っている間抜けを騙すことは簡単だ。


    　単に自らが真相を見破っていると思わせるように、真実のように噓うそを撒まくだけでいい。この世は、訳知り顔で搾さく取しゆされているマヌケが溢あふれている。


    　こんな詐さ欺ぎの基本に、何度引っかかれば俺は気がすむのか。ペディオンやモルディーンといった騙かたるものたちに、俺は今回も敗北している。


    「そう、誘導の主しゆ軸じくたるメルツァールの操作は、常に近くに咒じゆ式しきの使い手が必要だ。それがアズルピで、その死で解決したと思うのが当然だ。だが、そうではないとしたら、使い手は誰だ？　メトレーヤに、あの場にいたものだ」


    　条件を絞るまでもない。


    「そして生き残ったものはおまえしかいない」


    　俺は続けるしかなかった。


    「おまえは恐ろしい。愚鈍な物言いと少女愛好趣味の下げ劣れつさ、弛し緩かんしきった肥満体。そのすべてが他人を油断させ、事件の主筋には関わらない、数合わせの背景の人物と侮あなどらせるための計略だ」


    　推測に推測を重ねる。俺は確率を侮らない。


    「これは、アナピヤを造ったものと同じ思考だ。要素をもって他人の心理を操り、誘導していく人形使いの手管。カリラエもイナヤも、眼前のグィデトですらおまえの別の姿なのだ」俺はようやく分かった。「いや、アズルピですら、どこかの企業に研究資金を出させるため、おまえが持つ仮の姿のひとつにすぎない」


    　俺が言いおわる前にギギナが動き、グィデトの退路を塞ふさぐ。階段で俺たちは完全な包囲網を作っていた。


    　目を閉じたグィデトが、喉を鳴らして笑う。それは愉ゆ快かいさを隠さない罪人の笑い。


    　細い目、締まりのない口くち許もとと、丸顔の部品は何一つとして変わらない。


    　しかし、仮面を脱ぐようにグィデトが変へん貌ぼうしていった。


    「論理には破は綻たんと飛躍がありますが、正解です、とでも言っておきましょうかね」


    　開かれた目は、別人のものだった。


    　強きよう靱じんな意志を宿す瞳は、俺の心胆を寒くした。


    「おまえは、本当は誰なのだ？」


    　不可解な圧力に凍りつく舌を動かし、問いかけた。こいつの正体が何者なのか、まったく分からない。


    「心を操る者、傀儡くぐつの支配者、そこまで分かっていても、まだ私が誰かと問うのですか？」


    　俺とギギナは、愕がく然ぜんとしていた。過去の事実が現在とつながる。


    「まさか、そいつは死んでいるはずだ。二十二年も前に、咒じゆ式しき査さ問もん官かんによって施設も研究理論も破壊された。本人は殺され、遺体も確認されている」


    　俺の唇くちびるは否定する。


    「あり得ない、おまえがギルフォイルなんて。傀く儡ぐつ師しギルフォイルはすでに……」


    　言った瞬間、俺は気づいていた。グィデトがギルフォイルの表情で笑う。


    「本当に何度でも騙だまされる人ですね。そう、死んだギルフォイルは本物ではありません。私の人形だとすると辻つじ褄つまが合う。それを信じるか信じないかは、君たちの自由ですがね」


    　グィデトの顔をした傀儡師ギルフォイル・アガイア・フェンサードが、俺たちの眼前に立っていた。


    　俺は無音の衝撃に打たれたように硬直した。


    　今回の事件に、二十二年前のギルフォイル事件。いや、そもそも四十四年前のトリトメス事件は、まったく同じ経緯ではなかったか？


    　いくら秘密にしていても、研究が複雑で大規模になると、人員の入り代わりや資材や物資の搬入から、国家や咒式査さ問もん官かんに嗅ぎつけられる。


    　そこで自身に危険が迫ると、人形使いは、意図的に施設と人員の破滅を導いたのだ。


    　情報や捜査から、咒式査問官によって禁きん忌き咒式が確認される。施設と資料が破壊され、関係者が全滅させられる。


    　だが、過去の武装査問官もギルフォイルの人形だとしたら？


    　その仮定を推し進めると、禁忌の研究が完全に破壊されたと誰が証明できる？　研究の資料と結果だけは、あらかじめ運びだされていたとしたら？　不在の証明は不可能に近い。


    「眼前の何者かは、分かりやすい物語を繰りかえして世界を欺あざむいていたのだ。事件と解決を操作して、犯人役と名探偵役を同時に演じていたということか」


    　数十年にもわたる気が遠くなるような操作だった。ギギナも同じ状態だった。


    「自分たちの満足する分かりやすい勧かん善ぜん懲ちよう悪あくの結末を見せられて、観客は大満足。わずかばかりの爽そう快かい感を楽しみ、すぐに忘れさってしまう」


    「研究者は自分が死んだように見せかけたあと、また別の人間の顔で、別の闇の底で人形を作りつづけていく、のか」


    　俺は恐怖していた。眼前の傀儡くぐつ使いは、何事もなかったかのように、グィデトの顔で笑う。


    「私は世間で言うような悪人ではない。単に人の心を解明し、愛によって救うことを目指しているただの凡人だ。それは君も知っているだろう？」


    　共犯者に向けるような笑みに、俺は総毛立つ。


    「おまえはどこまで……」


    「今回の状況と人物の設定が気に入らないのなら、また次の実験が開始されるだけだ。〈小天使エンゲルフイン〉の心と肉体の設定が変えられ、他の誰かの前に現れるだろう」


    　グィデトの、いやギルフォイルの叫びは止まらない。


    「いつか我々と我々の研究は、愛と欲望をひとつの方程式で表わすだろう。容よう貌ぼうと精神傾向と、台詞せりふと仕し種ぐさと、背景物語。すべての要素を加減乗除するような美しい方程式で、君たちに愛という名の甘い夢を与えるだろう」


    　俺とギギナは、精神の怪物たちと出会ってきた。〈長命竜アルター〉ニドヴォルク、モルディーン枢すう機き卿けい長ちよう。天才咒じゆ式しき博士レメディウス、勇者ウォルロット。


    　怪物たちは、俺には理解できないが、それでも自らの高い理想と哲学を貫いていた。それこそ命と魂たましいを懸けて闘った。


    　だが、こいつは違う。自らは決して矢や面おもてに立たず、平凡な欲望を望むだけ。


    　ギルフォイルの内部には、闇などない。


    　この人物にあるのは、どこまでも平坦な心と、白々と照らされた剝むきだしの空虚さだけ。そして、自らが生んだ物語の円環、閉じた世界で生きつづける巨大な凡人。英雄なき時代に溢あふれる小者が凝結したような人間だった。忘れ去られるように振るまう、無だ。


    「おまえは、おまえだけは……」


    「それではお別れだ。このグィデトの体と地位がもう使えないのは、残念だが仕方がない」


    　グィデトが別人の表情で笑い、その酷こく薄はくな笑みが途中で停止した。肥満体が弛し緩かんし、崩れるように石床に膝ひざをつき、倒れた。


    　裁判所の前でグィデトは死体に戻った。周囲の通行人が気づいて、騒然となる。


    　眼前のグィデトですら本体ではなく、人形。どこまでも人を愚ぐ弄ろうしている。


    「また会おう。一足先に私は楽園に向かっていく。少しあとで、君たちも全人類も我が許もとで恩恵に与あずかるだろう。そのときには歓迎しようではないか」


    　人波のどこからか、場違いな笑声が響く。通行人の誰かが、ギルフォイルの中継人形なのだ。俺とギギナは、必死に本体を探す。


    　倒れたグィデトの脱け殻がらに集まってくる人々が壁となってしまった。女、男、老人、青年、子供。誰がギルフォイルなのか分からない。


    　世界を嘲あざけるように、グィデトだった死体の顔は冷たく笑ったままだった。


    「ここまで精密な咒式を遠隔発動できるわけがない。やつは、いつも俺たちの近くに隠れて、人形を操っていたはずだ」


    　俺とギギナは疾走する。階段を駆けおりて、人形使いの姿を探した。


    「あいつは許さない、絶対に生かしておかない！」


    　俺の胸は、黒い怒りに沸ふつ騰とうしていた。


    



    



    　壁の四方を覆う、いくつもの受像装置の画面が中継を中止。砂嵐を映しだしていく。


    「これで実験はすべて終了した」


    　宝珠を連ねた魔ま杖じよう剣けんが紡つむいでいた咒じゆ式しきを停止した。刀身を収めて、男が長い息を吐く。光を抑えられた室内には、巨大な咒式装置があった。


    　画面の前に、一人の男が座っていた。


    　映像の明かりだけが光源となり、男の疲れた顔を浮かびあがらせていた。


    「この結果には、ベロニアス社の上層部も満足するかな」


    「さあ、それはどうかしら？」


    　投げかけられてきた女の声に、男が背後を向く。そこには闇に映える灰白色の髪、燐りん光こうを宿した瞳があった。


    「クエロか」


    「そちらはアズルピ、いやベロニアス商会が外部委託している咒式医師か、それともギルフォイルと呼んだほうがいい？」


    「どれでも。私は誰でもあるし、誰でもない。本当の名も体もすでに捨てている」


    　クエロの猫科の瞳に、ギルフォイルの答えが返される。


    　球形の椅い子すに座っていたのは、平凡な男だった。


    　どこにも特徴のない平坦な顔。道ですれ違っても誰も思い出さず、いや、向かいあって会話しても翌日には忘れ去られる。そんな凡ぼん庸ような雰囲気の男だった。


    　球形の椅子からギルフォイルが立ち上がる。呼応するようにクエロが室内の中央へと歩みでていく。


    「君が最後まで見届けに来るとは、ラズエル社はベロニアス商会を信用していないようだな」


    「両社の共同実験とはいえ、手た綱づなは渡さない。それがカルプルニア会長の意向で、私の流りゆう儀ぎ」


    　クエロの揶や揄ゆするような声に、ギルフォイルが小さく笑う。


    「長くかかったが、次の課題が分かってきた。楽園は遠くない」


    　語りはじめるギルフォイルに対し、クエロが疑念の表情を返す。


    「精神と心を操る方程式は、まだまだ研究の余地があるが、けっして不可能ではない。ベロニアスとラズエルの両社が組めば、いつかその咒式は完成する」


    　クエロの言葉は、興奮から遥かに遠い。表情は落ちついていた。


    「ラズエルは、今は亡きレメディウスの特許だけではいずれ行きづまる。だから天才の死後は、この技術に賭けていた。精神制御咒式は見込みがあるから、両社が引き継ぐことになった」


    「引き継ぐ？　私自身が研究を続け、完成させるが？」


    　ギルフォイルの疑問を無視し、クエロが狭い室内を進む。それは、まるで間合いを測る黒くろ豹ひようのような歩みだった。


    「結局は、竜の因子を持つアナピヤという個体の力に依よるだけのもので、大量生産には向かない。あなたの研究も、要素の解析だとか楽園だとか、本筋からは逸いつ脱だつしだしている」


    　クエロの足が止まり、相手へと顔を向ける。


    「だから、あなたはもう要らない」


    　女の双そう眸ぼうは、すでに凍れる殺意を隠そうとしてはいなかった。


    「私はあなたの処分を両社から任された。レメディウスのときといい、いつもいつも気分の悪い仕事だ」


    　男は絶句した。次の瞬間、全身から憤怒を放射する。


    「小娘が舐なめるな。この私を誰だと思っている！」


    　球形の椅い子すを蹴けって、ギルフォイルが突進する。手はすでに魔ま杖じよう剣けんを抜いていた。


    「私こそ勝利者、楽園の[image: ]造主だっ！」


    　魔杖剣を振りぬき、幾重もの雷撃咒じゆ式しきがクエロに殺到していく。


    



    



    　疾走する俺たちを、街並みが迎える。


    　飛行船の腹には、立体光学映像の美女が酒杯を掲げて、酒を買えと微ほほ笑えむ。ビルの屋上には、人体部品の交換を謳うたった〈擬人クンスツ〉の風俗店の看板が、性を買えと手招きしていた。


    　自らの戯ぎ画がを見ているようで、吐き気がしてきた。


    　街の大気を切り裂く閃せん光こうとともに、轟音が響きわたった。街角の人々の全員と、俺たちの視線が音源へと集中する。


    　倉庫の屋根の連なりの向こうに、黒煙がたなびいていた。


    「グラウディ倉庫街の方向だっ！」


    　俺とギギナが走りだす。


    



    



    　ルルガナ内海からの潮風を鼻び孔こうに感じながら、埠ふ頭とうのグラウディ倉庫街に駆けこむ。


    　倉庫が並ぶ広い敷地の中央で、輸送車の荷台が炎上していた。軽合金の車体に電子の火花が絡みつき、屋根が吹き飛んでいた。


    　炎上する車体を背景に、人影が倒れている。


    　平凡な顔、平凡な中肉中背の男。雷撃を受けたらしく黒焦げの死体となっていた。薄い白衣の胸板には魔杖短たん槍そうが突き刺さっていた。


    　柄えを握るのは、細い縦たて格ごう子しの背広に身を包んだ女咒式士。軽けい蔑べつの色を浮かべた笑み。それは見知ったクエロの横顔だった。


    「クエ、ロ……？」


    「ガユスにギギナがようやくご到着か」


    「どういう、ことだ、どう、しておまえがここに？」


    　クエロの唇くちびるが、皮肉な笑みに歪ゆがむ。魔ま杖じよう短たん槍そうを動かして、輸送車に串刺しにされた死体を抉えぐる。


    「要約すれば、こいつが黒幕の役、ギルフォイルとかいう過去の骨こつ董とう品ひん。用済みなので私が始末した」


    　愛を唱えた男は、黒焦げの肉塊となっていた。


    　五人の咒じゆ式しき士しを操った六人目、咒式査さ問もん官かんにまで操り人形を忍ばせ、愛を数値化しようとした怪物。


    　ギルフォイルの最期は、あまりにもあっけなかった。俺たちが知らない間に、終幕となっていた。


    「物陰に廻られると面倒だけど、真正面からの戦闘では私の相手ではなかった」


    　クエロが魔杖短槍の引き金を絞る。電磁雷撃系第五階位〈雷霆散它嵐牙アガロス〉が発動し、ギルフォイルの死体と輸送車の車体に紫電が這はいまわる。


    　クエロの誘導で混乱した電子頭脳に導かれ、輸送車が動きだした。


    　坂道で加速していく輸送車は、突撃するような速度で埠ふ頭とうを走りぬけた。加速した車体は、そのままの速度でルルガナ内海へと飛ひ翔しよう。丸い椅い子すが飛び出て、水面に落下。一拍遅れて、高い水柱を噴き上げた。水柱の頂上が重力に引かれて反転、豪雨となって俺たちと人影に降りそそいだ。


    　雨の紗しや幕まくのなかから、クエロの小さな笑声が響く。


    　電光が散乱していき、革靴の爪先が覗のぞいた。背後に沈む車の方向を見ながら、クエロが笑っていた。


    「くだらない楽園とやらで永遠に苦しみなさい。愛を知らない愛の伝道師さん」


    　謎なぞめいた笑みとともに、クエロの瞳が俺へと向けられる。黒こく檀たんの色を宿す、深淵の瞳。


    　事態が分からなかった。


    「なにが、どうなっているんだ？」


    「あなた、まだ気づいていないの？　すべては、私が処刑人として義務を果たしただけのことだけど？」


    「噓うそ、だろ？」


    　信じたくはなかった。昔の恋人がそこまで変へん貌ぼうしていた事実を。


    　だが、俺はその可能性を知っていて無視していた。クエロと別れた直後に、カリラエの居場所がヴィネルの情報網に飛びこむ。そんな可能性など皆無に等しいという事実を無視したのだ。


    「楽しんで誘導できて良かった。殺しあい寸前で別れた女が、それでも自分の心配をしてくれる。そんな都合のいい話を信じるなど、頭の悪いあなただから通じたのだけどね」


    　クエロが悪戯いたずらでも見つかったような顔で、俺に微ほほ笑えむ。


    「ギルフォイルの計画には反吐へどが出る。自分たちのくだらなさを棚たなに上げて、愛せ、癒せ、満足させろ。ガユス、あなたと同じ豚の欲望だ」


    　紫電をまとった穂先が燐りん光こうを帯びていた。淡い光が、クエロの獰どう猛もうな笑みと視線に凄惨な陰影を刻んでいる。


    「アナピヤって小娘も、あなたのような小物を守って死ぬとは浮かばれない」


    「……クエロ、止やめろ」


    　俺の恫どう喝かつめいた声に、クエロは獲物を見るように冷たい瞳を返してきた。


    　クエロがこんな目をしたときは要注意だ。初めて敵を殺したとき、子供を守れなかったとき、そして俺と互いに魔ま杖じよう剣けんで貫きあって別れを告げた、あのときの瞳だった。


    「ああ、ごめんなさい。あなたが裏切り、守れなかったという方が正解だった」


    　ダメだ、言うな。その続きを言わないでくれ。


    　俺の内心の絶叫を詰なじるように、クエロの唇くちびるが残ざん酷こくな言葉を紡つむぐ。


    「そう、アレシエルやジオルグのときのように……」


    「クエロっ！」


    　俺の怒りが爆発した。クエロの忌いまわしい言葉を封じるためなら、なんだってしてやる。


    　真紅の怒りとともに〈重霊子殻獄瞋焰覇パー・イー・モーン〉を、脳内の神経が灼やき切れていくほどの超高速で紡つむぐ。引きぬかれた魔杖短剣マグナスに残っていた最後の第七階位の咒じゆ弾だんに、憤怒が点火。


    　クエロが握っていた見知らぬ魔杖剣が、何重もの干かん渉しよう結界を展開させる。俺は構わず発動。爆光がクエロに襲いかかり、眩まばゆい白光で埠ふ頭とうを塗りつぶしていく。


    　光が去っていくと、左右の倉庫の壁面が抉えぐられたように溶解し、超高熱で埠頭のコンクリの一部がガラス質化していた。俺は違和感を覚えていた。威力が不完全にすぎる。


    　そして、陽炎かげろうのように揺らぐ大気の向こうに、退屈そうなクエロの顔があった。


    　クエロの前面に展開していた巨大咒式に、俺は愕がく然ぜんとする。


    　通常のプラズマは、強大な熱量を持っていても弱結合しか持たず、ガスに比ひ[image: ]ゆすることができる。二つの同じ向きの電磁場を発生させると、磁場が絞られて細くなる。


    　しかし、電磁電波系第七階位〈雷環反鏡絶極帝陣アツシ・モデス〉の咒式は、細く絞った超高磁界と電界の力を重ねあわせて、非中性状態のプラズマをなにもない空中で捕獲して極限まで圧縮することを可能とする。


    　プラズマが持つ熱より粒子間の引きあう力が強くなると、自由に動くことができない強結合プラズマという白色矮わい星せいの内部のように特殊な状態となる。複雑な電磁気結合力多体相互作用によって支配されるこの世界は、たとえ核爆発による熱や放射線ですら通りぬけることができない。


    　結果、超々高熱と爆風ですら、強結合プラズマの壁に拒絶されるのだ。


    　それは、クエロ級の電磁系咒式士にしか使えない、究極の防ぼう禦ぎよ咒式。


    　しかし、ここまで完かん璧ぺきに防がれるなどありえない。核融合咒式が、いつもの半分の出力も現れていない。これではまるで……


    「咒式がお上じよう手ずになったみたいね。しかしその程度で私に勝てると本気で思っていたの？」


    　港にたたずむクエロの瞳が、俺を見据える。薄青と薄紫とが入り混じる瞳だった。


    　跳躍していたギギナが着地。熱風を突き破って、クエロに飛びかかっていく。


    　重いギギナの一撃を、雷速で閃ひらめいたクエロの魔ま杖じよう短たん槍そうが受け止める。空中で捻ねじられ、ギギナがコンクリの地面に叩きつけられる。


    　弾かれるようにギギナは退避。俺と並んで、クエロの追撃に備える。


    　追い打ちも放たずに、クエロの左手は悠ゆう然ぜんと短槍を下げていた。


    「返し刃を放てないほどとは」クエロの目に小さく感嘆の電光が宿る。「ギギナ、私がいない間によくぞここまで腕を上げた。エリダナ一の咒じゆ式しき剣士の称号を、譲ゆずってあげた甲か斐いがある」


    「譲られたわけではない。私が私の力で勝ちとったものだ」


    　クエロの声に、ギギナの顔が歪ゆがむ。


    　昔からクエロは強かった。後衛の遠隔咒式と戦術、前衛の近接咒式と剣技を兼ねそなえ、完成された攻性咒式士だった。それでも現在で、ここまで強くなっているとは思わなかった。先ほどの咒式防ぼう禦ぎよ壁へきといい、尋じん常じようではない超高速展開だった。それはまるで……。


    　俺の疑問に答えるように、クエロの右手が魔杖剣を握っていたのが見えた。


    　素そ朴ぼくながら、繊せん細さいな美しさを秘めた長い刀身。クエロの周囲に、幾重もの咒式干かん渉しよう結界と演算咒式が発動していた。


    　俺の膝ひざが勝手に震えだしていた。ありえない。この絶望的な圧迫感を感じさせた人物は後にも先にも数人しかいない。俺の唇くちびるは最悪の予想を紡つむいでしまった。


    「これは、ウォルロット、もしくはレメディウス級の……」


    「正解。これはレメディウスの魔杖剣の最高傑作〈内なるナリシア〉よ。ちょっと凄い咒式無効化力でしょう？」クエロが美しく繊細な刃をかざす。「レメディウスと同じ、とはいかないけど、近い力を使えるようにしてくれる優れもの」


    　俺は背中を貫く氷柱を感じていた。傍かたわらのギギナも、圧力に気け圧おされていた。


    　核融合咒式の威力が弱められた理由と、レメディウスの死因が同時に分かった。この超魔杖剣を手にした〈処刑人〉のクエロが、魔杖剣を失ったレメディウスの不意を突けば、勝敗は明らかだ。


    　愛した少女の名の魔杖剣をレメディウスに手放させるために、クエロがどのような汚お辱じよくに満ちた手段を使ったのか、想像したくもない。


    「さあ、始めましょう。仕事ついでに、すべてのくだらない因縁をここで断ってやる」


    　言葉とともに、左手の魔杖短槍と右手の魔杖剣が掲げられた。二つの切っ先に、〈電乖天極アリ・輝光輪嶄オクス〉の咒式が瞬間的に紡がれていた。


    　神をも殺す、超高熱・高圧の双子の円盤。高温のプラズマと、励れい起きされたカリウムやセシウム原子の炎色反応による紫光が溢あふれ、迫ってくる夜の闇を駆く逐ちくしていく。


    　クエロと戦う方法を、俺とギギナは必死に探していた。


    〈内なるナリシア〉を使っても、クエロの干渉結界はレメディウスより数段ほど落ちる。ギギナがクエロの体勢を崩し、そこに〈重霊子殻獄瞋焰覇パー・イー・モーン〉をブチ込むのが、唯一の手段だった。それをクエロの挑発に乗って見え見えの動作で放ってしまい、防がれてしまった。


    　しかもクエロに展開の先手をとられていた。クエロの使用する雷撃系自体が光速を誇る。俺たちに向けられた二つの咒じゆ式しきは、奇襲を許さない。


    　闘争も退却もままならない、完全な手詰まり。実力以上にクエロは、超級の咒式士となっていたのだ。


    　俺の首筋や背中に冷や汗が流れる。ギギナにしても、屠と竜りゆう刀とうを握ったまま動けなかった。俺かギギナかの死を囮おとりにするしか、活路がない。


    　埠ふ頭とうの潮風になぶられながら、俺たちの時間は止まっていた。


    「やめた」


    　クエロが軽い調子で言い、強大な光が、紡つむがれた時と同様に一瞬にして消失し、埠頭に夕闇が戻っていく。


    　急激に消失した圧迫感に、俺たちは大きな息を吐いた。


    「なにが」乾ききった口腔のなかで、舌を動かした。「なにがおまえをそこまで変えてしまったんだ？」


    　呪いの言葉を聞いたように、クエロの眉根が嫌悪感でひそめられる。


    「変えたのは、あなたたちだ」


    　クエロの声は強張っていた。


    「あなたとギギナが変えた。あのとき、あの戦場で」


    　激情の噴出を、全身の力で押し止とどめているようだった。


    　俺やギギナの脳裏には、あのときの光景が蘇よみがえっていた。


    　ジオルグが死に、ストラトスが廃人となり、ギギナが誇りを曲げて敗走した絶望の戦場が。


    　俺たちの沈黙に、クエロの唇くちびるが震える。


    「どうして助けてあげなかったの、助けてくれなかったの!?」


    　あの日と同じ言葉とともに、あの日と同じように、クエロの両目から涙が零こぼれ落ちていた。


    「私を戦友と思っていたのなら、本当に愛してくれていたのなら、あのときの愚かな私を殺すべきだった。それだけが私の望みで救いだった」


    　押し殺した声は、俺が知らないクエロの声だった。


    　感情が氷結した顔は、俺が知らないクエロの顔だった。


    　もっとも強く、もっとも賢く、そしてもっとも優しかったクエロ。


    　眼前に立っていたのはもはや別の女だった。


    　俺たちが、いや、俺がクエロを変えてしまったのだ。


    「できない、できなかったんだ！」


    　俺は叫んでいた。心の奥底に何年も封じていた言葉だったが、耐えきれなかった。


    「あの時の俺にとっては、尊敬するジオルグよりも、弟のようだったストラトスよりも、相棒のギギナよりも、俺自身よりも！」続く言葉こそがクエロを傷つけると分かっていたが、言わずにはいられなかった。「クエロ、そう、君だけが大事だったんだ！」


    　クエロの最大の敗北と失敗。それはジオルグの命とストラトスの心を犠牲にし、ギギナの誇りを曲げさせた。俺は師と戦友を裏切り、クエロを連れて逃げた。


    　クエロのすべて、正義感も誇りも、愛も友情も。そして帰る場所すら、俺は奪ってしまったのだ。


    「クエロ、本当に愛していたんだ。俺にはそれ以外なかったんだ」


    　俺の言葉を契機に、クエロの顔には憎悪が溢あふれる。


    「やはり、あなたは気づいていなかったのね。あの時、本当はなにが起こっていたのかを」


    「なに、があったか、だと？」


    　俺の唇は、疑問を漏もらしていた。隣のギギナも当惑した顔をしていた。


    　そして、クエロの表情から、人間としての最後のなにかが焼け落ちていった。


    「師と仲間を、私の愛を裏切ったあなたを許さない。私を生かしたあなたの愛を憎む。あなたの優しさを憎悪している」


    　復ふく讐しゆう者しやの声が、自らを笑うように発せられた。


    「私は、あの黄金の時代と愛よりも、強く激しく、あなたと結びついている。そう、憎悪や怨みも、私たちがつながる形のひとつとなる。ときにはそれが唯一の手段となる」


    　女の瞳には漆しつ黒こくの炎が混じりはじめていた。


    「あなたたち、とくにガユスを楽に殺しては、私の絶望と苦痛は収まらない。あなたのために無惨に死に、殺されていった者たちの復讐の対価には遠すぎるっ！」


    　俺の死と苦痛を熱望する、狂的なまでのクエロの想い。それは至上の愛にも似た憎悪だった。


    　夕日の緋ひ色いろはすでになく、大気に闇が充満していく。


    「クエロ、私はなにも言い訳はしないし、どこにも逃げない。それがドラッケン族の、ユラヴィカの呪いだ」


    　ギギナとクエロが対たい峙じしていた。超咒じゆ式しき士したちは、視線で殺そうとするかのように、互いの双そう眸ぼうを真正面から覗のぞきこんでいた。


    　俺は、ギギナのようにクエロの目を見ることができなかった。


    　そう、今までの俺なら。


    　俺はクエロへと視線を向ける。真っ直ぐにかつての恋人、現在の仇きゆう敵てきを見据える。


    「おまえが敵でも味方でも、俺はあの事務所で待っている。決着はつける。どのような形であれ」


    　クエロの瞳が、嘲ちよう笑しようから泣きだしそうな色彩へと変わる寸前、すべては夜の闇に呑まれていった。


    「これは始まり。私と、あなたたち二人との地獄の戦いの始まり。〈処刑人〉たる私が、私だけが、物言わぬ死者たちの無念を晴らせるのだから」


    　クエロの瞳が闇を反射し、沈んでいく。


    「たとえ世界が繰りかえされても、氷結したとしても、許せない。許されない」


    　クエロの言葉は謎めいていた。


    「私が蒔まいた最後の刺とげが、あなたを傷つけることを願う。私と同じくらいに、あなたの心を傷つけることを……」


    　嘲ちよう笑しようするように、あるいは祈るように。


    　クエロのつぶやきが闇に零こぼれ、散っていった。


    　俺とギギナだけが、夜の闇に取りのこされた。


    　エリダナの街に灯ともりはじめた幾万の明かりも、俺たちには遠かった。

  


  
    十九章　別れゆく季節


    



    



    　賛美するものは、それを知らない。


    　軽けい蔑べつするものは、それを受けとれない。


    　それを語るものは、そもそも資格がない。


    　それは誰にも摑つかめない。


    
      ボラフェス・リド「それについて、我らの認識」同盟暦三六年

    


    



    



    　エリダナ共同墓地には、陽光が降りそそいでいた。芝しば生ふが敷きつめられた敷地には、白や灰色の墓碑が一定間隔で林立していた。俺が知るいくつかの死者と、名前すら知らない膨大な死者の墓の前を過ぎていく。


    　墓地の片隅、ひときわ小さな墓標の前で、俺とギギナは足を止める。


    　小さな光輪十字を象かたどった墓標には「アナピヤ・レヴィナム・ソレル　生年不詳～四九七年八月二十二日没」と刻まれていた。


    　墓前には魔ま杖じよう短たん剣けん〈請願者ヤンダル〉が、ギギナによって安置されていた。


    　エリダナの有力者であるラルゴンキンに裏から働いてもらい、ベイリックとイアンゴに強引に脱法的な手続きをしてもらって、アナピヤを俺の養女として登録し、埋まい葬そうしたのだ。


    　アナピヤにとっては、子供として扱われることは不本意だろう。しかし誰とも無関係な死者として埋葬させないために、法的欺ぎ瞞まんを駆使したのだ。俺たちにできることはここまでだった。最後まで、俺はアナピヤの想いに応えてやれはしなかった。


    「ギギナ」


    　俺は我知らず相棒に呼びかけていた。唇くちびるの動きのままに続ける。


    「今考えれば、おまえだけが、アナピヤから逃げずに、常に真正面から向かいあっていたのかもな」


    「そうだったのかもしれない」


    　返事のあとは、長い沈黙。夏の日射しが墓地にそそぐ。


    　躊躇ためらうように、ギギナが口を開いた。そして苦痛に呻うめくように告げた。


    「そうせねばならなかったのだ」


    　漠然としすぎたギギナの答え。俺は分からなかった。


    　アナピヤ本人に問うてみたかったが、答えがあるはずもなく。小さな墓標は絶対の沈黙でたたずんでいた。


    　泣くことだけは許されない。許されることもない。


    　陽射しは暑く、熱い風が吹きわたっていく。


    　乾いた墓地を踏む足音。視線だけを横に向けると、女が歩いてきていた。


    　手に小さな花輪をさげ、喪服に身を包んだジヴーニャだった。


    　俺とギギナの姿を見つけて、足が止まっていた。白い頰ほおは緊張のために硬直し、泣きはらした目が真っ赤に充血していた。


    「私は去ろう」


    　ギギナが俺の傍かたわらを通りすぎていく。


    　墓地の芝しば生ふの上で、立ちつくすジヴと悠ゆう然ぜんと歩くギギナが交差する。


    　怒りか悲しみか、なにかをギギナに言おうとしたジヴの唇が震え、凄まじい自制心でそれを押しこめた。


    　どちらもお互いを見ることもなかった。ギギナだけがいつもと変わらずに歩み、去っていくだけだった。


    　ジヴが歩みを再開し、俺へ、いや、アナピヤの墓標へと向かってくる。


    　墓標へ視線を戻し、俺はただ突っ立っていた。ジヴは無言で墓前に屈み、光輪を宿した十字印の肩に、花輪を掛ける。


    　元気なアナピヤに似合いそうな、向日葵ひまわりを小さな白い花で囲んだ可か憐れんな花輪だった。


    「アナピヤはなにを、なんの救いを信じていたの？」


    　前を向いたままで、ジヴが嗄しわがれた声を出す。俺は咄とつ嗟さには返答できなかった。


    　自らの胸を抉えぐるように、ただの事実を告げるしかなかった。


    「なにも、信じさせてやれなかった」


    「そう……」


    　それっきり、ジヴは言葉を失って立っていた。俺も、ジヴも、祈りの言葉が思いつかなかったのだ。


    　二人の間に横たわるのは、長く重い静寂。


    「……クエロさんに会って、聞いた」


    　ジヴのつぶやきが、二人の間の地面に零こぼれた。予想していたことだ。


    「アナピヤが私とガユスの心を操ったことも、悲惨な過去も」


    「そうか」


    　虚うつろな声での返事になった。ジヴとクエロが出会ったとしても驚かない。クエロが言っていた最後の刺とげとは、このことだろうか。最後までやってくれる。


    「アナピヤは、いい子だった」


    　ジヴの声は震えていた。


    「厚かましくて馴れなれしくて噓うそつきで、でも真っ直ぐで必死で。ただ、愛され愛したかっただけだったわ」


    　ジヴの涙声に、俺は引きよせられた。緑の瞳は涙を必死に堪こらえていた。


    「どうして、どうしてあの子が死なないとならなかったの!?　教えてよガユス、どうしてあなたとギギナがいて、救ってあげられなかったの!?　強い咒じゆ式しき士しのあなたたちがいて、どうして!?」


    　俺の胸へとジヴの拳こぶしが放たれる。凄まじい痛みだった。胸を叩く拳は、俺の弱さを抉えぐるような痛みをもたらした。


    「すまないジヴ、すまない。俺は愚かだから騙だまされ、弱いから仇かたきもとれなかった。アナピヤを愛せなかったんだ……」


    　口は空虚な譫うわ言ごとをつぶやくだけだった。


    　俺は、少女の愛が怖かったのだ。なににも囚とらわれない直線の愛が。


    　愛して欲しいくせに、愛されると怯おびえて躱かわしてしまう。それが俺だ。真の意味では、他者と向かいあえない。


    　ジヴの激情の拳を、俺は黙って受け止めていた。拳が止まり、ジヴが手で顔を覆う。


    「分かっている、ガユスにもどうしようもなかったって分かっている。私なんかあの子に嫉しつ妬として、優しくすることすらできなかった。その場にいてもなにひとつとして、できなかったってことも分かっている。だけど、だけど……」


    　ジヴは声をあげて泣いた。子供のように身も世もなく泣いた。儚はかないガラス細工に触るかのように、俺はジヴの頭を優しく抱きよせた。


    「君は、君だけがアナピヤに大事なことを言っていてくれた。なりたい自分になれたかどうか。それだけが救いだったのかもしれない」


    　俺には誰かの死を計量することはできない。誰にもできない。


    「だけど俺は許されない。アナピヤの死の罪は、俺が背負う。だから、君は俺を責めてくれ」


    　俺の胸のなかでジヴは泣きつづけた。透明な涙がシャツから胸に滴したたり、熱い温度を感じた。


    　泣くことを許されない俺の代わりに、ジヴが泣いてくれたのだ。ジヴのこの熱さが、俺の胸に伝わればいいのに。そんな身勝手な想いが、俺の内にあった。


    　ジヴの頭を抱きしめたまま、長い時間が過ぎた。ようやく彼女の涙が止まり、洟はなを啜すすっていた。


    「いいよジヴ。俺の服で拭けば」


    　ジヴは躊ちゆう躇ちよすることなくそうした。そのまま、俺の胸板に深く鼻先を埋うずめた。


    　白金の髪に包まれた頭頂を眺めながら、俺は決断した。


    　身が引き裂かれるような痛みに耐え、俺は告げる。


    「さあ、もう離れよう。別れた二人が抱きあっているのは、君の新しい恋人に悪い」


    「あの人とは、クラナスとは別れた……」


    　顔を埋めたままのジヴが鼻声で答えた。常にアナピヤの側そばにいた俺と違って、ジヴの洗脳が長く続くわけもなかったのだ。


    「アナピヤの咒じゆ式しきがあったとはいえ、私の心に、ガユスを憎む気持ちがあったのも事実だった。あなたに対する不信と不安が抉えぐりだされただけ」


    　ジヴが顔を伏せたままで息を吸い、そして吐いた。


    「そして、あなたがクエロさんを裏切ったことも、本人から聞いた。あなたの歪ゆがみの元げん凶きよう、妹のアレシエルさんとのことも」


    「そうか」


    　俺は腑ふ抜ぬけた返事をしていた。


    「あなたはいつもそう。人を愛したつもりで、その弱さと優しさで傷つけ、殺し、死なせてしまう。あなたの最低の生きかたと汚れた愛の正体を聞かされ、正直吐き気がした。あなたは昔からなにひとつ成長していない」


    　ジヴの言葉はどこまでも真実だ。


    「あなたのしたことを私は許さないし、許せない。絶対に。今すぐ死ぬべきだとも思う」


    　俺の胸に両手を突っ張って、ジヴが言いはなった。その顔は伏せられたまま、怒りと恐怖に震えていた。俺はただ突っ立っていた。


    　クエロ、おまえの勝ちだ。


    　おまえの刺とげは刃となり、決定的に俺を刺し貫いた。


    　俺の汚お濁だくを、ジヴにだけは知られたくなかった。それが破られればどうなるか。クエロ、おまえが望んだとおりの結果だ。


    　俺もジヴも、すでに知っていたのだ。擦すれ違いと疑惑を先伸ばしにしていた俺たちは、こうなることが分かっていた。


    　アナピヤの力も、クラナスとの過去も、ウォルロットとの悲劇も、そしてクエロの言葉も、俺たちの行きちがいを早めただけにすぎない。俺とジヴは、互いに互いを傷つけ、だからこそ必死に傷つけないようにしていた。


    　それは、どこまでも向かいあえない関係だった。


    　ジヴが俺を許した女を演じ、俺も愛を請う男を演じれば、二人は元に戻るのだろう。


    　だがもし、二人が戻ったとしても、アナピヤを死なせた、いや、正確に言おう。アナピヤを殺した俺を、過去と噓うそを、ジヴは心のどこかで許せないだろう。なにもできなかった自分に耐えられないことも分かっている。


    　俺はそんなジヴの哀しい瞳を見る度に、負い目を感じるだろう。


    　甘く幸せな時間を過ごすたびに、内臓を灼やかれるような罪悪感に襲われるだろう。


    　俺の胸に両手を突き立てたまま、ジヴが震えていた。


    「だけど、あなたを憎むのと同じくらい、いえ、より激しい強さで愛していたことも確かなの。私の恋人だったのは、意地悪で優しくて、びっくりするくらい平凡な男、ただのガユスだったから。だから、どうしていいのか分からなかった」


    「君の優しさに甘えて、俺は恰かつ好こうつけすぎていたのだろうな」乾いた舌をうごかして、言葉を続ける。「もっと早く君と向かいあうべきだった。傷つけあい、分かちあい、同じ方向を見るべきだった」


    　ジヴの頭が上がり、緑の双そう眸ぼうで微ほほ笑えむ。それは柔らかな笑みだった。


    　俺は空々しい紛まがい物の愛を拒否する。


    　砂糖と蜂はち蜜みつをふりかけた甘い夢を拒否する。


    　怪物ギルフォイルが提示した、都合のいい物語を拒否する。


    「アナピヤならこう言うでしょうね『互いに愛していてこうなるなんて分からないよ』って」


    「ああ、曖あい昧まいに馴れあうのが男女なのだろうな」


    　ジヴは微笑みつづけていた。


    　アナピヤなら、そんな子供にしか出来ない真っ直ぐな告発をするだろう。


    　それでも、俺たちは子供のように真っ直ぐには生きられないし、大人のように馴れあうこともできない。


    　俺とジヴの視線が結ばれ、静かな墓地で言葉もなく向かいあっていた。


    　心臓と耳の後ろで響く血流の音が、世界のすべての音だった。陽光は残ざん酷こくなまでにのどかだった。


    　なにも劇的なことが起こらない風景。


    　夏は、哀しみや悲劇には向かない季節だった。


    　黙ったまま、俺は手を伸ばした。拒否するようにジヴが身を[image: ]よじる。震える体を俺は強引に、そして力をこめて抱きよせる。


    　互いに傷つくまいと、俺はクエロの手を離した。クエロも俺から離れた。


    　向かいあわないままの曖昧な月日は、無限に増幅する憎悪しか生まなかった。


    　長く重い沈黙。


    　ジヴの双そう眸ぼうは、俺を見ていた。俺の目はジヴを見ていた。


    　だから告げよう。


    「俺は、ジヴを愛していた」


    「私も、あなたを愛していた」


    　それは決別の言葉だった。


    　二人は、ともに曖あい昧まいでしかし決定的なものを感じていたのだ。そして、俺とジヴが本当に向かいあい、心を分かちあった瞬間だった。


    　俺はジヴの細い顎あごに手を掛け、上を向かせた。


    　目を閉じたジヴが震えていた。俺も震えていた。


    　唇くちびるには甘い感傷。そしてそれ以上の罪の苦痛が、俺とジヴの胸の中に生まれていた。


    　俺たちは震える唇を重ね、別れを告げた。


    　ジヴの体ごと、俺はすべてを優しく抱きしめた。


    　今までの二人の軌跡を抱きしめるように。より激しい痛みを求めるように。


    　俺たちは、しばらくそのままで抱きあっていた。意を決したように同時にうなずき、体を離した。それだけで、半身が裂かれるようだった。


    「じゃあな、ジヴ。幸せにな」


    「ええ、ガユス。あなたも」


    　俺は小さく笑い、ジヴも微笑みを返す。


    　子どもの幼さと大人の気遣いで、俺は何度も間違ってきた。今度も間違ったのだろう。


    　互いに背を向けてそれぞれの道へと歩きだす。


    　歩みを進める俺の胸には、思い出のひとつひとつが刃となって吹き荒れていた。ジヴの笑顔、愛に優しさ。胸の内ですべてが攪かく拌はんされて痛みとなる。


    　裏切りも憎しみも、そして別離も、自己を全否定するものではない。


    　俺とジヴは、初めて等価の人間として向かいあった。別れの結論は、これまでにない確かな感情の交流だった。


    　その傷心こそが俺にジヴを、ジヴに俺を、真に理解させたのだろう。


    　しかし、内心の気取った台詞せりふは、真実を指してはいない。


    　俺の胸からは鮮血が溢あふれていた。一歩ごとに別れの血けつ痕こんが刻まれ、距離が離れていくごとに痛みが強くなる。


    　この後、俺は別れの痛みに呻うめき、転げ回るだろう。孤独の辛つらさに泣き叫ぶだろう。幾晩も幾晩も。そしてジヴも同じように泣きあかすだろう。


    　必然であり、人間として本当に向かいあえた関係であっても。


    　それが二人の選択で、俺にしては上出来すぎる綺麗な別れであっても。


    　だが、それでも。


    　唇を強く嚙かみしめていた。


    　俺のなかの痛みは、


    　俺自身を後悔することを、


    　もう許しはしない。

  


  
    二十章　永い痛み


    



    



    　未来は劣化であり、過去は未成熟であり、現在は通過点である。


    　それゆえ完全になったときに、人は熱力学的に死ぬ。


    　それゆえに生こそは長い長い死の痙けい攣れん。


    
      ジグムント・ヴァーレンハイト「鏡と環」皇こう暦れき四八四年

    


    



    



    　事務所には、いつもの俺たちがいた。


    　俺は咒じゆ式しき具ぐを棚たなに収め、対してギギナは作業を邪魔するように資料を引きだしていた。


    　平気な顔をしていても、別離の傷口は鮮血を流しつづけている。


    　辛つらく悲しい一人の夜も、少しだけ慣れた。慣れるしかないのだ。


    　開けはなたれた窓と玄関口から、夏の風が吹きぬけていく。涼やかな風が、胸の奥に触れ、去っていった。


    「アズルピにギルフォイル、クエロ。そして……」


    　資料の頁ページをめくるギギナは返事をしない。


    　ふと、ギギナが開いていた資料に目が留まる。ギギナも同様に動作を止めていた。


    　そこには古い写真。ジオルグ・ダラハイド事務所の面々が、若い顔をそろえていた。


    「すべては幻覚のようなものだ」


    　ギギナが静かに本を閉じた。過去を切りすて、そして慈いつくしむように。


    「人間は、感覚器官を通した脳内の信号でしか世界を捉えられない。視覚はおよそ三八〇から七七〇ナノメルトルの波長の光まで、聴覚は約二十から二万ヘルツルまで、嗅覚は嗅覚細胞が約二千万から五千万個、味覚を覚える味み蕾らいは約八千個しか存在しない」


    　ギギナの白い右手が掲げられ、指先が開かれる。


    「指先の感覚点は一平方センチあたり、触覚で九から三十、冷点は七から九、温点で二、痛点で六十から二百とされている。そこから伝えられる電気信号や物質を、大脳皮質の百四十億と小脳の一千億個の細胞で処理・変換することでしか、世界と関われない」


    　ギギナの鋼はがねの目が、俺へ向けられた。


    「その矮わい小しような感覚器官と思考の幻想を、人は現実と呼んでいるだけなのだ」


    「論点が違うような気がするが、ドラッケン族式の悟りか？」


    　疲れたように、俺は椅い子すに向かう。


    「いや、私の決意だ。聞きながせ」


    　ギギナが口を閉ざした。


    　応接椅子に身を沈め、俺は天井を眺めていた。ギギナも向かいの椅子に座る。


    　窓や玄関からの微風が吹きこみ、頰ほおを撫なでていった。


    　家族愛という虚構がなければ、家族は他人。貨幣という概念がなければ、経済は成り立たない。言葉という戯たわ言ごとがなければ、なにも伝えられない。


    　誇り高き戦死という役割を自らに強制せねば、ギギナもユラヴィカも存在できない。


    　そして、愛情という幻想に頼らなければ、俺とジヴも結びつけなかったし、向かいあって別れることもできなかった。


    「なぜ幻想を楽しむのか」という疑問は、「なぜ人生を楽しむのか」と同じ問いを呼ぶだろう。


    幻想の街で、我らは互いに騙だまし騙されて、生きていくのだろう。そして、自分を騙しているうちに、ついには自分が何者だったかも思い出せなくなる。


    　いつしか愛するより、愛されることのほうが簡単で確実だと考えるかもしれない。自らが愛の主体となって、愛を操作し支配する立場を選ぶものもいるかもしれない。


    　哀しく邪悪で、そしてどこまでも平凡な人形使いのように。


    　我らは、欠落を埋める幻想を、愛を求める。肉も役割も越えた他者、魂たましいで結ばれる他者を。


    　だが、純粋で対等な魂の関係など、どこにも存在しない。


    　永遠に裏切らない他者を求めるのは、他者と自分を同化させたいという欲望に外ほかならない。


    　我らは、誰かを見つめ、他者の瞳に映る自分の鏡像、それを見つめる自己でしか己を確かめられないのだ。等価になった自己と他者との距離がなければ、話はできず、抱きしめられないのだ。


    　ならば、俺は自分であり他者であろう。また、喜んで幻想に騙だまされ、自らを埋める欠片かけらを探し求めよう。何度でも、そう、世界が何度繰り返したとしても。


    　俺の足元で、温かいものが動いた。


    　見下ろすと猫のエルヴィンが欠伸あくびをしていた。エリダナに戻ってから、俺の周りに寄ってくるまでには慣れてきたようだ。


    　視線を前に戻す。俺は幻想に屈しはしない。


    　自らの欠落をそのままに肯定する安易さを放ほう棄きする。満ち足りてしまう虚むなしさを知り、欠落を埋める欠片を自ら放棄する。それでもなにかを探し求めていたい。


    　だからこそ、我らは惑い、それゆえに生きつづけられるのだ。ジヴと俺の道が交わり、離れていくように。二人はまたそれぞれの欠片を探し、それぞれの道を歩いていくのだろう。


    　今はまだ無理だが、いつか、彼女の幸せを願えるようになりたい。


    　一いち抹まつの痛みとともに。そして、心から。


    　足下のエルヴィンに手を伸ばしてみると、小さい牙で嚙かまれた。黒猫は貴婦人の所作で玄関口へ去っていく。俺は苦笑しつつ、エリダナの街へと消えていく尻尾しつぽを見送った。心を理解するには、まだまだ俺は初心者らしい。


    「それで、この決済はどうなる？」


    　いつものように、ギギナの提示してきた領収書は、俺の予想の遙はるか上をいきやがる。


    「ギギナ、金が湧いてくる咒じゆ式しきはないと、いつになったら分かるんだ？　おまえからも言ってやってくれ、なあアナピ……」


    　思わず横へと視線を向けて、俺は言葉を続けられなかった。ギギナも無言で事務所の奥を眺めていた。


    　そこには不在。


    　なにもなく、窓から差しこむ陽光の中で、埃ほこりが舞っているだけだった。


    　あの少女が、向日葵ひまわりのように笑っていることはなかった。


    　最初から一夏の幻だったように、アナピヤは死んだのだ。


    　心臓を刺し貫くような激しい痛み。今までの俺だったら、目を逸そらしていただろう。


    　だが、俺は耐えた。


    　真っ直ぐにアナピヤの不在を見据えた。


    　向かいに座るギギナの鋼はがねの視線も、激情に揺らめきながらも逸れることはなかった。


    　アナピヤは俺が殺した。


    　ジオルグのように、ニドヴォルクのように、ヘロデルのように、レメディウスのように、ウォルロットのように。


    　そして、アレシエルと数えきれない他の死者たちのように。俺の幼おさな心ごころとクエロの優しさとともに。


    　言いわけはしない。


    　だから、俺を恨んで憎んで、心臓を刺し貫いてくれ。


    　毎夜の悪夢に、亡霊となってでも出てきてくれ。


    　そこでなら、永遠の痛みとして君を愛せるはずだから。


    



    



    　陽光も届かぬエリダナ沿岸の海中。魚群が戯たわむれ、沈没船の間を抜けていく。


    　暗い海底を球体が漂っていた。銀の球体こそは、私の玉座だ。


    　私は、保護液に浮かぶ脳と脊せき髄ずいと神経系だけの姿で、玉座の内部にいる。


    　クエロやガユスたちは勘違いしてくれたが、咒じゆ式しき医師ギルフォイルですら私の体のひとつにすぎない。ギルフォイルの体を使って、私の本体たる球形の椅い子す型の柩ひつぎを、海中に逃れさせたのだ。


    　では私が何者であったのかというと、私自身ですら忘れてしまった。


    　ギルフォイルであったり、トリトメスであったり、さらにはすべての始祖であるベギンレイムであったりした気がするが、思い出せない。遠い昔に、なにかを求めていたことだけは覚えているが、今となってはこれも思い出せない。


    　どうでもいいことだ。すべてはもう無関係だった。


    　ギルフォイルが咒式中継基地と私の移動を司つかさどる体であったことも事実だ。体を失ったことで、外界への通信と干かん渉しよう手段が失われてしまった。


    　それでも問題はなにもない。検体の竜、そして〈長命竜アルター〉ムブロフスカの死体から回収した脳組織から生まれる咒力は、私に半永久的な寿命をもたらしてくれる。


    　竜の強大な咒力は、眠りなどという愚鈍な休息すら駆く逐ちくし、一日中、私の意識を覚かく醒せいさせている。それは外界の闇と完かん璧ぺきに隔絶された、永遠の昼の世界。


    　肉体の感覚を喪失すると、徐々に脳に変調をきたすというが、同等の刺激を生みだすことくらいは可能だ。アナピヤは孤独によって精神を砕き、病的なまでに愛を求めさせるように仕向けたのだが、私にはそんな愚かな迷めい妄もうは起こらない。


    　私の記憶を補助する記憶素子には、膨大な数の人形の少女たちという人格が詰まっているのだ。


    　今この瞬間も、アナピヤから採取・複製した脳組織は、数百、数千人の美女や美少女となり、私の心を読んで、最適の返答をしてくれる。私に愛を告白し、頰ほおを染めて恥じらいながらも裸身を晒さらしている。


    　あとには何万、何百万の美女と美少女が控えている。飽きてくれば、美男や美少年のほうで遊んでもいい。


    　この楽園が、一瞬も休むことのない私の意識のなかで永遠に続くのだ。


    　結果として私は勝ったのだ。


    　私が作った愛すべき人形理論は、確実に世界に受け入れられ、広がっていく。


    　憎んだり嫉しつ妬としたり僻ひがんだりする人間、そんな面倒で吐き気を催もよおすような他人とは関わる必要がなくなる。互いに互いの無能さや卑いやしさがやりきれず、人の間に争いは絶えない。


    　だから、これからは私の天使たちが人々の間に入り、癒していくのだ。


    　寂しいときは話し相手になり、性欲のすべてを受け止めてくれる。辛つらくて単調な労働も引きうけてくれる。めんどうな他人と関わる必要はなくなる。


    　人類の闘争の根源たる、愛と生殖の競争から解きはなたれるには、こうするしかない。この方法でのみ、人は自由になれるのだ。


    　人形たちの力で、いつかは戦争も貧困も消え、この世の苦痛のすべてがなくなるだろう。私は人類の恒久平和を築いた偉人として、記憶されることになるだろう。いや、記憶されなくていい。名前など覚えてほしくはない。すぐに忘れられる無名の存在でありたい。


    　眠ることなき永遠の楽園に到達した私こそ、先駆者であり、真の勝利者なのだ。


    　いずれはすべての人類が、私と同様の永遠の楽園に住むことになるだろう。


    　クエロだの、ガユスだの、ギギナだの、あいつらは苦悩と絶望の人生を、唯一無二の現実だとでも思って生きていけばいいのだ。


    　なにが向かいあう真実の関係だ。出会いと別れだ。くだらない人間どもと古臭い現実ごっこを、いつまでもやっているがいい。何度でも同じ愚行を繰りかえしていればいい。


    　私は傍観者だ。世界のくだらなさを嘲ちよう笑しようしている至高の勝利者なのだ。


    　万能感に酔いしれ、勝利に笑っていた。これ以上に完璧な勝利など存在しない。


    　だが、心の片隅から、巨大な空虚さが湧きあがってきた。


    　この私の笑いはどこに向けられているのだろう？


    　世界を嘲笑したつもりでも、世界は私を一いつ顧こだにしない。


    　他者を拒絶したつもりでも、私だけでは私の輪りん郭かくを確認できない。


    　私は不安になってきた。


    　私の内部に嵐が湧きおこる。他者に関わりたい、なにかをなし、話したい。肯定し否定し、協力し競争し、愛し憎悪しあいたい。


    　しかし、それらのくだらない人間の営みを行う可能性は、私には存在しない。自らで可能性のすべてを断ち切ったのだ。私にできることは、海底に転がる完成しきった繭まゆのなかでまどろむことだけなのだ。


    　これが、この孤独が、アナピヤの感じた恐怖なのか？


    　私は脳内物質のβーエンドルフィンやセロトニンの量を増やして、不安を追いやる。


    　私は気づいた。


    　このような孤独と退屈の恐怖が湧き起こるごとに、このあと、何千、何万、何億回もの脳内調整を行わないとならないのか？　


    「大だい丈じよう夫ぶよ、あなたは私が癒してあげる」


    　金髪の美女が私の心を読んで、私にもっとも好ましい笑いかたで微ほほ笑えむ。


    「そうよ、あなたは偉大で素晴らしい存在だから」


    　赤髪の美少女が私の心を読んで、もっとも欲しい言葉で褒ほめたたえる。そして、私を癒し慰めようと、幾千もの人工人格が一斉に騒ぎだす。


    「愛しています」「好き」「心から愛しています」「優しくしてあげる」「愛しているわ」「誰よりも愛しているよ」「大好きだよっ」「愛している」「いつまでも一いつ緒しよに」「愛して」「抱きしめてあげる」「愛しています」「愛してくれたら、愛してあげる」「愛してあげるから、愛して」


    やめろ、やめろ、やめろ、やめろ、やめろ、やめろやめろやめろやめろやめろっ！


    　反論するふりはできても、最終的には私に従う人工人格たちに、嫌悪感しか抱いだけなかった。


    　私が作った人格と物語は、私の予想をなにも越えない。自尊心の充足も肉の快楽も、どこまでも私が設定した通りなのだ。妄想はどこまでも妄想であり、私は私でしかなかった。


    　そこには意外性も希望もなかった。そして絶望すらも。どこまでも平坦な紙芝居の世界なのだ。


    　永遠の楽園は、予定調和の牢ろう獄ごくにすぎない。呼吸など必要としないはずなのに、呼吸困難になり圧迫感に苛さいなまれる。私は早くも楽園に耐えきれなくなりはじめていた。


    　外部感覚機関が、海流が強くなったことを私に知らせた。ルルガナ内海の激しい海流が、私の玉座を楽園ごと南東へと押しながしていく。


    　計算では数日のうちに外洋に達し、さらに流されていくだろう。どこまでも、どこまでも。


    　宝珠を起動。複雑な地形と海流から予測される玉座の進路を、大急ぎで演算する。


    　オーセラル大洋を永久に回遊する可能性が、九・二二八九％。大洋を抜け、南極に到達して氷塊の一部となる可能性が、五・四〇八二％。


    　深度一万五千メルトル以上とされる、前ぜん人じん未み踏とうのマリマル海溝の底に落ちていく可能性が、八二・二五〇三％。


    　私は、その他の可能性の計算を止やめ、軌道修正をしようとする。しかしすべての干かん渉しようと移動手段が作動しない。クエロに受けた雷撃咒じゆ式しきで、移動機器が破壊されていたようだ。


    　私の脳に戦せん慄りつが刺し貫く。


    　詰めの甘いガユスはともかく、〈処刑人〉と呼ばれるクエロ、あの天才レメディウスすら葬ほうむった非情な女が、ギルフォイルが本体だと信じていたのだろうか？　本当にそんなマヌケなのだろうか？


    　もしかして、より過酷な処刑のために、私の本体を載せた車が逃げるに任せたのではないだろうか？


    　恐怖のあまり、強引に脳内物質の過か剰じよう分泌を誘発し、自死を決行する。その程度の有害成分と作用は竜たちの脳組織がすぐに治療と自己修復をしてしまう。


    　私は気づいてしまった。ムブロフスカの脳組織と咒力は、私の脳をいつまで生かすのだ？　百年？　千年？


    　話によると、〈龍〉と呼ばれる存在は、万年を遙はるかに越えて存在しているという。


    　私は、眠ることも、思考を停止することもできず、明めい瞭りような意識を保ったまま、それだけの年月をただ一人で生きるというのか？


    　アナピヤとムブロフスカ、これが、永遠の牢ろう獄ごくが、おまえたちの復ふく讐しゆうなのか？


    　放浪の賢人よ、これこそがあなたの予想した敗北なのか？　楽園をこの世に作っても、その楽園に住む資格は誰にも、とくに私には存在しないということなのか？


    　少女と竜の嘲ちよう笑しようという幻聴が、遠く聞こえたような気がした。


    　私は願った。


    　玉座が船底に引っ掛かったり、海底地震に巻きこまれたりして、私の脳が一瞬で修復不可能なまでに破壊されることを必死に願った。そうでなければ竜はまた私を治療する。


    　絶命という願いが叶う可能性はかぎりなく低く、統計学的には無とされる数値だ。


    　私は笑った。笑っていることに笑った。


    　崩壊しそうな意識。しかし、竜たちの脳組織が咒じゆ式しきを紡つむぎ、私の脳内物質と神経伝達の異常を修復し、完かん璧ぺきに正常に戻す。アナピヤの力が、私の心を読みつつ支配し、慰める。


    　精神の崩壊や消失さえまったく許されず、どこまでも明めい晰せきな意識のまま、私は私の孤独を受け止めさせられた。


    　肉体も魂たましいも持たない美しい人形たちに囲まれ、竜の脳組織により半永久的な命を与えられ、私は存在しない唇くちびるで叫んだ。


    　唇があったとしても、海の底にいる私の声は誰にも届かない。


    　それでも絶叫した。


    　絶叫しつづけた。


    　誰の返事もなかった。


    　ただ、空疎な永遠だけがあった。

  


  
    付録
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    　あとがきっぽい


    



    　今回もまたあとがきを書けという指令が来ました。


    　前にも書きましたが、私はあとがきが苦手です。しかし「ページを空けてあります」と言われて「白紙のメモ帳でいいんじゃないですか？」と言うと「もう一度言います。ページは空けてあるのです」と返されて、英仏百年戦争になりそうなので、あとがきっぽいもので妥協します。


    　どうしてあとがきが苦手かというと、あとがきを書くと、実はトラックに轢かれそうな子供を助けて死んで、双子の兄貴が「綺麗な顔ではないけど、ウソみたいだろ。死んでいるんだぜ」と言われて野球を始められてしまったことがバレてしまいます。小学館的に。


    　そういう善人が書いていると思われると恥ずかしいので、あとがきは苦手です。


    　しかし一方では全国で四人くらいしかここを読んでいる人がいないので、どうでもいいです。


    



    　普段の私がなにを考えているかというと、作家らしく哲学的で高尚なことです。


    　たとえば児童ポルノ法では、18歳以下の女性の性行為の描写を取り締まられますが、女性の結婚は16歳から認められています。未成年者が結婚したときは、成年に達したとされる成年擬制があります。もちろん私法の範囲だけで、選挙や喫煙や飲酒などの公法領域では未成年者扱いのままです。


    　しかし、エロもので登場人物がすべて結婚した男女であれば、これは未成年であろうと成年擬制で大人ですのでOKのはず。乱交は重婚のプレイ、触手ものもやはり触手と結婚していました。


    　エロ業界はこの私のアイディアをひゃくおくまんえんで買うべきだと思うのです！


    ※編集部は「いつもよりきつめのお薬を処方すべき」との見解です。


    



    　高尚すぎる話題を続けると、ラブプラスというゲームがあります。女の子とひたすら話すというゲームですが、ゲーム内部で日曜日に約束をすると、現実の日曜日に起きていないとなりません。ついにゲームが人間を管理する時代が来ました。


    　これが後の世のスカイネットとなるとは、人類はまだ知らなかったのです。映画会社の人に聞いたところによると、次のターミネーターは「サラ・コナーがアサルトライフルで美少女ＣＧターミネーター軍団と戦う」という噓を今考えました。キャッチコピーは「え!?　シュワちゃんがまた妊娠!?」になります。


    　映画会社はこの私のアイディアをひゃくお（以下略）


    　


    　　こんな感じでよろしいでしょうか。


    　また、協力していただいた関係者各位に感謝いたします。

  


  
    浅井ラボ


    Labo Asai
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